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総 説

令和４年度における我が国の経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進み、緩

やかな持ち直しが続いた。その一方で、世界的なエネルギー・食料価格の高騰や欧米各国

の金融引締め等による世界的な景気後退などにより、先行きについては不透明感が続く状

況となった。

本市の経済情勢は、基幹産業である製造業においては、長引く原材料価格の高騰やエネ

ルギー価格の上昇が収益を圧迫する状況が続いたほか、消費者物価の上昇を補う賃上げの

必要性に迫られた。さらに、取引先との間でこれらの経費を思うように価格転嫁できなか

ったことから、中小企業にとって厳しい状況となった。

こうしたなか、令和４年度は「第５次岡谷市総合計画」の４年目として、将来都市像「人

結び 夢と希望を紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現に向けて、市民生活を取り巻く環境

の変化に柔軟に対応しながら、将来にわたって持続可能で、将来のまちに多くの夢と希望

を描くことができる確かなまちづくりを進めるため、「安全・安心を深化（進化）する年」

と位置づけるとともに、「安全・安心な暮らしの実現」、「まちなかの魅力向上」、「元気・活

力の創出」の３つを重点施策に掲げ、令和３年度補正予算と令和４年度当初予算を一体と

した「１４か月予算」を編成し、各種施策・事業を積極的に展開した。

また、新型コロナウイルス感染症については、感染拡大防止に万全を期すとともに、事

業活動の継続と雇用の維持、市民生活の下支えのための重点的かつ効果的な取組を適時適

切に行った。

１ 安全・安心な暮らしの実現

令和３年８月の大雨によって被災した、林道横河山線の小日向橋架け替え工事及び菅の

沢の林道復旧工事を実施した。

また、集中豪雨などによる河川氾濫や浸水被害を未然に防ぐため、普通河川の河床整備

及び護岸改修のほか河川緊急浚渫推進事業の実施により、良好な河川環境の整備を推進した。

さらに、自主防災組織及び消防団などの防災関係機関と連携した各種防災訓練を実施し

たほか、災害時の応急対応、避難所開設に必要な防災資機材の充実及び防災情報等の発信

機能の拡充を図り、地域の防災力・減災力の強化に努めた。

このほか、消防団員の処遇を改善するため、出動報酬を条例に位置づけるとともに額の

引き上げを行った。
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２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けて各種の啓発事業に取り組むとともに、個

人住宅等に設置する蓄電システムの導入経費を助成することにより、再生可能エネルギーの

利用促進と二酸化炭素排出量の削減に努めた。

２ まちなかの魅力向上

まちなかの賑わいを創出し、回遊性のある商業地を形成するため、商業等振興補助金の

店舗改修費に対する助成を拡充し、新規出店の促進に努めた。

また、誰もが自由に働ける環境を創出するとともに、中心市街地の活性化を図るため、

中央町アミューズメント施設のミーティングルームを改修し、おかやシェアオフィスを開

設した。

貴重な財産である旧岡谷市役所庁舎の適正な保全を図り、後世に確実に継承するため、

安全対策及び長寿命化対策として老朽度調査を行ったほか、蚕糸公園については、まちな

かに憩いと賑わいを創出するため、旧岡谷市役所庁舎の外観を活かした、緑のオープンス

ペースに転換するリノベーション整備に着手した。

このほか、長野県及び諏訪湖周３市町による諏訪湖周サイクリングロード整備事業につ

いては、本市管理区間のうち横河川から塚間川までの整備が完了した。

３ 元気・活力の創出

工業の振興では、「岡谷市工業活性化計画」に基づき、新技術・新製品の創出、新規受注

開拓支援などにより市内企業の活性化に努めたほか、新たにＤＸ推進デジタル化ツール導

入支援事業、グリーン成長投資促進支援事業を実施し、市内企業のＤＸ・ＧＸの推進とあ

わせて企業競争力の強化を図った。

また、市内事業者の採用力の強化を図るとともに、ＵＩＪターンの促進により人材を確

保するため、就職情報サイトの利用料補助、採用活動に関する個別相談支援などを行った。

移住・定住の促進、交流・関係人口の創出・拡大に向けた取組では、シルクスイートの

栽培、収穫などを岡谷市内で体験する独自のオーナー制度を創設し、関係人口の拡大を図

った。

また、三大都市圏のうち転入超過となっている都府県からの移住者に移住支援金を交付

する就業・創業移住支援事業を拡充して実施した。

ブランドの振興では、岡谷ブランドの核となるシルクの歴史と文化を伝承するとともに、

滞在型ワークショップなどのシルクを活かした体験プログラム等の提供、岡谷シルクブラ
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ンド認証制度の創設などを進め、新しいシルク文化の創造によるまちの活性化を推進した。

子育て・教育環境の充実として、豊かな学びや幼保小中の連携を更に推進するため、新

たに、岡谷市学びの創生・連携支援室を設置し、推進体制の強化を図った。

また、川岸小学校と岡谷西部中学校を一体とする小中一貫の義務教育学校づくりを進め

るとともに、校地内に公立の幼保連携型認定こども園を併設する「川岸学園構想」を方針

決定した。

４ 新型コロナウイルス感染症、原油価格・物価高騰への対応

新型コロナウイルスワクチン接種事業では、引き続き、岡谷市医師会及び岡谷市民病院

と連携して市民への安全かつ迅速なワクチン接種に努めた。

公共施設における感染症対策では、検温・消毒装置等の設置、自動水栓化工事のほか、

Ｗｅｂ会議環境整備を行った。

事業者支援では、感染症拡大の影響を受ける市内事業者の雇用維持と事業活動の継続を

支援するため、雇用調整助成金の上乗せ補助を実施するとともに、コロナ禍における原油

価格・物価高騰の影響を受ける事業者への緊急支援策として、原油価格・物価高騰等対策

特別資金及び製造業エネルギーコスト削減支援事業補助金を創設したほか、社会福祉施設、

私立保育園等の安定的なサービス提供を支援した。

生活支援では、プレミアム率としては過去最大となる５０％のプレミアム付き商品券を

販売するとともに、食材価格が高騰している中、学校給食の質と量を維持しつつ保護者負

担の軽減を図るため、給食費の値上げ相当分を公費で負担したほか、低所得世帯や子育て

世帯に対し特別給付金を給付するなどコロナ禍における市民の経済的負担の軽減を図った。
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５ 歳入面

令和４年度の一般会計歳入決算額は 円 で、前年度決算額に比べ

円、 ％の減となった。

円 円 ％

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

使用料及び手数料

財産収入

寄附金

繰入金

諸収入

令和4年度(A) 令和3年度(B) (A)／(B)

繰越金

市債

合　　　　　　計

　※（　）書の数値は内書きであり、前年度から繰り越された財源である。

国庫支出金

県支出金

分担金及び負担金

一般会計  歳入決算額款別比較表

款

市税
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６ 歳出面

令和４年度の一般会計歳出決算額は 円 で、前年度決算額に比べ

円、 ％の減となった。

円 円 ％

公債費

予備費 －　

※（　）書の数値は内書きであり、前年度から繰り越された経費の歳出である。

令和4年度(A) 令和3年度(B) (A)／(B)

合    計

民生費

農林水産業費

土木費

災害復旧費

議会費

総務費

教育費

衛生費

労働費

一般会計　歳出決算額款別比較表

款

商工費

消防費
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議 会

(10)
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第１ 概説

議会事務局では、定例会４回（会期日数７８日、うち開議日数２２日）、臨時会１

回 会期日数及び開議日数１日 が開催され、１０７件の議案等が審議された。

うち、議員提案により、重大な感染症のまん延又は災害等の発生により開催場所に

参集することが困難な場合に限り、オンラインを活用して委員会等を開催できるよう、

「岡谷市議会委員会条例」の一部を改正したほか、議員が公務上の災害などを除き長

期間欠席した際の報酬の減額等を規定した「岡谷市議会議員の議員報酬等の特例に関

する条例」を制定した。

議会基本条例の取組の一環として、令和３年度より３常任委員会でテーマを設定し、

政策提言に向けた調査研究を行ってきたが、各常任委員会でまとめた政策提言書を、全議

員で構成する政策討論会議での議員間討論にかけ、全議員の総意による政策提言書として

議長より市長へ提出した。なお、各常任委員会のテーマについて、総務委員会は「スポー

ツによる地域元気計画【誰もがスポーツに親しみ楽しむ、そして感動するまちへ】」、社

会委員会は「こころとからだの健康づくり」、産業建設委員会は「岡谷市の産業活性化～

農業・林業・商業の課題解決と新しい産業拠点～」と設定した。

また、姉妹都市親善友好事業として、東伊豆町との議員交流研修会を実施し、市政の課題、

議会運営等について意見交換を行った。

さらに、市民への情報発信の充実を図るため、議会広報広聴委員会において市議会だより

「議会のひろば」を年４回発行したほか、議会報告会を開催し、３常任委員会の活動状況の

報告及びグループごとテーマに沿って意見交換を行うとともに、公民館活動の講座の

一環として子育て支援学級の受講生を招き、議場等の見学会と座談会、いちい学級の

受講生との懇談会を開催した。

第２ 実績総括

主な事務事業 内 容

議会運営事務 ※◎委員長 ○副委員長

議長、副議長

議 長 小松 壮（令和３年５月１７日選挙）

副議長 今井 康善（ 〃 ）

監査委員

監査委員 藤森 博文（令和３年５月１８日同意）
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常任委員会委員の構成

（令和３年５月１８日選任・正副委員長互選）

総務委員会（６人）

◎田村みどり ○武井 友則 小松 壮 渡辺 太郎

早出 一真 笠原征三郎

社会委員会（６人）

◎吉田 浩 ○中島 保明 浜 幸平 今井 康善

早出すみ子 大塚 秀樹

産業建設委員会（６人）

◎今井 秀実 ○中島 秀明 今井 義信 藤森 博文

山崎 仁 遠藤 真弓

議会運営委員会委員の構成

（令和３年５月１８日選任・正副委員長互選）

議会運営委員会（７人）

◎早出 一真 ○山崎 仁 田村みどり 浜 幸平

吉田 浩 中島 秀明 今井 秀実

組合議会議員等の構成

（令和３年５月１８日選挙）

諏訪広域連合議会議員（５人）

小松 壮 吉田 浩 今井 康善 中島 保明

今井 秀実

湖北行政事務組合議会議員（９人）

小松 壮 田村みどり 中島 秀明 今井 康善

今井 義信 早出すみ子 渡辺 太郎 大塚 秀樹

山崎 仁

湖周行政事務組合議会議員（４人）

小松 壮 早出 一真 笠原征三郎 遠藤 真弓

諏訪広域公立大学事務組合議会議員（３人）

小松 壮 浜 幸平 武井 友則

決算特別委員会委員の構成

（令和４年９月５日設置、正副委員長互選）

一般・特別会計（７人）

◎早出すみ子 ○中島 秀明 田村みどり 今井 義信

早出 一真 山崎 仁 遠藤 真弓

企業会計（８人）

◎中島 保明 ○武井 友則 浜 幸平 吉田 浩

今井 康善 渡辺 太郎 笠原征三郎 大塚 秀樹

会派の構成  
令明おかや（６人）  

浜 幸平 田村みどり 今井 義信 藤森 博文

早出 一真 中島 保明  
おかや未来研究室（５人）

中島 秀明 武井 友則 渡辺 太郎 遠藤 真弓

吉田 浩

日本共産党岡谷市議団（３人） 
笠原征三郎 早出すみ子 今井 秀実

やまびこ（２人）  
山崎 仁 大塚 秀樹  
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輝く子育て支援学級（湊公民館）  

日 時 ７月２０日（水）  
  場 所 全員協議会室ほか  

参加者 ５人  
内 容 親子で議会探検＆９階展望散歩  

～議員さんと岡谷の未来を語ろう～  
 
輝く子育て支援学級（川岸公民館）  

日 時 １０月２０日（木）  
  場 所 全員協議会室ほか  

参加者 ４人  
内 容 ママが岡谷を創る⁉   

～議員さんと岡谷の未来を語ろう～  
 
いちい学級（長地公民館）  

日 時 １０月２８日（金）  
  場 所 長地公民館（長地支所）講堂ほか  

参加者 ２７人  
内 容 市議会を知って岡谷の未来を語ろう  

～議員さんとの座談会～  
 

議会報告会～議員と井戸端会議～  
日 時 １０月５日（水）・６日（木）・７日（金）  

  場 所 イルフプラザカルチャーセンター・諏訪湖ハイツ  
参加者 ５９人  
内 容 議会報告及び座談会  

総務委員会  
「スポーツによる地域元気計画」について  
社会委員会  
「こころとからだの健康づくり」について  
産業建設委員会  
「『新しい産業拠点』の利活用による  

岡谷市の産業活性化」について  
（ 円）

姉妹都市親善友

好事業  
東伊豆町との議員交流研修会  

日 時 １１月１６日（水）・１７日（木）  
  場 所 東伊豆町役場  

参加者 ２９人（岡谷市１５人、東伊豆町１４人）  
内 容 政策提言について  

市議会だよりについて  
グループウェアについて  
オンライン委員会について  

（ 円）  
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 議 案

議案番号 件 名
提 出

月 日

付 託

委 員 会

議 決

月 日

審 議

結 果

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第２号）

総務

社会
原案可決

議案第 号
岡谷市職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号
岡谷市職員の退職手当に関する条

例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号
岡谷市公民館条例の一部を改正す

る条例
総務 原案可決

議案第 号 財産の取得について 総務 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第３号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第４号）
社会 原案可決

議案第 号

※

諏訪湖生態系回復を強力に推進す

ることを求める意見書
（社） 原案可決

議案第 号

※

義務教育費国庫負担制度の堅持・

拡充を求める意見書
（総） 原案可決

議案第 号

※

さらなる少人数学級推進と、教育

予算の増額を求める意見書
（総） 原案可決

議案第 号

※

へき地教育振興法に鑑み、へき地

手当等支給率を近隣県並みの水準

に戻すことを求める意見書

（総） 原案可決

議案第 号

※

中小企業者及び小規模事業者の経

営継続へ向けたさらなる支援を求

める意見書

（超） 原案可決

議案第 号

※

日本政府に核兵器禁止条約の批准

を求める意見書
（共） 否決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第５号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第１号）
社会 原案可決

議案第 号
令和３年度岡谷市一般会計歳入歳

出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号

令和３年度岡谷市国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市地域開発事業特

別会計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市分収造林事業特

別会計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市霊園事業特別会

計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市温泉事業特別会

計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定
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議案第 号

令和３年度岡谷市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市湊財産区一般会

計歳入歳出決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市水道事業会計の

決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市下水道事業会計

の決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
令和３年度岡谷市病院事業会計の

決算認定について
決算特別 認定

議案第 号
岡谷市職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号
岡谷市手数料条例の一部を改正す

る条例
産業建設 原案可決

議案第 号 工事請負契約について 総務 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第７号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第２号）
社会 原案可決

議案第 号

※

岡谷市議会委員会条例の一部を改

正する条例
（議） 原案可決

議案第 号

※

岡谷市議会会議規則の一部を改正

する規則
（議） 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第８号）

総務

社会
原案可決

議案第 号

※

主要地方道下諏訪辰野線拡幅改良

を求める意見書
（超） 原案可決

議案第 号

※

地域の医療提供体制の確保を求め

る意見書
（超） 原案可決

議員派遣について （議） 決定

議案第 号
岡谷市特別職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号
岡谷市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例
総務 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第１０号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市水道事業会計補

正予算（第１号）
産業建設 原案可決

議案第 号

※

岡谷市議会の議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例

（議） 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第１１号）
原案可決

議案第 号
岡谷市個人情報の保護に関する法

律施行条例
総務 原案可決

議案第 号

地方公務員法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例

総務 原案可決
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議案第 号 旧渡辺家住宅保全基金条例 総務 原案可決

議案第 号
岡谷市福祉医療費給付金条例の一

部を改正する条例
社会 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第１２号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第４号）
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市固定資産評価審査委員会委

員の選任について
同意

議案第 号
岡谷市教育委員会委員の選任につ

いて
同意

議案第 号
岡谷市湊財産区管理委員の選任に

ついて
同意

議案第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについて
同意

議案第 号

岡谷市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例

社会 原案可決

議案第 号

岡谷市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正す

る条例

社会 原案可決

議案第 号
岡谷市営住宅条例の一部を改正す

る条例
産業建設 原案可決

議案第 号 市道路線の廃止について 産業建設 原案可決

議案第 号 市道路線の変更について 産業建設 原案可決

議案第 号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市一般会計補正予

算（第１５号）
３常任 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）
社会 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市下水道事業会計

補正予算（第１号）
産業建設 原案可決

議案第 号
令和４年度岡谷市病院事業会計補

正予算（第５号）
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市手数料条例の一部を改正す

る条例
産業建設 原案可決

議案第 号

岡谷市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例

総務 原案可決

議案第 号
岡谷市子ども・子育て支援審議会

条例の一部を改正する条例
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市福祉タクシー運行利用条例

の一部を改正する条例
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市国民健康保険条例の一部を

改正する条例
社会 原案可決

議案第 号
岡谷市空き家等の適正管理に関す

る条例の一部を改正する条例
産業建設 原案可決
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議案第 号
岡谷市都市公園条例の一部を改正

する条例
産業建設 原案可決

議案第 号

岡谷市消防団員の定員、任免、給

与、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

総務 原案可決

議案第 号
岡谷市都市公園の指定管理者の指

定の変更について
産業建設 原案可決

議案第 号 令和５年度岡谷市一般会計予算 ３常任 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市国民健康保険事

業特別会計予算
社会 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市地域開発事業特

別会計予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市分収造林事業特

別会計予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市霊園事業特別会

計予算
社会 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市温泉事業特別会

計予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市後期高齢者医療

事業特別会計予算
社会 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市湊財産区一般会

計予算
総務 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市水道事業会計予

算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市下水道事業会計

予算
産業建設 原案可決

議案第 号
令和５年度岡谷市病院事業会計予

算
社会 原案可決

議案第 号

※

岡谷市議会の個人情報の保護に関

する条例
（議） 原案可決

議案第 号

※

岡谷市議会の議員の議員報酬等の

特例に関する条例
（議） 原案可決

議案第 号

※

安全保障３文書の閣議決定に抗議

し撤回を求める意見書
（共） 否決

注 ・議案番号欄の※印は議員提出議案を示す。

・付託委員会欄の（ ）書は議案提出者の所属委員会等を示す。

２ 報 告

報告番号 件 名
提 出

月 日

付 託

委 員 会

議 決

月 日

審 議

結 果

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（岡谷市市税条例等の一部を改

正する条例）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（岡谷市都市計画税条例の一部

を改正する条例）

承認
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報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（岡谷市国民健康保険税の一部

を改正する条例）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市一般会計補

正予算（第２３号）

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度岡谷市病院事業会

計補正予算（第５号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和４年度岡谷市一般会計補

正予算（第１号））

承認

報告第 号
令和３年度岡谷市一般会計繰越明

許費繰越計算書について
報告

報告第 号
令和３年度岡谷市一般会計事故繰

越し繰越計算書について
報告

報告第 号
令和３年度岡谷市水道事業会計予

算繰越計算書について
報告

報告第 号
令和３年度岡谷市下水道事業会計

予算繰越計算書について
報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の報告について（令和４年

度岡谷市一般会計補正予算（第６

号））

報告

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和４年度岡谷市一般会計補

正予算（第９号））

承認

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和４年度岡谷市病院事業会

計補正予算（第３号））

承認

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和４年度岡谷市一般会計補

正予算（第１３号））

承認

報告第 号
専決処分の報告について（和解及び

損害賠償の額の決定について）
報告

報告第 号

専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和４年度岡谷市一般会計補

正予算（第１４号））

承認
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３ 本会議の状況 （単位：件）

４ 委員会・全員協議会等開催状況

委 員 会 名 回 数

総 務
委 員 会 ９

１２
委 員 協 議 会 ３

社 会
委 員 会 ９

１２
委 員 協 議 会 ３

産 業 建 設
委 員 会 ８

１２
委 員 協 議 会 ４

決 算 特 別 委 員 会
一 般 ・ 特 別 ３

企 業 ３

議 会 運 営 委 員 会 １４

全 員 協 議 会 ９

議 会 改 革 検 討 委 員 会 ６

議 会 広 報 広 聴 委 員 会 ２０

注 各委員会とも行政視察を除く。

会

期

会

期

日

数

開

議

日

数

提 出 議 案 等 議 決 結 果

意

見

書･

決

議

市 長 提 出
議 員

提 出 選

挙
・
選

任

請
願

内
継
続
分

計

原

案

可

決

否

決

同

意

認

定

報

告

承

認

決

定

選

挙
・
選

任

採

択

不

採

択

趣

旨

採

択

条

例

予

算
・
決

算

そ

の

他

報
告

内
専
決

条

例

そ

の

他

日 日

第 回定例会

～

第 回臨時会

～

第 回定例会

～

第 回定例会

～

第 回定例会

～

定 例

（ ）

臨 時

（ ）

計

（ ）
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５ 行政視察先

委 員 会 名 視 察 期 日 視 察 市 町 村

総 務 委 員 会 ～

新潟県  
新潟県  
新潟県  

村 上 市 
新発田市 
十日町市 

社 会 委 員 会 ～

岐阜県  
大阪府  
岡山県  
岡山県  

多治見市 
堺  市 
玉 野 市 
岡 山 市 

産 業 建 設 委 員 会 ～

岐阜県  
石川県  
岐阜県  

多治見市 
金 沢 市 
白 川 村 

６ 行政視察受入

団 体 名 人 員 期日 視 察 内 容 担 当 課

大 阪 府 守 口 市 議 会 テクノプラザおかやについて 工業振興課

合 計 人 日



21 (22)

市 長 部 局





23 (24)

企 画 政 策 部





25 (26)

企 画 課





27

第１ 概説

企画課では、「第５次岡谷市総合計画前期基本計画」に基づく各種施策の総合調整

のほか、まちづくりにおける重要課題の検討のための庁内調整を行った。

このほか、広域行政、行政改革、公共施設整備の進行管理、自治体ＤＸ、統計調査

などの業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

企画事務 １ 庁内調整

（１） 行政管理委員会

市長の意思決定を補完する内部機関として庁内の意思

決定を行うため、２４回開催した。

（２） 庁内会議

各種施策の推進に向けて庁内調整を行うため、３８回

開催した。

２ 実施計画の策定

「第５次岡谷市総合計画」を推進するための実行計画とし

て、令和５年度から令和７年度までの３年間に実施を予定して

いる重点施策等について、事業内容と財源を明らかにした。

また、国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金」を計画的・効果的に活用し、感染防止対策、市民生活の

維持、事業継続支援などを講じるための実施計画を策定した。

３ 主要施策の進行管理

令和４年度に予算化された事業のうち、特に重要な１６事業

を指定事務事業として選定し、行政管理委員会へ定期的に執行

状況を報告した。

４ 陳情・請願の処理

・受陳情：３７件（企画政策部８件、総務部１件、健康福祉部

１０件、産業振興部５件、建設水道部

８件、教育部５件）

・発陳情：５件（建設水道部５件）

５ 総合教育会議の運営

市長と教育委員会により構成する岡谷市総合教育会議を開催

し、教育行政に関する重要な事項などについて協議を行った。

・構成員：市長、教育長、教育長職務代理者、教育委員４名

（計７名）

・会 議：１回開催（令和５年２月６日（月））

円
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総合計画推進事

業

第５次岡谷市総合計画の着実な推進を図るため、岡谷市基本構

想審議会を開催した。

・第１回岡谷市基本構想審議会

開催日：令和４年６月９日（木）

内 容：令和４年度取組内容、岡谷市の人口動態、第２次岡

谷市地球温暖化対策実行計画策定によるＫＰＩ終了

時目標の見直し

・第２回岡谷市基本構想審議会（書面開催）

開催日：令和４年８月

内 容：令和３年度進捗状況、岡谷市の人口、地方創生推進

交付金充当事業の執行状況

円

旧岡谷市役所庁

舎保全事業

旧岡谷市役所庁舎を後世に継承するため、施設の老朽度調査を

行った。

また、旧岡谷市役所庁舎の認知度・知名度の向上を図るため、

パンフレットの作成、配布等によるＰＲに努めた。

円

広域行政事業 １ 諏訪広域連合

広域連合規約で定められた事業及び広域連合で決定された事

業を実施した。

・諏訪広域連合負担金：２４，１１０，４３４円

２ 諏訪広域公立大学事務組合

諏訪広域公立大学事務組合等の各種会議に出席し、公立諏訪

東京理科大学の運営等について協議を行った。

・諏訪広域公立大学事務組合負担金：５００，０３４円

３ 市町村担当者会議

長野県と市町村及び広域連合が連携し、諏訪湖創生ビジョン

の推進に係る会議等に出席した。

円

岡谷駅前公共用

地権利取得事業

ララオカヤの市以外の権利者に対して権利取得交渉を進め、了

解が得られた権利者から順次契約を行い、全権利者、全借家人と

の契約が完了した。

・全契約者数 ３７名（権利者２６名、借家人１１名）

令和４年度契約５名（権利者 ３名、借家人 ２名）

円

行政改革推進事

務

１ 行財政改革プログラムの進行管理

（１） 行財政改革プログラム実施計画

令和３年度の取組状況の総括・公表及び令和４年度の

各課等の行動計画の取りまとめなど進行管理を行った。

・令和３年度の達成率：６３．６％

（２） 行政改革審議会

・開催日：７月２１日（木）

・出席者：１２名

・内 容：行財政改革プログラムの令和３年度の取組状

況や令和４年度の実施計画について報告し

た。

２ 行政評価の実施

効果的、効率的な市民サービスに資する新たな企画立案や事

業の優先順位付けを目的とし、令和３年度の施策評価を実施し

た。
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３ 指定管理者制度

（１） モニタリングの実施

公の施設指定管理者選定等審議会により第三者の視点

によるモニタリングを実施し、管理運営に対する検証と

助言を得た。

・モニタリング実施日：７月８日（火）

・出 席 者：５名

・対象施設：岡谷健康福祉施設、岡谷市やまびこ国際ス

ケートセンター、岡谷市岡谷駅前広場、岡

谷市岡谷駅前買物広場、岡谷市岡谷駅前自

転車駐車場

・モニタリング報告書手交日：８月１０日（水）

・出 席 者：５名

（２） 指定管理者支援

物価高騰の影響により指定管理施設の管理運営に支障

が生じることから、「岡谷市指定管理者制度に関するガ

イドライン」に基づき指定管理者への支援を行った。

４ 組織定員管理

第５次岡谷市総合計画を推進するため、全課等に対し現状の

調査及びヒアリングの実施により課題等を把握し、組織体制や

定数配置に関する検討を行った。

（１） 組織管理（令和４年４月組織改正）

・企画政策部の再編

自治体ＤＸを推進するため、秘書広報課「情報推進担

当」を「ＤＸ推進担当」へ改名し企画課へ移管した。

公共施設個別施設計画の推進を図るため、行政管理課

の再編により２つの担当を統合し、「行革・公共施設総

合管理担当」を企画課へ移管した。

・地域創生推進課の新設

移住・交流施策や関係人口創出の強化を図るため、新

たに「地域創生推進課」を新設した。

担当には、企画課が所管する地域振興事務を新たに

「地域振興担当」として配置し、企画課「男女共同参画

担当」の改名により「男女共同参画・多文化共生担当」

を企画課より移管し、まち・ひと・しごと創生推進室の

再編により新たに「まち・ひと・しごと創生推進担当」

を配置した。

・学びの創生・連携支援室の新設

幼保小中連携と小中一貫教育の検討を進めるため、教

育部に「学びの創生・連携支援室」を新設した。

（２） 定数管理

第７次岡谷市定員適正化計画の適正化を図り、令和４

年度一般会計・特別会計の予算定数を、対前年度比で増

減無しの４１１名とした。

円

行政報告書作成

事務

令和３年度行政報告書を作成し、市立図書館、県立図書館、国

立国会図書館、市情報公開コーナーに閲覧用冊子を設置した。

円
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公共施設総合管

理推進事務

１ 公共施設等総合管理計画

公共施設等の統合・廃止・更新などを計画的に行うことで財

政負担の軽減・平準化を図り、公共施設等の最適な配置を実現

するために公共施設等総合管理計画の進行管理を行った。

また、国の方針に基づき、公共施設等総合管理計画の改定を

行った。

２ 公共施設個別施設計画

公共施設等総合管理計画を計画的に推進するため、個別施設

計画で示された基本方針に沿って、施設を所管する関係課との

検討等を随時行いながら、公共施設の適正管理に資する取り組

みを行った。

３ 公共施設白書

各施設の老朽化の状況や運営、利用の状況を客観的な指標に

より評価を行った公共施設白書（２０２１年度版）を発行した。

円

広域情報化推進

事業

１ 総合行政ネットワーク
国と地方自治体を結ぶ総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）

に支障がないよう機器の保守点検業務などを実施した。
２ 諏訪地域行政情報化推進委員会

諏訪地域で共同利用している各種行政情報システムについ
て、法令改正に伴う改修や、機器更改などの検討を行った。

また、国の「自治体ＤＸ推進計画」に基づく、「行政手続の
オンライン化」及び「情報システムの標準化・共通化」に向け
た検討を行った。

３ 長野県電子申請届出システム
（１） 長野県電子申請届出システム

長野県市町村自治振興組合が運営し、県及び市町村参
加による長野県電子申請届出システムのサービス利用に
係る経費を負担した。
・長野県電子申請届出システム負担金：３０１，７６２円

（２） システムを利用した行政手続の状況
・手続項目： １４８項目 （前年度 ７２項目）
・申請件数：２，２８７件 （前年度８１８件  ）

４ 長野県高速情報通信ネットワーク
県と市町村を光ファイバーで接続する「長野県高速情報通信

ネットワーク（情報ブロードウェイながの）」の諏訪広域６市
町村代表接続利用に伴う経費を負担した。なお、諏訪広域６市
町村負担分は歳入に計上した。

長野県高速情報通信ネットワーク負担金：１，１１３，８８２円
５ 電子自治体推進事業

長野県市町村自治振興組合が運営する「電子自治体推進事
業」に係る経費を負担した。

電子自治体推進事業負担金：２０１，２０４円
６ 長野県先端技術活用推進協議会

県と市町村等による「長野県先端技術活用推進協議会」の下
に設置された、自治体ＤＸの推進や、個別の行政分野における
ＤＸ推進に関わるワーキンググループ等に参画し、積極的な情
報収集を行った。

円
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地域情報化推進

事業

１ 国等の情報収集
インターネットを活用した官庁速報（ｉＪＡＭＰ）の利用等

により、国及び地方自治体の各種施策や行財政情報を迅速に収
集し、地域情報化の推進に努めた。

２ オープンデータ
公共データの活用促進を図るため、「岡谷市オープンデータ

サイト」及び、「岡谷市ＧＩＳ版オープンデータサイト」を一
般公開し、データ提供を行った。

３ 地域情報化支援業務
地域情報化の推進を図るとともに、専門化・高度化する情報

通信技術分野に対応するため、（株）諏訪広域総合情報センタ
より情報技術員の派遣を受けた。

地域情報化支援業務負担金：５，０２８，５４０円
円

情報システム管

理事業

１ 情報システムの管理
住民行政、財務会計、コミュニケーション系、ホームページ

など各種情報システムの安定稼動を確保するための運用管理を
行い、効率的な行政事務の執行やセキュリティ強化に努めた。
・ｅラーニングセキュリティ研修等、情報セキュリティ保護の

ための職員研修、内部点検等を実施した。
２ デジタル田園都市国家構想推進交付金【デジタル実装タイプ】

市民の命を守る地域防災力向上事業
デジタルを活用した地域コミュニティとの連携強化等を図るため、

デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し、各種整備を行った。
・緊急メールサービス「メール配信＠おかや」の機能強化
・岡谷市ＬＩＮＥ公式アカウントの開設
・市内２１区の公会所等に対する「岡谷市地域インターネッ

ト」網の整備
事業費 ：４３，４３４，７００円
交付金額：２１，７１７，３５０円

３ 自治体の行政手続のオンライン化
国の「自治体ＤＸ推進計画」に基づき、子育て関係１５手続

き及び介護関係１１手続きについて、マイナポータルからマイ
ナンバーカードを用いたオンライン手続ができるようにするた
め、国の令和４年度デジタル基盤改革支援補助金（自治体オン
ライン手続推進事業）を活用し、システム整備を行った。

事業費 ：１４，０９１，０００円
交付金額： ９，６５６，０００円

４ 番号制度中間サーバー
社会保障・税番号制度の情報連携を行うための、地方公共団

体情報システム機構が運営している自治体中間サーバーに係る
経費を負担した。

番号制度中間サーバー負担金：３，１０１，０００円
５ 自治体情報セキュリティクラウド

・セキュリティ強化のため、県内自治体のインターネット接続
口を県で一本化する自治体情報セキュリティクラウドに係る
経費を負担した。

・セキュリティ対策の向上を図るため、長野県下自治体共同で
システム更改を行った。
自治体情報セキュリティクラウド負担金：３，２２５，６４４円

６ 会議録等作成支援システム事業
ＡＩを活用した会議録等作成の音声反訳システムについて、

庁内的な活用を図り、業務の効率化に努めた。
円
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統合型ＧＩＳ整

備事業

１ 庁内利用

共有データの整備、紙媒体の電子化などを実施したほか、庁

内利用の促進を図るための職員研修を行った。

２ 一般公開

市ホームページで一般公開している「くらしマップおかや」

（岡谷市地理情報システム）において、４０種類の地図情報を

公開し利便性の向上を図った。

３ ＧＩＳデータ等更新業務委託

３年に一度実施する航空写真データ撮影及び３Ｄ都市モデル

データの修正更新を行った。

円

統計調査事務 １ 統計調査員の表彰

統計調査関係者の各種表彰推薦事務を実施した。

２ 統計グラフコンクール

統計思想の普及高揚と表現技術の研鑽を図る目的で、第５３

回岡谷市統計グラフコンクールを実施した。

・審 査 会 ８月２６日（金）

・出品点数 ３９点 出品人員 ３９人

・入賞点数 １８点 入賞人員 １８人

３ 結果報告書の作成

統計調査結果の報告書等を作成し公表した。

（１） 冊子として発刊

・「諏訪地方統計要覧」（令和３年度版）

（２） ホームページへの掲載

・「岡谷市の学校現況」（令和４年度学校基本調査結果）

・「岡谷市の人口」（令和４年毎月人口異動調査結果）

・「統計月報おかや」（毎月発行）

４ 毎月人口異動調査

長野県が行う「毎月人口異動調査」について、自然動態及び

社会動態に関する各月の数値を報告した。

円

学校基本調査事

務

統計法に基づく基幹統計調査として、文部科学省が毎年実施す

る「学校基本調査」及び、これに併せて長野県が行う「学校関係

県単独統計調査（卒業後の状況調査）」を実施した。

（１） 学校基本調査

・調査基準日 ５月１日

・調査対象 小学校、中学校、教育委員会、幼稚園、

幼保連携型認定こども園、専修学校、各種

学校

（２） 学校関係県単独統計調査（卒業後の状況調査）

・調査基準日 ５月 日

・調査対象 令和４年３月の中学校卒業者

円

統計調査員確保

対策事業

各種統計調査に従事する統計調査員の新規確保と、登録統計調

査員の資質向上を図るため、「統計調査通信」を発行した。

円
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住宅・土地統計調

査事務

統計法に基づく基幹統計調査として、総務省が行う「令和５年

住宅・土地統計調査」の実施に先立ち、調査員が担当する調査区

域を明確にし、調査の円滑な実施と結果精度の向上を図るため、

国の事務要領に基づき「住宅・土地統計調査単位区設定」を実施

した。

・設定日 ２月１日

・設定数 １１６調査区

円

就業構造基本調

査事務

統計法に基づく基幹統計調査として、総務省が５年ごとに行う
「就業構造基本調査」を実施した。

・調査基準日 １０月１日
・調査対象 指定された調査区の中から選定した住宅やその

他の建物の各戸で、一つの世帯が居住できるよ
うになっている建物の一区画に居住する世帯の
うち、１５歳以上の世帯員

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 組織（機構）図（令和５年３月３１日現在）

市 副 企画政策部 企 画 課 政策推進、広域行政、行革・公共施設総合管理、

市 ＤＸ推進

長 長 秘書広報課 秘書、広報広聴

地域創生推進課 地域振興、男女共同参画・多文化共生、

まち・ひと・しごと創生推進

総 務 部 総 務 課 行政、職員、研修

湊支所

川岸支所

長地支所

イルフプラザ出張所

財 政 課 財政、契約、管財

税 務 課 収納、市民税、資産税

消 防 課 消防

危機管理室 防災危機管理

市民環境部 市民生活課 戸籍･住民記録、年金･市民サービス、

安全・衛生

内山霊園

消費生活センター

医療保険課 国保、医療

環 境 課 資源化、環境保全

健康福祉部 社会福祉課 福祉総務、障がい福祉、生活福祉

（福祉事務所） 総合福祉センター

生活就労支援センター

介護福祉課 介護保険、介護予防

地域包括支援センター

子 ど も 課 子育て支援、保育

子育て支援館（こどものくに）、保育園

子ども発達支援センター

健康推進課 保健予防、保健指導

看護専門学校

保健センター、健康福祉施設

新型コロナウイルスワクチン接種対策室（岡谷市組織規則第 条第 項に基づく組織）

産業振興部 工業振興課 産業政策、工業支援、雇用対策

中小企業経営技術相談所、テクノプラザおかや、

勤労青少年ホーム、勤労会館

商業観光課 商業支援、観光

イルフプラザ、太鼓道場、岡谷駅前広場等、

中央町駐車場、岡谷駅前自転車駐車場、

中央町アミューズメント施設

ブランド推進室 ブランド推進

蚕糸博物館

文化会館、日本童画美術館

農林水産課 農政、農林土木

建設水道部 都市計画課 計画、都市整備、建築・住宅

市営住宅

土 木 課 土木、路線管理、維持、公園緑化

都市公園

水 道 課 管理、料金、上水道、下水道

会計管理者
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会 計 課 会計

教育総務課 教育企画、学校教育

子ども総合相談センター

学びの創生・連携支援室

教育委員会 小学校、中学校、フレンドリー教室、学童クラブ

生涯学習課 生涯学習推進、青少年

生涯学習活動センター、塩嶺野外活動センター

教育長 図書館

美術考古館（美術考古館、文化財）

旧林家住宅、旧渡辺家住宅

事務局 教 育 部 湊公民館

川岸公民館

長地公民館

スポーツ振興課 スポーツ振興

市営球場、市民川岸スポーツ広場、市民湖畔広場、

市民総合体育館、市営庭球場、市民水泳プール、

やまびこ国際スケートセンター

選挙管理委員会 事務局

監査委員 事務局

公平委員会 事務局

農業委員会 事務局 農地

固定資産評価審査委員会 事務局

議会 事務局 庶務、議事

診 療 部 総合診療科、内科、心療内科、精神科、

脳神経内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、糖尿病・内分泌代謝内科、

リウマチ科、小児科、外科、呼吸器外科、

心臓血管外科、小児外科、整形外科、

消化器外科、乳腺外科、皮膚科、泌尿器科、

産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、

リハビリテーション科 リハビリテーションセンター 、

病理診断科、麻酔科、緩和ケア内科、

歯科口腔外科

診療技術部 薬剤科、検査科、放射線科、

リハビリテーション科 リハビリテーションセンター 、

栄養科、外来診療技術科、臨床工学科

看 護 部 外来・健診科、中央手術室・中央材料室、

血液透析室、東４病棟、東５病棟、

東６病棟、西４病棟、西５病棟、西６病棟、

緩和ケア病棟、ＩＣＵ・ＣＣＵ

事 務 部 庶 務 課 経営企画、庶務、人事厚生、用度情報

医 事 課 医事、診療情報管理、健診

医療安全管理部 医療安全対策室、医療総合相談室、感染対策室

地域医療支援部 地域医療支援課 地域医療連携室、医療福祉相談室、診療サポート室

在宅ケアセンター 訪問看護ステーション、居宅介護支援

健診センター 健診科

研修センター

市
民
病
院
長

市
民
病
院
副
院
長

市
民
病
院
長
補
佐

事業管理者

開設者岡谷市長
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２ 人口報告

世帯数と人口 （令和５年３月１日現在）

区分 世帯数
人 口 年間動態（増減） 前年度比

総数 男 女 世帯数 人口 世帯数 人口

総 数

世帯 人 人 人 世帯 人

△

％ ％

・毎月人口異動調査結果による。

３ 学校基本調査結果 （令和４年５月１日現在）

学校種別

学校数
教員数

本務者
職員数

児童生徒 学級数

は特

支学級※

児童生徒

総

数

県

立

市

立

私

立
総数 うち男

１学級

当たり

教員 人

当たり
人 人 人 人 人 人

幼 稚 園

幼 保 連 携 型

認定こども園

小 学 校

中 学 校

専修学校

各種学校

※特支学級 特別支援学級。学校教育法第 条第 項各号に該当する児童･生徒で構成。
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４ 製造業に関する報告

・令和３年経済センサス 活動調査結果による。

・ は数値が推測されるため秘匿している。

・売上高（製造品出荷額等）等の経理事項は令和２年１年間、経理事項以外の項目は

令和３年６月１日現在の数値。

事業所 人 万円

３２その他

３０情報

２９電気

２７業務用機械

３１輸送

２８電子

２６生産用機械

２２鉄鋼

２５はん用機械

２３非鉄

２４金属

１８プラスチック

２１窯業

１９ゴム

１６化学

１１繊維

１５印刷

１３家具

１４紙・パルプ

総数

０９食料

１０飲料

製造品出荷額等

％ ％ ％

産業中分類 事業所数 従 業 者 数 製造品出荷額等
2020年工業統計調査との比

事業所数 従業者数

１２木材

(38)





39 (40)

秘 書 広 報 課
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第１ 概説

秘書広報課では、儀式表彰、渉外活動、姉妹都市交流等のほか、地域コミュニティ、

広報広聴、シルキーチャンネル等の業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

秘書事務 １ 市長交際費の公開

市長交際費の毎月の執行状況を、市のホームページ等へ公開

した。

２ 市長資産公開

「政治倫理の確立のための岡谷市長の資産等の公開に関する

条例」に基づき、資産等報告書等を公開した。

３ 理事者等公務日程の調整

市長・副市長の職務が円滑に執行できるよう日程調整を行う

とともに、秘書業務の充実に努めた。

４ 市長会関係

（１）長野県市長会

４月１４日（木）総会（長野市）

５月３１日（火）定例会（東京都）

７月 ８日（金）副市長･総務担当部長会議（塩尻市）

８月１８日（木）総会（飯田市）

１０月１９日（水）総務文教部会（長野市）

１１月２１日（月）定例会（長野市）

１月２０日（金）副市長･総務担当部長会議（長野市）

２月 ２日（木）定例会（長野市）

（２）北信越市長会

５月１２日（木）～１３日（金）第１８０回総会

（新潟県新発田市）

（書面開催）

１０月 ６日（木）～ ７日（金）第１８１回総会

（石川県七尾市）

（３）全国市長会

６月 １日（水） 第９２回総会（東京都）

５ 災害義援金

令和３年８月の大雨災害により被害を受けた被災者に昨年度

に続き義援金の配分を行った。

（１）受け入れ

・長野県義援金（３次分） ３７３，７５５円

（２）義援金の配分

・岡谷市義援金

人的被害、住家被害への配分 １１件

２次（最終）配分金額 ８６１，９９７円

・長野県義援金

住家被害への配分 ７件

３次（最終）配分金額 ３７３，７５５円

円
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儀式表彰事務 １ 市制施行８６周年記念式典並びに市政功労者等表彰式

日 時 ４月１日（金）午前１０時００分から

場 所 市役所９階大会議室

功労表彰受賞者 １０名

有功表彰受賞者 ２２名

褒賞受賞者 ２８名・３９団体

国家表彰受章者 ５名

記念講演 講師 岡谷市病院事業管理者

天 野 直 二 氏

演題 「脳とこころ－歴史から学ぶもの、そして

未来の医療に向けて－」

２ 年度始めの式

日 時 ４月１日（金）午後１時３０分から

場 所 市役所９階大会議室

職員功労表彰受賞者 ５名

職員有功表彰受賞者 １５名

３ 仕事納めの式

日 時 １２月２８日（水）午後５時３０分から

場 所 市役所９階大会議室

４ 仕事始めの式

日 時 １月４日（水）午前８時３０分から

場 所 市役所９階大会議室

※ 年度始めの式、仕事納めの式及び仕事始めの式について

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、部課長の

みの参集とし、他の職員は により自席での視聴とした。

５ 新年祝賀式（新年祝賀式実行委員会）

日 時 １月４日（水）午前１１時００分から

場 所 カノラホール

申込者 ９６２名

参加者 ３３７名

祝宴は中止

円

コミュニティ事

業

１ 区長会

行政事務の円滑な推進や市民との協働によるまちづくりを推

進するため、新たに区役員に就任した方を行政事務嘱託員とし

て委嘱した。

区長会（７回開催）へ参加し、市と区長会の連絡調整や各課

からの各種依頼、情報提供等を通じて地域コミュニティとの連

携を図った。

２ 行政事務交付金

地域コミュニティ活動、市政遂行のため必要な連絡調整、行

政機関が発行する文書の配布等に必要な活動に対する支援とし

て、市内２１区及び樋沢地区に対し行政事務交付金を交付した。

３ コミュニティ助成事業助成金

区のコミュニティ活動を推進し、施設整備や付帯設備等の充

実を図るため、自治総合センター及び長野県市町村振興協会が

実施する助成金制度の採択を受けた５区に対し、コミュニティ

助成事業助成金及び地域活動助成事業助成金を交付した。

円
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広報広聴事業 １「広報おかや」の発行

（株）中央企画への作成委託を継続して行った。毎月編集会

議を開催し、記事の管理やわかりやすい紙面作りに努めた。

発行：月１回（前月２５日発行）計１２回

配布：市内各戸、市内官公署、事業所及び各自治体等

配置：市内金融機関、コンビニエンスストアの店内

・市ホームページに毎号全ページを掲載

・広報誌アプリ「マチイロ」に「広報おかや」を毎号掲載

・事業等の周知広報

市の予算・決算及び財政状況、環境、健康、イベント講座

情報、事業案内など

・特集記事

新年度予算と事業、ごかんノート、防災減災、自治体ＤＸ、

おかやの魅力、学校給食、諏訪湖周サイクリングロード、

フレイル予防、交通安全、ものづくりのまち、ぼくもわた

しもおかやっ子、市民ひとり１スポーツ

２ 市勢現況記録写真等の撮影及び保存

市勢現況を保存するため、イベント等記録写真の撮影・収集

管理を行った。

３ 定例記者会見

市長による会見を実施し、報道機関を通じて市民への情報提

供に努めた。

４ 報道機関を活用した行政情報の発信

ＬＣＶ－ＦＭや地元メディアを活用して市のイベント情報な

どを発信した。

５ Ｆａｃｅｂｏｏｋの運用

情報発信のツールとして岡谷市の魅力を発信した。

６ 市政懇談会

市民との対話を大切にし、市民本位の市政を推進するため、

市政懇談会等を開催した。

・市長と語る「まちづくり ふれあいトーク」

期日：１０月１８日（火）～１１月２９日（火）

会場：市内２１区

内容：第５次岡谷市総合計画前期基本計画の取組と進捗

状況、後期基本計画の策定に向けて

参加者：８２７人

・市政懇談会

期日：２月１４日（火）

会場：カノラホール小ホール

内容：新年度の重点施策他

参加者：１７０人

シルキーチャンネル放送：３月１日から１５日

７ 市民意見収集事業

・市民提案ボックス（市長への手紙）：２９件

・ホームページからの意見、要望、質問：２６６件

内訳：市長Ｅメール ２１件

各課宛 ２４５件

円

シルキーチャン

ネル事業

担当課職員によるイベント情報など市民の方に行政を身近に感

じていただけるような番組制作を行った。

・主な自主制作番組

岡谷市ゼロカーボンシティ、マイナンバーカード普及促進、
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おいしく楽しく栄養講座、岡谷市民病院健康教室、岡谷市民

病院市民公開講座、令和５年二十歳を祝う会、スポーツタイ

ムおかや、わが家のアイドル、ぼくもわたしもおかやっこ、

イベント情報など

・特別番組

介護予防フレイル予防のための運動講習会、ネモケン先生

の健康づくりウォーキング、子育てハッピーアドバイス、ア

スリートフェスティバル おかや、岡谷市民のつどい、令和

４年度市政懇談会など

放送番組総数 １２２本

制作番組総数 ８７本

・議会放送

市民の市議会への興味、理解啓発のため、岡谷市議会の一

般質問の様子を生放送及び録画放送にて放送した。

円

姉妹都市交流事

業

新型コロナウイルス感染症拡大防止等のため、一部を除き予定

していた姉妹都市交流事業が中止となった。

・岡谷市 岡谷太鼓まつり 開催中止

・玉野市 たまの・港フェスティバル 開催中止

・東伊豆町 石曳き道灌まつり 招待中止

・富岡市 １０月１５日（土）

富岡どんとまつりへの参加

姉妹都市締結５０周年記念式典の開催

（会場 富岡製糸場）

円
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地 域 創 生 推 進 課

(46)
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第１ 概説

地域創生推進課では、市民総参加のまちづくり、ふるさと寄附、男女共同参画、国

際交流、移住・定住の促進に向けた各種事業を実施したほか、国のデジタル田園都市

国家構想交付金を活用した事業の実施に向けた調整を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

市民総参加のま

ちづくり推進事

業

市民総参加のまちづくり基本条例の推進に向けた取組を行っ

た。

１ 高校生まちづくり会議

市内３高等学校の有志による高校生まちづくり会議を開催

し、高校生発案によるまちづくりに取り組んだ。

・実施回数：１１回

・実施内容：ご当地スイーツ開発、テイクアウト事業所誘致等

・参加者数：延べ８１人

２ 岡谷市民憲章推進協議会

岡谷市民憲章の普及を目的として各種啓発活動を実施した。

・花の球根、花鉢を配布…市内小学校の１年生

・花の種、花鉢を配布…市内中学校の１年生

・市民憲章文入ポケットティッシュを配布…新入社員激励会等

・市民憲章推進協議会補助金：６０，０００円

３ その他

・岡谷市連合壮年会補助金：４５，０００円

・岡谷市連合婦人会補助金：９５，０００円

円

ふるさと寄附促

進事業

返礼品の充実を通じて、本市の特色あるまちづくりを全国に向

けて発信するとともに、ブランド力の向上と市内事業所の活性化

を図るため、ふるさと納税ポータルサイトや市ホームページを活

用し、積極的にＰＲを行った。

・ふるさと納税 寄附件数：２，０９０件

寄附金額：６０，８３４，０００円

円

大学等進学資金

利子補給事業

地方創生の推進に向けた諏訪信用金庫との連携協定に基づき市

民が大学等へ進学する際の初年度納付金の借り入れに対する利子

について一部補給を行った。

・補給実績 人数：２８名、補給額：１２０，５８３円

（ 円）

男女共同参画推

進事業

１ 男女共同参画おかやプランⅥの推進

「男女共同参画おかやプランⅥ（令和２年度～令和６年度）」

に基づき、庁内の進捗管理を行った。

・審議会等における女性委員の登用率

令和５年３月３１日現在 ３４．５％（目標値４０ ０％）

・男女共同参画審議会（委員１４名） ２回開催

・男女共同参画推進協議会幹事会及び専門部会 １回開催

２ 働く場における男女の意識調査

市内事業所とそこで働く人を対象に働く場における男女の意

識や実態を把握することを目的に意識調査を実施した。

・調査期間 ８月２５日～９月３０日
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・事業所 対 象：従業員３０人以上の市内事業所５０社

回答数：３７社（回答率７４．０％）

・従業員 対 象：上記の事業所で働く男女５００人

回答数：２８６人（回答率５７．２％）

３ 男女共同参画おかや市民のつどい

男女共同参画社会の実現に向けて、市民との協働による意識

啓発を行うため、実行委員会の企画立案・運営により、講演会

等を実施した。

・開 催 日：令和５年１月２１日（土）

・開催場所：カノラホール小ホール等

・参加人数：約１２０人

・内 容：テーマ「これからの地域づくりを考える」

講演「自分らしく輝く３つの処方箋

～みんなが笑顔になる地域づくりに向けて～」

講師 中島 恵理さん（信州大学経法学部特任教授）

男女共同参画社会づくりポスターコンクール入賞作品展

女性団体の活動内容、作品展示

４ 男女共同参画出張フォーラム

各種団体等を対象に、男女共同参画に関する講演会や学習会

に講師を派遣した。

・２団体 参加者 ３２人

５ 男女共同参画社会づくりポスターコンクール

小中学生に男女共同参画社会への理解と関心を深めてもらう

ため、男女共同参画社会づくりをテーマとするポスターコンク

ールと応募作品の展示を行った。

・応 募 数：８０点（小学生７７点、中学生３点）

・審査結果：最優秀賞 １点、優秀賞 ４点、入選 ８点

・展示期間：１１月１７日（木）～３０日（水）

・展示場所：カルチャーセンターロビー

６ まんが冊子「わたしらしく あなたらしく」の配布

男女共同参画についてマンガでわかりやすく説明した冊子を

小学５年生に配布した。

７ 「男女共同参画推進市民の会」の運営支援

市民団体との協働により、男女共同参画事業を推進した。

・男女共同参画週間パネル展、啓発ポケットティッシュ配布

実 施 日：６月２２日（水）～６月２９日（水）

実施場所：イルフプラザ１階中央通路

・男女共同参画地域づくり懇談会の開催

開 催 日：１２月１日（木）

開催場所：カルチャーセンター

参加人数：４３人

８ 女性団体連絡協議会

女性問題に関心のある市内団体の連携を深めるため、理事会・

研修会等を実施した。 ２回開催

・加盟団体：９団体

円

女性相談事業 女性が抱えている様々な悩みに対応するため、女性相談員によ

る女性のための相談窓口を開設した。

・開設日数：１２日

・利 用 者：延べ１３名

円
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国際交流事業 国際理解や多文化共生等の各種事業を推進するため、国際交流

センターへ業務委託を行った。

・公益財団法人おかや文化振興事業団（国際交流センター）

業務委託料：１４，６３１，０００円

１ 国際交流員の設置

国際交流事業の企画・立案・実施、市民等への国際理解に向

けた支援などを行うため、国際交流員１名を配置した。

・国際交流員：キャロライン・スペス（アメリカ）

２ マウント・プレザント市との交流

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マウント・プレ

ザント市からの高校生受入事業については延期とし、代替え事

業として、岡谷市の風景等の動画や写真を送り交流を深めた。

円

移住・交流推進事

業

１ 移住・交流施策の庁内調整

移住・交流施策の推進に向けた庁内調整を行うため、関係課

等による連絡会議を行った。

・移住交流推進庁内連絡会 開催回数５回

２ インスタグラムフォトコンテスト事業

岡谷市のシティプロモーションと知名度の向上を図るため、

インスタグラムを活用したフォトコンテストを開催したほか、

市内公共施設等において入賞作品の展示を行った。

・応募期間 ６月１日～８月３１日

・応募総数 写真部門：３０９点

動画部門： ２６点

・審査結果 最優秀賞：２点（写真部門、動画部門）

優秀賞：２点（写真部門、動画部門）

岡谷市長賞：１点（写真部門）

岡谷市観光協会会長賞：１点（写真部門）

岡谷駅長賞：１点（写真部門）

入賞：５点（写真部門）

３ 就業・創業移住支援事業

東京圏（埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県）、愛知県、

大阪府から岡谷市へ転入し、長野県の求人情報サイト掲載企業

に就職した場合等に移住支援金を支給し就業及び移住の促進に

努めた。

件数：５件 補助額：５，８００，０００円

４ おかやの魅力体験事業

移住のための生活体験、市内での住居探し、仕事探しに要す

る経費を助成し移住促進に努めた。

・交通費補助 件数：１４件 補助額：１５５，０３６円

・宿泊費補助 件数： ５件 補助額： ４４，０８９円

・移住体験住宅家賃補助

件数： ５件 補助額：２４０，０００円

５ 若者おかや暮らし応援事業

３０歳未満の単身勤労者等に対して民間賃貸住宅の賃料を助

成することで、若者の市内への移住定住の促進に努めた。

件数：２１件 補助額：２，９２５，０００円

６ 移住・交流出張相談等の開催

首都圏等で本市の魅力をＰＲし移住相談を行った。

７月 ３日（日）楽園信州移住セミナー（東京）

９月２５日（日）ふるさと回帰フェア（東京）

１１月１１日（金）移住相談会 （名古屋）
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１１月２７日（日）わーくわく交流会（東京）

１月１３日（金）移住相談会 （名古屋）

１月２９日（日）ナガノのトビラ（東京）

２月１８日（土）信州しごと・くらし発見フェア（東京）

３月１１日（土）楽園信州移住セミナー（東京）

７ デジタル田園都市国家構想交付金の活用

【地方創生推進タイプ】

・モノづくり集積地ＳＵＷＡのヒトづくりプロジェクト

交付額：５，１７３，０００円

・「岡谷へ行こう」関係人口等創出・拡大事業

交付額：２，４０３，９１９円

・「日本唯一のシルクのまち」岡谷シルク推進事業

交付額：４，７００，１８６円

【デジタル実装タイプ】

・市民の命を守る地域防災力向上事業

交付額：２１，７１７，３５０円

・新たな働き方創出・おかやシェアオフィス整備事業

交付額：２４，７５０，０００円

８ 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る寄附の受付

・岡谷市 人が集いにぎわいと活力あふれるまち推進計画分

件数：１件 金額：１００，０００円

・人結び 夢と希望を紡ぐたくましいまち岡谷推進計画分

件数：２件 金額：１，１００，０００円

（ 円）

（うち産業活性化推進事業費分 円）
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第１ 概説

総務課では、職員の任免、配置、給与、勤務条件、福利厚生、研修、市議会議案関

係、庁中の維持管理、例規の審査、文書の管理等の業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

特別職の就任 教育長

病院事業管理者

公平委員

教育委員

〃

固定資産評価審査委員

湊財産区管理委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

岩本 博行

天野 直二

牛越 弘彰

太田 博久

林 慎太郎

向山 宏

花岡 克行

保木 啓志

小坂 英文

小口 朝弘

山岡 正幸

浜 秀春

坂田 健行

特別職の退任 教育委員

〃

固定資産評価審査委員

湊財産区管理委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

太田 博久

草間 吉幸

向山 宏

小口 朝弘

小坂 英文

保木 啓志

花岡 克行

山岡 正幸

浜 秀春

小口 賢一

人事管理事務 新規採用職員の配置 １６人

（一般職関係 １０人）

（保育園関係 ６人）

再任用職員の配置 １０人

（一般職関係 １０人）

職員の一部配置替 １０４人

（一般職関係 ８５人）

（保育園・学校関係 １９人）

職員の昇任・昇格 ４２人

職員の一部配置替 １人

（保育園関係 １人）

職員の一部配置替 １人

（保育園関係 １人）

職員の昇任・昇格 ３人

職員の一部配置替 １人

（保育園関係 １人）

職員の一部配置替 １人

（保育園関係 １人）

職員の一部配置替 １人

（保育園関係 １人）
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給与管理事務 １ 市長等の給料の減額

市の厳しい財政状況を勘案し、引き続き市長等の給料月額を減

額することとした。

・市長１００分の１０、副市長１００分の７、

教育長１００分の３

・期間 令和元年９月２９日から令和５年９月２８日まで

２ 給与改定

【特別職】

特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律（令和

４年法律第８２号）の公布を受け、岡谷市特別職の職員の給与に

関する条例を改正し、令和４年１２月１日から適用した。

・期末手当

０ ０５月分引上げ（支給月数３ ２５月→３ ３０月）

（令和３年度 ６月･１２月 各１．６２５月

→令和４年度 ６月･１２月 各１．６５０月）

【一般職】

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律

（令和４年法律第８１号）の公布を受け、岡谷市職員の給与に関

する条例を改正し、令和４年４月１日から適用した。

・改定内容（一般職）

（１）給料

・給料表の改定（給料月額の引上げ）

・平均改定率０．２８％、平均引上額１，１７８円

・１級の初任給引上げ

（大卒程度３，０００円、高卒程度４，０００円）

（２）勤勉手当

０ １０月分引上げ

（期末・勤勉手当年間支給月数 ４ ３０月→４ ４０月）

（令和３年度 ６月･１２月 各２．１５月

→令和４年度 ６月･１２月 各２．２０月）

・改定内容（再任用職員）

（１）勤勉手当

０ ０５月分引上げ

（期末・勤勉手当年間支給月数 ２．２５月→２．３０月）

（令和３年度 ６月･１２月 各１．１２５月

→令和４年度 ６月･１２月 各１．１５０月）

円

職員福利厚生事

務

１ 職員福利厚生事務

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、職員互助会事業で

ある研修旅行等を中止し、代替事業を行い職員の福利厚生に努

めた。

・人間ドック受診給付等の福利厚生事務を行った。

・福利厚生等に係る情報、職員の接遇や服務等に関する意識啓発

を掲載した庁内広報等を発行した。

・庁内広報 １４回発行

・スキルアップ情報 ８回発行

・健康ニュース １２回発行

２ 職員安全衛生管理事務

・職員の健康管理と疾病の早期発見のため、健康診断を実施した。

・産業医による健康相談や専門のアドバイザーによるメンタルヘ

タルヘルス相談事業を実施した。
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・庁内広報等により、労働安全衛生推進の啓発を行い、健康管理

や明るい職場づくりなどに努めた。

・労働安全衛生法に基づき、全職員にストレスチェックを実施し

た。

円

職員研修事務 岡谷市職員人材育成基本方針に基づき、人材育成を推進した。

１ 職員研修事務

令和４年度職員研修計画に基づき、計画的に各種研修を実施し、

職員の資質向上と意識改革等を図った。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修の開催にあた

っては、オンライン形式での研修を取り入れるとともに、日程の

延期や実施方法を変更するなど可能な範囲で研修を開催し、職員

の少数精鋭化のなか、各階層に必要な能力を早期に身につけさせ、

組織力の向上に努めた。

（１） 自主研修

・公募実務研修（財務会計事務） ９人 １日間

（２） 職場研修

・ＯＪＴ実践研修 各職場 通年

・職場ニーズに応じた研修 １９回

・新規採用職員等研修 各職場 通年

（３） 職場外研修

ア 階層別研修

・新規採用職員研修（岡谷市の歴史） １６人 １日間

・接遇研修（新規採用職員） ８人 ３日間

・土のう作成研修（新規採用職員） ９人 １日間

・新規採用職員研修 １２人 ２日間

・インフォメーション準備研修（新規採用職員）

１２人 １日間

・インフォメーション研修（新規採用職員）

１２人 １年間

・新規採用職員前期研修 県 １６人 １日間

・養蚕体験研修（新規採用職員） １２人 ５日間

・メンタルヘルス研修 １８人 １日間

・旧庁舎清掃研修（新規採用職員） １８人 １日間

・初任者研修 １４人 ２日間

・初任者研修の効果測定 １４人 １日間

・新規採用職員後期研修 県 １１人 ２日間

・新規採用職員等合宿研修 ２１名 ２日間

・産業振興研修（ものづくりフェア） １３名 １日間

・プレゼンテーション研修（新規採用職員）

１１人 １日間

・新規採用職員事前研修 １３人 １日間

・主事（公務員倫理）研修 ７人 １日間

・主任（視察）研修 ７人 ２日間

・一般職員研修（主任） 県 ６人 １日間

・富岡市との姉妹都市交流研修（主任） １人 ２日間

・東伊豆町との姉妹都市交流研修（主任） １人 ２日間

・中堅職員研修（主査） 県 ４人 １日間

・次世代リーダー研修（主査） 広域 ６人 １日間

・女性職員研修（主査） 広域 ４人 １日間

・主査ＯＪＴ実践研修 ５人 １日間

・主査（公務員倫理）研修 １１人 １日間



58

・新任主幹研修 ７人 １日間

・文章力向上研修（主幹） １０人 １日間

・係長研修（主幹） 県 ３人 １日間

・主幹ＯＪＴ実践研修 ６人 １日間

・新任課長研修 ３人 １日間

・リスクマネジメント研修（課長）広域 ７人 １日間

・管理監督者研修 主幹、統括主幹、課長、部長

７１人 １日間

・会計年度任用職員研修 ３０人 １日間

イ 専門研修

・エネルギー管理講習等

１１研修 １７人 １～９日間

・諏訪広域連合研修 ４研修 １７人 １～２日間

・県市町村職員研修センター専門研修

２０研修 ３９人 １～２日間

・ＪＫＥＴ指導者養成 １人 ３日間

・接遇研修指導者養成研修 １人 ３日間

・ＯＪＴ指導者養成研修 １人 ２日間

ウ 派遣研修

・職員派遣研修

長野県庁 派遣 主幹 １人 ２年間（２年目）

長野県庁 派遣 主任 １人 ２年間（１年目）

中小企業庁 派遣 主任 １人 ２年間（１年目）

・職員交流研修（下諏訪町）

派遣 主査 １人 ２年間（２年目）

主査（保育士） １人 １年間

受入 主査 １人 ２年間（２年目）

主査（保育士） １人 １年間

エ 一般知識研修（特別研修）

・シートベルト着用点検指導 指導者 ９人 ３日間

・地域おこし協力隊活動報告 ８９人 １日間

・接遇研修（窓口接客とクレーム対応） ２４人 １日間

・ｅラーニングによる情報セキュリティ研修

５３１人 ５月間

・普通救命講習 １６人 ２日間

・接遇研修（さわやかあいさつ指導） 全職員 ４日間

・職員交通安全研修 ２１７人 １日間

・メンタルヘルス研修会 ２２人 １日間

・ゲートキーパー養成講座研修 １６９人 １日間

２ 人事評価

職員自らが能力を向上させながら意欲を持って業務に取り組む

ため、人事評価制度を活用した意識改革や人材育成を図った。

３ 職員提案事務

全職員を対象に自由な発想に基づく職員提案を募集した。  
・職員提案件数 ７６件

円
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総務一般管理事

務

１ 議会関係事務

・議会招集回数 定例会 ４回 臨時会 １回

・提出議案件数 報告：２１件 議案：７０件

２ 岡谷市固定資産評価審査委員会事務

岡谷市固定資産評価審査委員会に、固定資産課税台帳縦覧の結

果や固定資産税の課税状況について報告した。

・会議：１回 委員：３名

円

市役所庁舎管理

事務

１ 主な改修工事

・庁舎立体駐車場粉末消火設備改修工事 円

・庁舎エレベーターホール掲示板設置工事 円

・庁舎内電話機及び内線番号増設工事 円

・庁舎２階エアコン修繕工事 円

・庁舎自動ドア開閉装置等交換修繕工事（１階北口外扉）

円

・構内道路マンホール修繕工事 円

・庁舎地下雑排水槽水中ポンプ等修繕工事 円

・庁舎冷温水発生機修繕工事 円

・庁舎地下雑排水槽ポンプ制御スイッチ取替修繕工事

円

２ 岡谷市役所環境保全の率先実行計画

令和３年度から令和７年度までを計画期間とする「岡谷市役所

環境保全の率先実行計画Ⅵ」に基づき、本市の事務事業から排出

される温室効果ガスの排出抑制など環境への負荷の低減を図ると

ともに、リデュース、リユース、リサイクルの一層の推進に努め

た。

（ 円）

文書管理事務 １ 文書管理

文書の収受、集配業務を実施したほか、全庁における文書管理

の適正化及び情報公開等への対応を図るため、文書の保管及び廃

棄など各課のファイリングシステムの維持管理指導を行った。

・ファイリングシステム保守管理

委託先：インダストリーネットワーク（株）

・ファイリング実地指導：１２月１４日（水）～１２月１６日（金）

（３日間）

全組織対象（一部学校及び保育園を除く。）

・機密文書処理（単価契約 ８円／ ）：９，４５５ｋｇ

委託先：（有）成山商店

２ 情報公開等

市が保有する情報（個人情報を含む。）の適正管理及び保護並び

に各課等に対する情報公開請求等への総合的な対応を行った。

令和５年４月１日から施行される個人情報の保護に関する法律

に対応するため、条例等の新設及び改廃を行うとともに、個人情

報ファイル簿等を整備した。

・情報公開請求等 ３３件（うち個人情報の開示請求等 １件）

（内訳）全部開示 １４件、部分開示 １８件

文書不存在による不開示 ２件

（全部開示１件と不開示１件は、同一の請求）

・個人情報の目的外利用及び外部提供 ４件

円
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法律関係相談事

務

市の事業の適法かつ適正な実施を確保するため、例規整備及び法

令等の適切な解釈の支援並びに法律相談等を行った。

・条例、規則及び要綱等の制定並びに改廃の支援

条例改正等の件数 「第３主要な統計、行政資料等」に記載

・例規審査委員会

会議４回 委員１４名 幹事１５名 審査件数２０件

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 条例及び規則

区 分 新 設 改 正 廃 止

条 例 件 件 件

規 則 件 件 件

（１）条例

公布

番号
公布年月日 条 例 名

岡谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市公民館条例の一部を改正する条例

岡谷市議会委員会条例の一部を改正する条例

岡谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市手数料条例の一部を改正する条例

岡谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例

岡谷市個人情報の保護に関する法律施行条例

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例

旧渡辺家住宅保全基金条例

岡谷市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例

岡谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例

岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例

岡谷市営住宅条例の一部を改正する条例

岡谷市手数料条例の一部を改正する条例

岡谷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例

岡谷市子ども・子育て支援審議会条例の一部を改正する条例
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岡谷市福祉タクシー運行利用条例の一部を改正する条例

岡谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例

岡谷市空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例

岡谷市都市公園条例の一部を改正する条例

岡谷市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を

改正する条例

岡谷市議会の個人情報の保護に関する条例

岡谷市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例

岡谷市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条

例

岡谷市市税条例の一部を改正する条例

岡谷市都市計画税条例の一部を改正する条例

岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（２）規則

公布

番号
公布年月日 規 則 名

岡谷市育英基金の設置、管理及び処分に関する条例施行規則の一

部を改正する規則

岡谷市子ども・子育て支援法施行細則の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則  

岡谷市職員の勤務時間及び休暇等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市会計年度任用職員及び臨時的任用職員の任用等に関する規

則の一部を改正する規則

岡谷市商工業振興条例施行規則の一部を改正する規則  

岡谷市公民館条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則  

岡谷市職員の勤務時間及び休暇等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市職員の育児休業等に関する規則の一部を改正する規則

岡谷市会計年度任用職員及び臨時的任用職員の任用等に関する規

則の一部を改正する規則

岡谷市職員の期末手当及び勤勉手当の支給に関する規則の一部を

改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市建築基準法施行細則の一部を改正する規則

岡谷市財務規則の一部を改正する規則  

岡谷市市税に関する規則の一部を改正する規則  
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岡谷市福祉医療費給付金条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市岡谷駅前自転車駐車場条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市営住宅条例施行規則の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則  

岡谷市営住宅条例施行規則の一部を改正する規則  

岡谷市看護専門学校条例施行規則の一部を改正する規則  

岡谷市文化会館条例施行規則の一部を改正する規則  

岡谷市組織規則及び岡谷市出納員等設置規則の一部を改正する規

則  

岡谷市個人情報の保護に関する文書の様式を定める規則

岡谷市保育所条例施行規則等の一部を改正する規則

岡谷市国民健康保険の保険給付等に関する規則の一部を改正する

規則

岡谷市商工業振興条例施行規則の一部を改正する規則

市道の構造の技術的基準等に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則

岡谷市市税に関する規則の一部を改正する規則  

岡谷市消防団員等公務災害補償条例第９条の２第１項の規則で定

める金額を定める規則の一部を改正する規則  

２ 公示文書及び令達文書

公示文書 令達文書

告 示 公 告 訓 令 指 令

件 件 件 件
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３ 一般職職員数 （令和５年３月３１日現在）

部局等区分 行政職 企業職
病院企業職

計
（１） （２） （３） （４）

人 人 人 人 人 人 人

市長 － － － － －

議会 － － － － －

教育委員会 － － － － －

選挙管理委員会 － － － － －

監査委員 － － － － －

農業委員会 － － － － －

上水道事業 － － － － －

下水道事業 － － － － －

病院事業 － －

計

（注）３月３１日付退職者を含む。

（64）
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支 所
イ ル フ プ ラ ザ 出 張 所

（66）
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第１ 概説

市の出先機関として、地域住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証

明等の受付、交付、現金の出納事務など）及び湊財産区管理業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

湊支所運営事務 岡谷市役所支所設置条例に基づき、市の出先機関として地域

住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等の

受付・交付、現金の出納事務など）及び湊財産区管理業務を行

った。

円

川岸支所運営事

務

岡谷市役所支所設置条例に基づき、市の出先機関として地域

住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等の

受付・交付、現金の出納事務など）を行った。

円

長地支所運営事

務

岡谷市役所支所設置条例に基づき、市の出先機関として地域

住民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等の

受付・交付、現金の出納事務など）を行った。

円

湊財産区管理運

営事業（湊支所）

１ 沢入団地 森林経営委託（０予算）

・契約対象森林面積 １６４．４７

契約期間：平成３０年４月２３日～令和５年４月２２日

受 託 者：株式会社 飯森林業

主 伐 １．６９ ５８林班

植 林 １．５４ ５８林班

下 刈 り ４．８５ ５８林班

間 伐 ２３．６９ ５７林班

路 網 開 設 ７８４ｍ ５７林班

２ 森林の里親事業（０予算）

・京セラの森林活動 植林、除伐、枝打ち等

・春：新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

・秋：２０人（除伐）

３ 湊財産区管理委員会

管理委員会：１１回開催、管理委員作業：１０回

イルフプラザ出

張所運営事務

岡谷市役所出張所設置条例に基づき、市の出先機関として

市民に直結した業務（戸籍、住民登録、印鑑登録、諸証明等

の受付・交付、現金の出納事務など）を行った。

・開設時間 平 日 午前１０時～午後７時

土日祝日 午前１０時～午後５時

・定 休 日 火曜日及び年末年始

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 支所・出張所別出納金の取扱い状況

（収 入） （単位：円）

区 分 湊支所 川岸支所 長地支所
イルフプラ

ザ出張所
計

一般会計

特
別
会
計
等

国民健康保険

地域開発事業

分収造林事業

霊園事業

温泉事業

後期高齢者医療

湊財産区

水道事業

下水道事業

病院事業

育英基金返済

介護保険事業

湖北（火葬場）

県民交通災害共済

合 計

２ 支所・出張所別閲覧証明件数 （単位：件）

区 分 湊支所 川岸支所 長地支所
イルフプラザ

出張所
計

税務関係閲覧証明

３ 支所・出張所別戸籍・住民基本台帳及び印鑑登録事務取扱い状況

（市民環境部市民生活課記載のとおり）
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財 政 課

（70）
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第１ 概説

財政課では、予算の編成、市債、地方交付税、財政統計、契約事務、市有財産管理

及び車両の集中管理等に関する業務を執行した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

車両管理事務 共用車両の管理費の節減に取り組むとともに、各種法定点検、

職員による日常点検を実施し、適正な車両管理と運行に努めた。

リース期間満了となった車両を更新し、また、１台新規導入し、

用途に応じた効率的な配車に努めた。（管理車両台数４７台）

共用車両の運転に際しては、運転者認定試験により職員の適性

を判断し、同時に安全運転の啓発を行い、交通事故の防止に努め

た。

道路交通法施行規則の一部改正に伴い、公用車両使用時の職員

のアルコールチェックを４月１日から実施した。

（ 円）

財政事務 １ 予算管理

・一般会計の補正予算は１６回行い、最終予算額は、

２３４億１７１万７千円となり、前年度比

１１億８，０７８万７千円、４．８０％の減となった。

・特別会計及び湊財産区一般会計の補正予算回数と最終予算の

状況は、次のとおりである。

会 計 名
補 正

回 数

最終予算額

千円
会 計 名

補 正

回 数

最終予算額

千円

国 民 健 康

保 険 事 業
回 温 泉 事 業 ―

地域開発事業 ―
後 期 高 齢 者

医 療 事 業
―

分収造林事業 ― 湊 財 産 区 ―

霊 園 事 業 ―

２ 市債

一般会計の市債の借入れは、３６事業で

１６億５７５万２千円となった。

３ 地方交付税

地方交付税の総額は５１億８，６９０万９千円で、

前年度比７，０１２万３千円の増となった。

４ 財政指標等

財政力指数（過去３年間の平均値）は、０．６１で、

単年度指数は０．６０である。

５ 財務諸表の作成

財務諸表については、総務省より示された「統一的な基準に

よる地方公会計マニュアル」に基づき、令和３年度決算におけ

る財務諸表を作成し公表した。
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６ 財政状況の公表及び情報提供

「わかりやすい予算説明書」及び財務諸表の作成と公表、財政

事情の公表などにより、予算と主要事業の内容や決算の状況等

について、市民に対して広く情報の提供を行った。

（ 円）

契約事務 １ 法令等に基づき公平・公正な入札を実施し、予定価格が

１，０００万円以上の建設工事については、原則として制限付

一般競争入札方式とし、４５件を実施した。

また、一般競争入札のうち総合評価落札方式を３件実施した。

２ 令和５・６年度の建設工事等入札参加資格申請の中間受付及

び審査を行い、資格者名簿に登載した。

３ 令和５・６年度の物品・役務入札参加資格申請の受付及び審

査を行い、資格者名簿を作成した。

４ 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律に基づ

き、建設工事の発注見通し、入札・契約に係わる情報等の公表

を行った。

５ 令和５年３月に公共工事設計労務単価が引き上げられたこと

に伴い、賃金等の急激な変動に対処するため、工事請負契約書

第２６条第６項（インフレスライド条項）の運用を行った。

（ 円）

市有財産管理事

務

市有財産の取得、処分、管理に係る不動産登記申請、保険事務

等を行い、適正な財産管理を行った。

併せて、固定資産台帳システムの適正な管理運用を行った。

令和４年度登記処理件数 ６５０件

（ 円）

普通財産管理事

務

土地については、ララオカヤ敷地１４９．１７㎡を取得し、

旧まゆみ園等敷地など５，０８１．０２㎡を処分した。

建物については、ララオカヤ建物３０２．１３㎡を取得し、

旧まゆみ園等建物５３０．２２㎡を売却、長地小萩市営住宅

１２８．００㎡を解体、処分した。

その他、売却等処分が困難な普通財産については、可能な限り

貸付等を行うとともに、定期的に除草等を行い、適正な財産管理

を行った。

（ 円）
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　　第３　主要な統計、行政資料等

　　　 １　令和４年度一般会計歳入歳出補正予算状況 （単位：千円）

１号 ２号 ３号 ４号 ５号

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

歳    出    合    計

議 決 等 年 月 日

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

歳    入    合    計

区         分 当初予算
補　　　　　正　　　　　予　　　　　算
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６号 ７号 ８号 ９号 １０号 １１号

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費 △ 15,798

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

歳    出    合    計

議 決 等 年 月 日

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

補　　　　　正　　　　　予　　　　　算

歳    入    合    計

区         分
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（単位：千円）

１２号 １３号 １４号 １５号 １６号 最終予算額

△ 8,613

△ 27,974

予備費
充当額

補　　　　　正　　　　　予　　　　　算
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（単位：千円）

予算流用額

 2款 総務費

 1項 総務管理費

 1目 一般管理費 給料 △ 2,211 4目 車両管理費へ

△ 2,313 5目 支所費へ

△ 1,808 9目 地域創生推進費へ

△ 1,697 15目 会計管理費へ

職員手当等 △ 159 4目 車両管理費へ

△ 159 5目 支所費へ

△ 142 9目 地域創生推進費へ

△ 142 15目 会計管理費へ

共済費 △ 445 4目 車両管理費へ

△ 465 5目 支所費へ

△ 366 9目 地域創生推進費へ

△ 351 15目 会計管理費へ

委託料

 2目 庁舎管理費 使用料及び賃借料

備品購入費 3目 文書費より

 3目 文書費 需用費 △ 492 2目 庁舎管理費へ

委託料

 4目 車両管理費 報酬 1目 一般管理費より

職員手当等 1目 一般管理費より

共済費 1目 一般管理費より

 5目 支所費 報酬 1目 一般管理費より

職員手当等 1目 一般管理費より

共済費 1目 一般管理費より

 9目 地域創生推進費 報酬 1目 一般管理費より

職員手当等 1目 一般管理費より

共済費 1目 一般管理費より

 14目 消費者行政費 委託料

 15目 会計管理費 報酬 1目 一般管理費より

職員手当等 1目 一般管理費より

共済費 1目 一般管理費より

 2項 徴税費

 2目 賦課徴収費 役務費

 3款 民生費

 1項 社会福祉費

 1目 社会福祉総務費 給料 △ 3,807 2目 障がい者福祉費へ

職員手当等 △ 246 2目 障がい者福祉費へ

共済費 △ 766 2目 障がい者福祉費へ

工事請負費

 2目 障がい者福祉費 報酬 1目 社会福祉総務費より

職員手当等 1目 社会福祉総務費より

共済費 1目 社会福祉総務費より

 2項 児童福祉費

 2目 児童措置費 扶助費 △ 253 4目 母子福祉費へ

 3目 保育所費 委託料 6目 認定子ども園費より

工事請負費

負担金補助及び交付金 6目 認定子ども園費より

 4目 母子福祉費 扶助費 2目 児童措置費より

 6目 認定こども園費 負担金補助及び交付金 △ 6,000 3目 保育所費へ

 3項 生活保護費

 1目 生活保護総務費 報酬 2目 扶助費より

 2目 扶助費 扶助費 △ 199 1目 生活保護総務費へ

 4項 災害救助費

 1目 災害救助費 使用料及び賃借料

 4款 衛生費

 1項 保健衛生費

 1目 保健衛生総務費 給料 △ 2,577 3目 母子保健費へ

△ 1,813 4目 健康管理費へ

２　一般会計予備費充当、予算流用調

款　項　目 節 予備費充当額 流　用　科　目
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（単位：千円）

予算流用額款　項　目 節 予備費充当額 流　用　科　目

職員手当等 △ 213 3目 母子保健費へ

△ 172 4目 健康管理費へ

共済費 △ 520 3目 母子保健費へ

△ 361 4目 健康管理費へ

 3目 母子保健費 報酬 1目 保健衛生総務費より

職員手当等 1目 保健衛生総務費より

共済費 1目 保健衛生総務費より

 4目 健康管理費 報酬 1目 保健衛生総務費より

職員手当等 1目 保健衛生総務費より

共済費 1目 保健衛生総務費より

 7目 看護専門学校費 需用費

 5款 労働費

 1項 労働諸費

 4目 勤労青少年ホーム費 工事請負費

 7款 商工費

 1項 商工費

 2目 商工業振興費 需用費 8目 商業観光施設費より

負担金補助及び交付金 △ 373 3目 テクノプラザおかや費へ

 3目 テクノプラザおかや費 需用費 2目 商工業振興費より

 8目 商業観光施設費 負担金補助及び交付金 △ 150 2目 商工業振興費へ

 10目 文化会館費 工事請負費

 11目 童画館費 工事請負費

 12目 博物館費 工事請負費

 8款 土木費

 4項 都市計画費

 4目 公園費 委託料

 9款  消防費

 1項 消防費

 2目 非常備消防費 需用費

 3目 消防施設費 工事請負費

 10款 教育費

 1項 教育総務費

 2目 事務局費 負担金補助及び交付金 △ 178 3目 教員住宅費へ

△ 348 3目 教員住宅費へ

 3目 教員住宅費 需用費 2目 事務局費より

委託料 2目 事務局費より

 2項 小学校費

 1目 学校管理費 需用費

備品購入費

 3項 中学校費

 1目 学校管理費 工事請負費

 4項 社会教育費

 1目 社会教育総務費 役務費 5目 生涯学習活動センター費より

 4目 美術考古館費 旅費 7目 文化財保護費より

役務費 7目 文化財保護費より

工事請負費 7目 文化財保護費より

 5目 生涯学習活動センター費 旅費 △ 45 1目 社会教育総務費へ

 7目 文化財保護費 委託料 △ 270 4目 美術考古館費へ

工事請負費 △ 123 4目 美術考古館費へ

 5項 保健体育費

 2目 スポーツ施設費 需用費

工事請負費

 11款 災害復旧費

 1項 農林水産業施設災害復旧費

 1目 林業施設災害復旧費 委託料 △ 830 2目 農地災害復旧費へ

工事請負費 △ 7,170 2目 農地災害復旧費へ

 2目 農地災害復旧費 工事請負費 1目 林業施設災害復旧費より

 予備費充当額計 （ 22 件）

(注) 予備費充当額計欄の( )書数値は、予備費充当件数である。
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３　市債

　(１）　一般会計市債現在高  

　　　ア　借入先別     (単位：円)

借入額 償還額

財務省

日本郵政

日本政策金融公庫

全国市有物件災害共済会

八十二銀行

諏訪信用金庫

長野県信用組合

長野県労働金庫

長野銀行

信州諏訪農業協同組合

地方公共団体金融機構

長野県市町村振興協会

合       計

　　　イ　目的別      (単位：円)

借入額 償還額

総務

民生

衛生

土木

消防

教育

公営住宅

防災

商工

農林

災害復旧債

住民税等減税補てん債

臨時財政対策債

減収補てん債

公共施設等除却債

合       計

区　　　　分
令和３年度末
現　在　高

令和４年度 令和４年度末
現　在　高

区　　　　分
令和３年度末
現　在　高

令和４年度 令和４年度末
現　在　高
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　（２）一般会計市債借入額等の推移

（単位：千円）

うち繰上償還額 年度末現在高 人口（人） 現在高

(注) ※人口は、各年度末現在の住民基本台帳人口である。

令和３年度

令和２年度

平成30年度

市民１人当たり現在高

年　度
借 入 額

( )内は借換債
元金償還額

( )内は借換債

令和４年度

令和元年度

(単位：千円）
令和４年度
　　　　(A)

増 減 額

(ｱ)

(ｲ)

交付基準額 (ｱ)‐(ｲ） (ｳ)

(ｴ)

交付額 (ｳ)‐(ｴ) (ｵ)

△ 0.02

(単位：千円）
令和４年度
　　　　(A)

増 減 額

特別交付税

(単位：千円）
令和４年度
　　　　(A)

増 減 額

普通交付税

特別交付税

４　令和４年度  地方交付税

　（１）普通交付税

区     分
令和３年度
　　　　(B)

基準財政需要額

合      計

　（３）地方交付税合計

区     分

基準財政収入額

調整額

令和３年度
　　　　(B)

財政力指数（過去3年間平均値）

　（２）特別交付税

区     分
令和３年度
　　　　(B)
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【歳　入】 引上げ分の地方消費税交付金 千円

（社会保障財源化分）

【歳　出】 （単位：千円）

その他

社会福祉事業

障がい者福祉事業

高齢者福祉事業

福祉医療事業

児童福祉事業

生活保護事業

小　　計

介護保険事業

国民健康保険事業

後期高齢者医療保険事業

小　　計

保健衛生事業

予防事業

母子保健事業

健康管理事業

病院事業

小　　計

一般財源

５　地方消費税交付金（社会保障財源化分）

財源内訳

　地方消費税交付金（社会保障財源化分）の充当状況は、次のとおりである。

合　　　　計

地方消費税交付金
(社会保障財源化分)

特定財源
区　　　　分 事業費

保健衛生

社会保険

社会福祉
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６　一般会計一時借入金借入状況
(単位：円）

利率 件数 支払利子

年　％

－ － －

７  一般会計一時繰入金繰入状況（基金）
(単位：円）

利率 件数 支払利子

年　％

借 入 先 借入期間

－借入なし

社会教育施設整備基金 R4.4.1～R5.3.31

合         計

繰 入 先 繰入期間

財政調整基金 R4.4.1～R5.3.31

社会福祉施設整備基金 R4.4.1～R5.3.31

消防施設整備基金 R4.4.1～R5.3.31

市営住宅整備基金 R4.4.1～R5.3.31

公園施設等整備基金 R4.4.1～R5.3.31

工業技術振興基金 R4.4.1～R5.3.31

ふるさとまちづくり基金 R4.4.1～R5.3.31

減債基金 R4.4.1～R5.3.31

文化会館事業基金 R4.4.1～R5.3.31

地域福祉基金 R4.4.1～R5.3.31

みどりを愛する基金 R4.4.1～R5.3.31

教員住宅整備基金 R4.4.1～R5.3.31

病院施設整備基金 R4.4.1～R5.3.31

旧岡谷市役所庁舎保全基金 R4.4.1～R5.3.31

合         計

リサイクル基金 R4.4.1～R5.3.31

新型コロナウイルス緊急対策資金等利子補給基金 R4.4.1～R5.3.15

まち・ひと・しごと創生基金 R4.4.1～R5.3.31

森林環境譲与税基金 R4.11.11～R5.3.31

旧渡辺家住宅保全基金 R4.12.26～R5.3.31
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　　　建設工事 件 円

　　　建設コンサルタント業務 件 円

件 円

件 ― 円

件 円

件 ― 円

件 円

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件合　　計

　　　業務委託等

　　　物品購入等

市内

県内

　　　建設工事

市内

県内

県外

小計

　　　建設コンサルタント

市内

県内

県外

小計

　　　物品購入に係る単価契約

　　　役務提供

　　　役務提供に係る単価契約

合　　計

　（２）　入札参加資格者登録数

区　　　　　　　分 登録者数

８　契約

　（１）　契約状況

区　　　　　分 件　数 金　額

　　　物品購入

県外

小計

市内

県内

県外

小計



83

内　容

ララオカヤ敷地 購入

　（２）　土地の処分
内　容

旧まゆみ園等敷地 売却

旧上浜保育園敷地 交換・売却

川岸能登舟南教員住宅敷地 売却・譲与

廃道水路敷地ほか 交換・売却・譲与

　（３）　建物の取得
内　容

ララオカヤ建物 購入

　（４）　建物の処分
内　容

旧まゆみ園等建物 売却

長地小萩市営住宅 解体

１０　登記処理件数

１１　車両管理台数

増　　減

(A)－(B)
台

面　積（㎡）

面　積（㎡）

面　積（㎡）

　軽 自 動 車

ＥＶ車

　そ　の　他

　バ　イ　ク

計

　小型ダンプ等

台

管　　理　　台　　数

令和３年度

（B）
台

令和４年度

区  分

普通財産

普通財産

599件

区　　　分

　普通自動車

備　　　考

1台新規（リース）

増　　減

区  分

令和３年度

普通財産

（A）

51件

小　　　　　計

区  分

普通財産

650件

令和４年度

合                         計

合                         計

合                         計

(A)－(B)

面　積（㎡）施　設　名　称

施　設　名　称

小　　　　　計

合                         計

９　主な不動産の取得及び処分

　（１）　土地の取得
施　設　名　称

小　　　　　計

施　設　名　称

小　　　　　計

区  分
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税 務 課

（86）
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第１ 概説

税務課では、効率的・効果的な行政経営と健全財政の保持に向けた財源確保のため、

市税について課税客体の正確な把握に努めながら、課税及び収納事務を行った。

また、納税相談や滞納処分などを実施し、収納率の向上と公平性の確保に努めた。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

税務総務管理事

務

１ 決算状況

（１） 市税

調定額 円 （前年度比 ％）

収入済額 円 （前年度比 ％）

収納率（現年度） ％ （前年度 ％）

（２） 国民健康保険税

調定額 円 （前年度比 ％）

収入済額 円 （前年度比 ％）

収納率（現年度） ％ （前年度 ％）

２ 税関係の諸証明発行

・手数料収入額（窓口来庁分） 件 円

・コンビニ発行分 件 円

３ 条例改正業務

・地方税法等の改正に伴う、岡谷市市税条例等を一部改正

４ 税務広報事務

・「市税概要」の作成、公表

・広報おかや、ホームページ等による広報・広告掲載

円

市民税課税事務 １ 市民税の賦課

・申告相談の実施

（２月１６日（木）～３月１５日（水））

市役所、１９日間、２，４４４人

新型コロナウイルス感染防止対策のため、市役所のみで開催

・課税資料の整備

申告書、給与及び公的年金支払報告書等の確認、調査

２ 軽自動車税、市たばこ税、入湯税の賦課 円

資産税課税事務 １ 固定資産税・都市計画税の賦課

・令和６年度評価替えに向けた、課税台帳、評価基準等の整備

・土地現況調査の実施

・新増築家屋の評価、滅失家屋の確認調査

・不動産鑑定による土地評価額の修正

・償却資産申告書の確認及び実地調査 簡易・訪問調査等 の実施

円

収納等業務事務 １ 市税及び国民健康保険税の収納

２ 納税相談室の開設（平成 年度～）相談者数 年間延 人

３ 自主納税の推進と収納率向上対策

・元国税局職員による指導、研修

・滞納者に対する督促・催告、生活状況等の調査、納税誓約

・滞納処分の実施

・コンビニ収納、スマートフォンアプリによる収納の実施

・長野県地方税滞納整理機構の活用 移管件数 ９件

・個人の県民税に係る徴収及び滞納処分の特例 引継件数 １件

円
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２　市税負担の状況（現年度）

人、

３　滞納処分の状況（国保税を含む）

４　市税不納欠損処分の状況

（１）年度別・税目別不納欠損処分額

件 件 件 件 件

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―計

都市計画税 軽自動車税

税額(円) 税額(円) 税額(円) 税額(円)年度

税目

税額(円)

個人市民税 法人市民税 固定資産税

解  除

令和４年度中の処分状況
(交付要求・参加差押を含む) 令和４年度末の状況

金額(円) 件数 金額(円)金額(円) 件数

債    権

動　　産

計

件数 金額(円) 件数

不 動 産

区分

物件

令和３年度末の状況

差押等

世帯世帯数人口（注）令和５年４月１日現在

軽自動車税

市たばこ税

入湯税

都市計画税

合　計

１世帯当たり１人当たり

市税負担額(円)
調定額(円)区　分

市民税

固定資産税
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５　口座振替等の状況

イ　法人分

金　額(円) 件数(件)

人） （ 人）

調　　定　　額

（ 人） （

均 等 割(円) 法 人 割(円) 計(円)

(円)　　② (円)　　③ ②＋③

（ ）内は法人数

調
定
額

収入となるべき額 収入となるべき額 うち当年度収入分

(円)

①のうち翌年度の ①のうち当年度の 前年度課税額の 計(円)

合計

人） （（ 人） （

課
税
額

均 等 割(円) 所 得 割(円) 　　　　計(円)

件数 金額(円)

固定資産税
都市計画税

金額(円)件数 金額(円)件数

国民健康保険税

口座振替 スマートフォンアプリ

市税計

６　市税等の状況

（１）　市民税調定額(現年度)

ア　個人分

（２）不納欠損内容

滞納処分の執行停止中、消滅時効が完成したもの
（地方税法第１８条）

消滅時効が完成したもの（地方税法第１８条）

内　　容

（ ）内は納税義務者数

人）

滞納処分の執行停止が３年間継続したもの
（地方税法第１５条の７第４項）

コンビニエンスストア

税目

市民税
(特徴除く)

区分

滞納処分の執行停止後、直ちに消滅するもの
（地方税法第１５条の７第５項）

合　　計

軽自動車税
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（２）　市民税（個人）賦課人員 事業所）

筆数(筆)
平均価格 最高価格

合　計

雑種地

区分

田

介在田

畑

介在畑

宅地

池沼

山林

牧場

原野

区　　分

固定資産税

国有資産等所在市町村交付金

合　　計

都市計画税

地　積(㎡)

ア　土地の評価額

（４）　固定資産税概要

決定評価額(千円)
㎡当たり価格(円)

 （  ）内は免税点未満を内書

（特別徴収義務者数

（３）　固定資産税・都市計画税調定額（現年度）

税　額(円) 納税義務者数(人)

区　　分 特別徴収分(人)普通徴収分(人)

合　　計

課税標準額(千円)

均等割のみ

所得割のみ

均等割と所得割
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７　ｅＬＴＡＸ（地方税共同電子申告システム）の状況

イ　環境性能割

合　計

調定額（円）

特徴比率(％)

（１）ｅＬＴＡＸの利用

区　　分 法人市民税申告書 給与支払報告書 償却資産申告書

電子申告件数(件)

－

－

－

－

65歳以上

65歳未満

合　計

利用率(％)

（２）公的年金に関する件数

区　分 件　数(件) 課税件数(件) 特別徴収件数(件)

小型特殊自動車

二輪の小型自動車

原付自転車

軽自動車

合　　　計

（５）　軽自動車税概要

ア　種別割

区　分 課税台数（台） 調定額（円）

中部電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱、
東日本旅客鉄道㈱、
東日本電信電話㈱､
㈱INPEX　等

総務大臣・県知事が価格等を決定し
配分したもの

ウ  償却資産の評価額

区　　　分 決定評価額(千円) 備　　考

市長が価格等を決定したもの

非木造

合　計

決定評価額(千円)床 面 積(㎡)

イ  家屋の評価額

区　分

木  造

棟数(棟) ㎡当たり平均価格(円)

 （  ）内は免税点未満を内書
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９ 国民健康保険税不納欠損処分の状況

（１）年度別不納欠損額 構成

年度 税 額（円） 件数 件

合計

（２）不納欠損内容

内 容 金 額 円 件数 件

消滅時効が完成したもの（地方税法第１８条）

滞納処分の執行停止中、消滅時効が完成したもの

（地方税法第１８条）

滞納処分の執行停止が３年間継続したもの

（地方税法第１５条の７第４項）

滞納処分の執行停止後、直ちに消滅するもの

（地方税法第１５条の７第５項）

合 計

１０ 主な税制改正

〇令和４年度税制改正

（１）個人市民税 上場株式等の配当所得及び譲渡所得等に係る課税方式について、

所得税と個人住民税の課税方式を一致させることとしたことに伴う所要の改正

（２）個人市民税 住宅借入金等特別税額控除の特例制度の延長等に伴う所要の改正

（３）固定資産税 商業地等に係る課税標準額の上昇幅を臨時的に軽減したことに伴

う所要の改正
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消 防 課
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第１ 概説

消防課では、火災等各種災害から市民の生命、財産等を守ることを目的として、火

災予防の推進をはじめ、消防団の充実及び防火・防災協力団体の育成、さらに消防水

利、消防施設の整備に努めた。

特に、東日本大震災の教訓を踏まえ、地域防災力の中核である消防団装備の充実強

化を図ることにより大規模震災等への対応力を高めるため、第６分団に最新鋭の消防

ポンプ自動車を更新配備した。

また、消防団員の処遇改善として、出動報酬を創設し条例に基づく報酬に位置付け

た。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

広域連合負担金 １ 広域消防負担金（均等割２０％ 人口割８０％）

・消防費負担金 ４５９，０３５，７０３円

・公債費負担金 ４９，６９９，６０４円

２ その他負担金

・退職手当負担金 ３３，０２３，６６７円

・高速道路救急業務支弁金 ２，８８９，９６０円

円）

消防事務 （岡谷市防火協会）

事業所の防火管理並びに危険物施設の維持管理に万全を期し、

火災による被害を未然に防止することを目的として、協会加入事

業所の従業員に対する保安教育を徹底した。

市内児童を対象に「第４４回標語入り防火ポスターコンクー

ル」を開催し、優秀作品を用いて令和５年版の標語入り防火カレ

ンダーを作成し幼少年に対する火災予防の普及を行った。

土地借上料

・防火水槽敷地 ４８件分 ６８６，０００円

円

消防団活動事業 消防団は、地域社会における消防防災活動の中核組織として、

火災等の災害出動や災害発生に備えての訓練、また地域ぐるみの

防災体制の確立等、地域防災のリーダーとして活躍した。

火災での被害を最小限にとどめる消火活動を行うとともに、市

民に対して火災予防広報を行い、注意喚起を促した。特にお彼岸

の時季には各所墓地の火災が頻発することから、市内全域での広

報活動及び墓地にて火災警戒活動を行った。

また、消防団員の処遇改善として、出動報酬を創設し条例に基

づく報酬に位置付け、引き上げを行い、個人口座への振り込みと

した。

昼間の出動団員の確保には、「機能別団員制度」を活用し、「消

防団協力事業所表示制度」により、消防団員の活動しやすい環境

作りにも継続的な取り組みを行った。

あわせて、消防団員の士気高揚と恒常的な確保対策を目的に、

「消防団員サポートショップ事業」を実施した。
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なお、新型コロナウイルス感染症から団員や家族、職場を守る

ため、消防操法大会、その他団員が多く集まる行事については中

止とした。

１ 消防団員報酬等

年額報酬 ４０７人分 １３，８９７，４００円

出動報酬 ６，３８２人分 ７，６７２，０００円

２ 災害補償費

消防団員遺族補償年金 ２件 ６，１１９，９００円

３ 報償費

消防団員退職報償金 ３６人分 １３，８０１，０００円

４ 土地借上料

・分団屯所１０件・可搬小屋敷地４件・水防庫２件

８５５，３００円

５ 負担金、交付金

・団員等公務災害補償基金掛金 １，２１０，３６５円

・団員退職報償金基金掛金 １０，５４０，８００円

・消防団員福祉共済掛金 １，６４７，０００円

・分団運営交付金 ７，４１１，３００円

（ 円）

消防団施設整備

事業

消防団に配備している消防ポンプ車の計画的な更新にあたり、

第６分団に最新鋭の消防ポンプ自動車を更新配備し、消防力の充

実強化を図った。

円

消防水利整備事業 ・消火栓移設工事 １基

円）

消防水利管理事業 ・消火栓修繕工事 ４箇所

・消防水利標識修繕 ２４箇所

（ 円）

水防資機材整備

事業

・水防用資機材整備

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 消防団組織 （単位：人）

区分 消 防 団

階級 団長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 合計

定数 １

実員 １

（令和 年 月現在）

２ 消防団車両等 （単位：台）

区 分 消防団 自主防災 合 計

団本部車

消防ポンプ自動車

災害対応型多機能消防車

小型動力ポンプ付積載車

資機材搬送車

小型動力ポンプ

軽可搬ポンプ
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３ 消防水利施設 （単位：基）

区 分 公設防火水槽 公設消火栓 合 計

消防水利施設数

４ 水防倉庫 消防署、下浜、上小井川、湊、横川、川岸

５ 消防団の出動状況 （単位：件／人）

区 分 火 災 救 急 救 助 風水害等 演習訓練 広報指導

出動件数

出動人員

区 分 警防調査 火災調査 特別警戒 捜 索 その他 合 計

出動件数

出動人員
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危 機 管 理 室

（102）
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第１ 概説

危機管理室では、自主防災組織及び消防団などの防災関係機関と連携した各種防災訓

練を実施したほか、災害時の応急対応、避難所開設に必要な防災資機材の充実及び防災

情報等の発信機能の拡充を図り、地域の防災力・減災力の強化に努めた。

「平成１８年７月豪雨災害」から１６年、「令和３年８月大雨災害」から１年が経過す

る中で災害の記憶を風化させることなく、災害の経験から得た教訓と知識を後世に継承

するとともに住民の防災・減災意識のさらなる高揚を図るため、防災ガイドの説明会や

災害パネル展を開催した。また、７月１９日を中心に実施した岡谷市防災の日関連事業

においては、住民の避難行動につなげるための防災講演会を開催した。

このほか、令和３年８月大雨災害における被災者支援などを行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

防災・災害対策

事業

１ 地域連絡員の選任

市と区のパイプ役を担う各区２名の地域連絡員を市職員か

ら選任し、地域との連絡体制の強化を図った。（２１区４２名）

２ 災害危険箇所の視察

４月２６日（火）に諏訪建設事務所、岡谷警察署、諏訪広域

消防本部及び市関係課の職員により、災害危険箇所等３９行程

５６箇所の現地視察を実施した。

３ 防災会議

６月２１日（火）に岡谷市防災会議を開催し、地域防災計

画及び水防計画の修正、令和３年度の防災対策及び災害対応

について報告するとともに令和４年度の事業計画について審

議した。

また、避難情報の発令判断基準の見直しについて報告した。

４ 市民とあゆむまちづくり講座

「我が家の防災対策」や「平成１８年７月豪雨災害について」

など、小学校や地域の団体等受講者の要望に応じた出前講座を

実施した。（１４回 ４９４名）

保育園児及び幼稚園児を対象に幼少期から危険を予測し、回

避する能力を身につけることを目的とした「こども防災教室」

は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、中止とし

た。

５ 防災ガイド作成事業

令和２年２月に改訂し全戸配布を行った「岡谷市防災ガイ

ド」について、区へ説明会を行うとともに、出前講座や小中学

校の防災教育などを通じて周知啓発を図った。

６ 「岡谷市防災の日」関連事業

７月１９日の「岡谷市防災の日」を中心に、市民の防災・減

災意識のさらなる高揚を図るための事業を実施した。

（１） 防災・減災関連図書コーナーの設置

・６月２５日（土）～７月２８日（木）岡谷市立図書館
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（２） 岡谷市防災講演会

・７月２日（土）カノラホール（小ホール）

・講師 信州大学人文学部教授 菊池 聡

・内容 「いざというときに逃げる勇気を！」

～防災・減災にための心理学～（１６０名）

（３）災害パネル展の開催

・７月１４日（木）～２１日（木） イルフプラザ１階

（４） 「非常食を食べる日」周知啓発

・非常食の試食会は、新型コロナウイルス感染症感染拡

大防止のため、中止とした。

（５） 災害伝承之碑参拝

・「小田井沢川災害伝承之碑」、「志平川土砂災害伝承之

碑」ほか ７月１９日（火）

（６） 市民へのメッセージ

・市長による防災行政無線 ７月１９日（火）

・シルキーチャンネルＤＶＤ放映

７月１５日（金）～３０日（土）

７ 防災啓発共同事業

諏訪広域連合と諏訪６市町村共同で防災講演会の開催を

予定していたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の

ため、中止となった。

期日 ８月２０日（土）

会場 富士見町グリーンカルチャーセンター

演題 「気候変動と気象現象の激化‐正しく恐れ、備えるた

めに」

講師 西出 則武 先生（長野県総合防災アドバイザー）

８ 防災とボランティア週間の関連事業

防災とボランティア週間に合わせ、長野県の防災教育事業

「赤牛先生」を活用した土砂災害に関する講座を岡谷市自主

防災組織連絡協議会と共同で開催した。

例年開催している防災カルタや非常食の試食、住宅耐震相

談、豚汁の炊き出し、防災関連グッズの展示販売、救命救急

体験及び防災研修会等の「防災とボランティアパーク」は新

型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止とした。

期日 １月１４日（土）

会場 ９階大会議室

演題 「土砂災害・自分の命は自分で守る」

講師 八幡 義雄先生（ 法人長野県砂防ボランティア協

会） （５０名）

９ 災害時応援協定の締結

名 称 災害時における物資供給に関する協定書

（被災者の支援に必要な生活物資や救援資機材を迅

速かつ円滑に被災地へ供給するため、連携及び協

力体制の整備を図る）

締結先 法人コメリ災害対策センター

締結日 １１月４日（金）

１０ ＧＩＳの防災活用
岡谷市防災ガイドの情報をホームページから情報収集でき

るよう岡谷市地理情報システム「くらしマップおかや」に掲載
し、危険区域の変更など随時更新を行った。

また、災害時の避難情報発令区域の指定や土砂災害警戒区域
の住民に注意喚起を行う際の区域の抽出に活用した。
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１１ 地区防災マップ作成支援
長野県の事業を活用し、川岸地区の５区に対して作成支援を

行った。
作成区 三沢区、新倉区、駒沢区、鮎沢区、橋原区

１２ 広報おかや６月号防災・減災特集
土砂災害の発令判断基準の見直しについて等、避難について考え

ることをテーマに特集記事を掲載した。
（ 円

防災無線事業 １ 防災行政無線

防災行政無線は、年１回の保守点検業務を行い、非常時の緊

急放送に備えるとともに、定時放送（正午のチャイム・愛の鐘）

の実施及び防災情報等の放送を実施した。

２ 防災ラジオ

災害時における防災情報を迅速かつ的確に伝達するととも

に、防災行政無線の難聴解消を目的とする防災ラジオを市民に

販売した。（令和４年度販売数 １３４台）

３ 防災メール

防災・減災に関する情報が、住民に確実に伝達できるよう多

くの人が所持し、身につけている携帯電話などを活用した「緊

急メールサービス（メール配信＠おかや）」の周知を行い、登

録者の拡大に努めた。また、岡谷市公式ＬＩＮＥによる伝達手

段を新たに追加し、住民への防災情報の迅速かつ確実な発信の

強化を図った。

（令和４年度末現在登録件数 １３，８０７件）

４ 雨量監視体制の確保

市内１１箇所に設置している雨量計と、２箇所に設置してい

る河川監視カメラにより雨量監視等を行い、災害時の初期初動

の迅速化や減災に役立てた。

５ 雨量情報の提供

市内１１箇所の雨量計による雨量情報について、住民の防

災・減災意識の向上と情報提供の拡充を図るとともに、住民の

自主的な水害防止活動や避難行動に活用してもらうため、ホー

ムページによる一般公開を実施した。

６ Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）

緊急地震速報や国民保護（ミサイル発射や大規模テロなど）

情報などの緊急情報を住民に伝えるため、国と連携し試験放送

及び庁内放送にて伝達訓練を実施するとともに保守点検等に

より適切な維持管理に努めた。

（実施日：５月１８日（水）、６月１５日（水）、８月１０日（水）、

１１月２日（水）、１１月１６日（水）、２月１５日（水））

円

自主防災組織育

成事業

１１ 岡谷市自主防災組織連絡協議会は、「防災とボランティア週

間」期間中の１月１４日（土）に長野県の防災教育事業「赤牛

先生」を活用した土砂災害に関する講座を市と共同で開催し

た。

２ 自主防災組織に対して、資機材の整備、啓発事業による組織

強化を促進するため、防災資機材購入費等補助金を交付した。

（１） 防災資機材購入事業 １４件

（２） 防災啓発事業 ６件

３ 各区等へ配備しているデジタル簡易無線を災害時に有効活

用するため、月に１度、市と各区、３支所、消防課及び勤労会

館との間で通信試験を実施した。

円



106

防災訓練事業 １ 土のう作成研修会

４月２７日（水）及び２８日（木）に出水期の備え、職員の

水防研修を兼ねた土のう作成研修を行い、諏訪広域消防本部職

員の指導の下、約３，３００袋を作成し、備蓄した。

（参加者１２７名）

２ 水防訓練

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、中止とし

た。

３ 土砂災害・全国防災訓練

６月１２日（日）に三沢区をモデル地区として、梅雨前線に

伴う集中豪雨により、一の沢川流域における土石流及びがけ崩

れによる災害の発生を想定した訓練を実施した。

訓練内容は、災害対策本部の設置訓練、情報伝達訓練、現地

対策本部の設置訓練、広報車による広報活動訓練等を実施し

た。現地においては、区民、岡谷警察署及び消防団等の関係者

が参加し、土のう作成訓練、新型コロナウイルス感染症に対応

した避難誘導訓練、避難所の開設及び運営訓練等を実施した。

（参加者９１０名）

４ 地区分散型防災訓練

１０月３０日（日）に西堀区をモデル地区として、糸魚川－

静岡構造線断層帯地震を想定した訓練を実施した。

訓練内容は、災害対策本部の設置訓練、情報伝達訓練、現地

対策本部の設置訓練、広報車による広報活動訓練等を実施し

た。また、現地においては、区民、岡谷警察署及び消防団等の

関係者が参加し、初期消火訓練、土のう作成訓練、新型コロナ

ウイルス感染症に対応した避難誘導訓練、避難所の開設及び運

営訓練等を実施した。

また、市内各区においても１０月３０日（日）を中心に訓練

を実施した。 （参加者７，６４０名）

５ 長野県合同災害支援チーム（チームながの）対応訓練

１０月２６日（水）に長野県合同災害支援チームの支援決定

のプロセス及び先遣隊派遣に伴う調整訓練を実施し、市町村、

市長会・町村会、県との連携体制を確認し、被災県等への支援

体制の強化を図った。

６ 緊急地震速報対応訓練

９月１日（木）及び３月１０日（金）に緊急地震速報端末が

設置されている市内５１箇所の公共施設及び私立幼稚園等に

おいて対応訓練を実施した。

７ 諏訪地域南海トラフ地震等災害対策推進協議会合同防災訓練

諏訪地域南海トラフ地震等災害対策推進協議会の構成団体

による、糸魚川－静岡構造線断層帯地震を想定した合同訓練

は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止及び災害対応のた

め、中止とした。

８ 安否情報システム全国一斉訓練

５月９日（月）～６月９日（木）、１１月１日（火）～１１

月３０日（水）に安否情報システムへの情報入力訓練を実施し、

システムに対する理解の促進や操作の習熟を図った。

円
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国民保護対策事

業

１ 武力攻撃等が発生した場合において、Ｊアラートを用いた情

報伝達訓練などを実施し、体制の整備に努めた。

２ 国民保護協議会

６月２１日（火）に岡谷市国民保護協議会を開催し、国民保

護計画の修正について審議した。

（ 円）

防災資機材整備

事業

１ 公共施設（４８施設）に対して緊急事態に対応ができるよう

自動対外式除細動器（ＡＥＤ）を配備した。

２ 災害時に備えて、岡谷市民病院及び諏訪湖畔病院に備蓄して

いる災害用備蓄医薬品の更新を行った。

３ 我がまち守る防災資機材緊急整備事業

激甚化・頻発化する自然災害に備え、災害時の応急対応や避

難所開設に必要な防災資機材の整備を図った。

円

災害等対応 １ 風水害

６月から１０月までの期間、梅雨や台風等の影響による局地

的な大雨により、大雨警報が４回、洪水警報が２回発表された。

また、警戒対策本部や情報連絡会を開催し、関係機関との連携

を図りながら災害等の対応を行った。

○主な被害状況

・８月２１日（日） 大雨、洪水警報

雨量計１時間雨量５７ｍｍを観測するなど局地的な大雨

により、床下浸水２件の被害が発生した。

・９月２０日（火） 台風第１４号

雨量計１時間雨量２７ｍｍを観測するなど局地的な大雨

が発生し、農業トラクター用ビニール製ハウスが破損した。

２ 地震災害

・６月１９日（日） 震度１ 被害なし。

３ 雪害

・２月１０日（金） 大雪警報

積雪２３ｃｍを観測し、倒木、企業屋根損壊、農業用ビニ

ールハウス破損等の物的被害が２１件発生した。

新型コロナウイ

ルス感染症対策

国及び県の方針に基づき、庁内の体制を確認するとともに連携

した対応を行うため、対策本部 任意 を設置し、計１１回の対策

本部会議を開催した。本部会議では、市主催の行事等の対応、公

共施設における対策等について協議を行い、市民等に周知啓発を

図り、感染拡大防止に努めた。
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市 民 環 境 部

（110）
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市 民 生 活 課

（112）
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第１ 概説

市民生活課では、戸籍・住民記録担当、年金・市民サービス担当、安全・衛生担当

の３担当により業務を執行した。

業務内容として、市民の身分及び居住関係の登録・公証、マイナンバー付番・カー

ド交付、コンビニ交付業務、国民年金業務や生活衛生の向上と市民生活の安全確保を

図るための事業を推進した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

安全対策推進事

業

１ 広報及びパトロール活動

市民の安全を守るため、市内全域にわたり随時実施した。

２ 安全運動の推進

（１）春、秋の全国交通安全運動をはじめ、時期に適した重点目標に沿

い、関係機関、団体が一丸となり、交通事故防止運動を効果的に

推進した。

（２）無事故無違反デー

毎月１回市内全域において朝夕の街頭指導を実施し、シートベル

トの着用、安全運転を呼びかけ交通事故防止を図った。

３ 交通安全教育

（１）通園通学路等で、朝の街頭指導や随時パトロールによる指導を行

った。また、保育園、幼稚園、小学校での交通安全教室など、年

代に応じた安全教育を実施し、安全意識、安全思想の普及、高揚

に努めた。

・交通指導 ５１５回

・交通安全教室（職員派遣）

保育園・幼稚園１４回 園児２３４人 保護者０人

小学校 １３回 児童１，８３８人

（２）幼児、子どもの交通事故防止を徹底させるため、交通安全親の会

の交通安全活動を支援した。

４ 放置自転車撤去、保管、指導

自転車等の放置防止に関する条例に基づき、放置禁止区域内のパトロ

ール及び撤去作業を（公社）岡谷下諏訪広域シルバー人材センターへ委

託し、実施した。

（１）パトロール回数５２回

（２）撤去回数１回

（３）撤去台数１台 ※返還１台

５ 高齢者の交通安全対策

高齢ドライバーの運転技術を診断することにより、運転免許証の自主

返納や安全運転に対する意識向上を図った。

・高齢者安全運転健康診断事業

受講者 １２人 委託料 ３６，６００円
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６ 地域安全活動

犯罪の未然防止と青少年の非行防止を図るため、関係機関、団体と協

力し、防犯運動及び広報活動、パトロール等を行い地域安全活動の推進

に努めた。

（１）青色防犯パトロール １９３回

（２）暴力追放県民センター賛助会費 ５０，０００円

（３）岡谷市防犯協会連合会補助金 ６５０，０００円
円

安全会議事業 １ 安全会議

市民を各種の災害から守るため、交通安全、産業安全、消防、防犯、

環境保健、学校安全の各部会が関係機関、団体等と連携し、各事業を実

施した。また、市民の安全に対する啓発活動を行った。

２ 安全市民大会
７月２３日に予定していたカノラホールでの開催は新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため中止とし、安全功労者の表彰伝達を個別訪問
により行った。

円

安全施設管理事

業

１ 防犯灯

各区が行うＬＥＤ防犯灯の新設やＬＥＤ化を進める灯具の改修等に

対する助成を行った。また、防犯灯電気料の全額負担を行うとともに、

適切な維持管理を指導し、夜間の犯罪、事故防止を図った。

（１）防犯灯設置補助事業

新設１０灯（ 灯具）

灯具交換６１灯（ 灯具）

柱建替え１本

防犯灯設置補助金 ６７３，１００円

（２）防犯灯電気料負担金 １３，０２５，９９１円

（３）防犯灯設置状況

令和３年度末 新設 廃止 令和４年度末

灯 灯 灯 灯

円

交通災害共済事

業

１ 長野県民交通災害共済

会員募集及び見舞金請求事務を行った。

（１）加入状況

一般会員 １８，６６５人

中学生以下 ４，９８９人

計 ２３，６５４人（加入率５０．４ ）

（２）加入負担金 ２１４，７００円

（３）見舞金支給状況 ６７件 ３，０３２，５００円

円

消費者行政事業 １ 消費者被害未然防止への取り組み

岡谷市消費生活センター

・相談件数 ２１２件

２ 消費者問題に取り組む団体への支援を行った。

・消費者の会補助金 ３５０，０００円

３ 家庭用品品質表示法等に係る市内店舗への立入検査を行った。

４ 特殊詐欺や悪質な電話勧誘販売からの被害防止を図るため、特殊詐

欺対策機器の設置に対する助成を行った。

・補助件数 ６件 補助金 ３２，２００円

円
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戸籍住民基本台

帳事務

１ 戸籍関係事務

戸籍は、人の身分関係を登録し、公証するものであることから、民法

及び戸籍法等に基づき、各種届出を受領、審査、受理、記載し、並行し

て人口動態調査票を作成するとともに、諏訪圏域６市町村による戸籍シ

ステム共同サーバによりデータを管理し、謄抄本等の交付並びに犯罪人

名簿、成年被後見人名簿に関する業務を行った。

（１）処理件数

項 目
届出件数

（件）

証明発行数（件）
手数料収入額

（円）無料 有料

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

イ ル フ プ ラ ザ

出張所

コンビニ交付

合 計

※無料証明発行数には、公用申請、身上照会等を含む

（２）人口動態調査（受理（本市受付）件数 在外公館受理件数）

・出生、死亡、婚姻、離婚届に基づく調査 １，２３３件

・死産届に基づく調査３件

２ 住民基本台帳関係事務

住民基本台帳法に基づき、中長期在留者を含めた住民の居住関係の公

証、選挙人名簿の登録その他の住民に関する事務の処理の基礎とする住

民基本台帳について、住民の住所等に関する届出を受理し、あわせて住

民に関する記録の適正な管理を図り、住民に関する記録を正確かつ統一

的に行った。

（１）処理件数

項 目
届出件数

（件）

証明発行数（件）
手数料収入額

（円）無料 有料

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

イルフプラザ

出張所

コンビニ交付

合 計

※無料証明発行数には、公用申請、身上照会等を含む

（２）住民基本台帳の閲覧 ４件

３ 印鑑登録関係事務

住民基本台帳に記録されている１５歳以上の者（意思能力を有しない

者を除く。）を対象とし、申請に基づいて印鑑登録を行い、登録された

印鑑の印影が本人のものであることを適正に公証する業務を行った。ま

た、マイナンバーカードの券面活用として、本人申請に限り印鑑登録証

に代えて証明書を交付した。
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（１）処理件数

項 目

印鑑証明 印鑑登録

発行件数 件 手数料

円

登録件数

件

手数料

円無料 有料

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

イルフプラザ

出張所

コンビニ交付

合 計

※無料証明発行数には、公用申請を含む

（２）マイナンバーカードの券面活用による発行数（再掲）

項 目 件数（件） 枚数（枚） 手数料（円）

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

イルフプラザ

出張所

合 計

４ その他の行政証明事務

身分証明や不在籍、不在住証明などの行政証明事務を行った。

項 目

身分証明書 その他の証明

発行件数（件） 手数料

（円

発行件数 件 手数料

（円）無料 有料 無料 有料

本 庁

湊 支 所

川 岸 支 所

長 地 支 所

合 計

※無料証明発行数には、公用申請を含む

５ らくらく証明書発行窓口による発行数（再掲）

マイナンバーカードを利用して、本庁窓口に設置されている証明書交

付機により発行したもの。（令和４年６月より運用開始）

項 目 証明発行数（件） 手数料収入額（円）

戸 籍

住 民 票 写 し

戸 籍 附 票

印 鑑 証 明

合 計

６ 中長期在留者（外国人住民）関連事務

出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の

国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等

の法律に基づき、法務省からの受託事務として執行した。対象者は、短

期滞在等を除く、適法に３か月を超えて在留する外国人であって、住所

を有する者。在留カードの住所変更記載、特別永住者証明書交付関連事

務等を行った。

（１） 住民基本台帳登録外国人数 ８２５人（前年度比 ８７人）
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（２）上位５カ国人口数 （単位：人）

国籍
令和 年度 令和 年度

男 女 計 男 女 計

フ ィ リ ピ ン

ベ ト ナ ム

中 国

イ ン ド ネ シ ア

ブ ラ ジ ル

そ の 他

計

７ 長野県戸籍住民基本台帳事務協議会及び諏訪地方戸籍住民基本台

帳事務協議会

戸籍、住民基本台帳及び特別永住事務並びにこれらに関連する事務に

関係ある法令を研究し、その事務の改善統一並びに会員相互の連絡協調

を図ることを目的とした、長野県下７７市町村及び法務局諏訪支局管内

の６市町村からなる協議会

（１）長野県戸籍住民基本台帳事務協議会負担金 ６，７００円

（２）諏訪地方戸籍住民基本台帳事務協議会負担金 ２３，０００円

８ 自動車臨時運行許可

未登録自動車の新規検査・登録や車検切れ自動車の継続検査を受ける

ために運行する場合等に特例的に許可し、臨時運行許可番号標（仮ナン

バー）を貸し出した。

・許可件数 ３１７件（手数料２３７，７５０円）

９ 埋火葬許可等事務

死亡届・死産届等に伴う埋火葬許可、遺骨を別の墳墓に移すための改

葬許可を行った。

（１）埋火葬許可 ７２５件

（２）改葬許可 １２８件

１０ 国民健康保険証交付業務

転入者、転居者のうち、国保加入者へ保険証を交付した。

１１ 住居番号設定

住居表示に関する法律に基づく、住居番号設定事務を行った。

（１）設定 １６５件

（２）証明発行件数 （単位：件）

本 庁 湊 支 所 川 岸 支 所 長 地 支 所 合 計

１２ 自衛官募集事務

国の機関委任事務として自衛官の募集協力事務を行った。

・懸垂幕の掲示、求人チラシ等の設置

・自衛官募集啓発活動 ６６，０００円

※募集啓発用ポケットティッシュの作成、配布
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住民基本台帳ネ

ットワークシス

テム事業

地方公共団体と行政機関で個々の住民を特定する情報を共有・利用す

ることを目的とし、住民票コードを用い、住民基本台帳をネットワーク

化したシステムに係る機器の保守及びリース等の管理を行った。また、

他都道府県市区町村の住民から申請のあった住民票の交付を行った。

・住民票コード付番数 ３５６件（新規番号発行件数）

・広域住民票証明発行数 ２９件（雑入８，７００円）

円

社会保障 ･税番

号制度付番交付

事業

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づき、個人番号の付番及び個人番号カードの申請、交付等事

務を行った。

１ 住民票コードに基づくマイナンバーの付番

マイナンバー付番数 ３６４件（新規個人番号発行件数）

２ マイナンバーカードの申請、交付等

マイナンバーカードの普及促進及び申請手続き、交付、更新等を行う

とともに、職員が大型商業施設などに出向き申請受付を行う「出張申請

受付」及び「夜間・休日窓口」を開設し普及啓発に努めた。

（１） ポイント付与事業 １９，６７５件

（２）出張申請受付 ２３回 申請 １，１９３件

マイナポイント等 ２９０件

（３）夜間・休日窓口 取扱件数 合計 １，４４５件

夜間 交付 ２６３件 申請等 ３０件 合計 ２９３件

休日 交付 ７２２件 申請等 ４３０件 合計１，１５２件

（４）マイナンバーカード再発行徴収金１２６件 １００，８００円

（５）電子証明書発行徴収金 １２６件 ２５，２００円

（６）マイナンバーカード申請交付状況 （令和 年 月 日現在）

住基人口 申請数 交付数 申請率 交付率

人 件 件 ％ ％

円

国民年金事務 国民年金の加入手続き、裁定請求及び保険料の免除申請の受理などの
法定受託事務を行った。また、制度の周知を図るとともに、年金事務所
との連携、協力に努めた。

円

環境衛生推進事

業

１ 犬の登録、狂犬病予防注射

（１）新規登録数 １２５頭

（２）予防注射実施頭数 １，３８４頭

（３）集合注射巡回実施 延べ３０会場

２ 犬、猫等の正しい飼い方の普及のため、広報おかや等により周知・

啓発を図った。また、犬猫等動物の死体の収容を行った。

・犬猫等動物の死体の収容 １１８件

内訳

・路上動物死骸回収処理業務委託 １，９９７，６００円 １１７件

・市対応 １件

３ 丸戸共同墓地の維持管理を行った。

・草刈り等清掃委託 ７１，９１９円

４ 専用水道、浄化槽に関する届出等の事務処理を行った。

・専用水道立入検査 諏訪湖畔病院

円

公衆便所維持管

理事業

公衆衛生の向上を図るため、市内公衆便所２箇所（川岸駅前、岡谷駅

らち外）の維持管理を行った。

・清掃委託 ７２４，６８０円

円
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火葬場事業 下諏訪町とともに、湖北火葬場の管理運営を行った。

・湖北火葬場事務負担金 ８２，６８１，５４９円

円

し尿処理管理事

業

し尿処理の適正化を図るため補助事業等を行った。

・湖北衛生センター負担金 ２５，５６７，１７１円

・し尿汲取り業務維持助成事業補助金 ５４０，０００円

円

内山霊園管理事

業

１ 内山霊園の維持管理を行った。

（１）内山霊園管理業務委託 ４，９３４，１７１円

（２）植栽整備委託 ５３９，２２０円

（３）内山霊園使用区画 ２，５９７区画

（４）内山霊園の新規使用 ９区画

２ 合葬式墓地「嶺風苑」の使用状況

（１）東棟

許可数 個別埋蔵場所 ２１５体

共同埋蔵場所 ５６８体

（２）南棟

許可数 個別埋蔵場所 ６２体

共同埋蔵場所 １９０体

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 戸籍事件数 （単位：件）

事件の種類
届 出（本市受理分） 他市町村

からの送

付

総数 前年度比
本籍人届出 非本籍人届出 計

出生 △

死亡

婚姻 △

離婚 △

その他

計

※その他＝転籍届、入籍届、養子縁組届など

２ 戸籍、住民基本台帳、印鑑登録数 （令和５年３月３１日現在）

項 目

登 録 数

令和４年度 令和３年度 増減

戸籍
本籍数 （戸籍） △

本籍人口 （人） △

住民基本台帳

世帯数

（戸）

合計

日本人のみ世帯

外国人のみ世帯

混合世帯

人口

（人）

合 計

計 △

男 △

女 △

日本人

計 △

男 △

女 △

外国人

計

男

女

印鑑登録者 有効数 （件） △
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３ 住民基本台帳の人口及び世帯の年間異動状況 （単位：人、世帯）

項 目 日本人 外国人 合計

増

人

口

転 入

計

男

女

出 生

計

男

女

その他

計

男

女

計

計

男

女

世帯数

外国人欄の世帯数（増）は外国人のみの世帯で、混合世帯の世帯数増（ 件 は日本人世帯に計上

項 目 日本人 外国人 合計

減

人

口

転 出

計

男

女

死 亡

計

男

女

その他

計

男

女

計

計

男

女

世帯数

外国人欄の世帯数（減）は外国人のみの世帯で、混合世帯の世帯数減（ 件 は日本人世帯に計上

（122）
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医 療 保 険 課

（124）
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第１ 概説

医療保険課では、国保及び医療の２担当により「福祉医療費給付事業」、「国民健康

保険事業」及び「後期高齢者医療事業」を実施した。

１ 福祉医療費給付事業

乳幼児等、障がい者、ひとり親家庭等に対して、福祉医療費給付金を支給した。

乳幼児等の対象年齢について、令和５年度より満１８歳までに拡充するため条例

改正等を行い、支払いが受給者負担金（５００円）のみとなる現物給付方式を継続

することで、子育て世帯への更なる経済的負担の軽減に努めた。

障害者手帳等での資格所持者が、等級変更等による資格喪失後に受給者証を持つ

ことがないよう、手帳等の有効期限までの受給者証を交付し、資格管理の徹底を図

った。

２ 国民健康保険事業

国民健康保険制度に基づく保険給付、事業費納付金の納付、被保険者の資格管理、

特定健康診査等の保健事業を行うとともに、令和５年４月からの出産育児一時金の

引き上げに伴う国民健康保険条例の一部改正を行った。

国民健康保険税では、税制改正等に伴い、国民健康保険税条例の一部改正を行っ

た。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う傷病手当金支給制

度及び減免に関する事務を行った。

３ 後期高齢者医療事業

制度の運営全般を分担する長野県後期高齢者医療広域連合と協力し、各種申請や

届出の受付、保険料の収納、広報、相談業務などを行った。

法改正により、１０月１日から、医療機関等の窓口で支払う医療費の一部負担割

合が、現行の「１割」または「３割」に、新たに「２割」が追加されたため、制度

改正の周知や被保険者証の発送、配慮措置に伴う対応に努めた。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う傷病手当金及び後期高齢者医療保険料

の減免に関する事務を行った。

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」について、長野県後期高齢者医療

広域連合の協力と関係部署が連携し、高齢者が地域で健康的な生活を送ることがで

きるよう保健事業と介護予防の一体的な実施に取り組んだ。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

福祉医療支給事

業

１ 支給対象者

（１） 乳幼児等

・０歳から中学校３年生まで

（２） 障がい者

・特別児童扶養手当の支給対象の障がい児

・身体障害者手帳所持者

（３級以上及び４級以下で常時介護を要する者）

・療育手帳所持者（Ｂ１以上）

・精神障害者保健福祉手帳所持者（２級以上）

・国民年金法施行令別表該当者（一定の障がいのある者）

（３） ひとり親家庭等

・母子家庭の母子

・父子家庭の父子

・父母のいない児童

２ 医療費資金貸付

医療費の支払いが困難な受給者に対して、医療費の支払いに

充てる資金の貸付けを行った。

（ 円）

国民健康保険事

業

１ 保健事業

（１） 特定健康診査・特定保健指導

特定健康診査を実施し、その結果に基づき「積極的

支援」、「動機づけ支援」に階層化し、それぞれに応じた

特定保健指導を行った。

６月の休日健診では、受診者全員を対象に歯科健診を実

施した。

特定健診未受診者対策では、人工知能を活用し、健康意

識等での送り分けによる未受診者個々の特性に応じた受

診勧奨通知を制作し、受診勧奨を行った。

健康ポイント事業として、特定健診及び人間ドックの受

診者等にオカヤペイのポイント引換券を交付し、健康の

保持増進に関する意識の高揚に努めた。

・受診者（人間ﾄﾞｯｸを除く）２，４５６人（３４．６％）

・積極的支援 ３２人（５６．１％）

・動機づけ支援 １３２人（６０．３％）

・休日健診の実施 ４回（６、１０、１１月）

・個人負担金なし

・健康ポイント 引換券発行 ２，８６９枚

引換数 １，２０８枚（４２．１％）

（２） その他保健事業

人間ドックに対する助成、生活習慣病フォローアップ

事業として「お家でできる運動療法を習得するための講

座」の開催、医療費通知及び後発医薬品（ジェネリック

医薬品）利用差額通知の発送等を行った。また、レセプ

トや健診データの分析に基づく、国保保健指導事業を行

った。

２ 国民健康保険税

（１）税率等の改定（令和４年度分から新税率等を適用）

・基礎 医療給付費 分

所得割率 ７．９２％を７．６１％に改定
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資産割率 １７．９２％を１１．９５％に改定

均等割額 ２０，０００円を２１，８００円に改定

平等割額 １６，８００円を２０，０００円に改定

・後期高齢者支援金等分

所得割率 ２．３８％を２．４０％に改定

資産割率 ４．４７％を２．９８％に改定

均等割額 ８，１００円を８，６００円に改定

平等割額 ６，４００円を６，８００円に改定

・介護納付金分

所得割率 １．９８％を２．０２％に改定

資産割率 ３．６０％を２．４０％に改定

均等割額 ８，３００円を８，６００円に改定

平等割額 ６，２００円を６，８００円に改定

（２）税制改正等に伴う国民健康保険税条例の改正の内容

（ア）課税限度額の見直し

基礎課税分、後期高齢者支援金等分の限度額の引き上げ

（イ）未就学児の均等割保険税の軽減措置

未就学児の均等割保険税を５割軽減とし、さらに低所

得者軽減の適用がある場合には、当該軽減後の均等割

を５割軽減

３ 新型コロナウイルス感染症対応

（１） 傷病手当金の支給

・対象者：被用者で、新型コロナウイルス感染症に感染

または発熱等の症状があり感染が疑われる場合で、療

養のために労務に服することができない者

・支給額：１日当たりの支給額＝（直近の継続した３か

月間の給与収入の合計額÷就労日数）×２／３×支給

対象となる日数

・申請件数 １２件 ３２３，５７２円

（２） 国民健康保険税の減免

・対象世帯：新型コロナウイルス感染症の影響により、

主たる生計維持者（世帯主）の事業収入等が前年と比

べ一定以上減少する見込みの世帯

・申請件数 ３件

・決定件数 ３件

・減免の対象となる保険税

令和４年度の保険税

・減免額 ４３０，３００円

４ その他

広報、啓発パンフレット等により、国保事業に対する理解と

協力を求め、事業の啓発と医療費の適正化に努めた。

（ 円）

後期高齢者医療

事業

１ 市が行った業務

各種申請や届出の受付、被保険者証等の引渡し、保険料の収

納、広報、被保険者からの相談業務に関する事務など

２ 長野県後期高齢者医療広域連合が行った業務

被保険者の資格管理、医療給付、保険料賦課、保健事業など

３ 新型コロナウイルス感染症対応

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う生活の安定を図るた

め、傷病手当金及び後期高齢者医療保険料の減免に関する事務

を行った。

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 福祉医療費給付状況 （令和５年３月３１日現在）

区 分 対象者数 件 数 給 付 額
人 件 円

乳 幼 児 等

障 が い 者

ひとり親家庭等

合 計

２ 国民健康保険

（１） 国保加入状況 （令和５年３月３１日現在）

区分 全市

国 保 加 入
国保加

入割合
一般 退職者 計

加入数 割合 加入数 割合 加入数 割合

世帯数
世帯 世帯 ％ 世帯 ％ 世帯 ％ ％

人 口
人 人 ％ 人 ％ 人 ％ ％

一世帯

平 均

人 人 ％

―

人 ％

―

人 ％

―

％

―

（２） 被保険者の異動状況

区 分 令和４年度 令和３年度 増 減

世 帯 数

一 般

世帯 世帯 世帯

△

退職者

計 △

被保険者数

一 般

人 人 人

△

退職者

計 △
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（３） 国民健康保険税の調定額等状況

ア 基礎（医療給付費）課税額分（現年度）

年平均世帯数 世帯
課
税
対
象
額

所得額 円

年平均被保険者数 人 固定資産税額 円

税

率

所得割 ％
賦
課
割
合

所得割 ％

資産割 ％ 資産割 ％

被保険者均等割 円 被保険者均等割 ％

世帯別平等割 円 世帯別平等割 ％

７割軽減
世帯数 世帯

５割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円 軽減額 円

２割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円

限度超過世帯数 世帯 限度超過額 円

調定額 円 課税限度額 円

１世帯当り調定額 円 １人当り調定額 円

イ 後期高齢者支援金等課税額分（現年度）

年平均世帯数 世帯
課
税
対
象
額

所得額 円

年平均被保険者数 人 固定資産税額 円

税

率

所得割 ％
賦
課
割
合

所得割 ％

資産割 ％ 資産割 ％

被保険者均等割 円 被保険者均等割 ％

世帯別平等割 円 世帯別平等割 ％

７割軽減
世帯数 世帯

５割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円 軽減額 円

２割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円

限度超過世帯数 世帯 限度超過額 円

調定額 円 課税限度額 円

１世帯当り調定額 円 １人当り調定額 円
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ウ 介護納付金課税額分（現年度）

年平均世帯数 世帯
課
税
対
象
額

所得額 円

年平均被保険者数 人 固定資産税額 円

税

率

所得割 ％
賦
課
割
合

所得割 ％

資産割 ％ 資産割 ％

被保険者均等割 円 被保険者均等割 ％

世帯別平等割 円 世帯別平等割 ％

７割軽減
世帯数 世帯

５割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円 軽減額 円

２割軽減
世帯数 世帯

軽減額 円

限度超過世帯数 世帯 限度超過額 円

調定額 円 課税限度額 円

１世帯当り調定額 円 １人当り調定額 円

３ 後期高齢者医療事業

（１） 被保険者加入状況 （令和５年３月３１日現在）

人 口
自己負担

割合
歳以上

障害認定
～ 歳未満

合 計
人口に占め

る割合

人
１ 割

人 人 人 ％

２ 割

３ 割

合 計

（２） 後期高齢者医療保険料の状況 （令和５年５月３１日現在）

区 分 調定額 収入済額 収納率 不納欠損額 収入未済額

現年度

円 円 ％ 円 円

特別徴収

普通徴収

滞納繰越分

合 計
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環 境 課
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第１ 概説

環境課では、資源化、環境保全の２担当で業務を遂行した。令和４年度も、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止を図りながら、イベントの開催など各種事業の実施及び推進に

努めた。

湖周地区（２市１町）共同によるごみ処理基本計画など各種計画に基づき、地区衛生自

治会など関係機関と協働し、一般廃棄物の適正処理及びごみの減量化と資源化の推進に努

めた。また、諏訪湖や河川等、市内各所において一斉清掃を実施するなど環境美化活動に

よる地域の生活環境向上を図った。

岡谷市の環境基本理念に基づき、地球温暖化問題への対策、自然環境の保全や環境教育、

騒音・大気汚染調査等の生活環境対策の実施に努めた。

令和４年度は、市内における再生可能エネルギーの普及を図るため、新規事業として

「岡谷市蓄電システム導入補助金」の交付を開始した。

環境市民会議おかや・岡谷市主催の新たな啓発イベントとして「おかやエコフェスタ２

０２２」を開催し、カーボンニュートラル達成のため、再生可能エネルギー等の展示を通じ

て、市民意識の高揚を図った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

環境保全推進事

業

１ 第４次岡谷市環境基本計画の啓発等

「第４次岡谷市環境基本計画」の推進を図るため、家庭、事業所

における具体的な取り組みなどを、広報おかや、シルキーチャンネ

ルなどを通じて啓発した。

２ 第２次岡谷市地球温暖化対策実行計画の推進

令和４年３月に策定した「第２次岡谷市地球温暖化対策実行計

画」を推進するため、市民、事業者、行政が連携・協力し、各部門

の施策に取り組んだ。

３ ２０５０年 岡谷市ゼロカーボンシティ宣言

令和４年３月２２日に発出した「２０５０年 岡谷市ゼロカーボ

ンシティ宣言」の普及を図るため、シルキーチャンネル、図書館へ

の特設コーナー設置、岡谷エコフェスタ２０２２、災害パネル展等

での啓発用パネルの展示など、様々な形で周知を行った。

４ めざせ！ゼロカーボン推進事業

地球温暖化に対する、市民や市内事業所等の意識高揚を図り、

２０５０年ゼロカーボンの達成を目指すため、「めざせ！ゼロ

カーボン推進事業」を実施した。「エコドライブ推進事業所登録

事業」、「環境教育コーディネート事業」、「地球温暖化防止啓発

事業」に加え、令和４年度より「蓄電システム導入補助金」の交付

を開始した。

市内事業所等への訪問、広報誌への記事掲載などにより各種事業

の周知を図った。
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（１）エコドライブ推進事業所登録事業

ゼロカーボンの推進に理解のある事業所等を「岡谷市エコドライ

ブ推進事業所」として登録し、エコドライブを実践することにより

二酸化炭素排出量の削減を図った。（令和３年６月より募集開始）

・登録事業所数：４１社

（２）環境教育コーディネート事業

環境教育に関するニーズと、企業・団体等が有する環境教育に活

用できる事業等を市が把握し、仲介することにより、環境教育の促

進を図った。

・登録団体数 ：１２団体

・講座実施回数：３回

（３）地球温暖化防止啓発事業

二酸化炭素排出量の削減、再生可能エネルギーの利用促進を図る

ため、下記の事業により啓発を実施した。

・緑のカーテンコンテスト

市民が地球温暖化を考える機会とするため「緑のカーテンコン

テスト」を実施した。受賞作品をホームページに掲載するととも

に、公共施設や市内商業施設に写真を展示した。

応募数 一般の部： １４件

企業・団体の部： ６件

学校の部： ２件

・地球温暖化防止啓発用巡回パネルの作成及び貸し出し

地球温暖化に対する市民の意識を高めるため、啓発用パネル

（タペストリー型 ５枚、ポスターフレーム ４枚）を作成し、

学校、企業等への貸出しを行うとともに、岡谷エコフェスタ

２０２２などのイベント会場で展示を行った。

貸し出し件数：３件（９か所）

（４）蓄電システム導入補助金

太陽光発電システムの導入を促進するとともに、電力の自家消費

率を高めるため、令和４年度より太陽光発電システムと同時に導入

した蓄電システムに対する補助金を交付した。

・申請件数：２５件（補助額： 円）

（５）その他

・市内一斉気温測定

実施日時：７月３１日（日）午後２時

測定場所：１２４地点

・環境活動エコポイント

市内一斉気温測定実施者とこどもエコクラブ参加者にエコポ

イントを配布した。

配布件数：１４６件

・環境家計簿の作成・配布

各家庭の二酸化炭素排出量が計算できる「環境家計簿」を市内

の小学４年生に配布した。記録する対象エネルギーを電気に限定

し、小学生にもわかりやすい内容としたほか、具体的な節電効果

などを掲載した。

・緑のカーテン用種の配布

種を配布して緑のカーテンの普及を図るとともに、「緑のカー

テンコンテスト」への参加を呼びかけ、緑のカーテンの有効性を

実感していただいた。

５ ゼロカーボン達成に向けた情報収集

国・県等の動向や計画・補助制度などの情報収集を行い、関係各

課等への情報提供に努めた。

６ 再生可能エネルギー利用の円滑な促進
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「岡谷市再生可能エネルギー設備の設置等に関するガイドライン」

に基づく届出を受理し、市内における再生可能エネルギー設備の適

切な設置に努めた。

災害の防止、景観の保護、生活環境の保全等への配慮が全国的な

課題となっていることから、設置者及び住民の相互理解を図りなが

ら、更なる再生可能エネルギーの普及を図るため、令和４年７月に

ガイドラインの改正を行った。

・届出件数：２３件（累計７９件）

７ 環境市民会議おかや

市民、事業者及び市が相互に連携協力を図り、一体となってごみ

の減量化と資源化、美しい環境づくりの推進に努めた。

なお、環境問題全般に活動を広げる中で、４つの専門部会により

各々独自の課題に向け具体的な事業展開を図るため、環境市民会議

おかや（エコライフ岡谷）の活動支援として補助金を交付した。

円

８ おかやエコフェスタ２０２２の開催

岡谷エコフェスティバルに代わる、新たな啓発イベントとして、

おかやエコフェスタ２０２２をレイクウォーク岡谷で開催した。

「２０５０年 カーボンニュートラルの達成に向けて」をメイン

テーマとして「つくる、ためる、つかう」という再生可能エネルギ

ーの流れをわかりやすく説明するため、太陽光パネルや蓄電池、電

気自動車などの展示を行ったほか、環境に関するクイズや、家庭で

できる省エネのポイントなどのパネル展示を行った。多くの方に来

場いただき、これらの問題に対する意識を高めることができた。

・日時：１１月４日（金）～１１月１０日（木）

・場所：レイクウォーク岡谷 １階 レイクコート

円

自然環境保全事

業

１ 岡谷こどもエコクラブ

小学生が環境問題に関心を持つことを目的として、環境保全、自

然観察等に関する体験学習会を開催した。

・開催回数：８回

・参加人数：延べ３７３人

・体験学習会の内容

①開講式・森で遊ぼう ５月２１日（日）６２人

②夏の鳥観察会 ６月１１日（土）４７人

③ヒシ除去体験・水生生物観察 ７月１６日（土）５３人

④お蚕様の不思議と岡谷の歴史 ７月３１日（日）５０人

⑤市内一斉気温測定 ７月３１日（日）１４人

⑥｢畑の恵｣に感謝してごみを減らそう‼ ８月２０日（土）５５人

⑦上流県「ながの」から海をキレイに ９月１８日（日）４４人

⑧クリーンレイク諏訪見学・閉講式 １１月２３日（水）４８人

２ 諏訪湖ヒシ除去体験事業

例年、環境市民会議おかや、諏訪湖漁業協同組合、市の協働で、

諏訪湖のヒシ除去体験を実施している。新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、規模を縮小して実施した。

・日時 ：７月９日（土）

・参加人数：６９人

・除去量 ：２ｔ

また、岡谷こどもエコクラブのヒシ除去体験を、安全確保のため

参加者を高学年に限定して実施した。

・日時 ：７月１６日（土）

・参加人数：２１人

・除去量 ：１ｔ
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３ アレチウリ駆除事業

生態系を破壊するアレチウリを駆除するため、各区・ボランティ

ア団体の協力を得て、諏訪湖畔・河川敷等で駆除作業を行った団体

等に対して、手袋など、作業に伴う消耗品等を支給した。（２件）

円

生活環境対策事

業

１ 自動車騒音常時監視事業

平成２７年度に公表された道路交通センサスに基づき、令和４年

度より５年間のローテーションで実施し、今年度は、１路線３セン

サス、延長１０ １ｋｍの自動車騒音常時監視事業を実施した。

過年度分については変動がなく、今年度中は昼夜とも基準値以下

が９５．９％、昼のみ基準値以下が３．１％、昼夜とも基準値超過

が１．０％であった。

２ 土壌・地下水汚染対策

土壌・地下水汚染等について、事業所による調査に対する助言・

指導を関係機関と連携して行った。

３ 地下水調査関係

平成９～１３年度までに実施した地下水調査で、環境基準を超過

した井戸７件については、６件が県の調査対象となったため、市で

は１件の調査を行った。また、地下水の汚染状況の変化を把握する

とともに、環境基準達成箇所についても過去の調査以降の変化を把

握するため、２０件を選定し、追跡調査を実施した。測定箇所によ

り若干の増減があり、基準値を下回った箇所が再度基準を超過する

場合もあるが、総体的に見て大きな変動は見られない。

４ 河川水質関係

横河川、塚間川等市内主要４河川で、生活環境の保全に関する項

目と人の健康に関する項目について、水質検査を実施した。数値に

大きな変動がないことを確認した。

５ 生活環境の苦情処理

産業活動や日常生活から発生する騒音・水質汚濁・大気汚染等生

活環境の相談受付と適切な処理を行った。受付件数は４２件で、前

年度より３件の減となった。大気汚染の苦情が多く、大気汚染は野

焼きによるものが大半を占めている。受け付けた苦情については、

関係課、関係機関と密接な連携のもとに、当事者相互の理解と協力

を得て、適切な指導、早期解決に努めた。

６ 不法投棄の調査、回収、処理

不法投棄防止パトロールや啓発を行うとともに、市有地等に不法

投棄されたものについては、関係課、警察等と連携して投棄者を調

査するとともに回収を行った。（不法投棄件数：１６件）

７ 公害関連法令届出受理

騒音規制法、振動規制法、特定工場における公害防止組織の整備

に関する法律、岡谷市公害防止条例に係る届出を受理し、事業所の

公害防止対策の整備に努めた。

・届出件数：２３件

８ 環境ボニター活動状況

市民公募の環境ボニター（ボランティア＋モニターの造語）によ

り、環境保全に関する地域の情報収集や意見等の提言をいただき、

環境保全に努めた。

９ 空間放射線量測定

長野県が測定を実施し、「福島第一原子力発電所事故前と同じ水

準」としている空間放射線量を確認するため、環境課において、市

役所で月１回、３支所及び樋沢一般廃棄物最終処分場で４か月に１

回、簡易測定を実施し、結果をホームページで公表した。

円
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ごみ減量啓発指

導事業

ごみの減量化と資源化を推進するため、各種の広報啓発に努めるとと

もに、美しい環境を守り住みよいまちづくりを推進するため、環境美化

活動の実施に努めた。

１ ごみの減量化・資源化の推進

（１）わかりやすい！ごみ減量ＰＲ事業

・家庭ごみ収集カレンダー等の更新

カレンダーやごみ分別ガイドを最新情報に更新した。

・市ホームページ「ごみ・リサイクル」のページ

「わかりやすい！ごみ・リサイクル動画」を作成しシルキーチ

ャンネルで放送したほか、動画配信サイトへ掲載した。また、家

庭ごみ・資源物収集場所マップの随時更新を行った。

・事業系ごみ減量化推進

事業所から出るごみの減量と資源物の分別、適正処理の促進を

図るため、事業系ごみの減量啓発用リーフレットを作成した。

（２）食品ロス削減の周知啓発

子どもへ向けた食品ロス削減の意識啓発を図るため、食育教育教

材として、食品ロス削減をテーマとした紙芝居「もったいない も

ったいない」（モグドン紙芝居）を市内保育園で活用したほか、小・

中学校では、食育月間にパネル展示や食育に関するお便りで食品ロ

ス削減に関する周知啓発を行った。

・保育園紙芝居利用回数：７回

（３）諏訪湖周クリーンセンター等施設見学

市内小学校の３・４年生を対象に、諏訪湖周クリーンセンターと樋

沢一般廃棄物最終処分場の見学を実施し、３Ｒ（リデュース・リユ

ース・リサイクル）推進に関する説明などを行った。

・参加校：３校

・参加者：１７１人

（４）おかや３Ｒ探検隊

ごみ減量や３Ｒの意識啓発を図るため、市内の小学生等を対象と

した最終処分場の見学や樋沢地区でとうもろこしの収穫体験等を

行った。

・日 時：８月２０日（土）午前８時～１０時

・場 所：樋沢一般廃棄物最終処分場、五味農園

・対 象：岡谷こどもエコクラブ会員他 ４１名

（５）ごみ・資源物収集場所立会い指導

・その他プラスチック分別強化月間

（６月１日（水）～６月３０日（木））

その他プラスチック指定袋の排出見本の掲示、啓発チラシの配

布などにより、衛生自治会と協働して収集場所で立会いを実施

し、分別方法の周知啓発に努めた。

・ごみ・資源物分別強化月間

（１０月１日（土）～１０月３１日（月））

「古紙・その他プラスチックの分別」を重点項目とし衛生自治

会と協働して収集場所で立会いを実施し、分別方法の周知啓発に

努めるとともに、事業系ごみの排出状況の確認を行った。

（６）転入者用ごみ袋セットの配布

市外から転入した世帯へ向け、ごみの減量化や分別への協力をお

願いするため、家庭ごみ収集カレンダーと分別ガイド、指定ごみ袋

（４種類各１枚）を配布し、ごみ出しルールなどの説明に努めた。

・配布数：５５４世帯分

２ 環境美化活動等

（１）岡谷市を美しくする月間

（６月１日（水）～６月３０日（木））
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６月を「岡谷市を美しくする月間」と定め、衛生自治会をはじめ

各種団体の協力を得て環境美化等を図る様々な事業を実施した。

主な実施事業

ア 諏訪湖及び河川一斉清掃

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため１団体当たりの参

加人数を１０人以内に制限するなどの対策を講じて実施した。

・日 時：５月２９日（日）午前６時～７時

・参加者：１，０００人

・回収量：ごみ等４９０㎏

：空缶等２５０個

イ 市内一斉清掃の日 ６月１２日（日）

衛生自治会と協働し、住宅や店舗、事業所及び周辺道路などの

清掃や草刈りを行った。

ウ 地域の河川・道路などの清掃

・参加者：２，１９１人

・回収量：ごみ等１，１８１㎏

：空缶等２６７個

エ ごみ・資源物の収集場所（定位置）パトロール

オ ごみ減量・環境美化に関する啓発チラシ等の地区回覧

（２）諏訪湖周一斉清掃

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため１団体当たりの参加

人数を１０人以内に制限するなどの対策を講じて実施した。

・日 時：１０月１６日（日）午前７時～８時

・参加者：４５０人

・回収量：ごみ等２１０

：空缶等３４０個

（３）市内全世帯対象粗大ごみ有料回収

衛生自治会連合会とともに、全市民を対象とした家具や家電製品

など粗大ごみの有料回収イベントを開催した。

・日 時：３月１８日（土）午前９時～正午

・件 数：１７４件

・回収量：４，４３０

円

湖周地区ごみ処

理施設事務

１ 湖周行政事務組合負担金 円

２ 関係市町及び湖周行政事務組合との調整等

（１）湖周３市町副市町長会議（５回）

（２）湖周連絡調整会議（４回）

（３）湖周ワーキング部会（４回）他

円

埋立施設管理事

業

１ 樋沢一般廃棄物最終処分場管理業務

業務概要

（１）技術管理者の配置

（２）廃棄物の受入・埋立処分等

（３）最終処分場施設維持管理等

（４）浸出水処理施設運転管理等

（５）水質検査・ガス測定等

・委託先：タクマテクノス（株）他 円

２ 埋立処分地設備機器等修繕業務

電極部品の交換、大型両開き門扉補修工事、測定機器の凍結防

止工事、ポンプ設備等修繕業務

・委託先：中信アスナ（株）他 円

３ 最終処分場排水処理施設汚泥処分業務

水槽内の汚泥処分
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・委託先： 有 田切クリーンセンター 円

４ 最終処分場内の支障木剪定作業等

円

塵芥収集事業 １ 埋立ごみ収集運搬委託業務（１コース）

・委託先：（株）アイ・コーポレーション 円

２ 燃やすごみ収集運搬委託業務（１～５コース）

・委託先

１コース（有）成山商店 円

２コース（株）アイ・コーポレーション 円

３コース（有）丸安今井商店 円

４コース（株）アイ・コーポレーション 円

５コース 共田組 円

円

塵芥収集指導啓

発事業

正しいごみの出し方等を周知するため、家庭ごみ収集カレンダーを全

世帯へ配布するとともに、ルール違反ごみの回収や処理、排出者への指

導などを実施した。家庭や収集運搬事業者向けに新型コロナウイルス感

染症の感染防止対策を周知啓発するため、チラシを作成し地区回覧等を

行った。

１ 岡谷市家庭ごみ収集カレンダー

市民一人ひとりがごみの減量、資源化に取り組めるよう、岡谷市

家庭ごみ収集カレンダーを作成し全戸配布した。また、引き続きご

み処理の専門事業者を紹介する広告を６社分掲載した。

・カレンダー印刷製本 円

２ 新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市民向けにごみの出

し方等の注意事項を啓発するチラシを作成し、地区回覧するなど広

報啓発に努めた。

廃棄物収集運搬事業者向けに、適正処理や感染防止の方法などを

情報発信するなど、安定的なごみ処理体制の維持・確保を図った。

３ ごみ・資源物収集場所の安全対策

ごみ・資源物の収集場所の安全確保を図るため、地区衛生自治会

等と協働して、全ての収集場所に設置されている看板等の点検や補

修等を行った。

４ 違反ごみ対策

収集場所を巡回しルール違反ごみを回収・処理するとともに、排

出者への指導を実施し、出し方や分別方法の周知啓発を図った。

（ 円

資源物回収事業 １ 資源物再資源化等委託業務

（１）草・剪定枝等資源化

・委託先：（株）アイ・コーポレーション 円

（２）ガラスびん再資源化

・委託先：（有）成山商店 円

（３）ペットボトル再資源化

・委託先：（株）クリーンウェイスト 円

（４）使用済乾電池再資源化

・委託先：ＪＦＥ条鋼（株）鹿島製造所 円

（５）廃蛍光管・電球収集運搬

・委託先：（有）成山商店 円

（６）廃蛍光管・電球再資源化

・委託先：林金属工業（株） 円

（７）生ごみ収集・資源化

・委託先：（株）光商会 円

（８）その他プラスチック再資源化
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・委託先：（有）成山商店 円

（９）プラスチック製容器包装再商品化

（ペットボトル・その他プラスチック）

・委託先：公益財団法人日本容器包装リサイクル協会

その他プラスチック分 円

２ 岡谷市資源物分別回収促進事業補助金

資源物の分別回収を促進するため、資源物回収事業者に対し回収

量に応じた補助金（４．４円 ）を交付した。

・回収量（２事業者合計） ６３８，６００㎏

・交付先： 有 成山商店 円

有 五十川昇一商店 円

３ 資源物サンデーリサイクルデー

市民の利便性向上と資源物リサイクルの推進を図るため、関係団

体の協力を得て、奇数月の最終日曜日に市内スーパーの駐車場で、

資源物と硬質プラスチックのリサイクル回収を年６回実施した。

（１）資源物回収量 ９，３９０㎏

（２）硬質プラスチック回収量 ８，９３０㎏

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 廃棄物処理手数料の状況 単位：円

区分

令和４年度 令和３年度 増減

調定額 収入済額
不納

欠損額

収入

未済額
調定額

普通

手数料

特別

手数料
△

滞納

繰越分
△

計

２ ごみ委託収集の状況

区 分

項 目

埋立ごみ 燃やすごみ
計

１コース １～５コース

運 搬 回 数 回

運 搬 量
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３ 資源物回収の状況 （単位： ）

品 目 回 収 量 品 目 回 収 量 計

資
源
物
分
別
回
収

新 聞 紙 古 布

雑 誌 アルミ缶

段ボール スチール缶

厚 紙 金 属 類

牛乳パック 生きびん

資
源
物
委
託
収
集

透明びん 乾 電 池

茶色びん 生 ご み

その他の色びん 蛍光管・電球

ペットボトル
その他

プラスチック

直
接
持
込

せん定枝
硬質

プラスチック

草・落ち葉等
インク

カートリッジ

総 回 収 量

４ ごみの状況

項目

年度

（ ） （ ） （ ） （ ） （人） （日） （ ）

燃やすごみ 埋立ごみ 資源物 合計 人口
年間

日数

市民１人

１日当たり

のごみ量

元

市民１人１日当たりのごみ量は、（「合計」×「 」） ／（「人口」×「年間日数」）で算出。

人口は、 月１日現在 住民基本台帳人口。

≪燃やすごみの内訳≫ （単位： ）

年度 家庭系 前年度比 事業系 前年度比 計 前年度比

元
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５ 樋沢一般廃棄物最終処分場埋立実績

品目

年度
埋立ごみ

元

６ 生活苦情通報数

区分
令和４年度 令和３年度

前年度比
受付件数（件） 構成比（％） 解決件数（件） 受付件数（件）

大気汚染

水質汚濁 △

土壌汚染

騒 音

振 動 △

悪 臭 △

不法投棄

そ の 他 △

計
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健 康 福 祉 部

（ 福 祉 事 務 所 ）

（144）
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社 会 福 祉 課

（146）





147

第１ 概説

社会福祉課では、岡谷市社会福祉協議会等の各種福祉団体と連携し地域福祉の向上に

努め、障がい福祉、生活困窮者等への支援、人権擁護、ひとり親家庭福祉等の業務を

執行した。

１ 地域福祉

結婚に対する支援として、婚活イベントを開催し、出会いの場の創出を図った。

また、経済的理由により結婚に不安を抱える若者を支援するため、結婚新生活時の

住居費や引越費用等を対象に補助金を交付した。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、電気・灯油・食費等の価格

高騰の影響が大きい低所得世帯を支援するため、住民税非課税世帯等に臨時特別給

付金の支給を実施した。

２ 障がい福祉

障害者総合支援法等に基づき、給付をはじめとする障がい福祉施策を実施した。

障害者優先調達では、物品の購入や役務の提供について庁内での調達を推進した。

岡谷市成年後見支援センター開所から４年目を迎えるなか、権利擁護支援の地域

連携ネットワーク機能を強化するため、市と成年後見支援センターが協働で設置した

「中核機関」の初年度として、成年後見制度の利用促進と高齢社会における喫緊の

課題に対応できるよう、周知活動を実施した。

３ 生活福祉

福祉総合相談では、複雑化・多様化する市民の生活相談に対して課題を整理し、

専門相談機関等と連携を図りながら、市民の生活課題の解決に努めた。

ひとり親家庭福祉では、ひとり親家庭相談を通じて、児童扶養手当や、国の制度

による子育て世帯生活支援特別給付金の給付を行ったほか、メルマガによる情報配信

など、世帯の自立につながるよう各種施策を実施した。

生活困窮者自立支援事業では、生活保護に至る前段階の支援として、専門相談支

援員による、相談者の状況に応じたきめ細かい支援を行ったほか、通信手段喪失者への

携帯電話貸出しなどの緊急生活支援や、新型コロナウイルス感染症対策として生活

困窮者自立支援金の支給を実施した。

生活保護では、他法他施策の有効活用を図るとともに、稼働能力のある者については、

就労支援員を交えた就労支援を行い、適正な保護の実施に努めた。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

地域福祉推進事

業

１ 恋つむぐ岡谷 出会いの場創出事業

結婚へと繋がる出会いの場を創出するため、市の特徴や魅力を体

感できる婚活イベントを２回開催した。

・第１弾 ～シルクのまちさんぽ～ 開催

中継地 ①蚕糸博物館、②絹工房、③ねずみ堂

参加者 男性５名 女性４名 合計９名

マッチング成立 ３組

・第２弾 ～おかやイイトコ満喫ツアー～ 対面開催

スケート体験、ランチ、対話型童画鑑賞、フリータイム

参加者 男性１２名 女性９名 合計２１名

マッチング成立 ６組

各回とも事前にブラッシュアップセミナーを実施

また、結婚支援に関して登録希望者を募り、メールマガジンを

配信して情報の提供を行った。

登録者数 男性 １１名 女性 １０名

メールマガジン配信回数 ３回

２ 「おかやでスタート！」結婚新生活支援事業

結婚に伴う経済的不安を解消することを目的として、住居費及び

引越費用の一部補助を行った。また国基準の拡充にあわせ、リフォ

ーム費用を補助対象費用に加え事業の拡充を図った。

対象世帯

（１）国基準 令和４年１月１日から令和５年３月３１日ま

でに、婚姻届を提出し受理された夫婦で、婚姻日における

年齢が共に３９歳以下かつ世帯所得が４００万円未満の

世帯（補助額 １世帯３０万円）

（２）市単独分 令和４年１月１日から令和５年３月３１日ま

でに、婚姻届を提出し受理された夫婦で、婚姻日における

年齢が共に４２歳以下かつ世帯所得が４２０万円未満の

世帯（補助額 １世帯１５万円）

支給実績

（１）国基準 ８世帯 合計 １，９５７，０００円

（２）市単独分 １世帯 合計 １５０，０００円

円

地域サポートセ

ンター事業

地域サポートセンター事業

地域で抱える様々な課題の解決に向け、ともに解決していく体制

整備・機能強化のため、岡谷市地域福祉ネットワーク会議を開催し

た。

・第１回 令和４年６月３日（参加者 １００名）

・バリアフリー事業補助

橋原区（女子トイレ改修工事）

補助率１／３ 補助額 ２７１，３３３円

鮎沢区（①玄関スロープ及び手摺設置工事②館内通路段差解消工

事）

補助率１／３ 補助額 １６６，９０６円

円
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民生児童委員協

議会活動支援事

業

地域福祉向上のため、岡谷市民生児童委員協議会に対し、活動補助

金を交付した。また、視察研修では、新潟県中越大震災における民生

委員の活動から、災害時に実際何ができるか、今後の活動の参考とな

る研修を受けることができた。

１ 補助金

・地区活動費 ２８３，０００円

・研修費 ６６７，７１０円

２ 活動費交付金 ９，４４９，４６０円

円

人権擁護推進事

業

国から委嘱された人権擁護委員８名や関係機関と連携し、各種事業

を行い、人権意識の向上に努めた。

１ 人権啓発事業

・保育園啓発活動

・小学生「人権の花」運動（上の原小学校）

・中学生「全国人権作文コンテスト」

２ 人権相談事業（年４回）

３ 会議等の開催

・人権擁護審議会（７ ６）

・諏訪・子ども人権の集い（１２ １０）

円

福祉タクシー運

行事業

１ 交通弱者のための交通手段として通年運行を行った。コロナ禍の

中、乗務員のマスク着用や車内消毒を徹底しながら感染防止対策に

努め、運行した。

・運行回数 年間１７，７０６回 １日平均４８．５回

２ 業務委託料

アルピコタクシー（株）、諏訪交通（株）の２社に委託し、安定

的な業務の遂行に努めた。

・運行事業業務委託料 ３２，７７２，３１６円

・配車管理業務委託料 ５，１２３，１４０円

円

戦没者慰霊事業 １ 岡谷市戦没者追悼式

・日清戦争以後、満蒙開拓団を含む、岡谷市の戦没者に対して、追

悼式を行った。新型コロナ感染症対策として参加者を縮小して実

施した。

日 時：令和４年９月２３日（金・祝）

場 所：カノラホール小ホール

参加者：１９名

２ 第十一回特別弔慰金給付事務

・国の事業による、戦没者等の死亡当時の遺族に対する特別弔慰金

として２５万円、５年償還の記名国債を支給する事業を実施。

進達件数：２９１件

円

身元不明人等扶

助事業

行旅死亡人に対する葬祭費等の支出のほか、急迫状態の行旅人に

対する旅費や生活費などの支出による支援を行った。

１ 行旅人旅費

・旅費支給：１人

・支出額：３００円

２ 生活費支援：１名

・支出額：１１，０００円

円
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生活福祉相談事

業

福祉総合相談として、生活相談（心配ごと相談）・法律相談・行

政相談・消費生活相談 所管：市民生活課 を実施し、課題の早期解

決、被害防止や不安の解消に努めた。

１ 生活相談（心配ごと相談）

・年間相談件数 ７７件（対前年度比 ＋２９件）

２ 法律相談、行政相談

・法律相談 年間１２回（毎月）実施

・行政相談 年間１０回（４月・８月を除く）実施

円

中国残留邦人等

生活支援事業

中国残留邦人等本人及び配偶者の生活の安定を目的として、生活

保護に準じた生活費等基準により支援給付を行うとともに、生活に

必要な支援通訳の派遣を行った。

・対象世帯数（人数） １世帯（１人）

・支援給付（生活・住宅・医療・介護） １，０１２，４１０円
・配偶者支援金 ５１８，５３２円
・自立支援通訳派遣 １２回

円

生活困窮者自立

支援事業

生活保護に至る前の段階にある生活困窮者を対象に、生活就労支

援センター（愛称：まいさぽ岡谷市）を窓口として、相談者が抱え

る多様な生活課題に対して各種事業を活用し支援を行ったほか、他

法他施策活用の検討を行い、相談者の自立支援に努めた。

１ 自立相談支援事業

・生活困窮相談件数 ２４３件（対前年度比 △１３件）

自立支援相談件数 １７２件（対前年度比 △３９件）

支援計画作成件数 ３３件（対前年度比 △ ７件）

一般就労者数 １５人（対前年度比 ＋ ４人）

２ 住居確保給付金事業 新型コロナウイルス感染症対応事業

利用件数６件（対前年度比 △５件）

給付額７２８，１００円

３ 就労準備支援事業

利用件数 ５件（対前年度比 △１件）

４ 家計改善支援事業

利用件数１０件（対前年度比 △３件）

５ 一時生活支援事業

一時宿泊所等確保事業 利用者０名

福祉電話貸与事業 利用者２名

円

生活困窮者自立

支援金給付事業

新型コロナウイルスによる影響の長期化により、総合支援資金等

の特例貸付などを利用したが、なお一定の生活困窮世帯にある方に

対し、生活困窮者自立支援金の給付事業を行った。

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・利用者数：９人

・給付額：１，９８０，０００円

円

障がい者等福祉

事業

身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の手帳申請及び関連す

る事務等を行った。

１ 障がい者手当等給付事業

（１） 在宅の重度心身障がい児・者に特別障害者手当（４１人

４３９月分）、障害児福祉手当（１５人 １５９月分）を支給

した。 １４，３５０，２６０円
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（２） 重度若しくは重度に準じる障がいのある児童の保護者に重

度心身障害児童福祉年金を支給するとともに、特別児童扶養

手当の進達事務を行った。

（年金２３０人、手当１８３人） ３，１２０，５００円

２ 障がい者等福祉事業

（１） 障がい児・者の一時的介護のためタイムケア事業として、

登録事業者に介護委託の給付を行った。

個人：利用者 ４人、延利用時間 １，１３０．５時間

８０２，４００円

（２） 障害者長野県民交通災害共済会費負担事業を行った。

身体５３７人、知的２０３人、精神３０４人、児童４０人

計１，０８４人

４２１，６００円

（３） 障がい者等へ福祉電話料の助成を行った。

（１人） ２１，７０７円

（４） 障がい福祉サービス事業所に、「おかやバリアフリーガイ

ドマップ」の掲載内容の情報更新作業を委託し、ホームペー

ジ上のデータ更新を行った。

１２０，０００円

（５） 最重度の障がいのある方を１年間のうち半年以上在宅介護

した介護者に、家庭介護者慰労金を贈った。

（４０人） １，６２０，０００円

（６） 障がい者団体等の余暇活動については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により実施なし。

（７） 知的障がい者等が通所通園するため交通費補助を行った。

（６人） ９３，７０５円

（８） 寝たきり等で福祉タクシー等を利用できない非課税世帯の

障がい者・高齢者等を対象に寝台車の利用料の補助を行っ

た。

（５件） ２４，０００円

（９） 障がい者虐待防止センターとして、相談等の対応に努めた。

円

障がい者自立支

援給付事業

障害者総合支援法の給付等に関する事業を行った。

１ 障がい福祉サービス利用希望者の認定調査を行い、医師意見書等

を添付し、諏訪広域連合障害支援区分審査会に審査を依頼した。

広域割 岡谷市負担分 ５１９，３９２円

２ 障害者自立支援給付

（１） 介護給付

・居宅介護 ７２人 ７，６５０．０時間

・重度訪問介護 １人 ２５０．５時間

・同行援護 １１人 ８１８．５時間

・行動援護 ４人 ４１０．０時間

・短期入所 ２１人 ９２１日

・施設入所支援 ５１人

・生活介護 ９６人

・療養介護 ９人

（２） 訓練等給付

・自立訓練（機能訓練） １人

・自立訓練（生活訓練） ６人

・自立生活援助 １人

・就労移行支援 １９人

・就労定着支援 ５人
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・就労継続支援（Ａ型） ５３人

・就労継続支援（Ｂ型）１４３人

・共同生活援助 ８４人

（３） 特定障害者特別給付費

（施設系） ４５人

（共同生活援助） ７８人

（４） 相談支援給付

・計画相談支援 ３６６人

・地域定着支援 １人

（５） 補装具費

障がい児・者に補装具費の支給を行った。（７７件）

（６） 高額障害福祉サービス等給付費 ６人

（７） 自立支援医療

更生医療・育成医療の給付等事務及び精神通院医療の申請

受付事務等を行った。

・更生医療 申請８件

・育成医療 申請２件

・精神通院医療 申請１，１６８件

円

障がい者地域生

活等支援事業

障害者総合支援法の地域生活支援事業による給付等に関する事業

を行った。

（１） 障害者優先調達推進法に基づき、「岡谷市障がい者就労施

設等からの物品等の調達方針」を策定し、庁内各課等での積

極的な調達を推進した。

目標額 ２，２００，０００円 実績額 ２，４３２，５０６円

（２） 岡谷市社会福祉協議会に委託し、岡谷市成年後見支援セン

ターの運営を行った。

相談者数 ２３０人（実人数）

相談件数 ５１３件（延べ件数）

申立て支援 ４件（延べ件数）

法人後見人等受任 ３人（累積数）

６，１９０，４６２円

（３） 聴覚障がい者のコミュニケーション支援事業として、手話

通訳者設置、手話通訳者・要約筆記者派遣事業、社会参加

等の促進や生活支援の事業として、作業訓練や生活体験等

を地域生活支援事業委託事業として行った。

委託先：岡谷市社会福祉協議会 １１，３００，５８３円

（４） 基本相談支援業務等及び地域生活支援拠点事業について、

諏訪圏域障がい者総合支援センター オアシスに委託し、６

市町村共同で事業を行った。

９，５７８，８５９円

（５） 重度障がい児・者の日常生活の便宜を図るため、日常生活

用具等の給付を行った。 （支給件数 １，１３３件）

１１，５７２，８８９円

（６） 社会参加等の外出時の介助支援のため、移動支援事業を実

施した。

・個別支援 （利用者 ４７人 １，８５１．０時間）

・グループ支援（利用者 １９人 １６２．０時間）

５，４８５，４４７円

（７） 居宅での訪問入浴サービス事業の給付を行った。

（利用者 ８人 ４６８回） ５，７８２，１４０円
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（８） 障がい者等の日中における活動の場を確保する日中一時

支援事業者に介護委託の給付を行った。

（利用者１０１人、延利用時間 ５ ９７３．５時間）

５，４０３，２００円

（９） 身体障がい者の自動車運転免許取得及び自動車改造に

係る費用の助成を行った。

（利用者 ２人） ２００，０００円

（１０） 障がい者支援施設等への通所に要する交通費の助成を

行った。 （対象者 ６人） １３２，５１８円

（１１） 地域活動支援センター

身体障害者デイサービス事業和楽（利用者８人）

３，５８３，８３４円

ひだまりの家 利用者１６人） ３，６１３，２８８円

ひまわりの里 茅野市 （利用者１人）

２８９，０７１円

円

障がい児通所給

付等事業

障がい児の通所サービス等にかかる給付を行った。

１ 障がい児通所給付

・児童発達支援 利用者 １４人 １，２６４日

・放課後等デイサービス 利用者 ９３人 ８，９７４日

・保育所等訪問支援 利用者 ５５人 ２３８日

２ 高額障害児通所給付 利用者 ２人

３ 障害児相談支援給付

・障害児計画相談 利用者１２６人

（ 円）

おかや総合福祉

センター管理事

業

（ 諏 訪 湖 ハ イ

ツ）

１ 指定管理者に岡谷市社会福祉協議会を指定し、市民の健康福祉の

増進と生涯学習活動を促進した。

・温泉施設（開館日数３０６日、１日平均利用者２９７人）

利用者数 ９０，８７４人

無料利用者 １５，４２１人

有料利用者 ７５，４５３人

・生涯学習施設（開館日数３４７日 １日平均利用者１８２人）

利用者数 ６３，２２４人

円

電力・ガス食料

品等価格高騰緊

急 支 援 金 事 業

（住民税非課税

世帯等に対する

臨時特別給付金

事業）

新型コロナウイルス感染症の影響による生活・暮らしの支援をす

るため、住民税非課税世帯等を対象とした臨時特別給付金を支給し

た。

１ １０万円の給付（繰越明許費）

・実施期間 令和４年４月１日～令和４年９月３０日

・給付世帯 住民税非課税 ９３９世帯

・家計急変 ８世帯

・給付額 ９４，７００，０００円

・事務費 ６，２０５，８０１円

円

２ ５万円の給付

・実施期間 令和４年１０月１３日～令和５年２月２８日

・給付世帯 住民税非課税 ４，２４２世帯

・家計急変 １２世帯

・給付額 ２１２，７００，０００円

・事務費 ７，４５０，３９９円

円
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長野県生活困窮

世帯緊急支援金

住 民 税 所 得 割

非課税世帯に対

す る 支 援 金 支

給事業

新型コロナウイルス感染症の影響による失業や収入減少の中で、

電気・灯油・食費等の価格高騰等に直面した世帯が速やかに支援を

受けられるよう、住民税所得割非課税世帯等に対して、１世帯当た

り３万円を支給した。

１ 事業実施期間

・令和４年１１月７日～令和５年３月３１日

２ 給付世帯

・住民税所得割非課税世帯 ８２３世帯

・家計急変世帯 ２世帯

３ 給付額 ２４，７５０，０００円

円

児童扶養手当支

給事業

ひとり親家庭等の生活安定及び自立促進、児童の健全育成を図る

ため、以下により対象世帯に児童扶養手当を支給した。

・支給額

（全部支給）月額４３，０７０円

（一部支給）月額４３，０６０円～１０，１６０円

・第２子加算額

（全部支給）月額１０，１７０円

（一部支給）月額１０，１６０円～５，０９０円

・第３子以降加算額（一人につき）

（全部支給）月額６，１００円

（一部支給）月額６，０９０円～３，０５０円

・支給延べ世帯数 ４，１５０人

うち全部支給者 １，６５４人

一部支給者 ２，４９６人

・第２子加算世帯数 １，５４０人

・第３子以降加算世帯数 ４４１人

・支給合計額： １５３，６７２，２００円

円

ひとり親家庭自

立支援給付等事

業

１ 母子福祉管理事務

ひとり親家庭等相談事業

ひとり親家庭が抱える多様な課題に対し、母子・父子自立支援員

を中心として相談に応じた。

・母子・父子家庭数 ５３０世帯

・相談件数 ８９３件

円

２ 高等学校卒業程度認定試験支援給付金

令和４年度利用実績なし。

円

３ 母子家庭自立支援給付事業

ひとり親家庭の経済的自立に効果的な資格取得の支援のため、教

育訓練講座の受講支援や、養成機関に１年以上就学する場合の生活

費を支援する給付金を支給した。

・高等職業訓練促進給付金 ３人（支給額：３，１７６，０００円）

・自立支援教育訓練給付金１人（支給額： ２００，０００円）

円

子育て世帯生活

支援特別給付事

業（ひとり親分）

低所得の子育て世帯に対する生活支援として、令和４年４月分の

児童扶養手当受給者等を対象として、児童一人あたり５万円の特別

給付金を支給した。（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・支給対象 児童扶養手当受給者及び、減収により、収入額が児童

扶養手当受給対象相当となった者
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・対象者数 ３９２世帯 ５９３人

・給付額 ２９，６５０，０００円

円

生活保護事業 １ 被保護者に対して必要な保護を実施した。（ 月末時点）

・被保護世帯数 １８５世帯

・被保護者数 ２１７人

・保護率 ４．７‰（１，０００分比）

・生活保護扶助費 ３４１，４８３，７８０円

２ 生活保護面接相談

要保護者に対し、生活相談を受ける中で申請に基づき保護を開始した。

・面接相談件数 ５６件（対前年度比 △１２件）

・保護申請件数 １５件

・保護開始世帯 １４世帯 １７人

３ 就労支援による自立助長等

被保護者への保護を実施する中、稼働能力の活用、他法他施策を

促す等の助言指導を行った。

・稼働能力のある被保護者への就労支援 ２０人

４ 施設への入所

単身世帯のうち、障がい等により生活が困難な被保護者に対して

施設入所により保護を実施した。

・救護施設 八ヶ岳寮ほか５施設 ２８人

・障害者支援施設及び介護施設等 １４人

５ 保護廃止世帯 ２１世帯 ２２人

円

災害救助対応 １ 市内で発生した災害等の被災者に対して災害見舞金を支給した。

・災害見舞金 ２００，０００円

（内容）突風による見舞金

破損（半壊以下） １５，０００円×１件

火災による見舞金

破損（半壊以下） １５，０００円×６件

全損（全焼） ３０，０００円×２件

死亡 ３０，０００円×１件

負傷 ５，０００円×１件

円

避難行動要支援

者避難支援事業

避難行動要支援者避難支援体制の整備を行った。また岡谷市防災ガ

イド説明会に同席し、市内各区に事業の周知を図った。

１ 避難行動要支援者名簿の作成

・対象範囲 要介護認定３～５、身体障害者手帳第１種１・２級（心

臓、じん臓機能障害のみを除く）、療育手帳Ａ、精神障害者保健福

祉手帳１・２級（単身世帯のみ）、市の生活支援を受けている難病

患者、自ら避難することが困難な独居の高齢者等

・対象者数 １，３６７人（施設入所者等を除く）

２ 避難行動要支援者登録制度登録者の情報共有

・名簿及び町内マップを各区に提供し情報の共有を図った。

・３月末申請率 ５９．８％（８１７人／１，３６７人）

３ 個別計画の策定

・各区において登録者の個別計画の策定に取り組んだ。

・３月末策定率 ５１．０％（４１７人／８１７人）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 民生児童委員（主任児童委員含む）の活動状況

内容別相談・支援件数

在宅福祉 件

介護保険 件

健康・保健医療 件

子育て・母子保健 件

子どもの地域生活 件

学校生活・子どもの教育 件

生活費 件

年金・保険 件

仕事 件

家族関係 件

住居 件

生活環境 件

日常的な支援 件

その他 件

計 件

分野別相談・支援件数

高齢者に関すること 件

障がい者に関すること 件

子どもに関すること 件

その他 件

計 件

その他の活動件数

調査・実態把握 件

行事・事業・会議への参加協力 件

地域福祉活動・自主活動 件

民児協運営・研修 件

証明事務 件

要保護児童の発見の通告・仲介 件

訪問回数
訪問・連絡活動 回

その他 回

連絡調整回数
委員相互 回

その他の関係機関 回

活動日数 延 日

２ 福祉タクシー運行事業

年 度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

運行回数 回 回 回 回 回

乗車人員 人 人 人 人 人

販売枚数 枚 枚 枚 枚 枚
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３ 中国残留邦人等生活支援事業

支援給付金支出状況

区 分 世帯数（延べ） 人数（延べ） 支給額

生活支援給付
世帯 人 円

配偶者支援金

住宅支援給付

医療支援給付

介護支援給付

合 計

４ 障がい福祉

（１） 障害者手帳所持状況

ア 身体障害者手帳 （令和５年３月３１日現在）

区分
視覚

障がい

聴覚平衡

機能障がい

音声言語

機能障がい

肢 体

不自由

内部

障がい
計

人 人 人 人 人 人

歳以上

男

女

歳未満

男

女

計

男

女

イ 療育手帳

区 分 重度 中度 軽度 計

歳以上
人 人 人 人

男

女

歳未満

男

女

計

男

女

ウ 精神障害者保健福祉手帳

区 分 級 級 級 計

計
人 人 人 人

男

女
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（２） 障害者総合支援法の自立支援給付等の状況

事業種別 対象 支出額（円）

障がい福祉サー

ビス費等

居宅介護、重度訪問介護、同行援護、

行動援護
延 人

上記以外の介護給付費等 延 人

特定障害者特別給付費
施 設 入 所 系

グループホーム系
延 人

相談支援給付費
地域相談支援給付費 延 件

計画相談支援給付費 延 件

補装具費 延 件

高額障がい福祉サービス等給付費 延 人

自立支援医療費

育成医療 延 件

更生医療 延 件

療養介護医療 延 件

（３） 障がい福祉サービス事業における施設・事業所の利用状況

ア 障がい者支援施設 （単位：人）

施設の種類 年度末 年度末 増減

生活介護（施設入所支援）

療養介護施設

支援施設合計

イ 障がい福祉サービス事業所 （単位：人）

施設の種類 年度末 年度末 増減

就労移行支援

就労定着支援 △

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

生活介護
（通所事業所､基準該当含む）

自立生活援助

自立訓練 △

通所サービス合計

共同生活援助（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）

（４） 障害者手当等支給状況

区分 支給対象者数 支給総額

特別障害者手当
人 円

障害児福祉手当

重度心身障害児童福祉年金
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（５） 特別児童扶養手当進達事務状況

区分 新規申請数
その他申請数

（更新手続き等）

月の

受給者数
備考

特別児童扶養手当
件 件 人 国

県 負担

５ 障がい児福祉

（１） 障がい児通所給付の状況

事業種別 対象 支出額（円）

児童発達支援給付費 延 人

放課後等デイサービス給付費 延 人

保育所等訪問支援給付費 延 人

障害児相談支援給付費 延 件

（２） 障がい児通所施設の利用者状況 （単位：人）

施設の種類 年度末 年度末 増減

福祉型児童発達支援 △

放課後等デイサービス △

事業所合計 △

※福祉型児童発達支援・放課後等デイサービスは利用者が複数の事業所を利用

しているため、全ての利用事業所に人数を計上した。

６ ひとり親家庭福祉

（１） 児童扶養手当支給状況

年 度
支給世帯数（延べ）

支給額
全部支給 一部支給

令和４年度

人 人 人 円

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成 年度
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（２） ひとり親家庭の相談状況

種 別 相談件数 種 別 相談件数

母子父子寡婦福祉資金貸付

件

（ ） 公的年金

件

（ ）

児童扶養手当 （ ） 就職 （ ）

住宅 （ ） 医療 （ ）

生活援護・税 （ ） 離婚 （ ）

養育費 （ ） 家庭紛争 （ ）

子の養育・悩み （ ） 教育 （ ）

生活不安等 （ ） その他 （ ）

相談件数合計 （ ）

（ ）は前年度の状況

７ 生活保護

（１） 生活保護費支出状況

区 分 世帯数（延べ） 人数（延べ） 支給額

生活扶助

世帯 人 円

住宅扶助

教育扶助

介護扶助

医療扶助

生業扶助

葬祭扶助

就労自立給付金

施設事務費

合 計

（２） 被保護世帯数、被保護者数、保護率、相談件数（年度末）

年 度 世帯数 人 数 保護率 相談件数

令和４年度

世帯 人 ‰ 件

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成 年度
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介 護 福 祉 課

（162）
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第１ 概説

介護福祉課では、第９次岡谷市高齢者福祉計画及び諏訪広域連合第８期介護保険事業計

画に基づき、高齢者が住み慣れた地域で必要な介護サービスを受けつつ、安心して自分ら

しく暮らすことのできる地域共生社会の形成をめざして高齢者福祉事業、介護保険サービ

ス事業、地域支援事業を実施した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

高齢者生活支援

事業

１ 敬老祝賀事業

（１）８８歳、９９歳及び１０５歳の高齢者に対して敬意を表し

敬老祝金を贈呈した。

・８８歳 （３，０００円） ３４４人

・９９歳 （１０，０００円） ３９人

・１０５歳（２０，０００円） ３人

（２）男・女の最高齢者に祝品（カタログギフト）を贈呈した。

（３）１００歳高齢者の代表１名（女性）を市長が慶賀訪問した。

２ 第１０次岡谷市高齢者福祉計画策定に向けたアンケート調査

業務の実施

・６５歳以上の要支援・要介護認定されていない高齢者

１，０００人を無作為抽出にて調査（回収率 ％）。

３ 高齢者クラブ連合会補助金

高齢者クラブ連合会の事業活動に対して助成を行った。

４ 地区高齢者クラブ補助金

地区単位で行われている高齢者クラブの活動に対して助成を

行った。

・単位クラブ数：１４クラブ

・会員数：７９２人

５ シルバー人材センター補助金

高齢者に就業の機会を提供する等、生きがいの創出と社会参

加の機会拡大を図るため、岡谷下諏訪広域シルバー人材センタ

ーに対して助成を行った。

６ 地域支え合い型移動支援補助金

地域住民が高齢者等の通院、買い物、通いの場等への自家用

車での送迎を行う活動に対して、ボランティア活動保険料の補

助を行った。

・活動団体 ２団体

７ 家庭介護者慰労金

要介護３以上の要介護者を１年間のうち半年以上在宅介護し

た介護者に慰労金を贈呈した。

（対象者）

・介護保険サービス利用者： ２１９人（年額 ３万円）

円

要援護高齢者生

活支援等事業

１ 訪問理美容サービス事業

外出困難な高齢者等が、在宅で理美容サービスを受けるため

の出張経費の助成を行った。

・利用者数：４人 利用回数：１４回
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２ 住宅改修アドバイザー事業

高齢者等が居住している住宅を改修するに当たり、申請に

基づき適切な住宅改修を行うための指導助言を行った。

・登録アドバイザー（建築関係者） １１人

・委嘱アドバイザー（保健・医療・福祉関係者） ６人

３ 福祉電話の貸与

ひとり暮らしの高齢者等が、家庭内で急病等緊急事態が発生

した時、安否の確認等に対応するため福祉電話を貸与した。

・福祉電話 ２台

４ 見守り安心ネットワークの組織

民生児童委員を中心に、協力員による見守り安心ネットワー

クを組織し、主に８０歳以上のひとり暮らし高齢者等の安否確

認を行った。

・対象者登録者数 １，２９６人

・支援者登録者数 延べ１，６１７人

５ あったか見守りネットワーク

（１）事前登録制度と民間事業者との見守り協定

認知症等高齢者の行方不明時に備え、高齢者の写真や特徴等の

情報を登録し、警察と情報共有することで、早期発見・早期保護

を図った。地域を巡回する機会が多い民間事業所と連携し、高齢

者を見守る体制を強化した。

・高齢者事前登録者数 ３６人

・見守り協定締結事業者 ２４社

（２）個人賠償責任保険事業

認知症等が原因での日常生活における偶発的な事故に備え

事前登録者のうち希望者を対象に、個人賠償責任保険に加入し

た。・加入者数 １２人

円

施設福祉サービ

ス事業

１ 経済的理由と環境的理由により地域生活が困難な高齢者を、

養護老人ホームへ入所措置した。

・入所者数：３７人

２ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に「電力・

ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」が創設されたこと

に伴い、支援策として「長野県社会福祉施設等価格高騰対策支援

金」の対象外となった「養護老人ホーム和楽荘」に対し県の基準

額に準じ負担金を交付した。

・価格高騰対策支援事業負担金 ８１０，０００円

円

介護保険基盤整

備事業

民間事業者が行う介護保険の施設整備等に要する費用を助成する
補助金

・地域医療介護総合確保基金事業 介護施設等整備分 補助金

６２，７０２，０００円（補助率 ・県１０ １０）
（１）地域密着型サービス等整備等助成事業（施設の創設 開設 の

整備）
ア グループホームほほえみ絹の郷 ３３，６００，０００円

（２）介護施設等の施設開設準備経費等支援事業（定員２９名以
下の地域密着型施設等の施設開設準備経費等支援）

ア グループホームほほえみ絹の郷 （入居定員１８名）
１５，１０２，０００円

イ 定期巡回ケアステーション和が家 （１施設）
１４，０００，０００円

（ 円）
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介護保険事務事

業

１ 諏訪広域連合で運営する介護保険事業に係る「岡谷市介護保険

事務取扱規則」に基づいた事務

（１）給付申請の受付に関すること

ア 低所得者に対する軽減制度の実施

（ア）介護保険利用者負担額減免措置

・減免対象者 ７人

内訳（要保護者に準ずる者 １人、生活保護受給者 ４人、

市民税所得割非課税世帯で生計困難に準ずる者 ２人

（イ）介護保険施設等の食費・居住費に係る負担限度額認定

・申請者合計 ４２９人

内訳（第１段階 ９人、第２段階 ６３人、

第３段階① ９２人、第３段階② ２６１人、

第４段階 ４人）

イ 介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書数

１７７件 ※同一申請書による複数の改修申請あり

ウ 介護保険居宅介護（支援）福祉用具購入費支給申請書数

２１２件 ※同一申請書による複数の用具申請あり

申請の内訳 件数

ポータブルトイレ ８４

入浴補助用具（入浴及び浴槽内いす・入浴台等） １６８

合計 ２５２

（２）被保険者の異動及び被保険者証の再発行（被保険者証・負担

割合証）に係る交付に関すること

・転入者 １７名 ・再発行 １１２件

（３）認定申請及び資格者証の発行に係る交付に関すること

・認定申請数 ２，３９８件 ・情報提供数 １，３７５件

（新規６７９件、更新１，３１６件、区分変更４０３件）

（４）訪問調査に関すること

・訪問件数 ２，３７１件（他市町村からの委託調査２５件

含む。） ・他市町村への委託調査依頼件数 ６０件

（５）主治医意見書の依頼に関すること

・介護認定審査会資料主治医意見書依頼件数２，３７０件

（６）納入通知書及び納付書の再発行に係る交付並びに収納業務の

協力に関すること

（７）介護保険料収納事務の協力

（８）介護保険事業に関わる相談及び受付に関すること

（９）その他介護保険制度の施行に関すること

・令和４年度介護報酬改定に伴うサービス事業者への周知

２ 介護サービス事業所に関する事務（市内事業所数５７事業所）

（１）介護サービス事業者等連絡会

介護サービス提供事業者等を対象に、制度等に関する情報

提供、事業者間の情報交換を目的とした連絡会を実施し

た。 ・開催数 ３回

（２）事業所が設置する「介護サービス事業所運営推進会議（２４

事業所）」への参加及び各介護サービス事業所からの相談等

申請の内訳
合計

（件）手すりの取付け
段差の

解消

床材の

変更

扉の

取替え

便器の

取替え

３６７ ３０ ５ ２ １ ４０５
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（３）介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入退所状況の

把握（事業所間で調整。原則として要介護３以上の方のみが

入所できるが要介護１、２の方でもやむを得ない事情（特例

入所要件）があれば特例的に入所が可能）

・新規入所者数 ５０人 ・退所者数 ７１人

・入所希望者数 １３９人

３ 各種証明書の発行

・税金の障害者控除に係る控除対象者認定書 １４７件

・税金の医療費控除に係るおむつ使用確認証 ５件

４ 介護保険広報啓発事業

（１）市報、ホームページ等による制度周知

（２）介護保険制度をわかりやすく説明した「介護保険なんでも読

本（岡谷版）」を発刊し窓口等で配布

（３）被保険者証交付説明会（６５歳到達者説明会：対象４７６人）

・開催数 ８回（６月、７月、１０月～３月）

・出席者数 １１８人（出席率 ２４．８％）

※４月、５月、８月、９月は新型コロナウイルス感染症感染

拡大防止のため資料送付のみとした。 １６１人

５ 事務費関係負担金

・長野県国民健康保険団体連合会（特別徴収に係る負担金）

令和４年４月末介護保険第１号保険者数 １６，３７４人

９８，２４４円

（ 円）

介護保険広域運

営事業

諏訪広域連合への負担金

介護保険に関する手続きの利便性の向上を図るため、国が運営す

るマイナポータル内のぴったりサービスを利用した電子申請の受

付を令和５年４月１日から開始することに伴い、オンライン申請

管理システム等の構築費を負担した。（ 円）※事務費関

係負担金に計上

１ 低所得者保険料軽減負担金 ８，６７８，５８０円

２ 保険給付費関係負担金 ５６５，５０１，９３６円

３ 事務費関係負担金 ６７，７７４，８９７円

４ 高齢者福祉費関係経費負担金 １，５８１，９９２円

５ 地域支援事業費関係経費負担金 ４７，７５０，２４４円

（ 円）

介護予防・生活

支援サービス

事業

介護予防ケアマネジメント事業

要支援者及び事業対象者に対して、課題分析、ケアプランの作

成及び相談援助等を行うなど、必要なサービス利用に繋げ、重度

化防止に努めた。

・要支援１・要支援２認定者数：７６４人

・事業対象者数：５８人

・介護予防支援・介護予防ケアマネジメント

実施者数：５００人

内、事業所委託数：１３９人

（ 円）

一般介護予防

事業

１ 介護予防把握事業

民生児童委員による要援護高齢者台帳整備、訪問活動、地域

住民や介護支援専門員等からの情報提供に基づき、支援を必要

とする者を把握し、支援につなげた。

２ 介護予防普及啓発事業

（１）教室案内・申込受付業務

事業対象者、要支援・要介護認定者、認定申請中者、広域
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外住所地特例者を除いた第１号被保険者（令和５年度予定者

も含む）へ教室案内を送付し、介護予防普及啓発事業の対象

者リストの作成を行った。

・対象者：１３，６４０人

・希望者： ５０７人

（２）通所型介護予防事業

①ねこまぬ先のぴんぴんキラリ☆教室

運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上、認知症予

防のための教室を実施し、介護予防に努めた。

・実施教室数： ６回コース １５教室

１２回コース １６教室

・参加者数： ３４７人

②フレイル予防個別相談会

運動・栄養・口腔に関する予約制の個別相談会を実施した。

・実施回数： ９回

・参加者数： ５８人

（３）介護予防・フレイル予防のための運動講習会

地域の通いの場のリーダー等を参集し、毎日の生活の中で

実施できる簡単な運動の方法や、健康的に過ごす生活のポイ

ントについて、講話と実技指導を行った。

「コロナ禍を乗り越え、元気で過ごすために」

・期日：令和４年７月１５日（金）

・講師：松本大学 人間健康学部 根本 賢一氏

・参加者数：３７人

・健康ポイント引換券発行数：３７枚

３ 地域介護予防活動支援事業（生きがいデイサービス事業）

介護予防の一環として地域の支え合いを基本に、地区の公会

所等を利用し、家に閉じこもりがちな高齢者の生きがいづくり

と心身のリフレッシュを図った。新型コロナウイルス感染症感

染拡大防止のため、事業の休止、時間短縮、昼食の禁止などを

行った。

（岡谷市社会福祉協議会に委託）

・実施箇所： ２５箇所（２０地区）

・登録者数： ５５８人

・実施回数：９１９回 延べ参加者数：５，０４１人

・健康ポイント引換券発行数：新規３２枚、継続３５１枚

・引換数：新規２２枚、継続１９３枚

４ 地域リハビリテーション活動支援事業（新規グループ活動支援

事業）

地域における介護予防の取り組みを強化するために、住民運

営の通いの場にリハビリテーション専門職等の派遣や相談など

継続支援を実施した。

支援グループ

・参加グループ数：継続６グループ、新規１グループ

登録人数：６８人

・健康ポイント引換券

発行数：継続２９枚、新規８枚

引換数：継続２３枚、新規７枚

（ 円）
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包括的支援事業 １ 包括的・継続的ケアマネジメント事業

（１）ケアマネジメント研究部会

市内を営業拠点とする事業所の介護支援専門員を対象にケア

マネジメントの質の向上のための研究・学習を行う研究部会の

開催に協力した。内１回は主任介護支援専門員更新研修に係る

法定外研修として実施。

・開催回数 １０回 参加者数 ２３３人

（２）サービス事業者等連絡会

介護サービス提供事業者等を対象に、制度等に関する情報

提供、事業者間の情報交換を目的とした連絡会を実施し

た。 ・開催数：３回（※再掲）

２ 権利擁護事業

（１）高齢者のための司法書士による無料法律相談日

・毎月１回（第３水曜日） 相談者 延べ１８人

（２）高齢者虐待に関する対応

・相談件数 延べ１８０件

（実件数３１件 内、虐待を確認した実件数１１件）

３ 総合相談事業

介護等について広く市民の相談に応じ、適切な支援へつなぐと

ともに、継続的な見守り等を行うため、戸別訪問等により高齢者

や家族の状況等の実態把握に努めた。

・相談件数： ５，１２８件

（ 円）

生活支援・介護

予防体制整備事

業

地域の支え合いの活動の再発見と推進を図るため、生活支援コー

ディネーターが中心となり、各地区社協役員を中心に、地域のお宝

探し講座（支え合いの実態調査）の取り組みを行った。また、生活

課題に対し関係機関とのマッチングや、通いの場等へ訪問し活動の

サポートを行った。

（岡谷市社会福祉協議会に委託）

１ 地域に向けた活動

（１）お宝探し講座活動

・お宝探し講習会の説明 １２地区（参加者１４５人）

・お宝探し講習会グループワーク開催 ２地区（参加者３５人）

・お宝探しの活動報告（地区社協会長会議） ４回

（２）協議体の開催

・地域福祉ネットワーク会議（第１層）１回（参加者１００人）

地域福祉活動の事例発表（地域の見守り、つながり・連携）

・地域サポートセンター（第２層） ２回（参加者３５人）

お宝探し講習会の開催

（３）地域への訪問 ３３回

・各区、各地区研修会・会議への参加、地区の交流取材

（４）関係機関・団体の連携・協議 １４回

・介護事業所、通いの場、行政機関、包括支援センター等

２ 生活課題に向けた活動

（１）相談件数 ６８件 マッチング総数 １７４件（新規４件）

・家事支援、見守り支援、移送サービスなど

（２）岡谷市暮らしのサービス紹介の発行

３ 介護予防に向けた活動

通いの場への訪問・相談件数 ８８件

・生きがいデイサービス、高齢者クラブ、いきいきサロン

４ 研修会への参加 １３回 （ 円）
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認知症総合支援

事業

１ 認知症初期集中支援チーム

認知症が疑われる人・認知症の人やその家族を、医療や介護

の専門職であるチーム員が訪問し、医療機関の受診や介護保険

サービスの利用などについての相談支援を行った。

・対応件数：５件

２ 認知症地域支援・ケア向上事業

認知症の人ができる限り住み慣れた環境で暮らし続けること

ができるよう、当事者及びその家族への相談支援を行うととも

に、支援体制の強化のため、地域の医療機関・介護サービス事

業所等との連携に努めた。

（１）認知症地域支援推進員の配置３人（市職員２人、岡谷市社

会福祉協議会職員１人）

（２）認知症サポーター養成講座 開 催 数 １８回

参加者数 ３２０人

（３）ＶＲ認知症体験会

認知症の人への支援について理解してもらえるようにＶＲ機

器を使用し、認知症の症状について体験できる機会を設けた。

・ＶＲレンタル期間：９月２６日～３０日 体験者数２９人

（ 円）

地域ケア会議推

進事業

１ 地域ケア個別会議（Ⅰ）

地域包括支援センターに寄せられる個別支援に関する相談の

うち支援困難事例について、解決に向けての検討を行った。

・開催回数：１１回

・延べ検討事例数：１１件（実件数８件）

２ 地域ケア会議（Ⅱ）

地域ケア個別会議等から把握された地域課題について検討

し、地域のネットワーク構築などを行った。

・開催数：１回

３ 地域ケア推進会議（Ⅲ）

高齢者支援に関わる多職種、多団体が参加し、地域で高齢者

を支えるネットワークの構築・強化のための協議を行った。

・開催数：１回

（ 円）

在宅医療・介護

連携推進事業

地域の医療・介護の関係機関が連携し、包括的かつ継続的な在宅

医療・介護の一体的な提供を目指し、各専門部会での協議や書面で

の情報共有等を行った。

１ 代表者部会（部会員：９名）

書面会議：２回

２ 職能部会 （部会員：１６名）

開催数：１回 書面会議：１回

３ 在宅医療介護連携推進検討委員会（委員：４０名）

開催数：１回（令和５年２月２４日）

４ その他

・多職種連携研修会

地域から把握した課題について、医療介護関係者間での情報

共有や課題への対応等を学んだ。

開催数：２回 参加延べ人数１０７名

・医療介護関係者の既存情報共有ツールについて、市ホームペ

ージに掲載し、関係者の活用促進を図った。

・窓口等で配布している「介護保険なんでも読本（岡谷版）」

に、将来の変化への備えとして「入院時の備え」について新

規掲載、人生会議（ ）に関するリーフレットを同時配布、
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及び内容を更新した在宅医療介護ガイドマップを掲載し、在

宅医療介護に関する情報等を周知した。

・健康長寿カレンダーの配布

運動・栄養・口腔ケアなど毎日の生活で実践できるポイン

トを掲載したカレンダーを配布した。

配布部数 ４，８００部

（ 円）

家庭介護者支援

事業

１ 家庭介護者教室

介護者等に対し、介護知識の普及啓発、介護者相互の交流、介

護に関する悩み等の相談に応じるなど介護者の支援と福祉の増進

を図った。新型コロナウイルス感染症の流行状況により、介護者

教室及び交流会を３回中止とした。

（１）介護者教室及び交流会

・実施事業所 ４事業所 ・実施回数 １４回

・参加者数 ７３人

（２）個別相談会

・実施回数 ３回 ・参加者数 ２人

２ 要介護者介護用品購入費支給事業

要介護３以上の要介護者を在宅で介護する家族の支援として、介

護用品（紙おむつ・尿取りパット）の購入に係る費用の一部を助

成した。

・要介護３以上で市民税非課税の方の在宅介護者

８６人（月額３，０００円を限度に助成）

・市民税非課税世帯で要介護４･５の方の在宅介護者

５０人（月額６，０００円を限度に助成）

３ 家庭介護者慰労金

要介護３以上の要介護者を１年間のうち半年以上在宅介護し

た介護者に慰労金を贈呈した。（年額１０万円）

・対象者：介護保険サービス未利用者 ４人

（ 円）

その他事業 １ 介護相談員派遣事業

新型コロナウイルス感染症感染拡大状況を踏まえ、対策を講

じるなかで令和５年３月から介護サービス事業所への訪問を再

開した。また訪問休止期間には、市内で介護サービス事業所を

運営する代表者を講師に迎えた講演会を行い、介護現場の理解

に努めた。

・介護相談員 １８人 ・訪問対象施設 ２０施設

・施設訪問回数 ２７回 ※運営推進会議含む。

・講演会日時：令和５年２月１日（水）午前１０時３０分～

場所：岡谷市役所９階大会議室

２ ２４時間緊急時駆けつけ安心サービス事業

ひとり暮らし高齢者等の緊急事態等における通報手段を確保

するため、緊急通報端末を貸与し緊急事態等への対応を図った。

・利用者数 ８９人

３ 配食サービス事業

食の自立支援事業として、虚弱でひとり暮らしの高齢者等で

安否確認が必要な者に対し、配食サービスを行った。

・１日１食、週７回まで１食２００円を上限に助成

・利用者 １７３人

・配食数 ２５，０６５食

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 高齢者福祉の状況

養護老人ホーム措置状況（令和 年 月 日現在） （単位：人）

区 分
３年度末
入所人員

４年度中の増減 ４年度末
入所人員入 所 退 所

岡谷和楽荘

聖 母 寮

寿 和 寮

光 の 園

松 風 園

合 計

２ 介護保険の状況（諏訪広域連合資料）

（１）被保険者数等の状況 （令和 年 月 日現在）

区 分
諏訪広域連合（人） 岡 谷 市（人）

備 考
計画数 実績数 計画数 実績数

第１号被保険者数

内の数値は、
第２号被保険者数

要介護・要支援者数

（２）要支援・要介護認定の状況 （令和 年 月 日現在）

要介護度
諏訪広域連合 岡 谷 市

人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％）

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合 計
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（３）介護保険料の状況

ア 所得段階別第１号被保険者数 （令和 年 月 日現在）

所得段階
諏訪広域連合 岡 谷 市

人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％）

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第 段階

第 段階

第 段階

第 段階

第 段階

合 計

イ 介護保険料の収納状況 （令和 年 月 日現在）

 

 

 

区分 調定額（円） 収納済額（円）
収納率
（％）

収入未済額

滞 納 額 不納欠損額

（円） （円）

現年度

分

諏訪広域

連合

岡谷市

特別

徴収

諏訪広域

連合

岡谷市

普通

徴収

諏訪広域

連合

岡谷市

滞納

繰越分

諏訪広域

連合

岡谷市

合計

諏訪広域

連合

岡谷市
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（４）諏訪広域圏内介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）待機者の状況

ア 介護度別の状況（令和 年 月 日現在） （単位：人）

区 分 岡谷市 諏訪市 茅野市 下諏訪町 富士見町 原村 合 計

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合 計

イ 過去５年の推移 各年度末 （単位：人

年度 岡谷市 諏訪市 茅野市 下諏訪町 富士見町 原村 合 計

Ｈ

Ｒ元

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

３ 地域包括支援センターの状況

（１）介護予防ケアマネジメント状況 （令和 年 月 日現在） （単位：人）

事業対象者
認 定 者 介護予防ケアマネジメント

要支援１ 要支援２ 直営 委託

合 計 合 計

（２）総合相談の状況 令和 年 月 日現在 （単位：件）

訪 問 電 話 窓口等 その他 合 計

４ 任意事業

・２４時間緊急時駆けつけ安心サービス利用状況

利用者数 （単位：人）

年度 利用者数

Ｈ

Ｒ元

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４
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子 ど も 課

（176)
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第１ 概説

子ども課では、令和２年度からスタートした岡谷市子ども・若者育成支援計画及び

第２期岡谷市子ども・子育て支援事業計画に基づき、輝く子どもの育成をめざした事

業を新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を施しながら実施し計画の推進を図った。

１ 児童福祉、子育て支援

子育て支援では、家庭児童相談員による相談業務を実施したほか、岡谷市要保護

児童対策地域協議会を開催し、関係機関と連携しながら、児童虐待の防止、早期発見

等に努めた。

新規事業として、子どもが心身ともに健やかに育成されるよう子どもとその家庭

及び妊産婦に関する支援を一体的に担うため、児童福祉法に基づいた「子ども家庭

総合支援拠点」の機能を子ども課に置き、児童等に対する支援体制の充実を図った。

新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、低所得の子育て世帯に対して国庫

補助による生活支援特別給付金に市独自分を上乗せし支給したほか、１８歳以下の

子どもを育てる全ての世帯に対して、価格高騰対策支援給付金を市単独で支給した。

また、旧まゆみ園等の土地・建物について、特定非営利活動法人岡谷市手をつな

ぐ育成会と売買契約を締結し、売却した。

２ 保育所

子ども・子育て支援新制度のもと、各保育園において通常保育・長時間保育等を

実施し、病児・病後児保育など、ニーズに合わせた保育を提供した。

保育園の運営において、感染症による体調不良児の隔離や熱中症対策等、園児の

体調に配慮するため、公立保育園の事務室にエアコンを設置し、保育環境の充実を

図るとともに、原油価格及び物価高騰等による影響を受けている市内私立保育所等に

対して、エネルギーコストの負担軽減のため光熱水費の一部を負担し、運営支援に

努めた。

３ 幼稚園

幼稚園教育の充実、振興を図るため、新制度による運営に移行した市内２私立幼稚園

に対し、施設型給付費の支出及び運営費等を補助するとともに、未移行の市内１私

立幼稚園に対し、運営費等の補助を行った。また、新制度による運営に移行した園

には、エネルギーコストの負担軽減のため光熱水費の一部を保育所等と同様に負担し、

運営支援に努めた。



178

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

地域子育て事業 １ 子ども食堂等関係団体連絡会設置事業

様々な家庭環境で育つ子どもを支える居場所が地域に広がり、継

続した取り組みとなるよう関係団体と行政による連絡会において、

連携強化を図るとともに課題の検証等を行い、支援策を検討した。

・連絡会２回、研修会１回

２ 病児・病後児保育事業

病気や病気回復期にあり、家庭や保育園での保育が困難な児童を

受け入れるため、民間医療機関に委託し、実施した。 円

・利用日数１７３日 延べ利用者数３３６人

３ 育児ファミリー・サポート・センター事業

児童の預かりに係る相互援助活動の事業を岡谷市社会福祉協議

会に委託し、実施した。 円

・依頼会員３７人、提供会員２１人、依頼・提供会員０人

・延べ利用回数４０回

４ ショートステイ事業

家庭での養育が一時的にできなくなった子どもの宿泊預かり事

業を児童養護施設つつじヶ丘学園・たかずやの里・松本赤十字乳児

院に委託し、実施した。 円

・延べ利用者数２人

５ “未来のげんきっず”応援事業

子育て家庭への支援として、出産時やこどものくに入館時にオカ

ヤペイのポイントをプレゼントし、経済的な支援を行った。

・出産時（ ポイント）：２５６名

・こどものくに入館時（ ポイント）：４，７３３件

６ 子育て支援アプリ“げんきっずおかや”事業

子育て世代が最も利用しているスマートフォンの特性を活かし

て、妊娠、出産、子育てに必要な情報を入手し、パーソナルデータ

の記録・管理ができる総合的な子育て支援アプリを通じて、情報の

提供を行った。 円

・新規登録件数 １２１件（総件数 １，０１３件）

７ 児童遊園整備補助事業

各地区管理の児童遊園について、整備にかかる補助金を交付し、

児童の健全育成と安全確保に努めた。 円

・改修５ヶ所

小尾口区 賽の神広場ジャングルジム等塗替え

西堀区 西堀遊園地ベンチ設置

駒沢区 堂山公園入口階段腐朽部分滑落防止改修

橋原区 橋原第１公園、第３公園砂場の砂入れ替え

東堀区 柴宮館遊園地ブランコマット敷設工事

８ 子育て応援協賛店パスポート事業

長野県将来世代応援県民会議事務局と連携・協働し、県内外の協

賛店舗での買い物時に各種子育て支援サービスが受けられるパス

ポートを県外からの転入世帯等に随時配布する事業を実施した。

（有効期限令和６年３月３１日）

９ 子育てパパ・ママリフレッシュ事業

乳児を養育している保護者の心身のリフレッシュ、育児負担の軽

減を図るため、満１歳以上２歳未満の保護者へ利用券を配布し、保

育所での休日保育、一時保育サービスの提供を行った。

・利用券配布者数 ２７７人
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・保育サービス利用者数 ２１人（うち休日利用２人）

（ 円）

地域子育て支援

センター事業

（子育て支援館

「こどものく

に」）

１ 子育て支援館「こどものくに」運営事業

子育て支援館「こどものくに」において、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため４月１日（金）から１年間、人数制限・時間短縮

７月１日～７月２４日のみレベル引き下げにより通常通り食事も

可 しながら、子育て支援に向けた各種事業を実施した。

こどものくに相談強化事業として、心理相談員による子育て相談

を毎月実施した。

令和５年３月２１日（火）に、こどものくに開館２０周年を迎え

たことから、２０周年記念セレモニー及びイベントを実施した。

年間延べ来館者数 ２２，８０８人

（１）学び、支えあい事業（身近なテーマを取り上げた講座）

・子育て講座（親子運動遊び、ヨガ、フラダンス、リトミック、

クリスマス工作など）４～１０月は中止

計 ７回開催 延べ参加者 ９７人

・ＮＰプログラム 計１２回開催 延べ参加者 ８６人

・おしゃべりサロン 計 ２回開催 延べ参加者 １１人

（２）相談事業

・育児相談（看護師、保育士による常時の育児相談）

・子育て相談（心理相談員による月１回子育て相談）

年間相談総数 計２，４０１件

（３）情報提供

・ホームページ、母子モ・掲示板による情報発信

・お便り、｢こどものくに新聞｣、｢こころ・からだ｣の発行

（４）ひろば事業

親子の触れ合いや交流の場を提供し、育児支援を行った。

・わくわくタイム 毎日１１時・１５時２回開催

・つくっちゃおう 毎月１回開催 延べ参加者１２９組

・クリスマス等の季節行事（「クリスマス」「豆まき」「大きく

なったね会」） 延べ参加者１９７人

・ベビーマッサージ 第３木曜日 延べ参加者 ３２組

コロナ感染拡大防止のため８月、２月の２回は中止

・おおきなおはなしたまご第３金曜日 延べ参加者 １２７組

コロナ感染症拡大防止のため４､５､８､９月の４回は中止

５ 開館２０周年記念セレモニー及びイベント

・記念セレモニー（３月２１日）

くす玉割り、記念遊具紹介、はぐるま劇場等

・記念イベント（３月２１日～２４日）

うさぎちゃん 記念に作成したキャラクター をさがせ

ゲーム、バルーンアートプレゼント

２ 地域子育て支援拠点事業

子育て支援センターや地域と連携し、子育て支援を行った。

・サークルの育成

育児談話室による活動の場の提供と支援、施設管理を行った。

・子育て相談

保育士・看護師による訪問、相談を行った。

・地域におけるサークルと指導者の育成

訪問講習 ７地区 や体験会、研修会を行った。

・子育てに関する情報収集と提供を行った。

（ 円）
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発達支援事業 １ 子ども発達支援センター事業

・心身の発達に支援を必要とする未就園の児童に対し、機能訓練及

び日常生活のための訓練、保護者への家庭における訓練方法の指

導、療育に関し相談支援を行った。新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、人数制限をしながら実施した。

利用人数 延べ６１３人

・保育園等へ通園中の児童に対して、小集団で遊びながら力を伸ば

すための療育支援を実施した。

ほっぷ・すてっぷ・じゃんぷクラス

年少クラス 延べ７３人、年中クラス 延べ８９人

年長クラス 延べ９１人

・未就学児のことばの訓練教室『ことばの教室』を実施した。

開催日数１７１日 延べ利用者６９７人

２ その他発達支援事業

発達障がいや発達特性のある子どもとその保護者に対し、早期段

階から支援を行うため、フォローアップ教室を開催した。

・フォローアップ教室 参加児童数２４人

（ 円）

子ども発達支援

センター管理事

業

イルフ西堀保育園に併設した子ども発達支援センターに専門セ

ンター長を置き管理した。

（ 円）

児童手当支給事

務

児童手当（令和４年２月～令和５年１月分 ２月、３月随時）

・支給月額 ３歳未満 一律 月 円

３歳以上小学校修了前 第１・２子は月 円、

第３子以降は月 円

中学生 一律 月 円

特例給付 一律 月 円（所得制限限度額以上）

・支給状況 ３歳未満 延べ児童数 人 円

３歳以上

小学校修了前 〃 人 円

中学生 〃 人 円

特例給付 〃 人 円

合計 〃 人 円

（ 円）

保育所管理運営

事業

１ 子育て支援センター事業（にこにこ子育て支援事業）

親子の交流、相談、情報交換の場として、保育園併設の子育て支

援センターに相談員を配置し育児支援を行った。公立３センターに

おいては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため４月１日（金）

から５月３１日（火）まで使用を休止した。

・あやめ、みなと、川岸保育園 延べ利用者数 ２，０１０人

・ひまわり保育園 延べ利用者数 ２３７人

２ 運営管理

・一時休園中の若草保育園に関し、引き続き一時休園の継続を決定

した。

・公立保育園において、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

４月１日（金）から５月３１日（火）まで家庭における保育の協力

依頼を行い、登園日数に応じて保育料等の日割り計算を実施した。

３ 保育園健康管理事業

園児の健康管理のため、各種健康診断、検査等を実施したほか、

食育推進についての調査、研究や保護者対象の講座、実習などを実

施し、園児の健康増進に努めた。
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４ 保育職員研修事業

多様化する保育ニーズに応えるため、各種職員研修を実施し、保

育園職員の資質の向上に努めるとともに、園長会、主査会、栄養士

会等を定期的に実施して保育内容の充実を図った。

５ ぼくもわたしも おかやっ子事業

岡谷の歴史・文化・地域資源に触れ合う機会として体験型事業を

実施した。

・もろこし収穫体験 ５園実施

（新型コロナウイルス感染防止のため２園中止）

・みそ作り体験 ８園実施

６ 飛び出せ元気な おかやっ子事業（スケート体験）

年長クラスを対象に伝統スポーツであるスケートに親しむ事業を

実施した。

７ 世界にタッチ“英語に触れよう”事業

国際交流員により、英語や外国文化に触れる事業を実施した。

８ やってみようキッズエプロン隊事業

季節や旬の食材を活用し、児童が実際に見て、触れて、食べる

一連の体験を実施した。（共通食材 春の野草・いも類）

９ 原油価格及び物価高騰等による影響を受けている市内私立保

育所及び地域型保育事業所に対して、エネルギーコストの負担軽減

のため光熱水費の一部を負担した。 円

１０ 私立保育園運営費等補助事業

聖ヨゼフ保育園岡谷、ひまわり保育園、地域型保育事業所（きら

り岡谷市民病院園）の運営に対する補助を行い、児童の処遇向上と

保育内容の充実を図った。 円

１１ 多子世帯副食費支援事業

幼児教育・保育の無償化により施設が保護者から実費徴収する副

食費について、多子を養育する世帯に対する減免（第２子５０％、

第３子以降１００％）を実施した。 円

１２ 新型コロナウイルス感染症対応事業

感染拡大防止のため、対策用備品等を整備し、保育環境の向上を図った。

保育対策総合支援事業費国庫補助金 公立分 円

私立分 円

１３ 保育所等における 化推進等事業

保育所等における 化を推進し、子どもを安心して育てること

ができる環境整備を実施した。

保育対策総合支援事業費国庫補助金 私立分 円

円

保育所整備事業 １ 保育園エアコン設置事業

感染症による体調不良児の隔離や熱中症対策等、園児の体調に配

慮するため、公立保育園の事務室にエアコンを設置した。

円

２ 保育園食洗機設置事業

食器洗浄作業の効率化による安全で安心な給食提供のため、長地

保育園調理室に食洗機を設置した。 円

３ 公立保育所移管整備事業

岡谷市保育園整備計画に基づく保育所整備事業により、市が開設

した保育所の移管運営法人 学校法人信学会 に対し、信学会東堀保

育園整備事業にかかる補助を行った。 円

（ 円）
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認定こども園運

営事業

１ 原油価格及び物価高騰等による影響を受けている信学会東堀

保育園に対して、エネルギーコストの負担軽減のため光熱水費の一

部を負担した。 円

２ 運営費等補助事業

信学会東堀保育園の運営に対する補助を行い、児童の処遇向上と

保育内容の充実を図った。 円

３ 多子世帯副食費支援事業

幼児教育・保育の無償化により施設が保護者から実費徴収する副

食費について、多子を養育する世帯に対する減免（第２子５０％、

第３子以降１００％）を実施した。 円

円

子育て世帯への

臨時特別給付金

支給事業

新型コロナウイルス感染症による影響等を踏まえた令和３年度

子育て世帯への臨時特別給付金支給事業において、令和３年度末ま

での出生等による令和４年度申請支給分について繰り越し実施し

た。

・対象者 申請支給対象者 世帯 対象児童 人

・支給額 一人一律 円 円

（ 円）

低所得の子育て

世帯生活支援特

別給付金（ひとり

親世帯以外分）支

給事業

コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」を踏ま

え、低所得の子育て世帯（ひとり親世帯以外）に対して、生活支援

特別給付金を支給した。

・対象者 世帯 対象児童 人

・支給額 一人一律 円 円（国）

・支給額 一人一律 円 円（市）

（ 円）

子育て世帯価格

高騰対策支援給

付金支給事業

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、電気・

ガス料金や食料等の物価高騰等に直面する子育て世帯の負担軽減

を図るためとして、子育て世帯価格高騰対策支援給付金支給事業を

実施した。

・対象者 世帯 対象児童 人

・支給額 一人一律 円 円

（ 円）

私立幼稚園教育

振興事業

１ 原油価格及び物価高騰等による影響を受けている市内２私立

幼稚園に対して、エネルギーコストの負担軽減のため光熱水費の

一部を負担した。 円

２ 私立幼稚園運営費等補助事業

幼児教育の推進、充実支援のため、市内３私立幼稚園に対して運

営費等の補助を行った。 円

３ 多子世帯副食費支援事業

幼児教育・保育の無償化により施設が保護者から実費徴収する副

食費について、多子を養育する世帯に対する減免（第２子５０％、

第３子以降１００％）を実施した。 円

円

子ども家庭総合

支援拠点事業

子どもが心身ともに健やかに育成されるよう、子どもとその家庭

及び妊産婦の福祉に関し、必要な実情の把握に努め、情報の提供を

行い、家庭その他からの相談に応じ、調査及び指導を行うとともに、

その他の必要な支援を行った。

・家庭児童相談は、家庭児童相談員により家庭、保育園等における

児童に係わる相談、指導を行った。

相談件数 延べ ３，７７０件
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・要保護児童対策地域協議会を開催し、関係機関の連携を図った。

代表者会議１回、実務者会議４回、研修会１回、

ケース検討会５９回

旧まゆみ園等土

地建物売却事務

旧まゆみ園等の土地・建物について、特定非営利活動法人岡谷市

手をつなぐ育成会と売買契約を締結し、売却した。

・契約日 令和４年１０月１２日

・面積 土地：１，９２４．２９㎡

建物： ５３０．２２㎡

・売却額 ７９，３６８，９００円

子ども・子育て支

援審議会

子ども・子育て支援法に基づく審議会として、子育て支援施策に

関する審議を行うために会議を開催した。

・岡谷市保育園整備計画中期計画に関する審議等

審議会 ６回開催 円

保育園整備計画

の推進

岡谷市保育園整備計画中期計画策定業務

少子化や核家族化の進展、共働き世帯の増加など、ライフスタイ

ルの変化に伴う保育ニーズへの対応や将来の子どもたちの生き抜

く力を育むため、幼児期における保育・教育の質の向上や施設の老

朽化対策を目的に、子ども・子育て支援審議会においての検討、審

議やパブリックコメントの実施などを経て策定した。

第３ 主な統計、行政資料等

１ 児童福祉

（１） 児童福祉施設入所状況

施 設 別 年度当初 年度末
※きらり、信学会含 人 人

保 育 所 等

乳 児 院

養 護

児 童 自 立 支 援

情 緒 障 が い 児

里 親

そ の 他

計

（２） 家庭児童相談状況

種 別 相談件数 種 別 相談件数

養護相談

件

保健相談

件

障がい相談 非行相談

育成相談 その他

計
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２ 子育て支援館「こどものくに」利用状況

年度 登録組数 利用延べ組数 利用者数
組 組 人

令和 年度

令和 年度

増減

３ 保育所

（１） 保育所別児童入所状況

区分

保育所

児 童 数 う ち 広 域 入 所

受 託 児 童 数

延べ
定 員 延べ人員 月平均人員

人 人 人 人

市

内

保

育

所

等

公

立

小口保育園

今井保育園

あやめ保育園

川岸保育園

夏明保育園

成田保育園

みなと保育園

長地保育園

若草保育園（休園）

西堀保育園

神明保育園

横川保育園

つるみね保育園

計

私

立

信 学 会 東 堀 保 育 園

、 号

聖ヨゼフ保育園岡谷

ひまわり保育園

きらり岡谷市民病院園

計

合 計

市外保育所等（委託） － －

総 合 計 －

※合計欄の月平均人員は合計延べ人員を ヶ月で除したものです。
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（２） 保育料階層別児童状況

区 分 年間延べ人数

階層＼保育料負担 全額 半額 円減 無料及び無償化

人 人 人 人

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

第 階 層

計

合 計 （広域入所及び公立交流保育児童を除く。）

（３） 特別保育事業

区 分 実施保育所 保育時間

長時間保育

平
日

小口、今井、あやめ、川岸、夏明、成田、

みなと、長地、西堀、神明、横川、つるみ

ね、信学会東堀、聖ヨゼフ岡谷

： ～ ：

ひまわり ： ～ ：

きらり岡谷市民病院園 ： ～ ：

土
曜

小口、今井、あやめ、川岸、夏明、成田、

みなと、長地、西堀、神明、横川、つるみ

ね

： ～ ：

聖ヨゼフ岡谷、信学会東堀 ： ～ ：

ひまわり ： ～ ：

きらり岡谷市民病院園 ： ～ ：

一時保育

あやめ、つるみね、聖ヨゼフ岡谷 ： ～ ：

ひまわり ： ～ ：

きらり岡谷市民病院園 ： ～ ：

休日保育 あやめ ： ～ ：

４ 幼稚園児数及び学級数 （令和４年５月 日現在）

定 員 学級数 在園児数 うち市内在住者

聖母幼稚園

ヤコブ幼稚園

瑞穂幼稚園

信学会東堀保育園

号 保育認定と同室

計
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健 康 推 進 課

（188）
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第１ 概説

健康推進課では、「第３次岡谷市健康増進計画」に基づき、福祉、医療との連携を

図りながら、総合的な健康づくりを推進した。

岡谷健康福祉施設については、新型コロナウイルス感染症の影響による利用料収入

の減や、電気・ガス等の価格高騰による影響が大きかったことから、指定管理者に対

し支援を行った。

また、男子サウナ室の改修工事をはじめ、男女浴槽ろ過機ろ材交換、配管洗浄等施

設機器修繕工事を実施し、安全な施設の維持に努めた。

予防事業では、感染症の予防と蔓延防止を目的とした各種予防接種を実施した。

母子保健事業では、母子保健法に基づく妊婦一般健康診査、産婦健康診査、乳幼児

健康診査、産後ケア事業、母子訪問指導及び各種教室等を実施し、妊娠・出産・育児に

関する知識の普及を図るとともに、安心して子育てのできる環境づくりに努めた。

また、令和５年３月から新たに、妊娠期から出産・子育て期まで一貫して身近で相

談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ「伴走型相談支援」と、妊娠・

出産時の関連用品等購入費の助成や子育て支援サービス等の利用者負担軽減を図る

ための経済的支援「出産・子育て応援給付金」を一体的に実施する「出産・子育て応

援給付金事業」を開始した。

健康管理事業では、感染予防対策を講じながら、第３次岡谷市健康増進計画に基づ

く「健活プロジェクト」を展開し、生活習慣病予防対策等の強化を図った。

事業開始から２年目となる「高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業」

では、高齢者の多様な課題に対し、高齢者に対する個別的支援及び通いの場等への関

与により、きめ細やかな保健事業等を行い支援に努めた。

また、市民の健康づくりや健康増進に対する意識の啓発を目的として実施している

健康ポイント事業について、がん検診受診者等に「オカヤペイ」のポイントの付与を

行い、市民の健康づくりや健康増進に対する意識の啓発を図った。

岡谷市看護専門学校では、岡谷市病院事業をはじめとする実習受入れ機関の協力の

もと、所定のカリキュラムに基づいた教育を行い、地域医療に貢献する看護師の養成に

取り組んだ。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

岡谷健康福祉施

設管理事業

（ロマネット）

指定管理者に㈱やまびこスケートの森を指定し、市民の健康福祉

の増進に努めた。

・利用者数 ２２６，８９８人

（開館日数３１３日、１日平均７２４人）

朝風呂 ４７，０６６人 浴室利用 １７８，４８４人

無料利用者 １，３４８人

・利用料収入 ７９，３０３，９２１円

・ロマネット設備機器修繕工事等 ４，０７０，０００円

・男子サウナ室改修工事 ３，６７４，０００円

・男女浴室排煙窓修繕工事 ５５０，０００円

・バーデプール入口修繕工事 １８７，０００円

また、電気・ガス等の価格高騰及びこれまでの新型コロナウイル

ス感染症拡大防止対策により引き続き運営が厳しい状況であるこ

とから、収支均衡とした支援を行った。

２２，７８７，７１０円

（ 円）

保健衛生総務管

理事務

１ 休日在宅当番医制事業

住民の休日における初期救急医療の確保のため、休日在宅当番

医制事業を岡谷市医師会へ委託し実施した。

１，６９３，７６６円

２ 病院群輪番制病院運営事業

住民の夜間、休日における入院治療を必要とする重症救急患者

の医療確保のため、諏訪広域連合で諏訪地域の６病院を指定し、

病院群輪番制病院運営事業を行った。

８，１６９，６０８円

３ 諏訪地区小児夜間急病センター運営事業

小児の初期救急医療を一ヶ所に集中することにより、二次医療

機関との機能分担を図り、小児医療を広域からなくさないため

に、一次救急を担う「諏訪地区小児夜間急病センター」を諏訪広

域連合で設置し、諏訪地区小児夜間急病センター運営事業を行っ

た。

５，２９６，７０９円

４ 看護師修学支援貸付金

岡谷市看護専門学校の学生に対し、修学支援として貸付金の貸

与を行った。

４件 １，２００，０００円

５ 献血事業

医療用血液確保のため、長野県赤十字血液センター（諏訪出張

所）、諏訪保健福祉事務所とともに、市内事業所への献血協力依

頼や街頭献血等を実施した。 年間献血者数 延べ１，０９７人

（ 円）

保健センター管

理事業

各種健（検）診、各種予防接種、健康教室、栄養教室等の受診・

受講者が安全に利用できるよう、保健センターの管理を行った。

・排煙窓開閉装置取替工事他 計 ３件 １５３，７８０円

（ 円）

保健委員事業 市民一人ひとりが健康への関心を高め、健康づくりを実践してい

けるよう地域で活動する保健委員連合会に対し活動負担金の助成

を行うとともに、その活動や会の運営に対して支援を行った。
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・保健委員連合会活動負担金 ２，０２７，３４０円

・保健委員連合会役員会 １回 ４人

・保健委員連合会理事会 ８回 ４１人

・地区保健委員会いきいき健康学習 ２１６回 ３，００２人

・保健事務嘱託員研修 ７回 １５１人

（ 円）

予防事業 予防接種法及び感染症法による感染症の予防と蔓延防止を目的

とした予防接種を実施した。

【個別接種】

麻しん風しん混合（第１期･第２期）、日本脳炎 第１期・第２

期・特例）、水痘、子宮頸がん、Ｈｉｂ、小児用肺炎球菌、Ｂ

型肝炎、四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポ

リオ）、二種混合（ジフテリア・破傷風）、ＢＣＧ、ロタウイル

ス、高齢者インフルエンザ、高齢者用肺炎球菌

・風しんの追加的対策

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生まれた

男性を対象に、風しん抗体検査及び予防接種を行い、風しんの

まん延防止と先天性風しん症候群の発症を予防した。

令和元年度から令和３年度までの３年間の時限措置であった

が、令和４年度から更に３年間延長となった。

令和４年度の対象者（昭和３７年４月２日から昭和５４年４月

１日までの間に生まれた男性）の内未受診者 ３，４３９人

抗体検査受診者 １３２人

抗体検査受診者のうち抗体価陰性の方 ３１人

陰性の方のうち予防接種を受けた方 ２２人

１，２９２，８９２円

・定期予防接種県外接種者給付金

給付実績 ７人（６ワクチン２０回） ２０４，７４６円

（ 円）

母子保健事業 母性並びに乳幼児の健康の保持増進を図るため、妊産婦、乳幼児

及びその家族等に対して、各種教室や相談事業を実施し、妊娠・出

産・育児に関する知識の普及を図るとともに、安心して子育てができる

環境づくりに努めた。

１ 母子健康手帳の交付

妊娠届の受理を行い、母子健康手帳の交付を行った。また、交

付の際、マタニティアンケートを実施し、妊婦の健康状態や生活

の状況を把握し、必要な保健指導を行った。

母子健康手帳発行数 ２１５件

２ 相談事業

（１）保健センター育児相談

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４月、８月、合計

２回中止した。

・育児相談 毎月２回 ２２回 ２４３人

・栄養相談 毎月２回 ２２回 １４３人

・歯科相談 毎月２回 ２２回 ４６人

（２）随時相談

・面接相談 １３件

・電話相談 １９３件

（３）女性のための健康相談

妊娠や出産にかかわる相談や思春期から更年期まで女性の健

康に関する相談について、助産師が予約制の個別相談を実施し

た。 ３回 ３件
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３ 教室関係

・パパママ教室 １０回 １３７人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４月、５月、８月

９月、１１月は合計５回中止。９月、１月、３月は人数が集まら

ず合計３回中止した。

・離乳食教室 ３０回 １８９人

・２歳児にこにこ教室 １９回 ２７４人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、時間を分けて案内

し、時間短縮で実施した。

・ほっこり子育て応援講座 ０回 ０人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。育児不安等の

相談は予約心理相談を案内した。

・むし歯予防教室（フッ素塗布） １９回 ２５５人

・思春期健康教育事業 市内４中学校３年生

５回 ３７６人

４ 保育園・学校歯科指導

・保育園・幼稚園 ２８回 ５７０人

小・中学校は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止し

た。

５ 不妊及び不育症治療費助成事業

不妊治療等を行っている夫婦に医療費の一部を助成し、経済的

負担の軽減を図った。

助成件数 ３６件 １，１８７，１８８円

≪内訳≫

・一般不妊治療 ２０件 ５８２，２６７円

・特定不妊治療（経過措置分） ４件 １６９，１０９円

・生殖補助医療 １２件 ４３５，８１２円

６ 未熟児養育医療給付事業

養育のために入院が必要な未熟児に対して、その養育に必要な

医療費を給付する事業。

７ 授乳・育児相談等事業

産後の母親を対象に助産師による「乳房マッサージ等乳房管理

指導」、「沐浴・授乳育児指導等」を医療機関等に委託し実施した。

５４９，１００円

・委託医療機関 延べ利用回数 ２７４回

・その他医療機関 延べ利用回数 １回

８ 産後ケア事業（短期入所型・通所型）

産後支援を必要とする母子に対して、医療機関等で宿泊等によ

る心身のケアや育児サポート等を行った。

・利用者数 短期入所型１８人、通所型１人

・延べ利用日数 ６８日

９ 妊婦一般健康診査

妊娠中の健康診査（基本健康診査（１４回）・追加検査（５回）・

超音波検査（４回）※（）内標準回数）を、長野県医師会及び長

野県助産師会に委託し実施した。

・受診券交付人数 ２１５人

・健診受診者実人数 ３８９人

・基本健診延べ受診回数 ２，８６７回

・追加検査延べ受診回数 １，１２７回

・超音波検査延べ受診回数 ９０３回
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１０ 妊婦一般健康診査県外受診補助金

母体及び胎児の継続的な健康管理を行うため、里帰り等により

県外で妊婦健康診査を受診した経費について助成を行った。

・助成件数 １３件

・延べ受診回数 ５１回

・補助金支給合計額 ３１１，６００円

１１ 産婦健康診査

産後２週間・１か月の産婦に対する健康診査を長野県医師会及

び長野県助産師会に委託し実施した。

・受診券交付人数 ２１５人

・健診受診者実人数 ２５２人

・２週間健診延べ受診回数 ２０６回

・１か月健診延べ受診回数 ２４１回

１２ 産婦健康診査県外受診補助金

里帰り等により県外で産婦健康診査を受診した経費について

助成を行った。

・助成券数 ７件

・延べ受診回数 １２回

・補助金支給合計額 ６０，０００円

１３ 家庭訪問指導事業

乳幼児のいる家庭に対して訪問を実施し、乳幼児健康診査や予

防接種をはじめ育児に関する情報を提供するとともに、産婦及び

乳幼児の健康管理を行った。また、必要者には継続的な支援や必

要なサービスの提供を行った。

（１）訪問指導

・妊産婦訪問 ２５６人（延べ２５７人）

・乳幼児訪問 ２８４人（延べ３９９人）

（２）産後ママサポート事業

産後、産婦及び乳児の世話をする者がいない家庭に、育児・家

事等の援助をするために、支援員を派遣した。

３件（延べ回数１３回 延べ利用時間１６．５時間）

（ 円）

乳幼児健康診査

事業
乳幼児の健康の保持増進を図るため、疾病の早期発見のための健

康診査を行うとともに、必要な保健指導を行った。

１ 乳幼児健康診査

岡谷市医師会及び岡谷下諏訪歯科医師会の協力のもと、乳児

（３～４か月児、９～１０か月児）、幼児（１歳６か月児、３歳

児）を対象に、各健康診査につき毎月１回実施した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、時間を分けて案内

し、時間短縮で実施した。

２ 個別指導

・母性相談（３～４か月児健康診査時実施） ２６４人

・歯科指導（９～１０か月児健康診査時実施） ２７７人

・離乳食指導（９～１０か月児健康診査時実施） ２７８人

（ 円）
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出産・子育て応援

給付金事業

妊娠期から出産・子育て期まで一貫して身近で相談に応じ、様々

なニーズに即した必要な支援につなぐ「伴走型相談支援」と、妊娠・

出産時の関連用品等購入費の助成や子育て支援サービス等の利用

者負担軽減を図るための経済的支援「出産・子育て応援給付金」を

一体的に実施した。

１ 伴走型相談支援

（１）妊娠届出時面談 ２２件

２ 出産・子育て応援給付金

（１）出産応援給付金 ９４件 ４，７００，０００円

（２）子育て応援給付金 ６６件 ３，３００，０００円

（ 円）

栄養改善事業 市民が食に関する様々な経験を通じ、「食」に関する知識と「食」

を選択する力を身につけ、生涯にわたり健康で心豊かな生活を送る

ことができるよう、おいしくたのしくおかや食育プラン推進事業と

して、食育情報の発信や栄養相談等、食育の推進に努めた。

１ 各種栄養講座、栄養相談

・おいしく楽しく栄養講座 ３回 延べ参加者 ２８人

・料理動画を撮影し、シルキーチャンネルで放映した。 ３回

・出前講座・その他の講座等 ６回 延べ参加者２２５人

・介護保険証交付説明会栄養ミニ講座８回 参加者 １１８人

２ 食育の周知啓発

・食育推進研修会

講演「食育とＳＤＧ 」

期日 令和５年３月２日（木）参加者 ３０人

場所 岡谷市保健センター１階研修室

講師 松本大学 硲野 佐也香氏

・ホームページを活用した食育情報の発信 毎月１回

・もっと野菜を食べよう！運動の推進

野菜レシピの周知・配布（各支所、イベント等） １８箇所

ホームページを活用した野菜レシピの掲載等

３ 食生活改善及び食育推進活動における地区組織の育成支援と

して、岡谷市食生活改善推進協議会の学習会等を実施した。

１６回 延べ参加者 １７５人

（ 円）

健康づくり推進

事業

生活習慣病予防をはじめ、健康の保持増進を図るための正しい知

識や情報を提供するため、健活プロジェクトとして健康づくり講演

会や各種教室、健康相談等を実施し、市民の健康の保持増進のため

の啓発を行った。

１ 健康づくり講演会

（１）「ネモケン先生の健康づくりウォーキング」

・期 日 ７月２日（土）

・場 所 岡谷市民総合体育館（スワンドーム）

・講 師 松本大学大学院 健康科学研究科

教授 根本 賢一氏

・参加者 ４３人（保健事務嘱託員等）

運動動画を撮影し、シルキーチャンネルで放映した。

・放映期間９月１日（木）～９月１５日（木）

（２）「動脈硬化と管理目標」

・期 日 １２月１６日（金）

・場 所 カノラホール小ホール

・講 師 岡谷市民病院 循環器内科

医長 佐藤 俊夫氏
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・参加者 約１００人

２ 音楽と運動による健康サポート事業

多数の健康増進プログラムを有するカラオケ機器を導入し、運

動・口腔・認知機能の維持向上に役立つ多彩な映像や音声メニュー

を通して、心身の健康づくりを推進した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域での積極的な機

器活用は控え、コロナ禍においても、自宅で運動等が継続できるよ

う、運動・口腔・認知機能の維持向上のためのコンテンツ動画をシ

ルキーチャンネルにて放映した。

・放映期間 ４月１日（金）～３月３１日（金）

３ 健康ポイント事業

健診受診者や健康づくりに関する講演会の参加者に「オカヤペイ

カード」のポイント引換券を配布し、加盟店等でオカヤペイカード

にポイントの付与を行うことで、市民の健康づくりや健康増進に対

する意識の啓発を図った。 円

・後期高齢者健診（人間ドック･基本健診･生保健診含む）受診者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

・がん検診等の受診者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

・講演会の参加者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

（健康推進課のほか、医療保険課、介護福祉課で予算計上し実施）

４ “未来のげんきっず”応援事業

子育て家庭への経済的負担を軽減するため、子育て関連支援講座

の受講時にオカヤペイポイントを贈呈した。 円

・パパママ教室・離乳食教室受講者

引換券 Ｐ 発行数 枚 引換数 枚 ％

（健康推進課のほか、子ども課で予算計上し実施）

５ 健康相談

健康、栄養、歯に関する健康相談等を随時行った。

・一般健康相談 面接 ９件 電話 ７５件

・栄養相談 面接 ６３件 電話 １２０件

・歯科相談 面接 １２件 電話 ８件

・歯っぴ―相談（こどものくに） ２４回 延べ７４人

６ 訪問指導

・特定健診後の訪問指導 延べ ６件

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、対面での指導を回

避し、電話での指導とした。

７ 自殺対策推進事業

岡谷市自殺対策計画に基づき、地域における自殺対策の強化を図

った。

（１）ゲートキーパー養成講座

ア 長野県美容業生活衛生同業組合 岡谷支部

長野県理容生活衛生協同組合 岡谷支部

岡谷市保健事務嘱託員（合同）

・期 日 ５月３１日（火）

・場 所 庁舎９階大会議室

・講 師 佐久大学看護学部

教授 朴 相俊氏

・参加者 ７５人
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イ 長野県労働金庫 諏訪湖支店

・期 日 １１月１日（火）

・場 所 長野県労働金庫 諏訪湖支店

・講 師 株式会社コミュニケーションズ・アイ

伊藤 かおる氏

・参加者 ９人

ウ 諏訪信用金庫 岡谷エリア

・期 日 １１月９日（水）

・場 所 諏訪信用金庫 本店

・講 師 株式会社コミュニケーションズ・アイ

伊藤 かおる氏

・参加者 ８人

エ 岡谷市職員

・期 日 １月２６日（木）

・場 所 庁舎９階大会議室

・講 師 岡谷市民病院

公認心理師 増田 美奈氏

・参加者 １６９人

（２）周知・啓発

ア 啓発リーフレット配布 ８，６８９枚

イ 啓発ティッシュ配布 ７，６９８個

ウ こころの体温計（メンタルヘルスセルフチェックシステ

ム）

市民がうつ病等のメンタル面の問題に対し，携帯電話やパ

ソコンの端末を使って、気軽にチェックを行うことで、心の

健康に目を向けるきっかけを作るとともに、相談できる窓口

の周知を図った。

・アクセス総数 １３，４０７回

（３）地域におけるネットワークの強化

ア 岡谷市自殺対策推進本部会議 １回

イ 庁内連携推進会議 ０回

８ 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業

高齢者の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実施するた

め、保健事業と介護予防に係る各種事業を実施した。

（１）高齢者に対する個別的支援

ア 後期高齢者健康診査の結果に基づき、生活習慣病の重症化

を予防するため、保健師、管理栄養士が保健指導等を行った。

実施者数９６人

イ シニア運動療法教室

糖尿病性腎症の重症化を予防するため、本人及びかかりつ

け医の同意が得られた者に対し、運動・栄養指導を行った。

クール９回の教室を２クール実施 実施者数 ９人

（２）通いの場等への関与

ア フレイル予防講座

・通いの場の実施数 ６箇所 回数１１回 参加者１５６人

イ 食を通じた健康づくりパネル展

・期間 令和４年８月３１日（水）～９月６日（火）

・場所 レイクウォーク岡谷１階レイクコート

（ 円）
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健診推進事業 基本健康診査、がん検診（胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、

子宮頸がん）、結核健康診断、成人歯科健康診査、二十歳の歯科健

康診査、三十歳の歯科健康診査、妊婦歯科健康診査、緑内障検診、

後期高齢者健康診査、ＡＢＣ検診、肝炎ウイルス検査の各種健診を

実施するとともに、後期高齢者人間ドックの助成を行い、疾病の予

防、早期発見、早期治療の促進に努めた。

（ 円）

新型コロナウイ

ルス感染症対策

国、県の方針に沿った本市における対応を協議、決定するため、

対策本部（任意）を設置し、合計１１回開催した。

本部会議では

・国、県の方針等に沿った本市における対応

・市主催のイベント、行事等の対応等について協議を行い、市民

等に周知・啓発し、新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めた。

看護専門学校運

営事業

≪主な学校行事等≫

１ 入学式

・期 日：令和４年４月６日（水）

・入学生：１８名（９回生）

２ 岡谷市看護専門学校祭「第９回もりのこだま祭」

・新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み、一般公開を中止

３ 入学試験（１０回生）

社会人入学試験

・期 日：令和４年１１月１２日（土）

・受験者数：１名

・合格者数：１名

・入学者数：１名

一般入学試験

・期 日：令和５年１月５日（木）・６日（金）

・受験者数：２７名

・合格者数：２６名

・入学者数：２５名

４ 看護師国家試験

・期 日：令和５年２月１２日（日）

８回生２３名が看護師国家試験を受験した。

５ 卒業式

・期 日：令和５年３月１０日（金）

・卒業生数：２３名（８回生）

６ 授業料等免除

・対象者なし

（ 円）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 予防接種の内訳

（１）小児（Ａ類疾病）

区 分 対 象 者
実 施
者 数

備 考

四種混合
ジフテリア
百日せき
破傷風
不活化ポリオ

１
期

初回 回
生後 か月～ 歳半未満

人

延べ

通年
実施医療機関

追加

二種混合

ジフテリア

破傷風

期 歳以上 歳未満

麻しん風しん混合

期 歳～ 歳未満

期
歳以上 歳未満で小学

校入学前の１年間

ＢＣＧ 歳未満

日本脳炎

期

初回 回

生後 か月～ 歳半未満

延べ

追加

期 歳以上 歳未満

特例措置 歳未満

子宮頸がん予防（ 回）

小学 年生～高校 年生

相当の女子

延べ

キャッチアップ対象者
延べ

Ｈｉｂ（ 回） 生後 か月～ 歳未満
延べ

小児用肺炎球菌（ 回） 生後 か月～ 歳未満
延べ

水痘（ 回） 歳～ 歳未満
延べ

Ｂ型肝炎（ 回） 歳未満
延べ

ロタウイルス（ 回または 回）
生後 週～生後 週及

び生後 週

延べ
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（２）定期予防接種県外等接種者

区分
四種

混合

二種

混合
Ｈｉｂ

小児用

肺炎球菌

Ｂ型

肝炎
ﾛﾀｳｲﾙｽ

子宮

頸がん

給付

者数

人 人 人 人 人 人 人

接種

回数

回 回 回 回 回 回 回

（３）高齢者（Ｂ類疾病）

区 分 対 象 者
対 象
者 数

実 施
者 数

備 考

インフルエンザ

・ 歳以上

・ 歳～ 歳未満で

法に定める者

人 人

月～ 月

実施医療機関

高齢者用肺炎球菌

・年度年齢

歳以上

・ 歳～ 歳未満で

法に定める者

通年

実施医療機関

２ 母子保健指導事業

（１）妊娠届出の状況

妊娠届出数 妊娠月数別届出状況

届出

総数
初産婦 経産婦 週以内 ～ 週 ～ 週

週～

分娩まで
分娩後

人 人 人 人 人 人 人 人

（２）乳幼児健康診査

区 分
該当

児数

受診

児数

受診

率

異常

なし

所見

あり

所見ありの区分
う 歯

率

１人当

りう歯

本数
要観察

要精検・

要治療

治療

継続

人 人 ％ 人 人 人 人 人 ％ 本

～ か月児 － －

～ か月児 － －

歳 か月児

歳児
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３ 健康診査

（１）がん検診等

項 目
回数及び

実施期間

受診

者数

結果別人員

異常

なし
要精検者

要精検者の主な内訳

が ん で

あった者
未受診

人 人 人 ％ 人 人

胃がん検診（Ⅹ線）

回

ＡＢＣ検診

肝炎ウイルス検査

大腸がん検診

肺がん検診（Ⅹ線）

肺がん検診（ＣＴ）

結核健診

乳がん検診
視触診

マンモ

回

回

子宮頸がん検診（頚部）

月～ 月
子宮頸がん検診（体部）

（再掲）

（２）成人歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 月～ 月 人 人 人

（３）二十歳の歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 月～ 月 人 人 人

（４）三十歳の歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 月～ 月 人 人 人

（５）妊婦歯科健康診査

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要指導 要精検

人 通年 人 人 人

（６）緑内障検診

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 要精検・有所見

人 月～ 月 人 人

（７）後期高齢者健診

受診者数 実施期間
受診結果

異常なし 経過観察 要医療 治療継続

人 月～ 月 人 人 人 人

（８）後期高齢者人間ドック

受診者数 内訳

人
日帰り １泊２日

人 人
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４ 看護専門学校学生数 （令和４年５月１日現在）

区分 入学定員 総定員 年生 年生 合計

人数 名 名 名 名 名

５ 看護専門学校講師派遣協力機関及び実習受入れ機関の状況

講 師 派 遣 協 力

機関

飯田女子短期大学、飯田病院、岡谷市、岡谷市医師会、岡谷市

病院事業、岡谷市訪問看護ステーション、岡谷下諏訪歯科医師

会、上諏訪病院、居宅介護支援事業所湯けむり、栗田病院、こ

ころの医療センター駒ヶ根、信州大学、信州豊南短期大学、諏

訪湖畔病院、諏訪市医師会、諏訪赤十字病院、諏訪東京理科大

学、諏訪保健福祉事務所、長野県看護大学、はなみずきの里、

松本歯科大学、松本大学（五十音順）

実 習 受 入 れ 機

関

エコファおかや、岡谷市病院事業、岡谷市訪問看護ステーショ

ン、希望の里つばさ、信濃医療福祉センター、市立保育園、諏

訪湖畔病院、諏訪マタニティークリニック、ソレイユ、通所介

護（デイサービス）さわらび、ひだまりの家、養護老人ホーム

岡谷和楽荘（五十音順）
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
ワ ク チ ン 接 種 対 策 室
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第１ 概説

岡谷市組織規則第１３条に基づき設置した新型コロナウイルスワクチン接種対策室で

は、国の指針に基づき、市民への新型コロナウイルスワクチン接種を実施するため、岡谷

市医師会や岡谷市民病院など関係機関と連携・協力し、集団接種及び個別接種により、安

全且つ迅速なワクチン接種に努めた。また、より多くの市民が不安なく円滑に接種できる

よう、予約方法や接種スケジュール、副反応などについて、ホームページ、広報、新聞等

によりきめ細かな周知を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

新型コロナウイ

ルスワクチン接

種事業

岡谷市医師会や岡谷市民病院等との連携・協力により、追加接

種（３，４回目）、令和４年秋開始接種（オミクロン株対応２価

ワクチン接種）、小児接種（５歳から１１歳）、乳幼児接種（生後

６か月～４歳）、初回接種（１・２回目接種）を希望する接種対

象者に実施した。

１ 追加接種（３、４回目接種、令和４年秋開始接種）

初回接種が完了した接種対象者に対して、追加接種（３，４

回目）を４月から９月に実施。また、新型コロナウイルスの

オミクロン株の流行に対応するため、オミクロン株対応２価

ワクチンの接種を、１０月から希望する対象者に対して実施

した。

２ 小児接種（５歳から１１歳）

初回接種が完了していない５歳から１１歳の児に対して初回

接種（１，２回目）を実施。また、初回接種が完了した接種

を希望する対象者に対して、１０月から追加接種（３回目）

を実施した。

３ 乳幼児接種（生後６か月から４歳）

６か月から４歳の接種を希望する接種対象者に対して初回接

種（１ ２ ３回目）を実施した。

４ 初回接種（１・２回目接種）

初回接種が完了していない１２歳以上の接種を希望する対象

者に対して、４月から３月まで年間を通じ接種機会を設け、

接種を実施した。

（ 円）
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産 業 振 興 部

（208）
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工 業 振 興 課

（210）
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第１ 概説

工業振興課では、「岡谷市工業活性化計画」に基づき、本市の基幹産業である製造業

の振興と活性化を図るため、さまざまな施策を実施するとともに、長引く新型コロナ

ウイルス感染症のほか、国際情勢などによる社会経済の変動の影響を受ける企業に対

し、各種経済対策を講じ支援した。

また、テクノプラザおかやが開館２０周年を迎えたことから記念事業を実施すると

ともに、３年ぶりとなるテクノプラザおかやものづくりフェア２０２３を開催し、も

のづくりへの意識の醸成と市内製造業のＰＲを図った。

産業政策事業では、市内企業の流出防止及び事業拡張を支援するため、岡谷市商工

業振興条例に基づく補助金の認定・交付を行った。また、先端設備等導入計画の認定

事務、地域経済牽引事業に関する課税免除の条例等を通じ、中小企業の設備投資の促

進を図ったほか、諏訪圏５市町村による「モノづくり集積地ＳＵＷＡのヒトづくりプ

ロジェクト」を実施した。

工業支援事業では、ウィズコロナ・アフターコロナでの社会経済への対応を図るた

め、デジタル化の推進、生産性の向上、新技術開発や次世代産業への参入などの取組

への支援のほか、原油価格・物価高騰等に係る省エネルギー対策などにより市内企業

の成長の後押しや事業の継続を下支えするとともに、長野県及び本市の制度資金によ

り市内中小企業の支援を行った。また、中小企業経営技術相談所を中心に経営・金融、

受発注、加工技術、事業承継などのきめ細やかな相談業務を実施した。そのほか、テ

クノプラザおかやの適正な管理運営を行った。

雇用対策事業では、コロナ禍での従業員の雇用維持を図るため、雇用調整助成金へ

の上乗せ補助を実施するとともに、企業の人材確保を後押しするため、採用活動のオ

ンライン化への取組みに対する補助事業や企業の採用活動に対する個別相談を実施

した。また、新規学卒者の求職者支援として、就職説明会や市内企業経営者などとの

交流、セミナー等を開催し、地元就職及びＵＩＪターンの促進を図った。更に、中学

生及び高校生のキャリア教育支援として、地元企業担当者による講話のほか、市内高

校において合同企業研究会を実施し、意識の醸成及び、地元企業への就業促進を図っ

た。そのほか、勤労者福祉推進団体である（一財）諏訪湖勤労者福祉サービスセンタ

ーの育成・支援及び指定管理者による勤労者福祉施設の管理運営を行った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

労務管理事業 １ 巡回労働相談

南信労政事務所と連携し、雇用や労働条件及び人事・労務管

理に関わる出前相談会を実施した。

・相 談 員 南信労政事務所 労働相談員

・場 所 勤労青少年ホーム

２ ＰＣＲ検査による事業活動支援

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

岡谷市民病院と連携し、海外渡航等に際して必要となるＰＣ

Ｒ検査を実施し、コロナ禍での事業活動を支援した。

円

勤労者福祉対策

事業

勤労者福祉等推進事業団体の育成・支援

一般財団法人 諏訪湖勤労者福祉サービスセンター補助金

・交付金額 １５，１９２，０００円

円

労働金庫預託金 １ 労働金庫預託金

勤労者生活資金融資を行うための貸付原資を労働金庫に預

託した。

・預託金額 ３０，０００，０００円

２ 勤労者生活資金融資

・令和４年度新規融資件数 ６件

・年度末融資残高 ２７，９９３，９１１円

円

若年人材確保事

業

１ 新卒者就職活動支援

（１）おかや就活サークルその１

自分に合った仕事・キャリア発見セミナー

コミュニケーション力向上セミナー

先輩社員と語ろう

・期 日 １２月２７日（火）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ５名

（２）おかや就活サークルその２

自己 セミナー

面接対策・面接コミュ力セミナー

経営者と語ろう

・期 日 ２月２日（木）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ８名

（３）おかや就活サークルその３

模擬面接体験

・期 日 ２月２２日（水）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ７名

２ 新入社員・若手社員フォローアップ研修

・期 日 １１月１８日（金）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ６社 １８名

３ 採用力向上セミナー

・期 日 ４月２７日（水）

・場 所 テクノプラザおかや
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・講 師 株式会社シンミドウ 松村 亮平 氏

・参加者数 ３２名

４ 採用活動企業 個別相談

・期 日 ５月～７月 １１日間

・場 所 市内企業

・協 力 株式会社シンミドウ

・参加企業 ２８社

５ 大学訪問事業

市内企業の若年人材確保及びＵＩＪターン就職を促進す

るため、大学訪問を実施した。

・県内の大学・短大等９校、県外の大学・短大等９校

６ おかや就業・移住マッチングｉｎ Ｔｏｋｙｏ

期 日 ２月１８日（土）

場 所 ＢＩＺ新宿（新宿区立産業会館）

参加者数 ８名

参加企業 ３０社（うち市内企業１０社）

７ 高校生のための岡谷市合同企業研究会

岡谷東高等学校

・期 日 ６月１日（水）

・参加者数 ２６４名

・参加企業 ４０社（うち市内企業１６社）

岡谷工業高等学校

・期 日 ６月２３日（木）

・参加者数 ２３５名

・参加企業 ８９社（うち市内企業３４社）

８ 新入社員激励会

・期 日 ４月５日（火）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加者数 ３１社 １５２名

９ 学校教職員事業所視察会

・期 日 ５月２５日（水）

・視 察 先 市内７企業

・参 加 者 近隣高校の進路指導担当教諭 ７校７名

１０ 諏訪地域高校生の雇用促進連絡会議

・期 日 ５月１７日（火）

・場 所 諏訪市文化センター

・参加企業 ７６社（うち市内企業１５社）

・参加教諭 ７校７名

１１ 諏訪地域企業ガイダンス

（１）期 日 ６月３日（金）

場 所 茅野市マリオローヤル会館

参加者数 のべ５９名

参加企業 １００社（うち市内企業２８社）

（２）期 日 ８月１９日（金）

場 所 茅野市マリオローヤル会館

参加者数 のべ３８名

参加企業 ９９社（うち市内企業２６社）

（３）期 日 ２月４日（土）

場 所 茅野市民館

参加者数 のべ６０名

参加企業 １２０社（うち市内企業３９社）
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（４）期 日 ３月１０日（金）

場 所 イルフプラザ カルチャーセンター

参加者数 のべ９０名

参加企業 １２３社（うち市内企業３９社）

１２ 諏訪地域企業ガイド

６市町村及び諏訪地域労務対策協議会との連携により、企業

ガイドブックの作成・配布や就職支援サイト運営事業としてホ

ームページを運営し、新規学卒者及び大学、短大等に対し企業

のＰＲや各種イベントの情報発信を行い、市内企業への就職促

進を図った。

１３ インターンシップ促進補助金

・交付件数 １４社

・交付金額 ２４１，０００円

１４ 人結び採用チャレンジ応援補助金

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・交付件数 ２３社

・交付金額 ４，４７２，０００円

１５ 中学生キャリア教育支援事業

市内中学生を対象に、市内企業担当者による講話を行い、地

元企業の活躍や魅力と職業観の育成や礼儀などを学習した。

（１）期 日 ５月１９日（木）

場 所 岡谷南部中学校

参加学生 ２年生６９名

参加企業 ２社

（２）期 日 ６月２１日（火）

場 所 岡谷北部中学校

参加学生 ２年生１０９名

参加企業 ２社

（３）期 日 １０月７日（金）

場 所 岡谷西部中学校

参加学生 ２年生６１名

参加企業 ２社

１６ 高校生キャリア教育支援事業

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

コロナ禍で十分なキャリア教育が実施できない中、学生が将

来の就職をイメージできるよう、幅広い業種の市内企業担当者

より仕事内容や社会人としての心構えなどについて学習した。

・期 日 １０月７日（金）

・場 所 岡谷工業高等学校

・参加学生 ２年生１８３名

・参加企業 １０社

１７ ふるさと回帰情報発信事業

市外へ進学した学生に対して就職イベント等の情報を発信

し、ふるさと（岡谷市）への関心を喚起させるとともに、Ｕタ

ーン就職のきっかけを創出した。

円

求人・求職対策

事業

１ 若年者就業支援

（１）ミニジョブカフェ

県のジョブカフェ信州と連携した若者の就労に関わる出

前相談会

・相 談 員 ジョブカフェ信州 就業支援アドバイザー

・場 所 テクノプラザおかや
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２ 女性の就業支援

（１）女性の就業相談

県の女性の就業支援事業と連携した女性の就労に関

わる出前相談会

・相 談 員 女性就業支援員

・場 所 テクノプラザおかや ほか

（２）女性の再就職応援セミナー

期 日 ６月３日（金）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 女性就労支援トータルアドバイザー

堀 綾子 氏

・参加者数 １１名

期 日 １月２０日（金）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 キャリアコンサルタント 増田 綾子 氏

・参加者数 ７名

（３）ミニ就職説明会

期 日 ６月１０日（金）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加企業 １４社

・参加者数 １５名

期 日 １月２６日（木）

・場 所 テクノプラザおかや

・参加企業 １２社

・参加者数 １３名

３ 働きやすい職場づくり応援セミナー

期 日 ５月２７日（金）

・講 師 株式会社イトーキ 川島 紗恵子 氏

・参加者数 ２４名

４ 定年準備セミナー

・期 日 ２月８日（水）

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 特定社会保険労務士 中村 勝 氏

・参加者数 ３６名

５ 転職・移住者就職説明会

・期 日 １０月１９日（水）

・場 所 イルフプラザ カルチャーセンター

・参加者数 ４４名

・参加企業 １０４社（うち市内企業２７社）

６ 諏訪地域年末企業研究会

・期 日 １２月２８日（水）

・場 所 イルフプラザ カルチャーセンター

・参加者数 ７９名

・参加企業 ８５社（うち市内企業２８社）

７ 障がい者就労体験補助金

・交付件数 １社

・交付金額 １００，０００円

８ 働きやすい職場づくり応援補助金

・交付件数 ４社

・交付金額 ４６５，０００円
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９ 従業員の生活を守る雇用継続補助金

（新型コロナウイルス感染症対応事業）

・交付件数 ３社

・交付金額 ８４９，５４０円

円

勤労会館管理

事業

勤労会館は、一般財団法人諏訪湖勤労者福祉サービスセンター

が指定管理者となり、新型コロナウイルス感染症感染防止対策を

講じながら管理運営を行った。

指定管理料 勤労会館 １，８７６，０００円

１ 講座の開催

３講座を開催

・開催回数 のべ９回

・参加人数 のべ１７８名

２ 広報活動

ＰＲ用チラシにより、利用促進を図った。また、各種講座に

ついて、案内チラシの作成など利用者増の取組を行った。

３ 価格高騰対策支援事業負担金

電気料金、ガス料金、燃料費の価格高騰に伴う市負担金

１８，８２２円

円

勤労青少年ホー

ム管理事業

勤労青少年ホームは、一般財団法人諏訪湖勤労者福祉サービス

センターが指定管理者となり、新型コロナウイルス感染症感染防

止対策を講じながら管理運営を行った。

指定管理料 勤労青少年ホーム １１，５８６，０００円

１ 講座の開催

春夏秋冬で３３講座を開催

・開催回数 のべ２０８回

・参加者数 のべ２，６４５名

２ サークル等の活動、育成・指導

３７サークル等の活動（利用）があった。

・利用件数 のべ１，２５２件

・利用者数 のべ１２，４０６名

３ その他利用

・利用件数 のべ１６件

・利用者数 のべ２５４名

４ 広報活動

ＰＲチラシにより、利用促進を図るとともに、講座やサーク

ル等について、案内チラシの作成など利用者増の取組を行った。

５ 暖房機器入替え工事

故障に伴う暖房機器入替え工事 ４９５，０００円

６ 価格高騰対策支援事業負担金

電気料金、ガス料金、燃料費の価格高騰に伴う市負担金

３７９，０００円

円

ものづくり基盤

技術強化事業

１ 生産管理総合講座

「品質管理基礎講座」

・期 日 ７月５日 火 、１２日 火 、１９日 火

計３回

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 クオリティ創研 代表 小嶋 清孝 氏

・参加者数 のべ７８名
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「自社の強みを活かす事業戦略づくり」

・期 日 ９月６日 火 、１３日 火 計２回

・場 所 テクノプラザおかや

・講 師 エムアイマネジメントプラス

代表 松澤 哲也 氏

・参加者数 のべ１５名

２ 新技術・新製品等ものづくりチャレンジ企業応援事業

新技術や新製品等の開発に取り組む企業を支援するため、補

助金を交付した。また、工業技術専門官とともに申請事業の現

地調査及びアドバイス等を行った。

・交付件数 一般枠 ６件

開発試作枠 ２件

・交付金額 一般枠 ７，５４６，０００円

開発試作枠 ６００，０００円

３ ＤＸ推進デジタル化ツール導入支援事業補助金

市内製造業におけるデジタル技術を活用した生産性の向上

や新たな業務の効率化等によるＤＸの取組を促進するため、補

助金を交付した。

・交付件数 ６件

・交付金額 １，４４８，０００円

４ ＩＯＴ導入研修（共催事業）

（公財）長野県産業振興機構との連携により、中小企業、

ＩＴベンダー、支援機関がグループを構成し、デジタル化ツー

ルの研修、モデル企業の視察等により当該企業の課題を洗い出

す中で、デジタル化による解決方法を提案する研修を行った。

・開催回数 全９回

・参加者数 １６名

・モデル企業 株式会社牛越製作所

５ 製造業エネルギーコスト削減支援事業補助金

原油価格及び電気料金等の高騰によるエネルギーコストの

増大等の影響を受けている中小企業者に対し、再生可能エネル

ギーの活用や省エネルギー化等の設備投資によるエネルギー

コスト削減の取組を支援するため、補助金を交付した。

（１）市プラス支援分（県事業上乗せ支援）

・交付件数 １３社

・交付金額 ５，３７７，０００円

（２）市単独支援分

・交付件数 １１社

・交付金額 １０，０７４，０００円

６ クリーンエネルギー研究会

総会及び企業間交流の促進のための会員企業の工場等の訪

問は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

円

新分野開拓推進

事業

１ 展示会出展事業

市内中小企業との共同出展により新規受注開拓を支援した。

（１）諏訪圏工業メッセ２０２２

＜リアル展示会＞

・期 日 １０月１３日（木）～１０月１５日（土）

・場 所 諏訪湖イベントホール

・共同出展 ５社１団体

・来場者数 １４，５５３名
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＜オンライン商談会＞

・期 日 １０月１０日（月）～１２月２０日（火）

※アーカイブ配信期間含む。

（２）第５回自動車部品＆加工ＥＸＰＯ

・期 日 １０月２６日（水）～１０月２８日（金）

・場 所 ポートメッセなごや

・共同出展 ４社１団体

（３）第２６回いたばし産業見本市－製造と加工技術展 －

・期 日 １１月１日（火）～１１月３０日（水）

・場 所 東京都板橋区（Ｗｅｂ）

（４）第１３回微細加工ＥＸＰＯ

・期 日 令和５年１月２５日（水）～１月２７日（金）

・場 所 東京ビッグサイト

・共同出展 ６社１団体

２ 新規受注開拓推進事業

（１）展示会出展事業補助金

市内中小企業者の展示会出展による販路開拓を支援す

るため、補助金を交付した。

・交付件数 ２件

・交付金額 １７１，０００円

（２）次世代産業販路開拓支援事業補助金

市内中小企業者の新たな次世代産業への販路開拓を支

援するため、補助金を交付した。

・交付件数 １件

・交付金額 １００，０００円

３ 首都圏等受注開拓企業訪問

・首都圏 ９社 ・中京圏 ３社

・関西圏 １社 ・県内東信地区 １社

円

中小企業経営強

化支援事業

１ 景気動向調査

（１）定例実施

・実施時期 ４月、１０月

・対象企業 １００社

（２）随時実施

・実施時期 ８月、２月

・対象企業 ３０社

２ 新規創業者トータルマネジメントサポート事業

諏訪圏工業メッセに共同出展ブースを設置し、創業者、小規

模企業の出展を行い、地元企業や工業メッセに来場する大手企

業等への技術ＰＲを行った。（展示会出展事業の実績に含む。）

・出展企業 ５社１団体

３ ５Ｓ実践塾おかや

５Ｓの実践によって卓越した製造体質の確立を図るととも

に、お客様から信頼されるオンリーワン企業への革新を目指す

ことを目的とし活動を行った。また、儲かる５Ｓへのカイゼン

も新たな着眼点とし企業収益への意識付けも行った。

・期 日 ５月２５日（水）～１３回開催

・場 所 テクノプラザおかや、会員各社

・講 師 加藤シンクＴ 加藤 守一 氏

原 正夫 氏

・参加者数 ８社
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４ 事業承継支援事業

廃業を予定している企業や、後継者未定の企業等に対し適切

な支援につながるよう、長野県事業承継ネットワークに参画

し、県事業承継・引継ぎ支援センターのほか各支援機関との連

携を深めるとともに、岡谷商工会議所との共催により事業承継

セミナーを開催した。

また、市内中小企業の若手経営者や次期経営者候補等が参加

する２１経営者研究会の活動を支援した。

円

ものづくり人材

育成支援事業

１ ものづくり体験プログラム

次代を担う子ども達に、ものづくり体験を通じて、職業意識

やものづくりの楽しさ、尊さを学ぶきっかけを創出した。

・期 日 ７月２９日（金）

・体験場所 スペース 株式会社ミゾグチ

・参加者数 ３０人（対象：市内小学３年生から６年生まで）

２ 信州大学修士・博士課程専門職大学院支援事業

地域製造業の活性化と人材育成を目的として開設した修士・

博士課程コース等の支援を行った。

・修 士 １名

・博 士 ４名

・スキルアップコース ３名

３ 人材育成支援特別課程受講補助金

市内企業が信州大学特別の課程「超微細加工技術社会人スキ

ルアップコース」を受講する際の受講料の一部を支援した。

・交付件数 １件

・交付金額 ２５，０００円

４ ２１経営者研究会

若手経営者や次期経営者候補等の会員間で、自社が抱える課

題等を再認識し、企業の成長や発展を目指し、その解決方法を

模索するため、地域の先進的な企業等との意見交換や工場見学

等を行った。

・参加者数 １５社１５名

（第１回）

・期 日 ８月５日（金）

・訪 問 先 コジマＳ．Ｉ株式会社

（第２回）

・期 日 ９月３０日（金）

・訪 問 先 株式会社アイ・コーポレーション

（第３回）

・期 日 １２月９日（金）

・訪 問 先 有限会社南信熱錬工業

（第４回）

・期 日 ２月１７日（金）

・訪 問 先 ＴＰＲ株式会社 長野工場

円

産業連携・交流

推進事業

１ 工業会育成事業

（１）岡谷市金属工業連合会会員企業数 ８１社

・岡谷市機械精密工業会 ４９社

・岡谷市電気工業会 １０社

・岡谷市表面処理工業会 １６社

・岡谷市計量器工業会 ７社
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（２）評議員会及び総会等の開催

岡谷市金属工業連合会評議員会及び４工業会の総会

並びに情報交換会を開催し、市内企業の現状把握と企業

間連携を深めた。

（３）岡谷市金属工業連合会等視察研修

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

２ 産学官金連携推進事業

（１）エンジニアのための教養講座２０２２

現在抱えている課題の解決や新たな事業展開の参考と

していただくため、信州大学と連携し、地元企業や支援機

関向けに教養講座を開催した。

新型コロナウイルス感染症対策として会場とオンライ

ンのハイブリットにより開催。

・期 日 ８月３０日 火 ～１０月１８日 火 全８回

・場 所 テクノプラザおかや及びオンライン

・参加者数 のべ２６４名

（２）信州大学技術相談

企業が課題としている技術開発について信州大学教授

が対応する技術相談会により支援した。

３ 都市間交流

ものづくり企業が集積する他の市町村の中小企業や産業支

援機関との情報交換会を行い、連携を深めた。

（１）燕三条地区企業と市内企業による情報交換会

・期 日 ９月２７日（火）

・参加者数 ７社（うち市内企業３社）

（２）産業支援機関情報交換会

・期 日 令和５年３月１６日（木）

・参加者数 ５団体

円

中小企業経営技

術相談事業（中

小企業経営技術

相談所）

１ 中小企業経営技術相談・指導

（中小企業経営技術相談所、ひと・しごと相談窓口）

工業技術専門官及び工業活性化アドバイザーを配置し、市職

員との連携により受発注開拓、技術相談指導、経営・金融相談

等を通じて市内企業の技術革新や製品開発、経営体質強化等を

支援した。

また、他団体の研究会や各種会議等に参加し、他市等のアド

バイザーとの連携を深めるとともに、情報収集等を行った。

その他、創業や移住を希望する方の相談に応えた。

・経営・技術相談 ４８件

・融資相談 ２０３件

・雇用・就職相談 ６１件

・移住相談 １件

・その他相談 １５件

２ 販路開拓支援

市内外企業からのテクノプラザおかやへの直接加工発注案

件及び（公財）長野県産業振興機構を通じての加工発注案件に

対し、市内企業とのマッチングを行い、販路の開拓及び拡大を

支援した。

・依 頼 案 件 数：２７１件

・マッチング数：２１２件（うち契約成立２４件）

円
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産業振興企画事

業

１ 岡谷市の産業振興を考える懇談会

都市圏（関東・中京地区）で活躍している岡谷市出身者等の

企業経営者・大学教授等に参加いただき、現在の状況や今後の

動向について情報交換し、企業誘致や産業振興を図るための懇

談会を名古屋、東京で開催した。

（１）名古屋会場

・開 催 日 ７月１５日（金）

（２）東京会場

・開 催 日 １１月１８日（金）
円

産業活性化推進

事業

１ 工業活性化会議の開催

「岡谷市工業活性化計画」の進捗状況と達成度等の評価や検

証を行うため、市内企業代表者等１６名で組織する工業活性化

会議を開催し、実施した事業等を報告するなかで、ＰＤＣＡサ

イクルに基づく管理を行い、工業活性化を推進した。

第１回工業活性化会議

・開 催 日 ７月８日（金）

・出 席 者 １３名

第２回工業活性化会議

・開 催 日 １２月１２日（月）

・出 席 者 １２名

２ 商工業振興条例に基づく助成事業

市内企業の流出防止及び企業誘致の推進を図るため、工場等

の新設増設を行う事業者に対して土地取得額の一部や工場等

にかかる固定資産税相当額を助成し、市内での事業拡大や空き

工場等の有効活用を促した。

・特定地域への工場等新設・増設事業 １２件

・交付金額 ６８，４６０，０００円

３ 諏訪地域創業スクール

創業時に必要な手続や事業計画の作り方だけでなく、マー

ケティングをはじめとする基礎知識を習得できるスクールを

商工会議所と開催した。

・開 催 日 １０月１日（土）～１１月２６日（土）全６回

・出 席 者 ３０名

４ 創業のまち岡谷実現事業

市内の独立創業を促進し、創業者の経営基盤の確立及び営業

開拓を支援するため補助金を交付した。

・家賃支援事業 ７件

・スタートアップ支援事業（備品購入） ４件

・スタートアップ支援事業（特定物件等改修）３件

・広告宣伝支援事業 ７件

・備品等購入支援事業 ７件

・交付金額 ６，３９１，０００円

５ デジタル田園都市国家構想交付金【地方創生推進タイプ】

諏訪圏５市町村によるモノづくり集積地ＳＵＷＡのヒトづ

くりプロジェクト

「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込

む経済好循環の確立を目指し、諏訪地域ものづくり産業のハイ

ブランド化と、ブランドイメージを活かした“ものづくり人材”

のＵＩＪターン促進や若年層からのキャリア教育・人材育成等

を通じた中長期的な人材確保策（ＳＵＷＡ独自のキャリア・サ

イクルモデル）を展開するため業務委託し「ＳＵＷＡブランド
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の普及・高付加価値化事業」「関係人口の創出とものづくり人材

の育成・確保事業」を遂行した。

（１）関係人口の創出とものづくり人材の育成・確保業務

・委 託 先 国立大学法人信州大学

・履行期間 ４月１日～３月３１日

・金 額 ２２，０００，０００円

（２）ＳＵＷＡブランドの普及・高付加価値化業務

・委 託 先 ＮＰＯ諏訪圏ものづくり推進機構

・履行期間 ４月１日～３月３１日

・金 額 ８，０００，０００円

（３）広域的なものづくり学習機会の創出等業務

・委 託 先 公立大学法人公立諏訪東京理科大学

・履行期間 ８月３日～３月３１日

・金 額 ２，０００，０００円

６ 多様な働き方サポート補助事業

テレワーク等を目的とした市内のコワーキングスペース等

の利用を促進するため補助金を交付した。

・申請件数 ２９件 １０７，９００円

７ 諏訪地域中小企業支援セミナー

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける諏訪地域の中小

企業者に対し、国・長野県によるポストコロナ・ウィズコロナ

における「事業再構築」「省エネ投資」等の力強い設備投資支援

を目的とした「諏訪地域中小企業支援セミナー」を、諏訪信用

金庫、岡谷商工会議所及び岡谷市の共同主催で開催した。

・期 日 ４月１４日（木）

・場 所 テクノプラザおかや（オンライン）

・対 象 諏訪地域中小企業者

・参加者数 ３６社（うち市内 １０社）

・講 師 関東経済産業局地域経済部地域振興課

係長 稲木 慶太 氏

長野県産業労働部経営・創業支援課

主査 越 雅彦 氏

・共同主催 諏訪信用金庫 岡谷商工会議所 岡谷市

８ 中小企業生産性革命推進事業補助金

市内中小企業者が行う試作品開発や販路拡大、情報通信技術

を活用した業務効率化等による生産性の向上や新たな受注開

拓を促進するため、国が行う中小企業生産性革命推進事業補助

金等に採択された市内企業の取組に対し、補助金を交付した。

・交付件数 ８件

・交付金額 ２，３２７，０００円

９ 中小企業事業再構築促進事業奨励金

市内中小企業者の未来に向けた新分野展開、業態転換、事業・

業種転換等の取組及び事業再編又はこれらの取組を通じた規

模の拡大等の思い切った事業再構築を支援し、ウィズコロナ・

ポストコロナ時代の社会経済の変化への対応を図るとともに、

市内企業のより一層の成長を促進するため、国が行う中小企業

等事業再構築促進事業補助金に採択された市内企業の取組に

対し、奨励金を交付した。

・交付件数 １８件

・交付金額 ８，６８９，０００円

円
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企業誘致推進事

業

１ 市内企業の流出防止・企業誘致

産業集積の維持のため市内企業の流出防止や企業誘致を目

指し、金融機関、関係機関などとの情報交換を通じ、市内企業

の用地等の需要や市内未利用地等の情報の収集を行った。

２ 首都圏産業振興活動事業

より一層の産業振興を推進するため、平成２３年度から平成

２５年度までの３年間に亘る、首都圏産業振興活動拠点事業で

蓄積した情報・人脈等を活かすとともに、中小企業庁に１名の

職員を派遣した。

３ 先端設備等導入計画の認定

中小企業が設備投資を通じて、労働生産性の向上を図るため

に策定した先端設備等導入計画に対して、中小企業等経営強化

法に基づき認定を行った。

・新規認定件数 ２１件

・変更認定件数 ４０件

４ 企業・関係機関への訪問、情報収集

市内外の企業を訪問し、情報収集と岡谷市のＰＲに努めた。

５ 商工業用地等取得推進事業

岡谷宅地建物取引業協会との協定に基づき、市内における土

地の有効活用を促進し、市内企業の市外への流出防止及び企業

誘致を推進するため、商工業用地等の取得等を希望する企業に

対し、積極的な情報提供を行った。

・取得等希望企業数 ５社

６ ＩＣＴ企業等誘致及びＵＩＪターン促進事業

コワーキングスペースやおかやシェアオフィスが整備された

ことから、ＩＣＴ企業等の誘致、若者の雇用、ＵＩＪターンの

促進を図った。

円

地域おこし協力

隊活動事業

ＩＣＴ技術を切り口とした産業振興及びシティプロモーショ

ンに関する活動を行う隊員募集を行ったが、応募がなかったため

募集を終了した。

円

シェアオフィス

管理事業

岡谷市中央町アミューズメント施設内に整備されたおかやシ

ェアオフィスの安全な運営のため適切な維持管理・運営を行っ

た。

円

テクノプラザお

かや管理事業

１ テクノプラザおかや管理事業
産業の振興と地域経済の活性化を促進するための拠点施設

であるテクノプラザおかやの適切な維持管理・運営を行った。
施設利用状況

・専用施設利用件数 ９４５件
・専用施設利用者数 １８，９７２名
・共用施設利用者数 ５９９名
・施 設 利 用 料 ４，４９０，１００円

２ Ｗｅｂ会議環境整備事業
コロナ禍におけるＷｅｂ会議やウェビナーの需要の高まり

への対応、事業のデジタル化を促進するため、施設のＷｅｂ環
境等の整備を行い、利用者の利便性、サービスの向上を図った。

・研修室モニターの更新等備品整備 １，２９２，６６５円
・ネットワーク整備委託業務 ２，５５２，０００円

円
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テクノプラザお

かや自主事業

１ テクノプラザおかやものづくりフェア２０２３

マイコンカーラリー・テクノプラザおかや杯２０２３

「ものづくり・ひとづくり・ゆめづくり～未来を担うものづ

くり人材の笑顔のために“ものづくりパーク”～」をテーマに、

基幹産業であるものづくりの楽しさや難しさを学ぶ中で、もの

づくりへの愛着、探求心を深め、本市のものづくりへの興味を

増進させることを目的に、市内企業による体験型ワークショッ

プをメインに３年ぶりとなるものづくりフェア２０２３を開

催した。

また、中心市街地の公共施設に会場を分散し、同時開催イベ

ントを実施するなど、コロナ禍における地域活性化、市内回遊

性の向上を図った。

その他、日頃の学習・研究成果を競い合い披露する機会とし

て、全国各地の高校生の参加による「マイコンカーラリー・テ

クノプラザおかや杯２０２３」を開催した。

・期 日 令和５年２月４日（土）

・開催場所 テクノプラザおかや、イルフプラザ

市立美術考古館、岡谷蚕糸博物館

・来場者数 のべ４，８６１人

・ワークショップ参加企業 ２５社団体

２ テクノプラザおかや開館２０周年記念事業

産業振興拠点施設テクノプラザおかやの開館２０周年を記

念し、子どもならではの発想から生まれる「あったらいいな」

と思う製品等を創造したアイデアコンテストのほか、講演会を

開催した。

（１）ものづくりＯＫＡＹＡの発明王

～君も未来の発明王を目指そう～

・実施期間 ７月１日（金）～令和５年２月４日（土）

・応募件数 ５９件

・最終審査 １０件（立体作品によるプレゼン発表）

・協力企業 １０社（最終審査の立体作品の作成協力）

・受賞作品 １０件

グランプリ １件

準グランプリ １件

岡谷市金属工業連合会会長賞 １件

グッドアイデア賞 ７件

・作品公開 ものづくりフェア２０２３での特別展示

（２）記念講演会

・演 題 つながるクルマの新価値創造と、社会課題解決を

事業に！

・講 師 一般社団法人 うごく街 代表理事 今井武 氏

・期 日 令和５年２月３日（金）

・参加者 １１５名

円

中小企業金融対

策事業

１ 制度資金あっせん事業

制度資金のあっせんにより、市内中小企業の円滑な事業資金

調達を支援した。

令和４年度は、再生可能エネルギーの活用や省エネルギー設

備への更新等の促進を図るための「おかやグリーン成長対策資

金」、原油価格・物価高騰等の影響を受ける企業を支援するため

の「原油価格・物価高騰等対策特別資金」をそれぞれ創設する
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とともに、前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策

として「特別経営安定資金」により支援した。

・融資件数 ２１２件

・融資金額 １，６６７，５５０千円

・セーフティネット認定件数 ８３件

２ 金融情報交換会

・期 日 ４月２７日（水）

・場 所 市役所９階大会議室

・参加機関 八十二銀行、諏訪信用金庫、長野銀行、

長野県信用組合、岡谷商工会議所、

長野県信用保証協会

円

計量検査事業 １ 特定計量器定期検査

取引・証明に使用される特定計量器（質量計）の定期検査を

行った。

・検 査 戸 数 ４３戸

・検 査 個 数 ２３９個

・不 合 格 数 ６個

２ 商品量目立入検査

スーパーマーケット等において、自店舗で計量販売するパッ

ク商品の内容量が正確に計量されているか検査した。

・検査事業所数 ４事業所

・検 査 個 数 ２００個

・不 合 格 数 ０個

３ 計量記念日

１１月１日の計量記念日にあわせ、計量に関する知識普及・

思想啓発に関する新聞広告を掲載した。

・掲 載 紙 岡谷市民新聞

・掲 載 日 １１月１日（火）

円

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 制度資金

（１）市制度資金（あっせん資金）

資 金 名 件数 金 額（千円）

振興資金 （運転）

振興資金 （設備）

小規模企業資金 （運転）

小規模企業資金 （設備）

工場用地取得資金

関連倒産防止資金（運転）

関連倒産防止資金（設備）

商店近代化資金

おかやグリーン成長対策資金（運転）

おかやグリーン成長対策資金（設備）

経営安定資金（運転）

経営安定資金（借換）

開業資金（運転）
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開業資金（設備）

新分野開拓支援資金（運転）

新分野開拓支援資金（設備）

特別経営安定資金

原油価格・物価高騰等対策特別資金

合 計

（２）県制度資金（あっせん資金）

資 金 名 件数 金 額（千円）

小規模企業発展資金 運転

小規模企業発展資金 設備

経営健全化支援資金

経営安定対策（運転）

経営安定対策（設備）

特別経営安定対策（運転）

特別経営安定対策（設備）

防災・安全対策向け（運転）

防災・安全対策向け（設備）

災害対策（運転）

災害対策（設備）

新型コロナウイルス対策 運転

新型コロナウイルス対策 設備

信州創生推進資金

創業支援向け（運転）

創業支援向け（設備）

事業承継向け（運転）

事業承継向け（設備）

事業展開向け（運転）

事業展開向け（設備）

地域活性化向け（運転）

地域活性化向け（設備）

企業立地向け（運転）

企業立地向け（設備）

ゼロカーボン・次世代産業向け（運転）

ゼロカーボン・次世代産業向け（設備）

海外展開向け（運転）

海外展開向け（設備）

経営改善サポート資金（運転）

経営改善サポート資金（設備）

合 計
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２ 勤労青少年ホーム及び勤労会館利用状況

施 設 名
利 用 人 数（人）

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 増減

勤労青少年ホーム

勤労会館

３ テクノプラザおかや利用状況

（１）専用施設

（２）共用施設

施 設 名
利用人数（人）

令和 年度 令和 年度 増減

コワーキングスペース

施 設 名

令和 年度

（上段：件）

（下段：人）

令和 年度

（上段：件）

（下段：人）

増減

（上段：件）

（下段：人）

大 研 修 室 兼 展 示 場

Ｉ Ｔ 支 援 室

商 談 室

人材育成研修室（一括）

人 材 育 成 研 修 室 Ａ

人 材 育 成 研 修 室 Ｂ
△

△

異 業 種 交 流 ス ペ ー ス

実 習 室
△

△

合 計
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商 業 観 光 課

（230）
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第１ 概説

商業観光課では、市内中小小売業の振興と観光の振興に向け各種事業を展開した。

商業振興事業では、岡谷市商業活性化計画に基づき、市内小売店舗の支援、商店街

街路灯電気料や商業会等で運営している駐車場運営費の助成等各種補助事業を行っ

た。また、アミューズメント施設内の岡谷市民ミーティングルームを改修し、おかや

シェアオフィスを開設した。

商業等経済対策事業では、新型コロナウイルス感染症や物価高騰による地域経済へ

の影響を最小限とするため、商業者等に支援金を給付するがんばれ岡谷事業者応援支

援金や生活応援商品券事業（プレミアム付き商品券）に取り組んだ。

中心市街地活性化事業では、岡谷ＴＭＯによる中心市街地活性化事業と各商業会等

が実施する販売促進活動や新型コロナウイルス感染拡大防止活動等に支援を行った。

岡谷市商業活性化計画に関しては、施策の進捗状況やコロナ禍や物価高騰の現状を

踏まえて、重点施策の重要度と優先度の見直しを実施した。

シルキーバス運行事業及び諏訪湖周スワンバス共同運行事業では、それぞれ老朽化

した車両を更新するとともに、新型コロナウイルス感染症拡大防止措置を講じながら

運行事業を実施した。また、岡谷市地域公共交通活性化協議会では、岡谷市地域公共

交通計画策定に先立ち調査事業等を実施した。

観光振興では、岡谷市観光協会と連携し、岡谷市観光案内所を拠点に本市の魅力を

一体的に発信しながら、土産品の販売や バイクのレンタサイクル事業等を行うこと

で、観光客の利便性向上や滞在時間の延長を図った。また、ワーケーションの受け入

れやサイクルツーリズムを実施し、本市の食や歴史・文化等に触れていただくことで、

交流人口・関係人口の創出・拡大に努めた。

その他、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、横河川の桜祭りや鶴峯公園の

つつじ祭りなど、花を楽しむことができるイベントは、規模を縮小し感染対策を図り

ながら開催した。岡谷太鼓まつりは、昨年に続き開催は叶わなかったが、来年度の開

催に向け、実行委員会が準備を始めた。

商業観光関係施設では、イルフプラザ商業活性化センター、ララオカヤ、駅前自転

車駐車場、太鼓道場など７施設の管理運営を行った。なお、経年劣化に伴う改修工事

として、イルフプラザ客用エレベーター１台、アミューズメント施設客用エレベータ

ー２台の更新工事を行った。



232

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

商業振興事業 市内の商業等の振興を図るため、各種事業に対する補助金、負

担金を支出した。

・中小小売等店舗活性化事業補助金 件 円

・駐車場運営費補助金 件 円

・商店街街路灯電気料等補助金 件 円

・岡谷商工会議所補助金 件 円

・商業連合会活動事業補助金 件 円

・岡谷ＴＭＯ商業活性化事業負担金 件 円

・オカヤペイポイント発行事業負担金 件 円

・地域公共交通活性化協議会負担金 件 円

本協議会では、地域公共交通計画に必要な調査事業を業務委託

により実施した。

円

シルキーバス運

行事業

公共施設の利用促進、中心市街地の活性化、公共交通空白地の

解消を目的として、今井・長地線、長地・今井線、市街地循環西

ルート線、やまびこ公園線、市街地循環東ルート線、川岸線、川

岸橋原線の７路線で運行した。また、老朽化したバス車両１台を

更新した。

円

諏訪湖周スワン

バス共同運行事

業

岡谷市、諏訪市、下諏訪町の２市１町による共同運行事業を実

施した。また、老朽化した予備車１台を更新した。

円

商業等経済対策

事業

新型コロナウイルス感染症拡大による消費低迷や、物価高騰な

どの影響を受ける市民生活への支援や地域経済の活性化を図る事

業を行った。

・生活応援商品券事業負担金 件 円

・（前年度繰越事業）がんばれ岡谷事業者応援支援金

件 円

（ 円、前年度繰越事業 円）

中心市街地活性

化事業

岡谷ＴＭＯ運営事業負担金

商業会を中心とした中小小売店による魅力ある商業活動を支援

する岡谷ＴＭＯを運営するための負担金。

円

シェアオフィス

整備事業

デジタル田園都市国家構想交付金【デジタル実装タイプ】

・新たな働き方創出・おかやシェアオフィス整備事業

働き方の多様化への対応や中心市街地の活性化を図るため、国

交付金であるデジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し、ア

ミューズメント施設内のミーティングルームを改修し整備した。

おかやシェアオフィス施設整備事業 建物改修工事

契約金額： 円

円

観光宣伝事業 ・第１７回出早公園かたくり祭り

期 間 ４月４日（月）～４月１７日（日）

・横河川桜祭り

期 間 ４月１３日（水）～４月２４日（日）

・第６９回信州岡谷塩嶺小鳥バス

期 間 ５月の毎日曜日 計５回 参加者 １５１名

・鶴峯公園つつじ祭り
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期 間 ５月７日（土）～５月１５日（日）

来園者 ２３，０００人

・第１６回由布姫あじさい祭り

期 間 ６月２６日（日）～７月２４日（日）

・第５５回岡谷花火まつり

日 程 ８月１６日（火）

・出早公園もみじ祭り

期 間 １０月２７日（木）～１１月１０日（木）

・第４２回ふるさとまつり

日 程 １１月１８日（金）

参加者 ７６名

・デジタル田園都市国家構想交付金【地方創生推進タイプ】

「岡谷へ行こう」関係人口等創出・拡大事業

観光案内所入場者数 １１，１３７名

ｅ バイク貸出件数 ４２１台

シティサイクル貸出件数 ３６５台

ワーケーション参加者数 ３７名

サイクルツーリズム参加者数（３回） ２８名

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止した事業

・第２４回塩嶺王城パークラインハーフマラソン大会

・第５３回市民祭岡谷太鼓まつり

円

岡谷駅前広場管

理事業

岡谷駅前広場等の運営管理を指定管理者である株式会社スカイ

が行った。また、駅前広場時計塔の改修工事を行った。

円

自転車駐車場管

理事業

岡谷駅前自転車駐車場の運営管理を指定管理者である株式会社

スカイが行った。

円

アミューズメン

ト施設事業

アミューズメント施設の客用エレベーター２台の更新や維持管

理を行ったほか、岡谷市民ミーティングルームの維持管理を行っ

た。岡谷市民ミーティングルームは、シェアオフィス改修のため

令和４年８月３１日をもって貸館業務を終了した。

円

中央町駐車場管

理事業

中央町駐車場の維持管理を行った。

円

太鼓道場管理事

業

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和４年４月１日

（金）から５月５日（木）まで休館とした。

・太鼓道場利用者数 ３，７６０人

・練習室利用時間 １，０７４時間

円

イルフプラザ管

理事業

イルフプラザを安全で快適に利用していただけるよう、施設の

管理、修繕及び客用エレベーター１台の更新を行ったほか、円滑

な組織運営を図るため、商業活性化センター、地権者店会、生涯

学習活動センター等との調整を行った。

円

岡谷駅前再開発

ビル管理事業

岡谷駅前再開発ビルの施設管理を行った。令和４年１２月２８

日をもってＡＢ棟を閉鎖し、年度末に企画課へ移管した。

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 岡谷駅前自家用車整理場利用状況

区 分 令和 年度 令和 年度 増減 －

利用台数 台 台 台

日平均利用台数 台 台 台

２ 岡谷駅前自転車駐車場利用状況

区 分

駐車

可能

台数

駐車実績

使用区分
※平均利用台数 台 月

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 増減

自

転

車

定期使用

通学者 △

一般者

小 計 △

１日使用 １日使用

合計 合 計 △

バ

イ

ク

定期使用 通学通勤

１日使用 １日使用

合計 合 計

※駐車実績欄中、「定期使用」は毎月１日の利用台数の平均値、「１日使用」は、

１日当り平均利用台数を用いてある。

３ 岡谷市民ミーティングルーム利用状況

区 分
実 績

令和 年度 令和 年度 増減 －

利用回数 回 回 △ 回

利用延人数 人 人 △ 人

※おかやシェアオフィスに改修するため、令和４年８月末をもって貸館業務を終了。

４ 中央町駐車場利用状況

区 分
実 績

令和 年度 令和 年度 増減 －

利用台数 台 台 台

１日平均利用台数 台 台 台
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５ シルキーバス利用状況

区 分
令和 年度 令和 年度 増減 －

乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数

人 人 便 人 人 便 人 人 便

長地・今井線

今井・長地線 △ △

川岸線

川岸橋原線

やまびこ公園線 △

市街地循環西ルート線

市街地循環東ルート線 △

合 計

６ 諏訪湖周スワンバス利用状況

区 分
令和 年度 令和 年度 増減 －

乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数 乗車数
便当り平

均乗車数

人 人 便 人 人 便 人 人 便

内回り線

外回り線

合 計
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ブ ラ ン ド 推 進 室

（238）
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第１ 概説

ブランド推進室では、令和３年度より「岡谷シルク推進事業」に取り組み、地域おこ

し協力隊やシルク関連事業者と協力し、岡谷市の地域資源であるシルクを生かしたまち

づくりの推進を行った。新型コロナウイルス感染症の制限緩和にともない、「養蚕体験

事業」や「滞在型等ワークショップ事業」などの参加型事業を本格的に開催したほか、

展示会出展事業では、首都圏の展示会を中心に出展し、岡谷シルクのＰＲを行った。岡

谷シルクブランド協議会では、新たに「岡谷シルクブランド認証制度」を創設し、オー

ル岡谷産製品をはじめ、岡谷ならではのシルク関連製品の拡大に取り組んだ。このほか、

おかやブランドプロモーション協議会において、移住者向けパンフレットの制作や移住

者向けの交流イベントを計画するなど、岡谷の地域ブランドを活かした関係交流人口の

創出及び移住定住の促進に向けた取り組みを行った。

岡谷蚕糸博物館～シルクファクトおかや～では、新型コロナウイルス感染症対策に

留意し、適正な施設維持管理と効率的な博物館運営に努めた。コロナ禍において、県

外からの団体客誘致が難しい中、商業観光課、岡谷市観光協会と連携し、県内小中学

校の修学旅行等の誘致に努めた。また、学校の先生や児童生徒を対象に蚕学習の支援

等を行ったほか、農林水産課と連携し、マルベリー広場にてオープンエアマーケット

を開催した。

岡谷市文化会館及び日本童画美術館については、指定管理者による適正な管理運営

を行うとともに、国、県等の新型コロナウイルス感染症に関する制限緩和に合わせ、

各種事業を展開した。岡谷市文化会館では、１９９８年の初演以来５回目となる市民

参加型のオペラ「御柱」を開催したほか、東京バレエ団による「くるみ割り人形」や

新日本フィルハーモニー交響楽団などによる各種公演事業、カノラータ・オーケスト

ラ、カノラ少年少女合唱団による各種育成事業の開催により、市民に質の高い舞台芸

術鑑賞の機会を提供した。

日本童画美術館では、武井武雄作品を中心とした収蔵作品展や企画展「滝平二郎展」、

「岡本颯子展」等、親子で親しみを感じられる企画展を開催したほか、様々な世代に

工夫を凝らしたワークショップを通年で開催した。また、「イルフ童画館開館２５周

年記念事業」「第１２回武井武雄記念日本童画大賞」など令和５年度に控える各種事

業準備を遂行した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

蚕糸業対策事業 １ ２０２２シルクフェア おかや

（シルクフェア実行委員会負担金）

・期 日 ４月２９日（金・祝）

・場 所 岡谷蚕糸博物館 ほか

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全体開催を中止。

当日はレイクウォーク岡谷 レイクコートにて信州岡谷まち

あるきＭＡＰパネル展を実施したほか、秋にシルクフェア代替

イベントを開催した。

・代替イベント ブラおかや歴史探訪バスツアー

期 日 １１月２３日（水・祝） 参加者 １８人

２ 日本絹文化フォーラム２０２２

（日本絹文化フォーラム負担金）

・期 日 １１月５日（土）

・場 所 テクノプラザおかや 大研修室

映画「シルク時空（とき）をこえて」の上映と館長、熊谷監督の

トークセッションを開催。

３ 岡谷絹工房後継者育成事業補助金

シルク岡谷の歴史と文化を継承し、絹を素材としたクラフト

製品の開発研究や後継者の育成を図る岡谷絹工房後継者育成事

業に支援した。

（ 円

ブランド推進事業 １ 岡谷ブランド推進事業

（１） おかやブランドプロモーション協議会

（おかやブランドプロモーション協議会負担金）

官民連携の下、岡谷市の魅力発信並びに移住定住等の促進

に資するブランディング及びプロモーションを推進する「お

かやブランドプロモーション協議会」に対して事業費の一部

を負担した。

・おかやブランドプロモーション協議会開催（年６回）

・移住者向けパンフレットの制作

・移住、定住促進交流イベントの企画

・ブランドロゴ入りキーホルダーの販売

（２） 岡谷ブランドの推進

市内の保育園児を対象とした、イルフ童画館の見学を行

い、幼少期より地域ブランドである武井武雄に触れる機会を

創出した。

・参加園児：１９０人

（３） オープンエアマーケット（青空市場）事業

農林水産課、ブランド推進室が連携し、岡谷蚕糸博物館の

マルベリー広場を活用し、地域の魅力発信や市民の拠り所の

創出を行った。

２ 岡谷シルク推進事業

（１） 岡谷シルク商標登録事業

「図 シルク岡谷／ 」「糸都岡谷」の商標登録

許可を文化庁より受け、「「シルク岡谷」及び「糸都岡谷」

の商標使用に関する要綱」を制定した。

（２） 岡谷シルクＨＰの構築、運営

岡谷シルク公式ホームページ及び を活用し、岡谷シル

クに関する積極的な情報発信を行った。
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（３） シルクおかや次世代担い手育成プログラム

岡谷シルク推進事業の一環として、養蚕から製糸、製品化

までを体験する担い手育成プログラムを実施。

参加者 ９人

① 養蚕体験 実施時期 ４月～７月 全９回

場 所 三沢区民農園桑園及び蚕室

② 繰糸体験 実施時期 ８月 全２回

場 所 宮坂製糸所（上州式繰糸機）

③ 機織体験 実施時期 １月～３月 全６回

（整経・染色、機仕掛け・糸巻、機織）

場 所 岡谷絹工房

（４） 博物館版教育プログラムの開発提供事業

「岡谷シルク推進事業教育プログラム」カイコ学習動画を

委託制作した。

・委託料 １，８１５，７７０円

・完了日 令和５年３月３１日（金）

（５） ５館共通券施設学芸員プログラム開発

市内の博物館、美術館、文化財施設を巡る際の、子ども向

けツール「ごかんノート」販売。

・５施設における売り上げ数 １３８冊

（６） 蚕糸博物館ワークショップ指導者研修事業

まゆちゃん工房でのワークショップ指導補助員として市

民ボランティア５人に活動いただいた。

・活動数 ５回 ２４人（延べ人数）

（７） 岡谷シルク商品開発促進事業

岡谷シルクブランド協議会にて岡谷シルクブランド認証制

度を創設。市内外よりブランド認証申請を受け、審査、認証

を行った。

・承認件数 ４７件 事業者数 １９社

（８） 展示会等出展事業

オール岡谷産シルクの製品などを首都圏、中京圏などの展

示会等に出展し、岡谷シルクのブランド発信や、販路開拓な

どを実施した。

① ５月２０日（金）～６月２１日（火）

八十二銀行東京営業部店頭ディスプレイにて岡谷シルクを

周知した。

② ５月２８日（土）

ＳＵＭＰＵマルシェ出張販売にて岡谷シルクのＰＲを実

施した。

③ ６月２９日（水）～８月８日（月）

八十二銀行名古屋支店店頭ディスプレイにて岡谷シルク

を周知した。

④ ８月２２日（月）～８月２８日（日）

富岡製糸場西置繭所多目的ホールに岡谷シルクの展示コ

ーナーを開設した。

⑤ １０月２９日（土）～１０月３０日（日）

静岡県藤枝市での「ふじえだ産業祭」にて岡谷シルクブ

ランド認証製品等を展示、販売した。
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⑥ １１月１１日（金）

銀座 にて講演会及びシルク製品等を展示、販売した。

⑦ ２月１５日（水）～２月１７日（金）

第９５回東京インターナショナル・ギフト・ショー（共

同展示商談会）にて岡谷シルクブランド認証製品を周知

（９） 岡谷産繭買取事業

高品質な岡谷産繭の確保を目的に、岡谷市内で生産された

繭を製糸事業者が買い取る際、品質に応じて購入する繭代に

対して補助を行った。

・繭の生産量 春８０．３ｋｇ 秋６７．５ｋｇ

・補助額 ２５８，６５０円

（１０） 養蚕体験事業

① 養蚕体験

岡谷ならではの体験事業として、養蚕の文化や技術に触

れられる体験事業を実施した。

・新規採用職員向け

期 日 ６月２０日（月）～６月２４日（金）

参加者 １２人

・一般の方向け

春蚕 参加者：９人

期 日：６月１１日（土）、１８日（土）

７月１０日（日）シルクハンカチ染め

秋蚕 参加者：１３人

期 日：９月１０日（土）、１１日（日）

１０月２日（日）機織り

② 桑園管理セミナーの実施

市内養蚕体制の拡充などを目的に三沢区民農園の桑園に

て、小山朗夫 氏（農研機構元研究員、桑の専門家）による

セミナーを実施した。

第 回 参加者：６人

期 日：８月１８日（木）、１９日（金）

第２回 参加者：２２人

期 日：令和５年３月４日（土）、５日（日）

（１１） 岡谷市桑園等整備事業補助金

良質な繭の生産量の確保及び養蚕文化・技術の伝承を図る

ため市内養蚕事業者に対し、養蚕、桑園の整備・拡大に係る

経費の一部を補助。

・補助件数 １件

・対象事業者 三沢区民農園

・補助額 ３００，０００円

（１２） 滞在型等ワークショップ事業

市外在住者を対象に、体験型、滞在型のワークショップを

開催し、岡谷の魅力発信、交流人口の増を図った。

① シルクストール機織り

・体験内容：シルクストール機織り１６０㎝

・期 日：６月２６日（日）、７月１７日（日）、

７月３０日（土）、８月６日（土）、

１０月８日（土）、１１月２６日（土）

・参加者：１０人

② 草木染体験

・体験内容：草木染１３０㎝×３３㎝

・期 日：６月２５日（土）、７月１６日（土）、
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９月１７日（土）、１０月９日（日）

・参加者：１９人

③ 半幅帯機織り体験

・体験内容：半幅帯機織り１６０㎝

・実施期間：６月２４日（金）～ ９月３日（土）～

１１月５日（土）～ １月１４日（金）～

上記日程より、各２か月岡谷絹工房開館日に実施

・参加者：４人

（１３） まちあるき事業

まちなか観光の振興を図るため、市内に点在する製糸関連

資産や歴史スポットを巡るイベントを実施した。

・製糸家の古民家と蚕の神様めぐり

期 日 １０月２３日（日）

参加者 １２人

おもなスポット

旧山上宮坂製糸所、蚕の神様スポット ほか

・絲まち今昔物語

期 日 １１月６日（日）

参加者１０人

おもなスポット 旧林家住宅、喫茶さんとこ ほか

（１４） アーティスト・イン・レジデンス事業

長野県諏訪実業高等学校の服飾科の生徒に岡谷産シルク

を提供し、ウェディングドレス２着を製作。完成したドレス

の成果発表会が１月２１日に諏訪市文化センターにて開催

された。また、岡谷シルク アーティストインレジデンス事

業を開催し、岡谷シルクをテーマとしたアート作品制作者を

一般から募集。５人の方による作品制作及び展示を行った。

３ 地域おこし協力隊ブランド推進事業

養蚕から製糸、製品化までを市内で完結できる岡谷市ならで

はの環境を活かした、「岡谷シルク」のブランド化によるまち

づくりの推進に、地域おこし協力隊と地域関係者が連携し取り

組んだ。

・三沢区民農園桑園整備及び養蚕

配蚕、摘桑、給桑、上蔟・営繭環境管理を行った。

・三沢区民農園の基盤強化のため、くわくわ養蚕倶楽部を立ち

上げ、過去の担い手育成プログラム参加者などを中心に、２２

人が参加する団体を立ち上げた。

・岡谷シルクブランド発信のため、パンフレット「くすぐるシ

ルク」を制作した。

・岡谷シルクを にて積極的に発信し、インスタグラムでは

１，０００人以上のフォロワーを獲得した。

（ 円）
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文化会館管理運営

事業

１ 指定管理者（公財）おかや文化振興事業団による管理運営

・指定管理料 １５４，６５１，０００円

・自主事業補助金 １６，０００，０００円

・価格高騰対策支援事業負担金 ６，２５９，０００円

２ 主催公演事業

・古澤巖の品川カルテット、森麻季＆錦織健デュオリサイタル、

千住真理子ヴァイオリンリサイタル、カノラウィークエンドコ

ンサート など

３ 育成事業

・カノラータオーケストラ定期演奏会、カノラ少年少女合唱団定

期演奏会 など

４ 独自企画事業

・はじめてのクラシックシリーズ ９、やまびこ夜景コンサー

ト、オペラ「御柱」など

（ 円）

文化会館整備事業 １ 文化会館整備事業

（１） 岡谷市文化会館トイレ洋式化工事

・契約金額：４，２９０，０００円

（２） 岡谷市文化会館玄関天井改修工事

・契約金額：１，０１２，０００円

（ 円）

童画館管理運営事

業

１ 指定管理者（公財）おかや文化振興事業団による管理運営

・指定管理料 ６６，４８２，０００円

・価格高騰対策支援事業負担金 ３，５０９，５３８円

２ 企画展示

・収蔵作品展 グラフィックデザイナー武井武雄の世界展

・つくる つながるポール コックス展

・収蔵作品展 テーマ「民話」

・滝平二郎展 静謐なひととき

・収蔵作品展 武井武雄とキンダーブックの世界展

・収蔵作品展 モーリス センダック コレクション展

・武井武雄とキンダーブック

・収蔵作品展 テーマ「衣食」

・岡本颯子原画展 かぎばあさんとこまったさんからの贈り物

・収蔵作品展 大澤コレクション展

・第 回武井武雄記念 日本童画大賞受賞者作品展

３ はらっぱ事業ワークショップ等

専用クレヨンでガラス窓に絵を描 、刊本作品の読み語り、

ぬりえ、缶バッジ作成 、武井武雄ビーズ刺繍、こまったさん

の大きなリボンカチューシャをつくろうなど企画展や季節に合

わせた様々なイベントを行い、様々な来館者が童画館での時間

を有意義に過ごせる施設運営を行った。

４ 広域的連携事業等

太田市美術館・図書館で開催された企画展「めくる、ひろが

る – 武井武雄と常田泰由の本と絵と 」に関連し、イルフ童画

館学芸員が赴き講演会を開催したほか、諏訪教育会館で武井武

雄作品展示（パネル展）などを行い、広く武井武雄の魅力発信

に努めた。

円
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童画館整備事業 １ 童画館整備事業

日本童画美術館パッケージエアコン更新工事（ ）

・契約金額：８，６９０，０００円

円

博物館管理運営事

業

岡谷蚕糸博物館の維持管理に必要な光熱水費や動態展示業務を含

む、各種委託料等を予算計上し、新型コロナウイルス感染症拡大防

止に努めながら、適切な管理及び運営を行った。また、 による

情報発信に努め、フェイスブック、インスタグラム、ツイッターを

利用して、博物館活動やカイコ・シルクの情報発信を行った。

総入館者数 来館者 １８，１１２人（一日平均６３人）

１ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした業務

・フランス式繰糸機復元機の実演

期 日 毎月第２土曜日 午前１１時、午後２時３０分

場 所 ミュージアムエリア

２ オープンエアマーケット（農林水産課との連携事業）

農業者の販売機会、販路拡大、地産地消推進のため農林水産

課とブランド推進室が協力してオープンエアマーケットを開

催。岡谷蚕糸博物館の芝生広場（マルベリー広場）を直売会場

とすることで岡谷蚕糸博物館の来館者増につながった。

第１回

・期 日 ５月２１日（土）

・来場者 ３２９人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 １０４人

第２回

・期 日 ６月１８日（土）

・来場者 １７８人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 １１８人

第３回

・期 日 ７月１６日（土）

・来場者 ２７３人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 １５４人

第４回

・期 日 ８月２０日（土）

・来場者 ２３４人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 １９１人

第５回

・期 日 ９月１７日（土）

・来場者 ２５５人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 ２０１人

第６回

・期 日 １０月１５日（土）

・来場者 １６２人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 ８９人

第７回

・期 日 １１月１９日（土）

・来場者 ２４２人

・参 考 岡谷蚕糸博物館来館者数 ８７人

３ 収蔵庫燻蒸処理

収蔵品の適切な管理のため収蔵庫の燻蒸処理を行った。

燻蒸のための臨時休館 １２月２１日～１２月２８日（８日間）
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４ 蚕の通年飼育

カイコふれあいルームでの蚕通年飼育

５ わくわくふれあいシルクサマーセミナー

・期 日 ７月２４日（土）

・場 所 ミュージアムエリア、きぬのひろば

・参加人数 １０組２１人

・来館者 ６３人

６ 商業観光課・岡谷市観光協会との連携

商業観光課、岡谷市観光協会と連携し修学旅行等の誘致に努

めた結果、４月から１２月中旬にかけ小中学校の学習旅行を中

心に多くの団体予約を得た。また、シルクの歴史・文化の伝承

や、動態展示、新しいシルク文化の発信など、岡谷市ならでは

の特徴を活かした活動の拠点施設としてワーケーション事業

との連携を図った。

７ ミュージアムショップの運営

ミュージアムショップにて、企画展関連商品、みやげ物、岡

谷蚕糸博物館図録、紀要、まゆ人形キット、岡谷シルクブラン

ド認証製品等販売

・岡谷シルクブランド認証製品棚を新設

取り扱い事業者数：１１社

商品数：４１品目

８ 小中学校との連携による学習支援・講演会等

・市内小中学校を中心に蚕学習による学習支援活動等実施

実施した学校・保育園数 ３７件（出前講座５０回）

・６月～９月に学校等へ蚕を配布した。（１３，２００頭）

・シルクおかや桑の木情報発信事業の実施

マップの公開 ９件

９ 法人向け社員研修等

市内企業を中心に新人職員などを対象に社内の人材育成を目

的とした研修会やセミナー、講演会などを実施した。

・実施回数 ７回（岡谷市、モラロジー事務所、ＴＰＲ、諏訪信

用金庫、小松精機、八十二文化財団、岡谷市民病院）

１０ 資料収集・整理

蚕糸関連資料の収集及び収蔵資料の整理

１１ 体験工房運営

「まゆちゃん工房」にて、小学校団体を中心にまゆ人形作り

体験型ワークショップ等を行った。

団体数：１２組

人数：４５７人（うち９０人は無償）

金額：１１０，１００円

（３６７人×３００円）（実費徴収金額）

円

企画展等開催事業 １ 企画展の開催

（１） かいこの神様 －ユニークな姿と切なる願い－

会 期 令和４年２月１７日（木）～５月１５日（日）

（４年度分令和４年４月１日（金）～５月１５日（日）４０日）

来館者 ２，１９０人（一日平均５４人）

（２） 桑・クワ・くわ―知られざる桑の世界―

会 期 ５月１９日（木）～９月１１日（日）

来館者 ６，９８０人（一日平均７１人）
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関連イベント

・小山朗夫先生講演会

期 日 ６月１１日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館 きぬのひろば

参加者 １８人

・蚕糸博物館内の桑の葉の押し葉標本を作ってみよう

期 日 ８月６日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館 敷地内

参加者 ５人

・桑の葉のこすり染 コースターづくり

期 日 ８月２７日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館

参加者 ２人

（３） 岡谷旅行案内～鳥瞰図で巡る糸都岡谷～

会 期 ９月１５日（木）～１２月２０日（火）

来館者 ５，７１７人（一日平均７０人）

関連イベント

・参加型展示「今の岡谷を鳥瞰図で描く～私の好きな岡谷の場

所～」

募集期間 ９月１５日（木）～１０月３１日（月）

会 場 岡谷蚕糸博物館

・まちあるきイベント「岡谷今昔さんぽ～糸都の歴史を巡る～」

期 日 １０月９日（日）

参加者 ９人

（４） 諏訪のものづくりⅡ ㏌

～戦後岡谷・下諏訪のニット産業～

会 期 令和５年１月７日（土）～３月５日（日）

来館者 ２，１３７人（一日平均４４人）

関連イベント

・講演会「諏訪のものづくり」館長 髙林千幸

期 日 令和５年１月２１日（土）

会 場 岡谷蚕糸博物館 きぬのひろば

参加者 １６人

・ギャラリートーク

期 日 令和５年２月１１日（土）

大雪につき中止

（５） 信州の作家展 信州草木染友禅作家木村不二雄の世界

会 期 令和５年３月９日 木 ～令和５年５月１４日 日

（４年度分令和５年３月９日（木）～３月３１日（金）２０日）

来館者 １，０７５人（一日平均５３人）

関連イベント

・木村不二雄ギャラリートーク

期 日 令和５年３月２１日（火・祝）

会 場 岡谷蚕糸博物館

参加者 １５人

・草木染体験教室

期 日 令和５年３月２１日（火・祝）

会 場 岡谷蚕糸博物館 まゆちゃん工房

参加者 ６人

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 文化会館

（１） 施設別利用状況

区 分

使用可能日数

Ａ

（日）

使用日数

（日）
使 用 率
Ｂ ／ Ａ ％

大ホール

小ホール

リハーサル室

第１練習室

第２練習室

第１会議室

第２会議室

合 計（Ｃ）

令和３年度合計（Ｄ）

合計比較 （Ｃ） （Ｄ）

２） 使用料収入

区 分 件 数（件） 使用料収入（円）

大ホール

大ホール付属設備等

小ホール

小ホール付属設備等

リハーサル室

リハーサル室付属設備等

第１練習室

第２練習室

第２練習室付属設備等

第１会議室

第２会議室

合 計（Ａ）

令和３年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

（３） 利用件数・使用料過去５年の推移

年 度 件 数（件） 使用料収入（円）

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度
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２ 童画館

（１） 入館者数

区 分 個 人 団 体 割 引 年間入館券 共通入館券 計

一 般

人 人 人 人 人 人

中高校生

小 学 生

小 計

１階はらっぱ等

招待等

合 計（Ａ）

令和３年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ） △

（２） 入館料

区 分 個 人 団 体 割 引 年間入館券 共通入館券 計

一 般

円 円 円 円 円 円

中高校生

小 学 生

小 計

合 計（Ａ）

令和３年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ） △

（３） 入館者数過去５年の推移

区分

年度

有料入館者

小計

１ 階 は

ら っ ぱ

等

招待・減

免等 合計
一般 中高生 小学生

平成３０年度
人 人 人 人 人 人 人

令 和 元 年 度

令 和 ２ 年 度

令 和 ３ 年 度

令 和 ４ 年 度

（４） 入館料過去５年の推移

年 度 入館料収入（円）

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度
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３ 岡谷蚕糸博物館

（１） 入館者数

（２） 入館料

（３） 入館者数・入館料過去５年の推移

年 度 入館者数 入館料収入

平成３０年度

人 円

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

区 分 個 人 団 体 年間入館券 共通入館券 計

一 般

人 人 人 人 人

中高校生

小 学 生

小 計

無料ｿﾞｰﾝ

招 待 等

合 計（Ａ）

令和３年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）

区 分 個 人 団 体 年間入館券 共通入館券 計

一 般

円 円 円 円 円

中高校生

小 学 生

小 計

合 計（Ａ）

令和３年度合計（Ｂ）

合計比較 （Ａ） （Ｂ）
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農 林 水 産 課

（252）
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第１ 概説

農林水産課では、農地の保全、農林水産業の振興、市有林の整備や分収造林事業、

鳥獣保護等に関する業務を執行した。

農業振興では、農業の担い手育成・確保策として、認定新規就農者への農業次世代

人材投資事業や「サポートファーム（栽培指導者付き市民農園）事業」を実施した。

地産地消の推進では、「農産物直売所活性化（野菜の日）事業」の実施や学校給食へ

の地元農産物提供の促進を図るとともに、シルクスイートの特産品化に向けた普及活

動を行った。新型コロナウイルス感染症の影響により、「岡谷農業フェスティバル」

は中止し、「オープンエアマーケット（青空市場）事業」や「岡谷市収穫祭」などは、

感染防止対策を講じながら開催し、市内農業生産物の販売促進、農業振興を図った。

農産物の生産振興の推進では、農作物食害防止対策支援や園芸施設の省エネ対策支

援等を行ったほか、農地保全対策として市民農園の利用促進を図った。

鳥獣被害対策では、被害の多い地域に防護柵の設置や捕獲等に対する支援を行った

ほか、ニホンジカを捕獲する鳥獣被害対策実施隊を組織し、農地の保全と農林業被害

の軽減に努めた。

水産振興では、諏訪湖の水産振興に向け、公魚卵放流事業及び外来魚の駆除対策事

業を支援した。

農業基盤整備では、農道や用水施設の維持管理、農業用水路の改修等を実施した。

林業関係では、林道横河山線観音橋架替事業が完了し、市有林の間伐や保育事業、

森林経営管理事業等を実施したほか、民有林の整備推進に努めた。

松くい虫防除対策では、引き続き早期発見に向けた監視に努めるとともに、枯損木

を適切に処理することで拡大防止に努めた。

分収造林事業では、森林研究・整備機構と分収造林契約を結んでいる横川山におい

て保育事業等を実施した。

このほか、令和３年８月大雨災害により被災した農地、農業用施設、林業施設の災害

復旧工事を引き続き実施した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

市有林管理事業 巡視や倒木処理、境界手入等による維持管理を行った。

円
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市有林整備事業 健全な育成管理を図るための事業を実施した。

・東山パークライン

「雨氷被害地」

搬出間伐、作業道開設 １３．４１ｈａ、４５２ｍ

生物害防除・下刈り ０．８８ｈａ

「山林火災地」

地拵え、植栽、生物害防除 ０．３０ｈａ

・岡谷小学校跡地

下刈り ２．０２ｈａ

円

農業振興事業 １ 農業担い手の育成、確保

（１）サポートファーム（栽培指導者付き市民農園）事業

農業に関心のある市民等を対象に農業の基礎を習得す

る機会を提供し、農業の担い手育成、地産地消の推進を

図った。

・期間 ４月から１０月まで（１４回）

・時間 隔週木曜日午前９時から１１時まで

・区画 １２区画（１２組）

（２）関係補助金

・環境保全型農業直接支払交付金 １件 円

・農業次世代人材投資事業補助金 １件 円

２ 地産地消の推進

（１）農産物直売所活性化 野菜の日 事業

健康推進策「もっと野菜を食べよう運動」と連携して

「野菜の日」に合わせ直売所の活性化を図った。

（２）学校給食地元農産物利用推進事業

学校側と生産者とのコーディネートに努め、市内小中

学校に地元農産物を提供した。

・生産者 個人１８人、団体３団体

・出荷期間 ５月から２月まで

・出荷量 ８，０５５．８３㎏

（３）岡谷市農業振興連絡協議会事業

・ ９月 ３日（土）岡谷農業フェスティバル２０２２

・１１月 ５日（土）岡谷市収穫祭

・ ２月１１日（土）第２１回岡谷市農業シンポジウム

（４）オープンエアマーケット（青空市場）事業  
岡谷蚕糸博物館マルベリー広場を活用し、定期的に開  

催することで、市内農業生産物の販売促進、地産地消の  
推進、農業振興を図った。  
・  ５月２１日（土）出展 ７団体 参加者１３８名  
・  ６月１８日（土）出展 ８団体 参加者１７８名

・  ７月１６日（土）出展１２団体 参加者２７３名

・ ８月２０日（土）出展１２団体 参加者２３４名

・ ９月１７日（土）出展１２団体 参加者２５５名

・１０月１５日（土）出展１０団体 参加者１６２名

・１１月１９日（土）出展１０団体 参加者２４２名

（５）岡谷市農業技術者連絡協議会事業

１１月から２月までの毎月１６日を「おかやシルクス

イートの日」とし、シルクスイート販売、学校給食への

販売、おかやシルクスイートフェア、新たなレシピの開

発・研究を実施し普及活動を行った。
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３ 生産振興の推進

・農業活性化事業補助金 ２件 円

・農業協同組合指導費補助金 １件 円

・農業共済組合育成補助金 ２件 円

・生産物直売所活性化事業補助金 ３件 円

・農業振興事業補助金 １７件 円

４ 農地保全対策

・市民農園 市管理 １４箇所 １０１区画

個人型 ９箇所 ７９区画

計 ２３箇所 １８０区画

・中山間地域等直接支払事業

湊栃久保集落交付金 円

対象面積 ６５，３７１㎡

参加農家数 ２１戸

・鳥獣被害防止総合対策交付金 １件 円

電気柵設置

三沢地区１７０ｍ

サル防除対策委託

くくりわな １５０基

箱わな ２７台

侵入通報監視システム 式

５ 米の生産数量目標及び経営所得安定対策

・経営所得安定対策等推進事業費補助金 １件 円

水田戦略作物該当者 大豆、麦、米粉 ３名

産地資金該当者 花き、野菜、果樹 １１名

・農林水産省共通申請サービス（ ）構築等補助金

１件 円

円

水産振興事業 １ 諏訪湖公魚卵放流事業補助金 １件 円

２ 諏訪湖外来魚駆除対策事業補助金 １件 円

円

農地管理事業 農業用水の安定確保のため、揚水ポンプの維持管理等を実施し

た。

・用水施設維持管理業務委託

間下田用水、バイパス関連、小井川沖田用水

円

農道水路維持管

理事業

１ 農道水路維持修繕

・小口汐改修工事他 計１０件

２ 維持補修原材料等

円

農道水路整備事

業

１ １４２号ＢＰポンプ更新工事（八倉沢№ ）

２ 安沢水路整備工事（ボックスカルバート設置等）

３ 西村汐改修工事（Ｕ字溝設置等）

４ 防災重点農業用ため池除ヶ入ため池測量設計委託業務

５ 翌年度繰越工事

・防災重点農業用ため池廃止工事（除ヶ入ため）

円

分収造林事業特

別会計繰出金

分収造林事業の造林等事業費に対する２％分を負担した。

・造林等 下刈り、生物害防除、更新伐、根踏、地拵え、植栽

円
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林務管理事業 １ 鳥獣による農林業被害軽減のため、岡谷猟友会への委託及び

鳥獣被害対策実施隊を組織し、檻・罠等による捕獲を実施した。

２ 大型獣緊急捕獲・放獣事業委託業務（クマ４頭）

３ 森林経営管理事業（モデル事業）の実施

４ 地すべり防止施設等管理サポート事業管理業務委託

円

林道等維持管理

事業

１ 林道修繕

・林道高尾山線舗装修繕工事他 計５件

２ 林道補修用材料等

円

松くい虫防除対

策事業

松くい虫被害の早期発見のための監視及び被害木等の処理を行

った。

・監視員４名による市内全域の巡視

４月～１１月

・マツノマダラカミキリ発見のための誘引器設置

８箇所（１０基）

・アカマツ枯損木の伐倒・くん蒸処理

２３本

円

林道整備事業 １ 林道常現寺線舗装工事

・舗装工 Ｌ＝６０ｍ Ａ＝１８０㎡

２ 林道横河山線舗装工事

・舗装工 Ｌ＝４７ｍ Ａ＝３００㎡

３ 林道横河山線観音橋架替事業

・事故繰越工事（完了）

橋梁上部工 Ｌ＝３５ｍ Ｗ＝６．５ｍ

旧橋撤去

監督員補助委託業務

（ 円

水源の森保全事

業

横川山水源かん養林土地借上地の健全な森林育成を行った。

１ 水源の森保全事業

・下刈り ７．０ｈａ

２ 横川山水源かん養林管理事業

・つる切り ２０．０ｈａ

・除伐 １０．０ｈａ

３ 横川山水源かん養林土地借上げ

・横川山 ３，７７１，４００㎡

・岡谷区 １２３，２００㎡

・四ヶ区 ７４，３８０㎡

円

林業振興事業 健全な森林づくり推進のため、民有林整備に対し補助を行った。

１ 森林環境保全直接支援事業

・搬出間伐 ５件 ９４．１６ｈａ

・更新伐 ２件 ８．４０ｈａ

２ 市単森林造成事業

・除伐 ７件 １６．６３ｈａ

・下刈り ２件 １．９３ｈａ

円

農地災害復旧事

業（令和３年８

月大雨災害）

大雨により被災した農地の復旧工事等を実施した。

１ 前年度繰越事業

・復旧工事
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農地 ４４箇所実施

（補助事業３２箇所、単独事業１２箇所）

※前年度までの実施箇所数

１３１箇所のうち８７箇所実施

（補助事業９箇所、単独事業７８箇所）

２ 追加復旧工事

・農地 ５箇所（単独事業）

円

農業用施設災害

復旧事業（令和

３年８月大雨災

害）

大雨により被災した水路等の復旧工事等を実施した。

１ 前年度繰越事業

・復旧工事（完了）

農業用施設 ２箇所実施

（補助事業１箇所、単独事業１箇所）

※前年度までの実施箇所数

６７箇所のうち、６５箇所実施

（補助事業１箇所、単独事業６４箇所）

２ 負担金

・砥川水系災害復旧事業岡谷市負担金（完了）

災害復旧工事（大汐）

円

林業施設災害復

旧事業（令和３

年８月大雨災

害）

大雨により被災した林道等の復旧工事等を実施した。

１ 現年度事業

・業務委託

河川法許可申請測量調査業務（横河山線１号･５号）

２ 前年度繰越事業

・業務委託

監督員補助業務（横河山他１４箇所）

河川法許可申請測量調査業務（横河山線２号･３号･４号）

・復旧工事

林業施設 ６８箇所のうち、６３箇所実施

（補助事業３１箇所、単独事業３２箇所）

※前年度までの実施箇所数

１４７箇所のうち、７９箇所実施

（補助事業０箇所、単独事業７９箇所）

３ 翌年度繰越事業

・業務委託 監督員補助業務（横河山線１号･５号）

・復旧工事 横河山線１号・５号

４ 事故繰越事業

・復旧工事 ２箇所

円

分収造林事業 横川山

・根踏、生物害防除 ６．２７ｈａ、１４．４２ｈａ

・地拵、植栽、生物害防除 ６．７９ｈａ

・下刈り １４．４２ｈａ

・生物害防除 １４．４２ｈａ

・更新伐（伐採面積） ４．８９ｈａ

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 有害鳥獣捕獲実績 （単位：頭）

年

度

合

計

ニホン

ジカ

イノ

シシ

ハクビ

シン
タヌキ

アナ

グマ
カラス キツネ

カモ

シカ

ニホン

ザル

－ －

元 － －

２ 岡谷市分収造林事業特別会計

（１）契約面積

内訳 契約面積 植栽面積 本年度改植 除 地

団地名

横 川 山

新 倉 山

大 沢 山

横川山市有林

合 計

（２）契約の内容

団地名 契約番号
契約面積

（ ）

契約

年月日
契約期間 土地所有者

横川山

号
契約日から満 年間

（ 月）
横川山運営委員会

号
〃 年間

（ 月）
〃

号
〃 年間

（ 月）
〃

小計

横川山

市有林
号

契約日から満 年間

（ 月）
岡谷市

大沢山

号
〃 満 年間

（ 月）

新倉林野組合

三沢区、岡谷区

号
〃 年間

（ 月）
新倉林野組合

小計

新倉山 号
契約日から満 年間

（ 月）
新倉林野組合

合計
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建 設 水 道 部

（260）
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都 市 計 画 課

（262）
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第１ 概説

都市計画課では、将来を見据えた都市計画業務や都市計画道路等の都市基盤整備の

ほか、市営住宅の管理、空き家対策、建築確認審査、耐震改修促進、建築工事の設計・

監督等の業務を執行した。

１ 諏訪湖スマートインターチェンジ完成後の周辺地域の賑わい創出に繋げるため、岡

谷市都市計画マスタープランの一部修正を行うとともに、湊四丁目、五丁目の一部地

域の用途地域変更を行った。

２ 長野県及び諏訪湖周の二市一町で、諏訪湖周サイクリングロード整備工事を行い、

岡谷市施工区間では、横河川から塚間川までの約９９０ｍを整備した。

３ 諏訪湖スマートインターチェンジ整備事業では、スマートインターチェンジにつな

がるアプローチ道路築造工事を行った。

４ 国道２０号下諏訪岡谷バイパス（１工区）及び都市計画道路岡谷川岸線整備につい

て、国、県とともに地元対応を行い、事業促進を図った。

５ 市営住宅の適正管理とサービス向上を図るため、長野県住宅供給公社へ管理代行を

行い、市営住宅の管理と長寿命化計画に基づく大規模修繕工事等を実施した。また、

希望者が入居しやすい環境を整えるため、保証人要件を不要とする条例改正を行った。

６ 市営住宅の管理効率化を図るため、廃止予定団地の入居者を移転誘導する老朽団地

住替事業を実施した。また、市営住宅の有効活用を図るため、子育て世帯が快適に暮

らせるよう住戸を整備し、優先入居を行う子育て世帯支援事業のほか、諏訪東京理科

大学との連携による学生居住事業を実施した。

７ 空き家対策では、緊急安全措置の実施に係る条例改正を行うとともに、総合的かつ

計画的な取り組みを進めるため、第２期岡谷市空家等対策計画を策定した。また、空

き家ネットワーク＠おかやによる相談対応、適正管理指導、老朽危険空き家への解体

補助を実施したほか、空き家の有効活用のため、空き家バンクの運営を行い、住宅を

購入した移住者に補助金を交付した。

８ 地震災害等による建物被害の軽減を図るため、住宅の無料耐震診断を実施し、耐震

改修工事費の一部に補助金を交付した。また、家庭における燃料費等の高騰による費

用負担の軽減を図るため、省エネ暖房機器等購入ポイント付与事業を実施した。

９ 建築基準法に基づく建築確認等の審査業務を実施した。また、おかやシェアオフィ

ス施設整備事業、内山霊園合葬式墓地増設工事等、営繕工事の設計、監督を行った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

都市計画管理事

務

１ 岡谷市都市計画マスタープランの時点修正

２ 岡谷都市計画用途地域変更

湊四丁目、五丁目の一部地域の用途地域変更（準住居地域及び

第一種住居地域から準工業地域へ変更）

３ 諏訪湖総合開発

・諏訪湖創生ビジョン推進会議 ５月２７日（金）ほか１回

・諏訪湖の日 １０月 １日（土）

・河川空間のオープン化意見交換会９月３０日（金）ほか１回

４ ＮＥＸＣＯ中日本 長野自動車道岡谷高架橋改良工事説明会

１月２６日（木）ほか１回

円

街路管理事業 １ 都市サイン修繕・点検

・車輌誘導サインの修繕 ６か所

円

地域幹線道路整

備促進事業

１ 国道２０号下諏訪岡谷バイパス（１工区）

（１）関係機関との協議（国・長野県・下諏訪町）

・調整会議 １１月９日（水）ほか１回

（２）（仮称）山田トンネル工事 Ｌ＝４８５ｍ

・約３３０ｍ掘削完了

（３）道路改良工事

・道路土工（掘削、土砂運搬）

・地盤改良工

約１４０ｍ区間の施工完了

２ 諏訪郡市国道２０号改修・バイパス建設促進期成同盟会

国道２０号バイパスの建設促進等の要望 国、県等

・期 日 ７月１９日（火）、８月５日（金）

３ 都市計画道路岡谷川岸線整備

Ｌ＝８７０ｍ Ｗ＝１４ ０ｍ（川岸小学校～観蛍橋）

（１）地権者説明会

・期 日 ６月２８日（火）

・場 所 川岸公民館２階講堂

・参加者 地権者、新倉区役員

・内 容 用地買収単価、用地補償等説明

（２）測量設計

・電線共同溝予備設計

・取付市道測量・設計

（３）用地取得

・全体件数９５件のうち契約済み２８件

４ （主）下諏訪辰野線整備駒沢区協議

・長野県及び地元駒沢区と事業実施に向けた意見交換

・沿線権利者の意向把握

５ 県道下諏訪辰野線整備促進期成同盟会

（１）事業促進要望（長野県建設部）

・期 日 １０月３１日（月）

（２）交通量調査

・期 日 １０月６日（木）～７日（金） ２４時間調査

・場 所 ５か所（岡谷市３か所、辰野町２か所）

円
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スマートインタ

ーチェンジ整備

事業

１ 関係機関との協議

・長野県、諏訪市、ＮＥＸＣＯ中日本等協議 随時

・地区協議会 ８月 ３日（水）ほか １回

２ 地元対応

・小坂区等協議 随時

・小坂区安全協議会 ４月２０日（水）ほか１１回

・小坂区対策委員会 ４月２１日（木）ほか ７回

・小坂区対策委員会交通安全部会１１月２９日（火）ほか３回

交通安全対策に関する要望 ３月１５日（水）

・県工事説明会（小坂区） ９月１４日（水）ほか ４回

３ 工事

・アプローチ道路築造工事 円

４ 名称の公表

・諏訪湖スマートインターチェンジ ３月３０日（木）

円

諏訪湖周サイク

リングロード整

備事業

１ 関係機関との協議

・諏訪湖周自転車活用推進協議会 ２月１６日（木）

・関係団体、機関等協議 随時

２ 地元対応

・県工事説明会（小坂区・花岡区）７月１２日（火）ほか３回

３ 工事

・サイクリングロード整備工事 円

・岡谷７９９号線道路改良工事 円

円

湖畔若宮地区整

備事業

１ 民間で進める開発計画について、地区計画の内容と整合を取り

ながら、事業の推進を図った。

（ 円）

市営住宅管理総

務事務

１ 市営住宅管理代行委託業務 円

大規模修繕工事 内 円

・高尾Ｔ１・Ｔ２外壁等防水改修・手摺り設置工事

・学ヶ丘ユニットバス設置工事（子育て世帯支援事業用 戸）

・中村Ａ・Ｃ量水器交換工事

・小萩市営住宅解体工事（平屋 棟 戸）

２ 老朽団地住替事業に係る移転補償 ３件 円

３ 市営住宅学生居住事業 入居者１名

（ 円）

建築指導事務 １ 確認申請（計画変更含む） ７５件

２ 位置指定道路等申請 ８件

３ 長期優良住宅認定（認定の変更含む） ３３件

円

景観形成推進事

業

１ 屋外広告物設置許可 ２７件

円

住宅対策事業 １ 耐震対策

・個人住宅耐震診断委託 １６件 円

・個人住宅等耐震補強補助 ７件 円

合計 ２３件 円

２ 物価高騰対策 省エネ暖房機器等購入ポイント付与事業

・石油ストーブ １０件

・石油給湯器 ７件

・ガス給湯器 ９件

合計 ２６件 円
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３ 空き家対策

・第２期空家等対策計画策定（令和 年度～令和 年度）

・空き家・特定住宅用地情報バンク登録２７件

成約１１件

・不良住宅判定委託 １４件 円

・老朽危険空き家対策補助金 ８件 円

・移住・田舎ぐらし応援事業補助金 ５件 円

・空き家対策連絡会相談取次 ７件

・空家等対策協議会 １０月２４日（月）

ほか１回

円

地域開発事業特

別会計事業用地

等整理事業

１ 事業用地の一部を一般会計へ有償所属換

・所属換面積 ３７９ ５０㎡ 円

２ 保有土地の賃貸収入

・賃貸件数 ５か所 円

円

災害救助事務

（令和３年８月

大雨災害）

１ 令和３年８月大雨災害の被災者支援

・市営住宅への一時避難 １件

（目的外使用による令和３年度からの継続支援

・被災家屋の応急修理委託業務（予算繰越）１件（ 円）

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 団地別管理戸数等 （令和５年３月３１日現在）

団地名 建設年度
入居戸数 管理戸数

Ｒ４年度 Ｒ４年度 Ｒ３年度 増減

出の洞 募集停止

橋 詰 募集停止

高 尾 ～ 募集停止

中 村 ～ 募集停止

小 萩 募集停止 ▲

富士見ヶ丘 ～ 募集停止

上ノ原 ～ 募集停止

加茂Ａ ～

加茂Ｂ ～

学ヶ丘

堂 前

中村Ａ

高尾Ｔ

小萩Ｋ ～

中村Ｃ ～

田中線 ～

合 計 ▲
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２ 地域開発事業特別会計残財産表 （令和５年３月３１日現在）

箇 所 名 等

面 積
筆数

（筆）
備 考実 測

（㎡）

公 簿

（㎡）

１ 東中央通線関連公共事業用地 塚間町一丁目

２ 小井川西町線関連公共事業代替地 田中町三丁目

３ 東堀線関連公共事業代替地 長地柴宮一丁目

４ 東 町 線 関 連 公 共 事 業 用 地 赤羽三丁目

５ 湖 岸 線 関 連 公 共 事 業 用 地 湖畔四丁目

６ 岡 谷 川 岸 線 関 連 公 共 事 業 代 替 地 川岸東五丁目ほか

７ 湖畔公園関連公共事業用地・代替地 長地権現町三丁目ほか

８ 国道 号バイパス関連公共事業用地・代替地 長地出早一丁目ほか

９ 駅 南 地 区 関 連 公 共 事 業 用 地 天竜町一丁目

１０ 湊 三 丁 目 公 共 事 業 残 地 湊三丁目

合 計
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土 木 課

（270）
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第１ 概説

土木課では、道路、橋梁、水路、公園等の整備及び維持管理業務を執行した。

１ 道水路等の整備事業では、各区からの要望や地域活性化と安全でよりよい生活環境の

確保のための道路改良や溢水軽減対策工事等を行った。また、社会資本整備総合交付

金を受け、道路後退整備事業及び通学路等の安全・安心な通行空間確保を図るため、

市内各所において通学路や生活道路の交通安全対策工事を実施した。

２ 河川改修事業では、一の沢川の改修工事のほか、小洞沢川及び又五郎川の詳細設計

を実施した。また、河川維持事業では、本沢川外６河川について、河川内に堆積して

いる堆積土砂等の撤去工事を実施した。

３ 道水路維持補修事業では、主要幹線道路である１１５号線（下横町線）等の舗装維

持工事を実施した。また、道水路点検、河川点検、交通安全施設点検等を随時行うと

ともに、月３回の定期パトロールの実施や道路情報投稿アプリなどを活用し、舗装や

側溝等の破損箇所の早期発見につとめ維持補修を行った。

４ 冬期の道路管理では、４業者に委託して凍結防止剤散布を実施した。除排雪業務と

しては、除雪重機等所有の４６業者と委託契約し、市が指定する除雪路線の部分除雪

と雪捨場の整地作業等を実施した。

５ 橋梁維持補修事業では、鉄道に跨る橋梁の定期点検を実施した。また、岡谷市橋梁

長寿命化修繕計画（第二期）に基づき早期に補修が必要な橋梁の修繕工事を実施した。

６ 道水路の管理業務では、境界査定、市道の認定と変更事務、道路台帳の補正等整備

のほか、道水路管理に必要な事務を行った。また、道水路の占用許可及び自営工事承

認に関する事務を行い、占用料の徴収事務等を実施した。

７ 都市公園管理では１９公園の清掃や剪定等の維持管理を実施したほか、公園施設の

長寿命化と機能の再整備に向けた方向性を盛り込んだ、第２期岡谷市公園施設長寿命

化計画に基づき蚕糸公園の整備に着手した。

８ 緑化推進では街路樹の剪定、消毒等の樹木管理のほか、ふれあい花壇づくり事業を

実施し、住民参加による緑化運動の推進啓発に努めた。

９ 災害復旧事業では、令和３年８月の大雨災害で被災した道路及び河川について、

昨年度に引き続き、災害復旧工事を実施した。

１０ 県事業では、道路や河川の改修、砂防等の事業に係る協議、連絡調整を行った。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

土木管理事務 １ 各種負担金

・治水砂防協会会費

円

・河川協会会費

円

・長野県地区用地対策連絡協議会会費

円

・急傾斜地崩壊防止事業地元負担金

円

２ 諏訪湖流域治水促進期成同盟会

諏訪湖、天竜川及び諏訪湖に流入する河川等の整備を促

進し諏訪地域の治水に寄与することを目的に、諏訪６市町

村で諏訪湖流域治水促進期成同盟会を発足。

・国土交通省への要望書の提出

期 日 ２月８日（水）

円

路線管理事務 ・道路台帳補正業務

道路網図等修正一式 業務箇所 岡谷市内一円

円

・道路等占用台帳管理システム賃借料及び利用料

円

円

道路橋梁総務管

理事業

・道路橋梁照明等電気料

円

円

道水路維持補修

事業

１ 請負工事 ６５件

・１号線（樋沢線）外１路線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝８７ｍ Ａ＝４０８㎡

・２号線（山の手線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝１７０ｍ Ａ＝１，３０７㎡

・３号線（鳴沢通り線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝３１４ｍ Ａ＝１，７３０㎡

・８号線（若宮通り線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２６７ｍ Ａ＝１，１７０㎡

・１３号線（辻下線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２６０ｍ Ａ＝１，１１０㎡

・１７号線（鶴峯天白線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２８０ｍ Ａ＝１，２８０㎡

・２２号線（横川東堀線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝９７ｍ Ａ＝５３７㎡

・２４号線（東山田西山田線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝３２３ｍ Ａ＝１，８８１㎡

・１１３号線（長地山の手線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝１８１ｍ Ａ＝８８３㎡

・１１５号線（下横町線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝３６２ｍ Ａ＝２，２９０㎡

・１２０号線（矢垂峠線）舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝１８０ｍ Ａ＝５５９㎡
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・岡谷６２号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝３５３ｍ Ａ＝１，７３０㎡

・岡谷６５号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝８４ｍ Ａ＝４２０㎡

・岡谷２５１号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝７８ｍ Ａ＝３０３㎡

・岡谷４４４号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２０４ｍ Ａ＝１，０５０㎡

・岡谷７１３号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２４ｍ Ａ＝１３９㎡

・湊６３号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２３４ｍ Ａ＝９４０㎡

・川岸２２６号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝１４０ｍ Ａ＝１，０３０㎡

・長地１４４号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝８０ｍ Ａ＝５３０㎡

・長地１８６号線舗装維持工事
舗装工 Ｌ＝２９４ｍ Ａ＝１，２１０㎡

・その他小規模工事 ４５件

円

・常温プラント解体

常温プラント解体工事 一式

円

２ 施設等修繕

・道路付属物、交通安全施設、凍結防止剤散布装置、ロータ

リー除雪自動車等
円

３ 委託業務 ３６件

・岡谷駅歩道橋昇降機設備保守点検委託業務

・舗装路面診断調査業務

・川岸２２３号線地盤調査業務

・川岸２２３号線測量設計業務

・その他小規模業務及び単価契約 ３２件

支障木等伐採、大型案内標識点検、産業廃棄物処理、

除雪車管理、側溝浚渫土砂等運搬

円

・雪寒業務

除雪路線 ８７路線 延長８６ ３４ｋｍ

凍結防止剤散布業務 延べ１１９回

除雪業務 延べ ５３回

雪捨場整地等業務 延べ ３２回

円

４ 賃貸借契約 ５件

・公用車両賃貸借契約

賃貸借台数 ３台

・岡谷市ＬＥＤ道路照明灯賃貸借契約

道路照明灯 Ｎ＝４７０灯

・その他 １件

円

５ 直営工事

・舗装及び側溝等補修、道水路等清掃、草刈伐採、泥上げ、

土のう配布、凍結防止剤散布及び配布、焼き砂配布等
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６ 前年度繰越工事 ７件

・４号線（間下道線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１９１ｍ Ａ＝８９４㎡

・１１号線（今井通り線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２２２ｍ Ａ＝１，１５０㎡

・３０号線（東掘線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝３０４ｍ Ａ＝２，３３７㎡

・１１６号線（中浦通り線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝２１９ｍ Ａ＝１，５７０㎡

・１１８号線（神命線）舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１５８ｍ Ａ＝９７３㎡

・岡谷７２０号線舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１２３ｍ Ａ＝１，０４１㎡

・川岸２２６号線舗装維持工事

舗装工 Ｌ＝１７０ｍ Ａ＝１，０８０㎡

円

７ 前年度繰越委託業務 ２件

・岡谷５５５号線外１路線土質調査業務

・その他小規模工事 １件

円

円

道水路等整備事

業

１ 請負工事 １８件

・湊１０９号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝１３１ｍ

舗装工 Ａ＝４５８㎡

・長地２２６号線外１路線改良工事

側溝工（７００型） Ｌ＝１４ｍ

・岡谷３２０号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝２４ｍ

・岡谷２１８号線改良工事

舗装工 Ａ＝４５４㎡

・川岸３３６号線改良工事

舗装工 Ａ＝２９３㎡

擁壁工 Ａ＝１９㎡

・湊７７号線改良工事

舗装工 Ａ＝１９９㎡

・川岸１０６号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝５１ｍ

・２１号線（岡部田線）改良工事

止水壁工 Ｌ＝４２ｍ

・川岸２６４号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝４６ｍ

・１２号線（小井川東町線）改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝４８ｍ

・岡谷６５７号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝３８ｍ

・岡谷５２３号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝１４ｍ

・長地３１３号線改良工事

舗装工 Ａ＝１３９㎡
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・岡谷５８５号線改良工事

舗装工 Ａ＝１４７㎡

・長地２９１号線改良工事

暗渠排水管（φ２００） Ｌ＝１６ｍ

側溝工（３００型） Ｌ＝１４ｍ

・長地２０９号線改良工事

側溝工（３００型） Ｌ＝３０ｍ

・その他小規模工事 ２件

円

２ 道路後退舗装工事 ８件

・岡谷４１９号線道路後退舗装工事

舗装工 Ａ＝１０７㎡

・川岸３５９号線道路後退舗装工事

擁壁工 Ａ＝４０㎡

・岡谷６４４号線道路後退舗装工事

側溝工（３００型） Ｌ＝２３ｍ

・１０９号線（天白西線）道路後退舗装工事

擁壁工（Ｈ２，０００） Ｌ＝４２ｍ

・その他小規模工事 ４件

円

３ 委託業務 １５件

・長地２２６号線測量業務

測量業務 １式

・長地２２６号線設計業務

設計業務 １式

・１３号線（辻下線）排水施設検討業務

排水路設計業務 １式

・長地６号線排水施設検討業務

排水路設計業務 １式

・その他小規模業務 １１件

円

４ 財産購入 ２４件

・長地３５号線整備事業に伴う用地代 ５件

・岡谷５５９号線道路後退整備事業に伴う用地代 ６件

・その他 １３件

円

５ 補償 ５件

・岡谷５５９号線道路後退整備事業に伴う補償 ２件

・その他３件

円

６ 前年度繰越工事 ３件

・通学路安全対策工事

交通安全対策 Ｎ＝６箇所

・通学路交通安全対策（その２）工事

交通安全対策 Ｎ＝７箇所

・生活道路安全対策工事

ハンプ設置工 Ｎ＝２箇所外

円

円
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橋梁維持補修事

業

１ 請負工事 ２件
・その他小規模工事 ２件

照明灯 交換工 Ｎ＝６灯 等
円

２ 委託業務 ８件
・洩矢跨線人道橋外１橋橋梁補修設計委託業務

橋梁補修設計 Ｎ＝２橋
・中央自動車道跨高速道路橋

新田橋外３橋橋梁定期点検業務
橋梁点検 Ｎ＝４橋

・小東橋外８橋橋梁定期点検業務
橋梁点検 Ｎ＝９橋

・天白橋外４橋橋梁定期点検業務
橋梁点検 Ｎ＝５橋

・やまびこ橋外 橋橋梁定期点検業務
橋梁点検 Ｎ＝５橋

・中央町一・二丁目歩道（岡谷 号線）清掃等業務
清掃等委託業務 一式

・その他 ２件
円

３ 前年度繰越工事 １件
・第二天竜川人道橋橋梁修繕工事

塗装工 Ａ＝４３２㎡
円

４ 前年度繰越委託業務 ２件
・志平跨線橋外３橋橋梁定期点検業務

橋梁点検 Ｎ＝４橋
・駅南天竜橋外１橋橋梁定期点検業務

橋梁点検 Ｎ＝２橋

円
円

河川改修事業 １ 請負工事 １件

・一の沢川改修工事

河川改修工（１，２００×１，２００）Ｌ＝３８ｍ

円

２ 委託業務 ７件

・小洞沢川設計業務

設計業務 １式

・又五郎川設計業務

設計業務 １式

・その他 ５件

円

３ 翌年度繰越工事 ２件

・小洞沢川改修工事

河川改修工（１，５００×１，２００）Ｌ＝４７ｍ

・又五郎川改修工事

河川改修工（１，３００×１，３００）Ｌ＝４８ｍ

円

円
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河川維持事業 １ 請負工事 ７件

・常現寺沢川浚渫工事

堆積土砂撤去工 Ｌ＝１６６ｍ Ｖ＝１４３㎥

・本沢川浚渫工事

堆積土砂撤去工 Ｌ＝２８３ｍ Ｖ＝１３２㎥

・その他小規模工事 ５件

円

円

都市公園管理総

務事業

１ 指定管理者による公園管理

・鳥居平やまびこ公園、岡谷湖畔公園

管理及び自主事業にあたっては、新型コロナウィルス感染

症の感染防止対策を徹底した。

円

２ 直営による公園管理

・蚕糸公園外１５公園

円

３ 観光地等魅力向上森林景観整備業務（岡谷湖畔公園）

・立木伐採Ｎ＝４本

円

４ 請負工事

・岡谷湖畔公園舟形遊具ネット更新工事

円

円

都市公園整備事

業

１ 請負工事 ２件

・岡谷湖畔公園ジョギングロード整備工事

カラーゴムチップ舗装 Ａ＝９６１㎡

円

・岡谷湖畔公園ジョギングロード整備（その２）工事

カラーゴムチップ舗装 Ａ＝１６３㎡

円

２ 設計等委託業務 １件

・蚕糸公園等再整備設計業務委託

公園設計業務 １式

円

３ 翌年度繰越工事 ２件

・岡谷湖畔公園ジョギングロード整備（その３）工事

カラーゴムチップ舗装 Ａ＝７６３㎡

円

・蚕糸公園等整備工事

公園施設整備工 Ａ＝１，２７８㎡

円

円

緑化推進事業 １ 街路樹等管理

・３０号線、３１号線、２８号線の剪定ほか消毒

・塚間川河川公園、３０号線ポケットパーク、６号線の

危険木伐採

円

２ ふれあい花壇づくり事業

・プランター貸与、花苗助成 認定団体数 ３４団体

円

円
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道路橋梁災害復

旧事業（令和３年

８月大雨災害）

１ 前年度繰越工事 ３１件

・川岸２７４号線災害復旧工事

舗装工 Ａ＝５９６㎡

・川岸１８６号線災害復旧工事

カゴ枠工 Ａ＝１２㎡

・２号線 山の手線 災害復旧工事

側溝清掃工 Ｌ＝２１０ｍ

・１７号線（鶴峯天白線）災害復旧（その２）工事

舗装工 Ａ＝５８㎡

・１１０号線 小野道線 災害復旧 その３）工事

舗装工 Ａ＝５２㎡

不陸整正工 Ａ＝４５５㎡

・岡谷５８９号線外１路線災害復旧工事

舗装工 Ａ＝８８㎡外

・湊１０９号線災害復旧工事

路盤工 Ａ＝８４２㎡

・川岸２７６号線災害復旧工事

擁壁工 Ａ＝８９㎡

・１９号線（鎌倉街道線）支線災害復旧工事

側溝浚渫工 Ｌ＝１３４ｍ

・１２１号線（追鶴線）災害復旧（その２）工事

舗装工 Ａ＝７２８㎡

・岡谷７１１号線災害復旧工事

鋼製法面保護工 Ａ＝２３２㎡

・川岸９９号線災害復旧工事

擁壁工 Ａ＝４０㎡

・川岸１４２号線外１路線災害復旧工事

不陸整正工 Ａ＝１，０５０㎡外

・１１０号線 小野道線 災害復旧 その２ 工事

不陸整正工 Ａ＝１，７５０㎡

・川岸３７１号線災害復旧工事  
暗渠排水工（φ３００）Ｌ＝１９ｍ    

・川岸６７号線災害復旧工事  
暗渠排水工（φ２００）Ｌ＝１６ｍ    

・岡谷３４号線支線災害復旧工事  
暗渠排水工（φ２００）Ｌ＝８７ｍ    

・長地２５８号線災害復旧工事  
暗渠排水工（φ３００）Ｌ＝６４ｍ    

・川岸９４号線災害復旧工事   
側溝工（３００型） Ｌ＝２０ｍ    

・川岸１１２号線外１路線災害復旧工事  
不陸整正工 Ａ＝８５０㎡外    

・川岸８９号線災害復旧工事  
暗渠排水工（φ４００）Ｌ＝３５ｍ    

・岡谷５９４号線災害復旧工事  
暗渠排水工（φ３００）Ｌ＝７８ｍ    

・川岸２８１号線災害復旧（その５）工事  
堆積土砂撤去 Ｖ＝６㎥  

・その他小規模工事 ８件  
円

円
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河川災害復旧事

業（令和３年８月

大雨災害）

１ 前年度繰越工事 ２１件

・（国補）追鶴川災害復旧工事  
護岸工 Ａ＝３０７㎡  
底張工 Ａ＝１０㎡    

・大洞沢川災害復旧（その３）工事  
底張工 Ａ＝７０㎡  

・本沢川災害復旧（その２）工事  
護岸工 Ａ＝２．８㎡  
底張工 Ａ＝１５㎡    

・本沢川災害復旧（その３）工事  
堆積土砂撤去工 Ｖ＝１５５㎥    

・地替川災害復旧（その２）工事  
暗渠排水工 Ｌ＝８ｍ    

・よもぎ沢川災害復旧（その３）工事  
護岸嵩上工 Ｌ＝４４ｍ  

・芦の沢川災害復旧 (その４ )工事  
河道掘削工 Ｖ＝７５㎥  

・ヨキトギ沢川災害復旧（その３）工事  
護岸嵩上工 Ｌ＝１９ｍ    

・後田沢川災害復旧（その２）工事  
護岸工 Ａ＝１８㎡  

・常現寺沢川災害復旧工事   
護岸工 Ａ＝１３㎡    

・常現寺沢川災害復旧（その２）工事  
護岸工 Ａ＝２１㎡  
底張工 Ａ＝１４㎡    

・鎌倉街道排水路災害復旧工事  
根継工 Ｌ＝５ｍ     

・小洞沢川支川災害復旧工事  
側溝工（３００型） Ｌ＝３７ｍ    

・待張川外２河川災害復旧工事  
カゴ枠工 Ｌ＝１１０ｍ外    

・桧山沢川災害復旧工事   
カゴ枠工 Ｌ＝９０ｍ    

・その他小規模工事 ６件  
円

円

県執行事業 １ 河川事業

・塚間川 （河道拡幅工事）

２ 砂防事業

通常分

・竹の沢川 （工事）

・蟹沢 （調査・測量・設計）

災害分

・中大久保沢 （設計・工事）

・大久保沢 （設計・工事）

３ 急傾斜地崩壊対策事業

・山手町 （設計・工事）

４ 維持補修事業

・岡谷下諏訪線（舗装補修工事）

・岡谷茅野線 （街路樹整備）

・釜口橋 （橋梁補修工事）
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 道路延長等の状況

令和４年度 令和３年度 増 減

総延長（ｍ）

実延長（ｍ）

舗装整備率（％）

道路敷面積（㎡）

橋梁総個所数（箇所）

路線数（本）

２ 有料公園施設の利用状況

施設名

利用者数等 使用料収入

令和４年度 令和３年度 増減
令和４年度

（Ａ） （Ｂ） Ａ － Ｂ

鳥居平やまびこ公園 人 人 人 円

サマーボブスレー 人 人 人 円

サイクリング 人 人 人 円

テニスコート 人 人 △ 人 円

望遠鏡 人 人 人 円

ロッカー 人 人 人 円

スポーツ広場 件 件 件 円

塩嶺閣 件 件 △ 件 円

鶴峯会館 件 件 件 円
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水 道 課

（282）
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第１ 概説

温泉事業特別会計では、市内施設への給湯、温泉使用料の徴収、温泉スタンド等の

施設維持管理及び利用促進事業を行った。

１ おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）、岡谷市民水泳プール、岡谷健康福祉施設

（ロマネット）、温泉デイサービス湯けむりの４施設への給湯及び温泉スタンドによる

温泉の販売を行った。

２ 源泉計装盤改良工事を行った。

３ 温泉スタンドの利用状況は、１日平均３２．３件であった。

４ 温泉給湯収入は、１４，９０７，６００円となり、温泉スタンドのメタル販売数は、

２００リットル（１００円）が７，１９３枚、３００リットル（１５０円）が

２，７７０枚で、その収入は１，１３４，８００円となった。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

温泉施設管理事業 １ 温泉給湯事業

おかや総合福祉センター １００㍑／分

岡谷市民水泳プール １５㍑／分（４月～９月）

２０㍑／分（１０月～１２月）

１月～３月は、市民水泳プール大規模改修工事に伴い、

給湯を停止した。

ロマネット １００㍑／分

温泉デイサービス湯けむり ４０㍑／分

上記４施設に最大２６０㍑／分を給湯した。

２ 温泉スタンド事業

温泉スタンド利用件数

２００㍑ ８，４０４件

３００㍑ ３，３７５件

合 計 １１，７７９件

３ 主な工事・修繕

・源泉計装盤改良工事 一式 ２，８４９，０００円

（ 円）
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会 計 課

（286）
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第１ 概説

会計課では、現金及び有価証券並びに物品に関する事務や決算の調製などの会計管

理事務を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

会計管理事務 １ 現金及び有価証券の出納、保管

（１） 収入、支出関係書類の審査、確認事務

（２） 諸帳簿への記録、管理

（３） 職員に対する会計事務の指導、研修会の開催

（４） 各課手持現金の確認、検査（随時）

２ 物品の出納及び保管

（１） 不用物品の売却（車両１台ほか）

（２） 共通消耗品の払出（１６５件）

３ 決算の調製

（１） 決算数値の確認

（２） 決算関係資料のとりまとめ

（３） 決算書及び決算附属書類の作成、市長への提出（７月）

（ 円）

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 支払状況

区 分 支払件数 支払方法 件 数 比 率

一般会計 件
窓口払 件 ％

口座振込 件 ％

特別会計 件
窓口払 件 ％

口座振込 件 ％

合 計 件
窓口払 件 ％

口座振込 件 ％

２ 会計別資金運用状況（定期預金）

会計名 運用回数 運用延金額 運用利子額

霊園事業特別会計

回 円 円

温泉事業特別会計

湊財産区一般会計

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

歳入歳出外現金

合 計
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教 育 委 員 会

（290）





291

教 育 部

（292）
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教 育 総 務 課

（294）
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第１ 概説

教育総務課では、岡谷市教育大綱の教育理念の下、学校における子どもたちの基礎的

学力を保障し、個性の伸長や社会性の育成をはじめとした、調和ある心身の成長を保障

するため、学校教育を中心として各種事業を推進した。

教育委員会全般に関する事項では、草間吉幸教育長職務代理者が令和５年３月９日

の任期をもって退任し、令和５年３月１日付で再任となった太田博久教育委員が新たな

教育長職務代理者に指名された。また、令和５年３月１０日付で新たに林慎太郎教育

委員が就任した。

新型コロナウイルス感染症への対応では、基本的な感染防止対策を講じながら、学

校行事や活動の工夫により、安全な学校運営に努めた。

豊かな学びや幼保小中の連携を更に推進するため、課内に「学びの創生・連携支援

室」を設置し、推進体制の強化を図ったほか、引き続き、主任指導主事及び学力向上

アドバイザーが中心となり、各校の巡回訪問や指導等を行い、学力向上を図る取り組み

を推進した。

教員の働き方改革に関しては、教員本来の時間を確保できるよう、部活動指導員や

スクール・サポート・スタッフの配置等を行ったほか、家庭との通信用アプリ「すぐ

ーる」を導入し、学校からの情報伝達手段のデジタル化を進め、事務負担の軽減を図

った。

施設整備では、学校トイレ洋式化改修工事を岡谷南部中学校で実施したほか、川岸

小学校の改修計画に合わせ、岡谷西部中学校と接続し、小中一貫の義務教育学校をめ

ざすと同時に、公立の幼保連携型認定こども園を校地内に併設する「川岸学園構想」

を策定した。

放課後子ども健全育成事業では、放課後時間の児童を受け入れる学童クラブを運営

したほか、地域の皆さんの関わりによる放課後居場所づくり事業を実施した。また、

中学生を対象に学習の習慣付け等を目的に、岡谷子ども未来塾を実施した。

子ども総合相談センターでは、様々な悩みを抱える児童生徒及び家庭への相談支援を

行ったほか、中間教室等を活用し、長期欠席傾向にある児童生徒への学習支援等を行

った。

このほか、幼保小接続期を円滑につなぐ独自のカリキュラム「おかや絹結プログラ

ム」を学校、保育園等の関係者の協力により実践した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

教育委員会運営

事務

教育委員会会議の運営及び総合教育会議に関わる事項について、

協議・調整を行った。

１ 教育委員会会議

・定例教育委員会 １２回開催

・教育委員協議会 ９回開催

２ 総合教育会議

教育行政等に関わる事項について、協議・調整を行った。

・開催期日：令和５年２月６日（月）

・構成員：市長、教育委員会 計７人

（ 円）

事務局総務事務 事務局全般に亘る事務及び人事に関わる業務等を執行したほか、

教員の働き方改革推進に向けた事業等を実施した。

１ 地域に開かれた学校づくり事業

・学校評議員 １１小中学校 ６５人 委嘱

２ 教員働き方改革推進事業 円

「岡谷市学校における働き方改革推進のための基本方針」に基

づき、多忙な教員が本来の授業づくりや児童生徒の指導に専念で

きる環境を整えるため、教員の働き方改革を推進した。

・小中学校への留守番電話、出退勤システムの運用 全１１校

・中学校への部活動指導員の配置 ８名

・長期休業中の完全閉庁日の設定

・学校家庭通信アプリ「すぐーる」の導入

（ 円）

教育施策事業 教育施策の推進に関わる各種事業を実施した。

１ チーム岡谷による学力向上推進事業

・少子化に対応した豊かな学びの創生や、幼保小中連携支援の

ため、課内に「学びの創生・連携推進室」を設置した。

・課配置の主任指導主事及び学力向上アドバイザーを中心に、

各校を訪問し、教員の授業改善に向けた指導や助言を行った。

・巡回指導等 ７３回

・学力向上を図るため外部講師による教員研修等を実施した。

・４月に実施した「全国学力・学習状況調査」の分析を通じて授

業改善策を検討し、各校へ指導助言を行った。

２ 生徒指導支援

問題行動等に的確に対応し、児童生徒の健全な育成を図るため、

生徒指導推進委員会を開催した。年５回開催

・生徒指導の推進と小中、高校間等の情報交換

・長期休業中の生徒指導、あいさつ運動の推進

３ 教職員研修の充実

教職員の資質向上を図るため、校長会と共催して研修会等を実

施したほか、学校訪問を通じて学校経営に関する助言等を行った。

・５月 新任学校教職員研修会 小中１１校参集

・７月 教職員研修会（悉皆研修）２会場に分散しリモートで実施

４ 平和体験研修事業

広島市への生徒派遣は中止し、阿智村 満蒙開拓平和記念館で

の代替研修として実施した。

・８月１２日（金）中学２、３年代表生徒１８名 教員等６名

・平和資料の巡回 ８月２９日（月）～９月２７日（火）

（ 円）
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児童生徒の安全

対策事業

１ 学校安全対策の推進

（１）学校での安全確保の取り組み

災害や不審者等に対応するため、各校が危機管理マニュアルを

見直したほか、学校施設・設備の安全点検や避難訓練等を実施し

た。

（２）地域との連携

各校が通学路の危険箇所を点検し、「子どもを守る地域安全指

導マップ」を作成したほか、警察の「安心の家」との連携、地域

ボランティアによる登下校時の見守り、パトロール活動等の取り

組みを進めた。

（３）通学路の交通安全対策

第４次「岡谷市通学路交通安全プログラム」の初年度として、

計画期間中に安全対策を予定した市道の通学路４５箇所のうち、

令和４年度は１８箇所の安全対策を実施した。（土木課による対応）

＜実施箇所数＞

川岸小５箇所、長地小４箇所、岡谷田中小、上の原小

各３箇所、神明小、小井川小、湊小各１箇所

２ ふれあいたいむの推進

登下校時の子どもたちの見守り活動等を啓発する「ふれあいた

いむ推進旬間」を実施し、見守り隊等の激励を行った。

・推進旬間 春季： ５月１８日（水）～ ５月２７日（金）

秋季：１０月１９日（水）～１０月２８日（金）

子ども総合相談

センター事業

児童生徒に関わるいじめ対策や不登校対策、就学支援など、小中

学校期の子どもと家庭を中心に総合的な相談支援を行った。

１ 子ども総合相談センターの運営

（１）相談業務等

・子育て・子育ちに関する総合的な相談・支援を行った。

・センター長、子ども教育支援相談員等、計１０名体制

・相談実人数５２４人 相談延べ人数１，７９３人

・庁内、関係機関とのケース会議１２４回

（２）フレンドリー教室・中学校中間教室の運営

・通室児童生徒数 フレンドリー教室３人、中間教室２９人

・親のまなざしの会 不登校を考える親の会 年１０回開催

（３）カウンセリング等の充実

・県費のスクールカウンセラー３人の市費兼務及び臨床心理士１

人を「専門カウンセラー」として配置した。

・教育相談室で専門カウンセラーによる教育相談を実施した。

（相談員１名、月２回実施、相談延べ件数９３件）

・心の教室相談員を４中学校に各１名配置し、生徒の悩み相談等

に対応したほか、校区内の小学校に出向き、児童や保護者の相

談支援を行った。

・県費スクールソーシャルワーカー２人を市費兼務とし、継続的

な長期欠席や学校だけでは対応困難な事例への支援等を図った。

２ 特別支援教育推進事業

（１）特別支援学級支援

・専門カウンセラーによる専門性の高い発達検査の実施と、保護

者や関係者への説明及び助言を行った。

・特別支援教育支援員３４名を小中学校へ配置した。
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（２）就学支援委員会

・特別な支援を必要とする園児、児童生徒の適正な就学を進める

ため、岡谷市就学支援委員会を開催した。

年６回開催 判断件数６５件

・通級による指導が必要な児童生徒について、小委員会を開催し

丁寧に審議した。年５回開催 判断件数２２件

（３）特別支援教育コーディネーター等連絡会（年４回開催）

３ 子ども教育支援チーム会議

行政担当者や校長会と連携して、「長期欠席」、「いじめ・人権」

の２部会に分かれて協議を行った。 全体会の開催 計４回

「岡谷市いじめ問題対策連絡協議会」との合同会議を２回開催し、

地域の関係団体、保護者代表、有識者も参画して実施した。

４ いじめ防止対策の推進

（１）いじめ防止対策推進委員会

・いじめの防止等の対策の向上に努めた。（年５回開催）

・小中学生による「いじめ根絶子ども会議」の開催

７月２９日（金）参加児童生徒数５２人

（２）岡谷市いじめ問題対策連絡協議会

条例に基づく協議会として、年２回開催し、関係機関や団体相

互の調整、協議等を行った。任期１年、年２回開催

（３）岡谷市いじめ問題対策調査委員会

重大事案の発生等に備え、条例に基づく「岡谷市いじめ問題対

策調査委員会」を開催し、いじめの状況把握等を行った。

任期２年、年１回 開催

５ 子どもの自立支援委員会

すべての小・中学校でソーシャルスキルトレーニング ＳＳＴ

に取り組み、人間関係力や自己肯定感の高揚に努めるとともに、

長期欠席児童生徒への対策の充実を図るため、子どもの自立支援

委員会を開催した。年４回開催

・ＳＳＳＴの実施、研修会の開催

・Ｑ－Ｕ、アセスの実施

・長期欠席児童生徒への対応事例研究

６ 聞いて！気づいて！わたしのサイン事業

岡谷市自殺対策計画に基づき、小学４年生、中学１年生を対象

に「ＳＯＳの出し方に関する教育」として、悩みを打ち明けるこ

との大切さを学ぶ授業を実施したほか、学校職員を対象とする研

修会を実施した。

７ おかや絹結プログラムの推進

入学時の環境変化に適応できない小１プロブレムの解消、改善

を図るため、おかや絹結プログラム推進委員会を設け、各園校に

おいて、幼保小接続期におけるアプローチ＆スタートカリキュラ

ム「おかや絹結プログラム」を実践した。

（ 円）

活力ある学校づ

くり推進事業

魅力と活力ある学校づくりの推進に向け、各種事業を実施した。

１ 岡谷市スタンダードカリキュラムの推進

地域資源を活用した岡谷ならではの学習スタイル「岡谷スタン

ダードカリキュラム」の実践を通して、岡谷の「ひと・もの・こ

と・こころ」に学び郷土を愛する心を育み、ふるさと回帰の教育

を推進した。

円
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２ 小学生夏休みわくわくサマースクール

夏休み中の学習支援活動として、教員による補習の時間、市主

催による「おかやキッズラボ」事業及び小学５年生対象の「岡谷

子ども未来塾」の取り組みを一体化した「おかや 小学生夏休み

わくわくサマースクール」を実施した。

円

３ 魅力ある学校づくり交付金

魅力と活力ある学校づくりを推進するため、小中学校がそれぞ

れの特色を活かして取り組む総合的な学習の時間の活動に対し、

交付金を交付した。 円

（ 円）

教員住宅管理事

業

間下教員住宅の維持管理、教職員等への貸付を行った。

１ 管理戸数 ２棟３８戸

２ 入居者数 １７名

（単身用１５名、世帯用２名）入居率４４ ７％

３ 施設修繕等 １７件

４ 教員住宅に係る財産処分

旧教員住宅敷地の売却処分を行った。

川岸能登舟南教員住宅敷地 ３５７．０６㎡

売却額 ８，５９４，４００円

（ 円）

学校管理運営事

業

小中学校の運営に必要な学校配当予算の令達、執行管理及び給食

調理員等市費職員の配置、施設維持に必要な経費等を執行した。

１ 小学校の主な修繕工事（５０万円以上）

・湊小学校 網戸取替修繕工事 円

・上の原小学校 地中ガス管修繕工事 円

２ 中学校の主な修繕工事（５０万円以上）

・岡谷西部中学校プールサイド床修繕工事 円

３ 小中学校感染症対策支援事業（学校配当予算の追加）

コロナ禍における学習保障及び感染症対策のために必要な物

品等の購入のため、国補助金を活用して学校配当予算を追加し

た。 円

４ 原油価格の高騰や物価高騰等の影響を受けた暖房用燃料、ガス

料、電気料を補正し、予算の不足に対応した。

暖房用燃料： 円

ガス料： 円

電気料： 円

（小学校 円）

（中学校 円）

学校教育推進事

業

小中学校において学習指導要領に基づくカリキュラムを実践し、

学校図書館の運営、英語教育や情報教育の充実等、学校教育を推進

するため、各種事業を実施した。

１ 学校図書館活用推進事業

児童生徒の読書活動の充実を図り、「豊かな心」と「自ら学ぶ力」

の育成を図るため、読書・学習・情報センターとして機能する学校

図書館づくりを市立岡谷図書館と連携して推進した。

（１）学校図書館司書の配置

小中学校全１１校に学校図書館司書を配置し、司書教諭等をサ

ポートするとともに、学校図書館の環境づくり及び蔵書の充実を

行った。
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２ 外国語授業支援事業

小学校の外国語活動及び国際理解教育、中学校の英語教科指導の

補助のため、ＡＬＴ（外国語指導助手）を５名配置し、外国語授業

への支援を図った。

小学校 円

中学校 円

３ 保健体育科指導事業

地域伝統のスポーツ文化であるスケートを小学校の授業に取

り入れ、児童の健康増進、体力向上に努めた。

【利用者】屋内リンク ５６０人 屋外リンク ２，３２２人

合計数 ２，８８２人 円

４ 情報教育推進事業

国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、小中学校に配備した１人

１台端末を活用し、児童生徒の個別最適化された学びの提供に努

めた。

（１）ＧＩＧＡスクールサポート業務

児童生徒のＧＩＧＡ端末の利活用が滞りなく行われるように

ＧＩＧＡスクールサポーターを配置し支援体制を整えた。

小学校 円

中学校 円

（２）情報教育の推進

教職員等に対して、情報教育指導員による情報機器の操作支援、

教職員向け研修、授業サポート等を行い、情報教育を推進した。

（３）情報教育委員会（年２回）

各校の担当教員で構成する情報教育委員会を中心に、児童生徒

及び教職員の情報活用能力を高めるための研修等を実施した。

また、情報モラル教育について、実践発表やセキュリティ･モ

ラル対策についての講習会等を実施した。

５ 学校・家庭双方向通信アプリ導入

家庭との連絡手段のデジタル化を進め、迅速かつ的確に情報の

やりとりができる通信アプリ「すぐーる」を導入した。

小学校 円

中学校 円

（小学校 円）

（中学校 円）

健康管理事業 児童生徒および教職員の健康の保持増進を図るため、小中学校に

学校医を配置し、健康管理に努めた。

（小学校 円）

（中学校 円）

学校給食事業 児童生徒が安全で安心な給食の提供を行うため、学校調理員の配

置ほか、給食室の設備改修、備品購入等に必要な経費等を執行した。

１ 小学校の主な購入備品（１０万円以上）

・上の原小学校 食器洗浄機１台 円

・湊小学校 食器消毒保管庫１台 円

２ 食材高騰に伴う学校給食費の支援

物価高騰等の影響による学校給食の食材価格の高騰を受け、値上

がり分の食材費の公費負担を２回実施し、支援を行った。

小学校 円

中学校 円

（小学校 円）

（中学校 円）
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小中学校整備事

業

児童生徒が安全で快適に学べる学校づくりに向け、小中学校の施

設整備を推進した。

１ 小学校の主な施設整備

・長地小学校プールろ過機交換工事 円

・令和５年度に予定した事業に係る国補助金の前倒し採択に伴

い、岡谷田中小学校バリアフリー化事業の補正予算を行い、令和

５年度に全額（５３，５００千円）を繰り越した。

２ 中学校の主な施設整備

岡谷南部中学校のトイレ洋式化改修工事（令和３年度繰越事

業）及び南校舎トイレ配管修繕を行った。

・岡谷南部中学校トイレ改修工事 円

・岡谷南部中学校南校舎トイレ配管修繕工事 円

・令和５年度に予定した事業に係る国補助金の前倒し採択に伴

い、岡谷北部中学校トイレ洋式化改修工事の補正予算を行い、令

和５年度に（２５，３００千円）を繰り越した。

３ 「川岸学園構想」の策定

川岸小学校の長寿命化大規模改修工事に合わせ、切れ目ない一

貫した教育を提供する「施設一体型義務教育学校」の設立を目指

すとともに、岡谷市保育園整備計画中期計画に基づく「公立の幼

保連携型認定こども園の校地内併設」により、異年齢の子どもた

ちをつなぎ、新たな学び舎の創出を図るため、「川岸学園構想」

を策定した。

・２月６日（月）岡谷市総合教育会議の協議調整

岡谷市議会全員協議会へ報告

・２月９日（木）定例教育委員会の策定承認

（小学校 円）

（中学校 円）

就学援助費 要保護及び準要保護児童生徒の保護者に対し必要な就学援助を

行い、義務教育の円滑な実施を図った。

また、特別支援学級に入級する児童生徒の保護者に対し、就学等

に要する経費に対する奨励費を支給し経済的負担の軽減を図った。

【就学援助費】

小学校 円

中学校 円 計 円

【特別支援教育就学奨励費】

小学校 円

中学校 円 計 円

（小学校 円）

（中学校 円）
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放課後子どもの

居場所づくり事

業

市内全７小学校において、放課後時間に学校施設を活用して、子

どもたちの安全・安心な居場所を提供した。運営に協力いただく地

域住民の知識や教養を伝える交流活動等を通じて、子どもたちが心

豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進した。

名称
実施

回数

延べ参加児童数

令和

４年度

令和

３年度
増減

とちっ子ひろば（川岸小）

神明っ子はばたきラボ（神明小）

おいかわっこ（小井川小）

あやめ基地（岡谷田中小） △

あそぼう日（湊小） △

おさっちあ（長地小） △

うえのはらっぱ（上の原小）

合計

（ 円）

学童クラブ管理

運営事業

保護者の就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後

時間等の適切な遊びと生活の場として、学童クラブを開設した。

新型コロナウイルス感染症対策として、クラブ室の消毒や換気等

の基本的な感染症対策を徹底しながら安全な運営に努めた。

１ 開設校 小学校７校１３クラブ

（岡谷田中小学校の障がい児学童ひかりクラブを含む）

２ 開設日：学校登校日、学校休業日、

土曜日は岡谷田中小学校に集約して開設

３ ボランティア参画

・春休み読み聞かせボランティア

期間 ３月１６日（木）～３１日（金）

受入 １３学童クラブ 延べ６８８人、８１回

４ 中学生による職場体験「学童ＷＯＲＫＷＯＲＫ
わ く わ く

体験事業」

・期間 ７月２８日（木）～８月５日（金）

・受入 １９人（延べ時間８７時間） （ 円）

岡谷子ども未来

塾事業

市内中学校において、苦手科目の解消や学習の習慣付けができる

よう、教員ＯＢ等が講師となり、中学２年生を対象に英語・数学の

学習支援ソフトによる学習や自主学習への学習支援を行った。

学校名

実施回数 延べ参加生徒数

英語 数学
英語 数学

４年度 ３年度 ４年度 ３年度

岡谷西部中

岡谷北部中

岡谷南部中

岡谷東部中

合計

（内、英数合同： 回）

小学生夏休みわくわくサマースクールの中で、小学５年生を対象

に「岡谷子ども未来塾５年版」を実施し、延べ６０名に対し、算数

に関わる学習支援を行った。

各校２回実施、川岸小のみ感染症対策により実施は見送り

（ 円）
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岡谷市育英基金

奨学金事業

高校、大学等への進学者に対し、選考委員会による選考の上、岡

谷市育英基金による奨学金貸付者を決定し、対象者への貸付及び償

還事務等を行った。

・本年度貸付者 ３６人（うち新規貸付者１４人）

（新規貸付者内訳 大学 ８人、大学（医師養成課程）２人、

専門学校 ３人、高校 １人）

・当年度貸付額 円 ・償還免除額 円

新型コロナウイ

ルス感染症対策

１ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のほか、学校における

授業以外の業務を補助的に行うスクール・サポート・スタッフに

ついて、県による配置のない学校に対し、市独自に配置し、教員

が児童生徒への指導や教材研究等に注力できる環境を整えた。

市費配置校 湊小、岡谷西部中、岡谷南部中 各１名

円

２ 感染症対策・子どもたちの学習保障に対する取組について、国

の補助金を活用して学校配当予算を追加した。

〔国基準配当額〕

９００千円：湊小・上の原小・岡谷西部中・岡谷南部中

１，３５０千円：川岸小・神明小・小井川小・岡谷田中小・

岡谷北部中

１，８００千円：長地小・岡谷東部中

円

３ コロナ禍において学童クラブを安全に運営するため、感染症対

策に必要な消毒液等の衛生用品及び管理用備品を購入した。

円

４ 新型コロナウイルス感染症の影響による児童生徒の自宅待機や

学級閉鎖等の緊急時に、学習者用タブレットを安全に持ち帰るこ

とのできる環境を整えるため、１人１台端末用の保護ケースを購

入した。

円

５ 修学旅行の日程順延や行き先変更に伴うキャンセル料につい

て、保護者負担を軽減するため、公費負担を行った。

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 小学校児童数及び学級数 （令和４年５月１日現在）

区 分

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合 計

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

人 人 人 人 人 人 人 人

川岸小

神明小

小井川小
岡谷田中小

湊小

長地小

上の原小

合 計

２ 中学校生徒数及び学級数 （令和４年５月１日現在）

区 分

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

人 人 人 人 人

西部中

北部中

南部中

東部中

合 計

３ 小中学校児童生徒数及び学級数 （令和４年５月１日現在）

区 分
通常学級 特別支援学級 合 計

学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数

人 人 人

小学校

中学校

合 計
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給
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額
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出
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額

（
千

円
）
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４ 学童クラブ登録児童生徒数 （令和５年３月３１日現在）

（１） 学校登校日 単位：人

区 分
児童生徒数

指導員
補助

指導員
備 考

増減

川岸小第１学童クラブ △1
教室使用

川岸小第２学童クラブ

神明小第１学童クラブ △ 独立施設

神明小第２学童クラブ 教室使用

小井川小第１学童クラブ 独立施設

小井川小第２学童クラブ △ 教室使用

岡谷田中小第１学童クラブ △
独立施設

岡谷田中小第２学童クラブ

湊小学童クラブ 独立併用施設

長地小第１学童クラブ
独立施設

長地小第２学童クラブ

上の原小学童クラブ 教室使用

障がい児学童ひかりクラブ 独立施設

合 計 △

（２） 学校休業日 単位：人

区 分
児童生徒数

指導員
補助

指導員
備 考

増減

川岸小第１学童クラブ △
教室使用

川岸小第２学童クラブ △

神明小第１学童クラブ 独立施設

神明小第２学童クラブ 教室使用

小井川小第１学童クラブ 独立施設

小井川小第２学童クラブ 教室使用

岡谷田中小第１学童クラブ △
独立施設

岡谷田中小第２学童クラブ

湊小学童クラブ △ 独立併用施設

長地小第１学童クラブ
独立施設

長地小第２学童クラブ

上の原小学童クラブ 教室使用

障がい児学童ひかりクラブ △ 独立施設

合 計

（３） 土曜日 単位：人

区 分
児童生徒数

指導員
補助

指導員
備 考

増減

土曜学童クラブ

（岡谷田中小で拠点実施）
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生 涯 学 習 課

（308）
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第１ 概説

生涯学習課では、岡谷市学びの紡ぎ応援プラン（第６次岡谷市生涯学習推進計画）

に基づき、生涯にわたり学び続け、地域に根ざす『ひと、もの、こと、こころ』の資源を

活用しながら、生涯学習活動センター、公民館（湊、川岸、長地）、美術考古館、図書館

において生涯学習の推進を図るとともに、青少年健全育成及び文化財保護に関する

諸事業を実施した。

二十歳の祝賀式開催事業では、民法改正による成年年齢引き下げ後の成人式について、

新名称を「二十歳を祝う会」とし、当該年度に２０歳を迎える若者を対象に式典を

開催した。

生涯学習活動センター及び３公民館では、これからの「人生１００年時代」に向け

「じっくり学習 岡谷学」をはじめとする各種講座を実施した。また、３公民館では公

民館施設避難所環境改善事業として、各部屋へのエアコン設置、調理台の給湯器設置、

トイレの自動水栓化の工事を実施した。

美術考古館では、宮坂巴堂展や辰野清写真展など多くの企画やイベントを開催した

ほか、図書館では、第３次子ども読書活動推進計画に基づき各種イベントや事業等を

開催するとともに、利用者の求める図書資料、視聴覚資料を整え、その貸出及び資料

提供を行った。また、長野県及び全市町村による協働電子図書館を構築し、８月から

運用を開始した。

文化財保護事業では、旧林家住宅応急修繕工事にあたり、公益財団法人東日本鉄道

文化財団の「地方文化事業支援」の採択を受け、事業を実施する旧林家住宅応急修繕

事業実行委員会に対し、負担金を交付したほか、文化庁の「令和３年度文化芸術振興

費補助金」を活用し旧林家住宅外トイレの改修工事を実施した。遺跡緊急発掘事業で

は、遺跡内での個人住宅建設等小規模開発事業に伴う試掘及び発掘調査を行い、埋蔵

文化財の記録保存を実施した。

新型コロナウイルス感染症への対応としては、県内・諏訪地域の感染状況により施設

の利用を縮小するなど、各種感染拡大防止対策を行ったうえで各施設の適正な運営に

努めた。また、生涯学習活動センター及び３公民館では、アクリルパーテーションや

Ｗｅｂ会議用のパソコン等の備品を購入し、新型コロナウイルス感染症と共生する生

涯学習を目指すための基盤を整備した。
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第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

社会教育振興事

業

１ 社会教育委員の会議

社会教育関連事業について、視察や研修などの研究活動をするな

かで協議、検討また意見集約を行い、教育委員会へ提言を行った。

（１）教育委員会からの諮問 無

（２）教育委員会へ要望書の提出

「成長樹（期）子育て実践ポイントの活用について」

（３）会議等

・全体会議 ７回

（４）研究活動

長野県社会教育研究大会、諏訪・上伊那地区社会教育委員連絡

協議会合同研修会等への参加

２ おかや子育て憲章制定２０周年記念事業

地域発元気づくり支援金を活用し、事業を実施した。

（１）おかや子育て憲章制定２０周年記念講演会

「子育てハッピーアドバイス～子育てがラクになるコツ教えます～」

・日 時 ８月２０日（土）午後１時３０分

・会 場 岡谷市文化会館（カノラホール）

・講 師 真生会富山病院 心療内科部長 明橋 大二 氏

・参加者 １０１人

（２）成長樹（期）子育て実践ポイントの改定

社会教育委員の会議にて既存の実践ポイントの見直しを行い、新

たに冊子を５，０００部作製した。

３ 郷土学習館活動支援

郷土の先人に学び、地域から生涯学習活動を発信している特定

非営利活動法人郷土学習館運営委員会の活動について助成・支援を

行った。

郷土学習館活動支援事業補助金 １，８００，０００円

円

二十歳の祝賀式

開催事業

令和５年二十歳を祝う会

新型コロナウイルス感染症への感染防止対策を講じた上で開催

した。

・日 時 １月８日（日） 午後２時

・会 場 岡谷市文化会館（カノラホール）

・対象者 平成１４年４月２日から平成１５年４月１日までの出生

者で市内に在住する者及び市内に親等が在住する者

区 分 令和４年度 令和３年度 増 減

対象人数 人 人 人

参加人数 人 人 人

参 加 率

円

生涯学習推進事

業

１ 「成長樹（期）子育て実践ポイント」活用事業

おかや子育て憲章具現化の取り組みとして、子育てのポイントを

年齢期毎にまとめたパンフレット「成長樹（期）子育て実践ポイン

ト」を、母子手帳交付時や子ども課「こんにちは赤ちゃん事業」の

訪問時等に配布した。

２ 岡谷市職員出前講座（市民と歩むまちづくり講座）開催事業

市民の生涯学習活動を推進するため、職員が地域へ講師として

出向き、行政の仕組みや各課の業務内容等について説明した。

・メニュー ８部門、９３講座 ・派遣件数 ４２件

・参加延人数 １，３１２人
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３ 学びのおかやサポート事業

地域の教育力を学校教育、社会教育、社会体育の場で活用する

ため、ボランティア保険への加入費用を公費負担し、広くボラン

ティア活動への参画を進めた。

・加入者数 ２３４人

４ 国民のデジタルリテラシー向上事業

文部科学省の情報技術講習事業費補助金を利用して、ＩＴ基礎講

座を実施した。

・「スマホでＬＩＮＥはじめませんか？」

３月１６日（木）・２３日（木） 参加延人数 １９人

円

人権教育推進事

業

「岡谷市人権に関する基本方針」に基づき、市民一人ひとりが

かけがえのない存在として尊重される社会の実現に向けて、各種人権

教育講座を実施した。

１ 輝く子育て支援学級

２回（カルチャーセンター、川岸公民館）

２ いちい学級

４回（カルチャーセンター、湊公民館、川岸公民館、長地公民館）

３ 家庭教育学級における人権講座

２回（長地小学校、上の原小学校）

４ 子育て関連団体

放課後子どもの居場所づくりスタッフ研修会 １回

５ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

家庭教育学級 ３回

（長地保育園、つるみね保育園、夏明保育園）

円

公民館総務事務 公民館の総務的経費である運営協議会負担金

１ 長野県公民館運営協議会負担金

人口４７，０３６人（令和３年１０月１日）

人口約４７，０００人×１．５円 ７０，５００円

２ 諏訪地方公民館連絡協議会負担金

人口４７，０３６人（令和３年１０月１日）

人口約４７，０００人×０．５＋均等割５，０００円

２８，５００円

円

湊公民館管理事

業

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

湊公民館の適正な維持、管理を行った。

１ 湊公民館宿日直委託業務 ３３２，５９１円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ４０，４２２円

３ エアコン等設置工事 １３，５０８，０００円

・エアコン設置 講堂２台、学習室、和室、会議室、

実習室、図書室、事務室各１台

・調理台給湯器設置 給湯器１台（調理台４台に給湯）

・トイレ自動水栓 トイレ４箇所

４ 避難誘導灯ＬＥＤ化工事 館内７箇所 ４８３，１２０円

５ 感染対策用品・情報機器購入 ４１０，３９８円

・アクリルパーテーション ３１枚

・パソコン、プロジェクター等 各１台

円
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湊公民館運営事

業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級

５月２５日（水）～１１月１６日（水）

１６回 参加延人数 ８４人

２ 小学校家庭教育学級

小学校に学級を設け保護者を対象に開設

・湊小学校 １回 参加人数 １２１人

３ いちい学級

５月２７日（金）～１１月２５日（金）

１６回 参加延人数 １９７人

４ 生活講座

・「ゆったりほぐすＹＯＧＡ～日頃の運動不足を解消～」

８月２５日（木）～ ９月２２日（木）

４回 参加延人数 ２５人

・「背骨コンディショニング講座～背骨のゆがみを整えて不調を改

善～」

２月１４日（火）～ ３月 ７日（火）

４回 参加延人数 ５５人

・「きのこ（シイタケ）の菌打ち体験講座」

３月１９日（日） １回 参加人数 １０組 １４人

５ 花岡・小坂公民館共催講座

・「みなと史跡巡り小坂編」７月１６日（土）

参加人数 １４名 両区公民館・保健委員会役員 １２人

・「ミニ門松づくり講座」１２月 ４日（日）

参加人数 ９組 １６人

６ 読書活動推進事業

登録者数 ５３３人 貸出数 １，３８６冊

７ 学習団体育成支援

・湊公民館学習グループ １２グループ

・岡谷市３公民館（湊・川岸・長地）交流文化祭

作 品 展 １１月４日（金）、５日（土） 参加６団体 ２個人

芸能発表 １１月５日（土） 参加７団体（５８人）

※会場はカルチャーセンター催事場 来場者 ３２７人

・湊公民館ロビー作品展

１１月１４日（月）～１２月２３日（金） 参加 ２団体

８ 湊コミュニティスクール連携事業

・公民館講座体験授業

「陶芸やきもの講座～ハロウィンランタン作り～」

１０月 ４日（火） 湊小学校４学年 ６人 引率教諭 １人

作品展示（交流文化祭作品展で展示）

９ 新型コロナウイルス感染症対応

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

子ども学級（山っ湖学級） ７月２８日（木）

円

川岸公民館管理

事業

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

川岸公民館の適正な維持、管理を行った。

１ 川岸公民館宿日直委託業務 ６０５，３３６円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ２９，９４７円

３ エアコン等設置工事 １４，０８０，０００円

・エアコン設置 講堂２台、学習室、和室、講義室、
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実習室、第１会議室、第２会議室、

図書室、事務室各１台

・調理台給湯器設置 給湯器１台（調理台４台に給湯）

・トイレ自動水栓 トイレ４箇所

４ 感染対策用品・情報機器購入 ４１７，８４３円

・アクリルパーテーション ３７枚

・パソコン、プロジェクター等 各１台

円

川岸公民館運営

事業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級

５月２６日（木）～１１月１７日（木）

１６回 参加延人数 １１２人

２ 小学校家庭教育学級

小学校に学級を設け保護者を対象に開設

・川岸小学校 ６回 参加延人数 ３１６人

３ 子ども学級

・「夏休み子どもチャレンジ教室」

７月３１日（日） １回 参加人数 １６人

４ いちい学級

５月２５日（水）～１２月 ７日（水）

１６回 参加延人数 ３４１人

５ 生活講座

・「りらっくすヨガ」

３月 １日（水）～ ３月１５日（水）

３回 参加延人数 ４６人

６ 読書活動推進事業

登録者数 ７５７人 貸出冊数 ３，１１６冊

７ 学習団体育成支援

・川岸公民館学習グループ １６グループ

・岡谷市３公民館（湊・川岸・長地）交流文化祭

作 品 展 １１月４日（金）、５日（土） 参加６団体 ２個人

芸能発表 １１月５日（土） 参加７団体 ５８人

※会場はカルチャーセンター催事場 来場者 ３２７人

・川岸公民館ロビー作品展

１月２３日（月）～ ３月１０日（金） 参加２団体 ２個人

円

長地公民館管理

事業

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

長地公民館の適正な維持、管理を行った。

１ 長地公民館宿日直委託業務 １，０５２，１６５円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ４０，０２３円

３ エアコン等設置工事 １６，６５４，０００円

・エアコン設置 講堂２台、学習室、和室、講義室、

実習室、第１会議室、第２会議室、

図書室、事務室各１台

・調理台給湯器設置 給湯器２台（調理台６台に給湯）

・トイレ自動水栓 トイレ７箇所

４ 感染対策用品・情報機器購入 ４６９，６６１円

・アクリルパーテーション ４３枚

・パソコン、プロジェクター等 各１台

円
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長地公民館運営

事業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級

５月２４日（火）～１１月２９日（火）

１６回 参加延人数 １６２人

２ 保育園・認定こども園家庭教育学級

保育園、認定こども園毎に学級を設け、保護者を対象に実施

・東堀保育園ほか１園 ４回 参加延人数 １２８人

３ 小学校家庭教育学級

小学校に学級を設け保護者を対象に開設

・長地小学校ほか１校 ２回 参加延人数 １２２人

４ 子ども学級

・「親子で体験！びっくり科学実験」

１１月２７日（日） １回 参加人数 ４２人

５ いちい学級

５月２７日（金）～１２月 ９日（金）

１６回 参加延人数 ５４２人

６ 生活講座

・「エンジェルガールズ無料体験会」

６月１７日（金）～ ７月 １日（金）

３回 参加延人数 ３６人

・「ゼロから始める家でも簡単健康運動」

９月 ８日（木）～ ９月２９日（木）

４回 参加延人数 ２４人

・「はじめてのピラティス講座」

１０月 ４日（火）～１０月２５日（火）

４回 参加延人数 ４９人

・「はじめてみよう！ロコモ体操＆シナプソロジー」

３月 ３日（金）～ ３月２４日（金）

４回 参加延人数 ２７人

７ 読書活動推進事業

登録者数 ７８８人 貸出数 ４，３７２冊

８ 学習団体育成支援

・長地公民館学習グループ ３１グループ

・岡谷市３公民館（湊・川岸・長地）交流文化祭

作 品 展 １１月４日（金）、５日（土） 参加６団体 ２個人

芸能発表 １１月５日（土） 参加７団体（５８人）

※会場はカルチャーセンター催事場 来場者 ３２７人

・長地公民館ロビー作品展

１２月 ５日（月）～ ３月 ８日（水） 参加１１団体

円

美術考古館管理

事業

１ 美術考古館の管理・運営及び収蔵作品等の適切な管理を行った。

２ 美術考古館の「絵はがき」、「一筆箋」、「クリアファイル」などの

資料販売を行い、「土偶バッチ」、「ストラップ」などの委託販売も行

った。

３ 美術考古館の市民ギャラリーや交流ひろば等の貸出を行った。

４ 髙橋貞一郎の作品他、美術作品の寄贈を計１８点受けた。

５ １１月３日（木・祝）文化の日に無料公開し９０人の入館者があ

った。

円
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美術考古館学習

事業

ワークショップなどを開催し、ものづくりの体験や芸術・文化等に

触れる学習活動を推進した。

円

イベント名 開催日
参加

人数

館長のワークショップ

「土と炭で『縄文』を描く」

５月２８日（土）

６月 ４日（土）

１１日（土）

１０人

６人

１０人

「ガラス絵を描いてみよう」
６月１２日（日）

１９日（日）
２６日（日）

８人
１０人
１０人

輝く子育て支援学級

「手形プレート」
６月１７日（金） １２人

「窓辺のポップアップカード」 ７月１６日（土） ８人

自然の素材で「ネームプレートをつ

くろう」
７月３０日（土） １０人

「和風柄のうちわをつくろう」 ８月２０日（土） ４人

「テンペラ画を描いてみよう」 ９月１７日（土） ９人

「ミニ掛け軸を作ろう」 ９月１８日（日） ９人

湊公民館
「ペーパークイリング」

１０月 ５日（水） ８人

館長のワークショップ

「鉛筆デッサン」石膏胸像を描く

１０月２２日（土）
２９日（土）

１１月 ５日（土）
１２日（土）
１９日（土）
２６日（土）

６人
６人
９人
９人

１０人
１０人

「勾玉を作ろう」 １１月２７日（日） １２人

こどものくに

「ネーベルスロイドを作ろう」
１２月 １日（木） １１人

身近な材料でつくる「クリスマスツ

リー」
１２月１０日（土） １０人

「押絵びなを作ろう」 ２月２５日（土） ３人

「消しゴムはんこを作ろう」 ３月１８日（土） １１人

美術考古館展示

事業

１ 収蔵作品展の開催

・「堀内唯生新収蔵作品展」

令和４年３月１７日（木）～ ５月２２日（日）

・「宮原麗子回顧展」 ５月２６日（木）～ ８月 ７日（日）

・「田中隆夫展」 令和５年３月 ９日（木）～ ６月 ４日（日）

２ 交流ひろば・企画展示室展示

・「アートになった動物たち展」

４月 ９日（土）～ ４月１９日（火）

・「岡谷アートフェスティバル２０２２」

８月 ４日（木）～ ８月 ７日（日）

・「花岡克行作品展」 ８月１６日（火）～ ８月２１日（日）

・「諏訪美術会小作品展」 ９月 ８日（木）～ ９月１１日（日）

・「冬麗社絹絵展」 １０月１３日（木）～１０月２０日（木）

・「艸展」 １月１０日（火）～ １月１６日（月）

・「放課後居場所づくり事業展示」

１月３０日（月）～ ２月１３日（月）

・「和田潤展」 ２月１８日（土）～２月２３日（木・祝）

・「東高展」 ２月２５日（土）～ ３月１７日（金）
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・「岡谷シルク アート・イン・レジデンス」

令和５年３月１９日（日）～ ５月１４日（日）

３ 考古常設展示

・市内遺跡から出土の縄文～平安時代までの土器石器類の展示

４ アーティスト育成展

・那須ゆいか展「表現と今」

２月２５日（土）～ ３月２６日（日）

円

美術考古館企画

展等開催事業

１ 美術特別企画展

・「生誕１４０年 宮坂巴堂展」

８月１１日（木・祝）～１０月２３日（日）

・「暮らしを彩る小さな作品展」

１０月２７日（木）～１２月２５日（日）

・「辰野清写真展」 １月 ７日（土）～ ３月 ５日（日）

２ 考古特別企画展等

・「上向Ｂ遺跡速報展」

令和３年１１月１１日（木）～ ９月３０日（金）

・「岡屋考古館開館６０周年記念展」

１０月 ３日（月）～１２月２７日（火）

・「岡谷の大地を知り諏訪盆地の成り立ちを考えよう」

１月２４日（火）～ 展示中

３ 岡谷市内小学校児童版画展

・第２９回岡谷市内小学校児童版画展 小学校巡回展１１月～１月

・第３０回岡谷市内小学校児童版画展

１月２２日（日）～ ２月１９日（日）

円

生涯学習館車両

管理事務

共用車両の管理費の節減に取り組むとともに、各種法定点検、職員

による日常点検を実施し、適正な車両管理と運行に努めた。

（ 円）

生涯学習館管理

事業

乳幼児から高齢者までが集い、学ぶための施設である生涯学習館の

維持、管理を行った。

１ 生涯学習館施設運営業務委託 １１，９３９，４００円

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・施設一部使用休止 令和４年３月７日（月）～５月２９日（日）

７月２５日（月）～１０月１０日（月・祝）

・感染拡大防止のため各室備品等の消毒を実施

・感染対策用消耗品購入 ５１，３７０円

３ 感染対策用品・情報機器購入 ７１８，８６０円

・ＣＯ２センサー １５台

・アクリルパーテーション １２５枚

・非接触式自動検温消毒機 ３台

・パソコン、プロジェクター等 各１台 （ 円）

生涯学習館運営

事業

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。

１ 輝く子育て支援学級

５月２７日（金）～１２月９日（金）

１６回 参加延人数 １４８人

２ 保育園・幼稚園家庭教育学級

・保育園、幼稚園毎に学級を設け、保護者を対象に実施

聖母幼稚園ほか２園 ４回 参加延人数 ８４人

３ 小学校家庭教育学級

・小学校毎に学級を設け、保護者を対象に実施

小井川小学校ほか１校 ３回 参加延人数 ３２２人
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４ キッズクラブ（子ども学級）

６月２５日（土）～１２月２４日（土）

８回 参加延人数 ５８人

５ 世代間交流講座

・『おかや子ども憲章』制定２０周年記念「成長樹」を形にしよう

８月 ６日（土） 参加人数 １６人

６ 季節の教養講座

・「はじめてのシャドーボックス講座」

６月３０日（木）～ ７月１４日（木）

３回 参加延人数 １９人

・「笑顔の花咲くフラワーアレンジメント講座」

７月 １日（金）～ ７月１５日（金）

２回 参加延人数 ８人

・「心を込めて結ぶはじめての水引講座」

９月２７日（火）～１０月１８日（火）

３回 参加延人数 ２８人

・「つまみ細工講座」

１１月２２日（火）～１２月 ６日（火）

３回 参加延人数 ４１人

・「最新お片付けトレーニング講座」

１１月２７日（日）～１２月１８日（日）

３回 参加延人数 ２４人

・「藍染体験講座」

１月２８日（土） １回 参加人数 ９人

・「切り絵講座」

２月２７日（月）～ ３月２０日（月）

３回 参加延人数 ３１人

・「ロープで作る！はじめての布ぞうり講座」

３月 １日（水）～ ３月１５日（水）

３回 参加延人数 ３０人

・「多文化を学ぼう！カホン講座」

３月 ４日（土） １回 参加人数 ８人

７ 若者向け講座

・「災害時にも役立てよう！キャンプ入門講座」

７月３１日（日） １回 参加人数 ６人

８ 生涯学習大学

・「感染症から身を守る」

信州大学医学部付属病院 感染制御室 副室長 金井 信一郎 氏

１２月１１日（日） 参加人数 ２３人

・「金融犯罪の手口と対策」

一般社団法人 長野県銀行協会 常務理事 五明 勲 氏

２月１１日（土・祝） 参加人数 ２８人

９ ＩＴ講座

・「はじめての写真・動画編集講座」

１１月１５日（火）～１１月２９日（火）

３回 参加延人数 ２５人

・「スマホでＬＩＮＥ始めませんか？」

３月１６日（木）～ ３月２３日（木）

２回 参加延人数 １９人

１０ いちい学級

５月２６日（木）～１１月１７日（木）

１６回 参加延人数 ３４５人
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１１ じっくり学習！岡谷学

８月２３日（火）～１１月 １日（火）

９回 参加延人数 １６４人

１２ 岡谷の今を学び、明日を創造する講座『コレカラ岡谷』

・第１回「岡谷シルク」“オール岡谷産シルク”に向けた熱い思い

６月２１日（火）～ ７月 ５日（火）

３回 参加延人数 １５人

・第２回～国指定重要文化財「旧林家」～旧林家住宅の魅力と価値

を探る

１１月 ３日（木・祝）～１１月２２日（火）

３回 参加延人数 ３６人

１３ 共催講座（生涯学習館で活動中のグループ等との共催）

・「ソープカービング講座」（くまさんカービング）

９月１４日（水）～１０月１２日（水）

３回 参加延人数 １８人

・「楽しい俳句講座」（あづさ俳句会）

１１月１０日（木）～１２月 ８日（木）

３回 参加延人数 ２２人

・「ニーハオ！太極拳講座」（太極拳火曜会）

２月２１日（火）～ ３月 ７日（火）

３回 参加延人数 ３２人

１４ ロビー展事業 １０団体参加 各９～２１日間展示

１５ 文化祭

・作品展 １０月２８日（金）～３０日（日）

来館者延人数 １，１８８人

・市民音楽祭 １１月 ３日（木・祝） 来館者延人数２０２人

・岡谷展 １１月１０日（木）～１３日（日）

来館者延人数 ５８０人

・岡谷演劇祭 １２月 ２日（金）～４日（日）

来館者延人数 １８８人

・朗吟祭 １２月１０日（土） 来館者延人数 １４人

・舞踊祭 １２月１０日（土） 来館者延人数 １０５人

・伝統音楽芸能祭 １２月１７日（土） 来館者延人数 １０２人

１６ 学習グループの育成および活性化

９５グループ １，０９５人

１７ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う代替事業

・ホリデイスクエア事業を動画配信へ変更し実施

岡谷市消防音楽隊 放送期間３月１日（水）～１５日（水）

円

青少年活動育成

支援事業

１ 青少年問題協議会

青少年の指導、育成、保護等に関する総合的施策の検討及び実施

のため会議を開催した。

・協議会 ２月１３日（月） 参加人数 ２０人

２ 岡谷市子ども会育成連絡協議会

・市内２０地区子ども会育成会組織への支援

・「子どもの手による子ども会」をめざした活動の実施

・令和５年３月「子ども会だより」発行（全戸配布）

◎岡谷市リーダーズ倶楽部事業

中学３年生か ら高校 ３年生の有志 で組織 するボランテ ィア

グループ（登録人数２１人）。

３ 全国子ども会安全共済会負担金

「地区子ども会育成会活動」及び「放課後子どもの居場所づくり事

業」に参加する市内小中学校に通う児童生徒と子ども会育成会役員
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等の安全を担保するため、全国子ども会安全共済会への加入費用を

公費負担した。 加入者数４，１１６人

４ 新型コロナウイルス感染症対応として中止した事業等

・岡谷市子ども会育成連絡協議会の事業のうち主なもの

夏休み夜間パトロール

応急手当講習会

県外研修（静岡県焼津市でのリーダーズ倶楽部研修）

・輝けおかやっ子ＧＯＧＯチャレンジ事業

わんぱくアドベンチャー

第５８回岡谷市少年スポーツ大会

通学合宿（エンジョイ＆ＧＯスクール）

円

環境浄化・青少

年非行防止活動

事業

１ 愛護パトロール

少年愛護センターでは、青少年の非行防止を図り、心身ともに

たくましく健やかな青少年の育成を目標に、愛護パトロールにより

愛護指導を計画的に実施した。

〔活動状況〕

・実施日数 ７９日

・従事委員数 延べ ２２０人

・声かけした子どもの数 延べ ２１人

２ 環境浄化活動

コンビニエンスストアや、ビデオレンタル店、カラオケボックス、

酒の自動販売機等について、全市的に調査を行い、その結果をもと

に関係業者へ自主規制等の協力依頼を行うとともに、青少年健全育

成協力店のステッカー貼付を行い、青少年に有害な社会環境を排除

する環境浄化活動を行った。

３ 街頭啓発活動

「子ども・若者育成支援強調月間」における街頭啓発活動

内閣府の実施する活動の一環で、子ども・若者の育成支援に対す

る理解を深めるため、啓発番組の制作や放送、啓発物品の配付等を

行った。

〔活動内容〕

・シルキーチャンネルにて啓発番組放送

放送内容 市長あいさつ、強調月間に関する市内中学、高校

生による意見発表等

放送期間 １１月１日（火）～１１月１５日（火）

・岡谷東高等学校と岡谷南部中学校の全生徒に啓発物品配付

配 布 日 １１月１日（火）

配 付 数 岡谷東高等学校 ３５５個

岡谷南部中学校 ２５３個

・ＪＲ岡谷駅前に桃太郎旗設置

設置期間 １１月１日（火）～１１月３０日（水）

円

図書館管理事業 人件費等の運営管理及び図書館の施設、設備等の維持管理を行った。

１ 主な修繕等

・誘導灯停電時点灯用蓄電池取替

・地下オイルポンプ取替工事

・温水循環ポンプ修理

・樹木管理業務委託

２ 新型コロナウイルス感染症対応

・一部サービスを休止しての開館（学習室、レファレンスコーナー、

新聞・雑誌閲覧コーナーの閉鎖）

令和４年３月８日（火）～４月３０日（土）
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・５月１日（日）から新聞・雑誌閲覧コーナーの利用およびコピー

機の使用を再開。（学習室、レファレンスコーナーについては引き

続き閉鎖）

・５月３１日（火）より制限を緩和してサービスの再開。

・感染レベル４に伴い、７月２３日（土）以降の読み聞かせイベン

ト、貸館の中止。（１０月１１日（火）まで）

（ 円）

図書資料等整備

事業

多くの新刊図書が発刊される中、図書館司書が利用者が好む本や、

タイムリーな情報を取り入れることなど各分野の特徴を意識した選書

に努め、図書資料の整備を行った。

１ 図書資料の購入等

・図書 ７，５６０，６３３円

・保育園、幼稚園親子文庫用図書 ９１９，３９５円

・紙芝居 ４，８４５円

・新聞、雑誌 １，０５７，５５６円

２ 視聴覚資料購入

・ＤＶＤ １８９，５８５円

・ＣＤ １９，９４０円

（ 円

読書普及活動事

業

第３次岡谷市子ども読書活動推進計画に基づいた事業や生涯を通じ

て読書に親しむ機会を創出し実施した。また、新型コロナウイルス感

染症対応のため、例年実施している行事を一部中止した。

１ 岡谷市子ども読書活動推進会議

・１２月１２日（月）推進会議の任務及び具体的な活動内容

・第３次岡谷市子ども読書活動推進計画ＰＤＣＡに対する委員から

のコメントについて

２ 学校図書館との連携

（１）市立図書館返却ポストの設置及び物流システム

市立図書館で借りた本を自分の通う学校の図書館へ返却できるよ

うに、学校図書館指導員や業務員の業務内で行える体制を学校と協

力し整えた。また、教職員が求める図書資料等の相談、検索、資料貸

出等のレファレンス機能（リクエスト）も備え事業の充実を図った。

・市内１１小中学校図書館返却ポスト設置数 １１個

・利用状況

（内訳）

①  小学校 ３７０冊（返却数 １１８冊、リクエスト ２５２冊）

②  中学校 ９０冊（返却数 ４９冊、リクエスト ４１冊）

川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原

返却

リクエスト

計

岡谷西部 岡谷北部 岡谷南部 岡谷東部

返却

リクエスト

計
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（２）学級文庫「おかやとしょかんアネックス」の設置

子どもたちが本を身近に感じられる環境を整備するため、市内１、

２年全学級および希望する学校（学級）に、絵本や様々な分野の本

を各３０冊設置した。※エプロンシアター（童話などのエプロン人

形）を併せて本の交換時に１セット貸出。

・配架学級数 ３１学級

・貸出冊数 ３，６００冊

（内訳）

３ おはなしの森シリーズ

４ 「うち読でエコ読」事業

・広報への掲載、うち読本コーナーの設置

５ ファーストブックプレゼント事業（９～１０か月児健診時配布）

配布数 ２６０冊

６ ファーストチョイスブック（セカンドブック）事業

・新型コロナウイルス感染症予防のため、３歳児健診時に引換券を

配布し、図書館にてオリジナルキャラクター付図書カードをプレ

ゼントした。 引換券配布人数２４２人、実施者数４２人

７ としょかん子ども読書まつり

・関係７団体と協力し、１０月２９日（土）に開催

参加延人数 ２５１人

８ 職員派遣等による普及活動

・乳幼児学級、乳幼児サークル、９～１０か月児健診での読み聞かせ等

実施回数 ２回 参加者数 ５２人

９ ぬいぐるみのおとまり会 １１月１９日（土）、２０日（日）

参加人数 １８人

１０ まちかど図書館事業

・市内公共施設８か所に設置（ロマネット、諏訪湖ハイツ、生涯学

習活動センター、勤労青少年ホーム、市役所ロビー、市民総合体

育館、美術考古館、岡谷市民病院前バス停）

１１ 図書リサイクル事業（読書サークル協議会との協働事業）

・実施日 １２月４日（日）

・来館者 延べ１５１人 リサイクル図書数 １，５０７冊

１２ 本の福袋 １月４日（水）～２２日（日） １６８冊

１３ 図書館ＤＥ講座

（兼テーマブックスコーナー※特設コーナー設置期間）

・ 年岡谷市ゼロカーボンシティ宣言

４月２９日（金・祝）～ ５月２６日（木）

・食育月間 ５月２８日（土）～ ６月２３日（木）

・男女共同参画週間 ５月２８日（土）～ ６月２３日（木）

川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原

行 事 開催日 参加人数

おはなしの森

ちいさなおはなしの森

日曜日のちいさなおはなしの森

毎週土曜日（２３回）

毎月第３火曜日

（７回）

６月２６日（日）

１０月２３日（日）

２月２６日（日）

４００人

クリスマス特集おはなしの森

・大型絵本の読み聞かせ、ブラッ

クパネルシアター、エプロンシア

ター、ハンドベル

１２月 ２４日（土） ５７人
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・岡谷市防災の日 ６月２５日（土）～ ７月２８日（木）

・道路ふれあい月間 ７月３０日（土）～ ８月２５日（木）

・健康増進月間・食生活改善普及運動

８月２７日（土）～ ９月２９日（木）

・自殺予防週間 ８月２７日（土）～ ９月２９日（木）

・世界アルツハイマー月間

８月２７日（土）～ ９月２９日（木）

・下水道の日、水道週間 ８月２７日（土）～ ９月２９日（木）

・里親月間・里親の日 １０月１日（土）～１０月２７日（木）

・児童虐待防止推進月間

１０月２９日（土）～１１月２３日（水・祝）

・自殺対策強化月間 ２月２５日（土）～ ３月３０日（木）

１４ はつらつ来（らい）ぶらり事業

高齢者の方々に本への関心をもっていただくため、いきいき

ライフコーナー（大活字本・年金等シニア向けの書棚）を設置した。

１５ 「岡谷図書館公式ツイッター」の運営

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用し、

新コーナーの紹介やイベントの案内、その他あらゆる情報等を掲載

し、幅広い層へ市立図書館の認知度向上を図った。

・閲覧回数 ３０，４０６回

１６ 読み聞かせ活動用機材の貸出

コロナ禍における読書活動を支援するため、携帯型パーティショ

ンとハンズフリータイプの拡声器を読書活動団体や学校等に貸し出

した。

・パーティション貸出件数及び台数 １件 延べ１３台

・拡声器貸出件数及び台数 １件 延べ ２台

１７ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した事業

・おはなしの森（４・５・８・９月、 春だよスペシャル）

・ちいさなおはなしの森（ ）

・夏の子ども工作教室（ ）

・としょかんキッズ（ ～ ）

・夏休み特集おはなしの森（ ）

・こわ～いおはなしの森（ ）

・日曜日のちいさなおはなしの森（ ）

円

図書館情報ネッ

トワークシステ

ム管理事業

・諏訪地域公共図書館情報ネットワークシステムの維持管理を行っ

た。

・信毎データベースを導入し、利用者が望む資料検索時間の短縮や、

それに伴う職員の業務の軽減を図った。

・８月５日より、市町村と県による協働電子図書館サービス「デジと

しょ信州」を開始した。

円

指定文化財管理

事業

１ 市管理の指定史跡梨久保遺跡、姥ヶ懐古墳、唐櫃石古墳、スクモ

塚古墳、広畑遺跡の草刈、アメシロ駆除等の管理を行った。

２ 市指定文化財保護事業では東堀区、小坂観音院檀徒会へ補助金交

付要綱に基づき文化財の保護に要する経費について補助金を交付し

た。

・東堀区 正八幡宮本殿・舞屋修繕工事 ７３７，０００円

・小坂観音院寺叢剪定事業 ７３，０００円

円
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旧林家住宅管理

事業

１ 施設の維持管理、公開を行った。

・旧林家住宅応急修繕事業実行委員会へ負担金を交付した。

７，９８７，６８２円

２ 施設を活用した行事を開催した。

・１０月 ２日（日） 岡谷工業高校茶華道部による発表会８５人

・１０月２２日（土）～１０月２３日（日）

小原流岡谷の会による伝統文化いけばな親子教室発表会

延べ８１人

・１１月 ３日（木・祝） 文化の日に無料公開 ５２人

・４月 １日（金）～４月２２日（金） 雛人形の展示

３ 新型コロナウイルス感染症対応

・４月２９日（金・祝）のシルクフェア中止により無料公開を中止

した。

４ 旧林家住宅外トイレ改修工事（文化庁補助金）

工 期 ８月２２日（月）～１２月２８日（水）

請負金額 ２，８９３，０００円

（ 円）

旧渡辺家住宅管

理事業

１ 施設の維持管理、公開を行った。

２ 施設を活用した行事を開催した。

１１月３日（木・祝） 文化の日に無料公開 ３１人

３ 新型コロナウイルス感染症対応

・５月５日（木・祝）の無料開放を中止した。

円

旧山一林組製糸

事務所管理事業

１ 施設の維持管理を行った。

２ 絹工房プレハブ作業所改修事業を実施した。

工 期 ４月１日（金）～５月３１日（火）

請負金額 １，６５０，０００円

３ 建物１・２階を岡谷絹工房として施設の活用を図った。

円

有形文化財保護

・保全事業

１ ５月１２日（木） 岡谷市文化財保護審議会を開催した。

２ 生涯学習課分室・公用車両の管理を行った。

円

遺跡緊急発掘事

業

１ 個人住宅等小規模開発・公共事業に伴う試掘調査を実施した。

・調査件数 ８件 ３１１．５㎡

円

塩嶺野外活動セ

ンター管理事業

市内唯一の宿泊可能な生涯学習施設として、緑豊かな自然の中での

野外活動を通して、利用者の豊かな情操と心身の健全育成を図るため、

適切な管理運営を行った。

開設期間 ５月１日（日）～１０月３１日（月）

◎新型コロナウイルス感染症対応

・施設管理面等からセンターハウスでの宿泊利用受け入れについ

て、開設期間を通して原則休止した。

・キャンプ場での宿泊利用受け入れについて、感染警戒レベルに

応じて、一日の利用可能組数（人数）について制限した。

・マレットゴルフ場利用者数 ２１７人

円
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第３ 主要な統計、行政資料等（令和５年３月３１日現在）

１ 生涯学習館・公民館利用状況

区 分 利用件数 利用人員 使用料
うち有料

件 件 人 円

生涯学習館

湊 公民館

川岸公民館

長地公民館

合計

令和４年度

令和３年度

増 減

２ 図書館

（１）総蔵書冊数等（総蔵書冊数 ２３４，６５９冊）

分類別蔵書冊数、受入及び除籍冊数 （ ）内はうち寄贈数

分 類
蔵 書 冊 数 受入冊数 除籍

冊数構成比 （ ）うち寄贈に

よる受入

構成比

冊 ％ 冊 ％ 冊

０ 総 記 （ ）

１ 哲 学 （ ）

２ 歴 史 （ ）

３ 社会科学 （ ）

４ 自然科学 （ ）

５ 技 術 （ ）

６ 産 業 （ ）

７ 芸 術 （ ）

８ 言 語 （ ）

９ 文 学 （ ）

外 国 語 （ ）

大 活 字 （ ）

コ ミ ッ ク （ ）

児 童 （ ）

小 計 （ ）

団 体 貸 出 用

公民館図書室

紙 芝 居

保育園・幼稚園

親子文庫

合

計

令和 年度
（ ）

令和 年度
（ ）

増 減
△ （ ）
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再

掲

区 分 蔵 書 冊 数 受入冊数 除籍冊数

郷 土 （ ）

点 字 （ ）

洋 書 （ ）

公民館図書室

湊 公民館

川岸 〃

長地 〃

（２）館外貸出利用状況（登録者数 ３４，７５６人 内児童数 １，７２４人）

区 分
貸 出 冊 数 利用者別貸出冊数

内児童図書 中学生以上 児 童

本 館 計

個人貸出※

団体貸出※

相互貸借※

湊 公民館

川岸公民館

長地公民館

保育園幼稚園

親 子 文 庫

合計

令和４年度

令和３年度

増 減

※個人貸出の内、視聴覚資料利用数 点
（内訳 ビデオ： 点、カセット： 点 ： 点、 点）
※団体貸出：学級文庫、市内施設等への貸出
※相互貸借：諏訪５市町村や県内外図書館への貸出

（３）入館者数 ４２，７２９人（開館日 ２７２日） （単位：人）

１日平均入館者数

令和４年度

令和３年度

増 減 △

３ 美術考古館

（１）収蔵資料数

ア 美術関係資料 （単位：点）

種類 点数 種類 点数 種類 点数

彫刻 石膏 デッサン 書

セメント 日本画 版画

大理石 油彩画 複製画

ブロンズ 水彩画 造形資料

木彫 水墨画 刀剣

テラコッタ 中国画 その他

彫塑用粘土 工芸

合 計
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イ 考古関係資料 （単位：点）

種 類 縄文時代 弥生時代 古墳時代以降 計

土器

土製品

石器

金属器

レプリカ

その他 八幡一郎資料

計

ウ 民俗関係資料

種 類 点 数

民俗関係資料 点

（２）美術考古館入館状況 （開館日数２９４日）

個 人 団 体 年間券

販売）

共通券

販売

減 免

割 引

入館者

無 料

入館者

入館者

合計

入館料

合 計高校生

以 上

小 中

学 生

高校生

以 上

小 中

学 生

令和４年度

（ ）

人 人 人 人 人

（ ）

人

（ ）

人 人 人 円

令和３年度

（ ） （ ）（ ）

増減 △ △

（△ ）（ ）

△

（３）美術考古館利用状況

市民ギャラリー 交流ひろば 多目的スペース 使用

有料 減免 使用料 有料 減免 使用料 有料 減免 使用料 料合計

令和４年度

（ ）

日 日 円 日 日 円 日 日 円 円

令和３年度

（ ）

増減
△ △

４ 旧渡辺家住宅 公開日数 １３７日（１１月４日（金）～３月１９日（日）休館）

年度

入 館 者 数（人）

個 人 団 体
減 免

入館者

小中

高校生

無料

共通入館券

合計共通

入館券購

入者

他館での

購入者

令和４年度

令和３年度

増 減 △ △ △

（円）

年度
入館料 会場使用料 入館料・

使用料合計合 計 部分使用 全館使用 合 計

令和４年度

令和３年度

増 減 △ △
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５ 旧林家住宅 公開日数 ２２７日

（１１月４日（金）～３月３１日（金）の平日は休館）

年度

入 館 者 数（人）

個 人 団 体
減 免

入館者

小中

高校生

無料

共通入館券

合計共通

入館券

購入者

他館での

購入者

令和４年度

令和３年度

増 減 △

（円）

年度
入館料 会場使用料 入館料・使用

料合計合 計 部分使用 全館使用 合 計

令和４年度

令和３年度

増 減 △

６ 塩嶺野外活動センター利用状況

（１）センターハウス（宿泊）

市 内 市 外

減免 人数計
使用料

合 計

無 料 有 料

使用料

有 料

使用料高校生

以 下
一般

高校生

以 下
一般

人 人 円 人 人 円 人 人 円

（２）センターハウス（日帰り）

市 内 市 外

減免 人数計
使用料

合 計

無 料 有 料

使用料

有 料

使用料高校生

以 下
一般

高校生

以 下
一般

人 人 円 人 人 円 人 人 円

（３）キャンプ場（日帰り）

単 位
利用人数 使用料

使用料 人数 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 人～

有料
組 組 組 組 組 人 円

減免

（４）キャンプ場（宿泊）

テント数 利用人数

有料
減免 使用料 有料 減免 計

貸出 持込
張 張 張 円 人 人 人

（５）センターハウス及びキャンプ場の利用人数等合計

年度 人数・使用料 利用人数 センターハウス等使用料

令和４年度（ ）
人 円

令和３年度（ ）

増 減
（ ） （ ）

△ △

（328）
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ス ポ ー ツ 振 興 課

（330）
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第１ 概説

スポーツ振興課では、第２次岡谷市スポーツ推進計画「はつらつ岡谷スポーツプラン」

の主な取り組みである「市民ひとり１スポーツの実現」、「競技力の向上」、「子どものスポ

ーツ機会の充実」、「スポーツ環境の整備・充実」の４つを柱に、すべての市民が「する」

「みる」「ささえる」といった様々な形で積極的にスポーツに参画できるよう、公益財団法

人岡谷市スポーツ協会をはじめとする関係スポーツ団体等と連携を図り、各種事業を実施した。

市民のスポーツへの関心や参加意欲を高め、継続した活力あるスポーツ活動へつなげる

ため、岡谷市出身のオリンピアンである北京オリンピック男子陸上４００ｍリレー銀メダ

リストの塚原直貴さんを講師に招き、講演会及び小中学生対象の陸上クリニックを実施した。

また、市民ひとり１スポーツの実現に向けて、スポーツ教室や大会をはじめとする、多

様なスポーツ機会の充実を図るとともに、老若男女だれでも気軽に取り組むことができる

ニュースポーツの紹介動画を、スポーツ推進委員が講師となって、動画共有サイトへ配信

を行った。

そのほか、コロナ禍での運動不足を懸念している働き盛りのミドル、シニア世代を対象

に、個々のペースで取り組むことができるランニングを用いて、体力の向上、健康増進を

目的とした大人のためのランニング教室を開催した。

２０２８年 令和１０年 第８２回国民スポーツ大会の本市の内定競技である、卓球競技

及び諏訪湖周２市１町共同開催のトライアスロン競技においては、中央競技団体による正規

視察が実施され、大会会場である岡谷市民総合体育館、諏訪湖畔周辺コースの現地確認が行わ

れた。

スポーツ施設の整備、充実においては、令和４年１２月から岡谷市民水泳プールを休館

とし、令和５年度までの２ヵ年計画で、長寿命化に向けた大規模改修工事を実施しており、

令和４年度分の工事が予定どおり完了した。また、指定管理者による適切な管理運営と施

設の有効活用の推進に努めた。

第２ 実績総括  
主要な事務事業 内 容

スポーツ推進委

員事業
スポーツ推進委員（１３人）によるニュースポーツの普及や市民

のスポーツ推進のための行事や事業への協力に努めた。

・諏訪地方ヘルスバレーボール大会 ６月

・体力、運動能力調査 ９月

・長野県スポーツ推進委員研究協議会 １０月
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・ファミリースポーツプログラム ６、８、１０、２月

・親子で氷上運動会 １１月

・市民ボッチャ体験会 ８月 中止

・市民ボッチャ交流大会 １１月

・シルキーチャンネル ！おかや！ 撮影１０回

円

陸上競技場管理

事業

市営陸上競技場の利用者が、安全で快適に利用できるよう施設の

適正な管理に努めた。

また、本施設の第４種陸上競技場としての公認は、令和４年１０

月９日までの有効期間をもって終了した。

・市営陸上競技場走路、縁石等整備工事 円

円

やまびこ国際ス

ケートセンター

管理事業

岡谷市やまびこ国際スケートセンターの管理を株式会社やまび

こスケートの森に指定管理者として業務委託を行った。

また、原油・原材料価格の高騰や円安の進行に伴う物価高騰等に

対する支援を行った。

・冷凍機エンジン修繕工事 円

・自動扉開閉装置機種交換工事 円

・指定管理委託業務 円

・運営支援事業負担金 円

・価格高騰対策支援事業負担金 円

円

学校体育施設開

放管理事業

学校体育施設の利用者が、安全で快適に利用できるよう適正な管

理運営を行った。

・市内小中学校体育館、校庭等 円

スポーツ施設管

理事業

市営岡谷球場、岡谷市民湖畔広場、岡谷市民川岸スポーツ広場、

岡谷市民総合体育館、岡谷市営庭球場、岡谷市民水泳プールの管理

をシンコースポーツ株式会社に指定管理者として業務委託を行っ

た。

市民水泳プールについては、施設の長寿命化を図るため、２ヵ年

にわたる大規模改修工事に着手した。

なお、市民総合体育館柔道場、剣道場を新型コロナウイルスワク

チン接種会場として開放した。

やまびこアイスアリーナについては、利用者が安全で快適に利用

できるよう施設の適正な管理を行った。

・旧市民屋外プール漏電修繕工事 円

・市営庭球場人工芝修繕工事 円

・市民水泳プール女子便所配管修繕工事 円

・スポーツ施設指定管理委託業務 円

・市民水泳プール大規模改修工事監理委託業務（４年度分）

円

・市民水泳プール大規模改修工事（建築、機械設備）（４年度分）

円

・市民水泳プール大規模改修工事（電気設備）（４年度分）

円

・市民総合体育館（東体育館）屋内消火栓設備改修工事（繰越） 
円

・アイスアリーナ床面改修工事 円

・備品購入 卓球台５台 円

円
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スポーツ振興事

業

岡谷市教育委員会主催大会、各種スポーツ教室を公益財団法人岡

谷市スポーツ協会に委託し開催した。子どもから一般まで多様なス

ポーツ機会の充実を図るとともに、スケート及びバレーボールの推

進に向けた普及や競技力向上のため、各種教室や大会を実施した。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定した大会、

教室等を中止または定員を変更して実施した。

１ スポーツ大会（主催大会等） ５９大会 円

・各区対抗体育大会 １０大会

・市民スポーツ普及大会 ３８大会（うち１６大会中止）

参加者２，８９６人

・競技力向上大会 ９大会（うち３大会中止）

参加者８１９人

・長野県エースドッジボール協会主催大会 ２大会（全大会中止）

２ おかやファミリースポーツプログラム 円

・体験型スポーツイベント ４回

３ スポーツ教室（主催教室） 円

・少年スポーツ教室 １０種目１１教室（うち２教室中止）

・女性スポーツ教室 ２種目 ２教室

・一般スポーツ教室 １種目 １教室

・市民全般スポーツ教室 ３種目 ３教室（うち１教室中止）

・託児付きスポーツ教室 １種目 １教室

４ 大人のためのランニング教室６回 参加者 １５人 円

５ おかや小学生体育塾 円

前期２０回、後期２０回 各２クラス 参加者７７人

６ ジュニアアスリートのためのパフォーマンスアップ教室

１２回 参加者２０人 円

７ かがやけおかやキッズ体力アッププログラム 円

・小学１、２年生 ２６クラス各６回

・指導者講習会 新任学校教職員研修会にて実施

８ スポーツ＆健康 高齢者運動促進事業

・元気いきいき岡谷シニアスポーツデー ４回 参加者７３人

９ スケート振興事業 円

・多種目スケート教室 ３種目３教室

・おかやスピードスケートトータルサポートクラブ

初心者～上級者コース ３０回

アスリートコース ５０回

・親子で氷上運動会 １回

・ファミリースケートデー １回 入場者８８人

１０ バレーボールのまちづくり事業 円

・第２１回岡谷カップ・フレンドシップバレーボール大会  
６大会（うち３大会中止） 参加者５８５人  

・中学生男子バレーボール教室 参加者２６人

・中学生女子バレーボール教室 参加者４６人

・小中学生バレーボールクリニック 参加者１０２人

・ＶＣ長野トライデンツママさんバレーボールクリニック

参加者６０人

１１ アスリートフェスティバルｉｎおかや塚原直貴講演会、陸上

クリニック

・講演会 参加者 １１０人

・陸上クリニック 参加者 ５０人

（ 円
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第３　主要な統計、行政資料等

　１　市営岡谷球場利用状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　２　岡谷市営庭球場利用状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　３　岡谷市民湖畔広場利用状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減
△ 1,831

円円

利用者
合　計

人

施設使用料
合　　　計

人

△ 107,040

人

全面
ｈ

使用料
有　料

ｈ

全面 半面

件数

△ 3

件

用　　具

利用者合計

一般

円

△ 2

個人使用

市内小中
（無料）

使用料

照明施設

利用者
合　計

円

△ 3,000

円

円

使用料

円 円

円

△ 5.5

通年使用

円

使用料
円

△ 296.0

△ 5.0

人

一般

使用料合計

円

円

円

施設使用料
合　　　計

用　　具

使用料

件

照明施設
有料 減免

使用料
野球

専用使用
減免

使用料
全面 半面

円

全面 半面 野球 ソフト全面 ソフト半面ソフト全面 ソフト半面

専用使用

件

放送施設

件数

使用料

有料

件数 使用料

ｈ

件数

件ｈ

半面
円

用　　具
減　免

行政財産
使 用 料

有　料

専用使用

△ 346

使用料

人

△ 218

使用料

件 円

小中
学生

使用料

△ 74,360

施設使用料
合　　　計

小中
学生

減　免

一般

件件

小中学生

人

件

開場
日数

行政財産
使 用 料

使用料
合　計

日

円

有料 減免

回数券

円
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　４　岡谷市民川岸スポーツ広場利用状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　５　岡谷市やまびこ国際スケートセンター利用状況

　（１）使用料収入状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　（２）利用者数等状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

△ 14.0

利用者
合　計

円

回　数　券
一般 高校生

使用料
合　計

人

円

全面 全面
減　免

専用使用

円

件 件件

貸　　靴

件

中学生以下
件

件 円円

１　回　券

円件

中学生以下

使用料高校生一般

ロッカー等

一般
中学生
以  下

学校授業

市内

人

高校生
市外

大会等入場者

人

うち無料
(小中学生)

人人人

利用者
合　計

△ 10△ 11

中学生以下

△ 38,891△ 28

使用料合計行政財産使用料

円

使用料
件 円

人

円

開場
日数

日

△ 3 △ 94,235△ 16

一般

用　　具
件数

有　料

１回券
入　場　券

△ 5

使用料

シーズン券
高校生 使用料

照明施設

施設使用料
合　　　計

使用料

件

シーズン券
件

円 円

人

回数券

サッカーソフト全面 ソフト半面

人

件 円

有　料
半面

使用料

件件

円円

施設使用料合計
円

人

使用料
行政財産
使 用 料

△ 4

専用使用

円

半面
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　６　岡谷市学校体育施設利用状況

　（１）使用料収入状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　（２）利用時間等状況

小学校

中学校

4年度(A)

3年度(B)

増　減

小学校

中学校

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　７　岡谷市民総合体育館利用状況

　（１）使用料収入状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減

利用者
合　計

人

人

使用料

中学校

円

合　計

人人

市内小中

無　料
その他

円

△ 98,495

人

設備
使用料

施設使用料合計

有　料

一般小中学生

円

小学校合　計

有　料

有　料

円

施設使用料合計
中学校

△ 68.0

減　免
照明施設

使用料

合　計
利用者
合　計

円

照明施設

円 円

校　庭

専用使用

　・体育館

減　免

小学校
円円

体育館
小学校中学校

減　免

使用料 有　料

使用料合　計

円

減　免

ｈ ｈ

人

照明施設
使用料合　計

円円

合　計

有　料

円

個人使用

使用料

円 円

　・校　庭
専用使用

使用料

専用使用
開館
日数

有　料

日 円

減　免 合　計

△ 1

一般

有料 減免

回数券

円件

小中学生

行政財産使用料

円

使用料合計

件数
円件 件

使用料

円 円

円件

使用料件数
用具

△ 18
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　（２）利用者数等状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

　８　岡谷市民水泳プール利用状況

4年度(A)

3年度(B)

増　減

4年度(A)

3年度(B)

増　減
△ 6,456

利用者合計

人

小中
学生

一般 使用料

円件

小中学生

人

小中学生

使用料

回数券個人使用
その他
無料
減免

市内
小中

（無料）

人 件

件

専用使用
一　般

開場
日数

人 人

有料
小中
学生

△ 37 △ 191.0 △ 146.0 △ 401,100

無　料

使用料合計

円

一般

△ 559,050△ 539,280

施設使用料合計

個人使用

△ 19,770

△ 201 △ 3

円

行政財産使用料

日 円

円

件 数
人 人

使用料

コース専用使用

△ 45

円

△ 211,500

減免

人

△ 3

回数券使用

人

人　数
人

合　計
人人

合　計
人 人

利用者
合　計一　般
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９  スポーツ教室等

（１）スポーツ教室

　○少年スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

多種目スポーツ教室 5～6月 市民総合体育館 △ 44

バスケットボール 6～7月 岡谷田中小学校体育館

バレーボール 5～7月 岡谷田中小学校体育館 △ 50

テニス 5～7月 市営庭球場

フットサル 1～3月 市民総合体育館

水泳（１回目） 5月 市民水泳プール

水泳（２回目） 6月 市民水泳プール

剣道 5～7月 市民総合体育館

バドミントン 9～10月 市民総合体育館 △ 8

ソフトテニス 7～8月 市営庭球場 △ 42

新体操  11～12月 市民総合体育館 △ 2

　○女性スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

ヨガ  8～10月 市民総合体育館

キックボクシングエクササイズ 10～11月 市民総合体育館

　○一般スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

ゴルフ 5～7月 みどり湖ゴルフセンター

　○市民全般スポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

柔道  6月 市民総合体育館 －

卓球  9～11月 市民総合体育館 △ 34

ソフトバレーボール  11～1月 市民総合体育館

△ 30

　○託児付きスポーツ教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

ママスポ広場託児付きヨガ 1～2月 市民総合体育館

（２）大人のためのランニング教室

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

概ね35～60歳 5～7月 やまびこ国際スケートセンターほか －

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、柔道教室の全8回を中止とした。

合　　　　計

合　　　　計

合　　　　計

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、水泳教室の全14回を中止とした。
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対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

前期(1～3年生)2クラス   5～8月 湊小学校ほか

後期(1～6年生)2クラス  10～12月 湊小学校ほか △ 97

△ 33

（受講者数：前期 クラス①21人、クラス②20人、後期 クラス①20人、クラス②16人）

（４）ジュニアアスリートのためのパフォーマンスアップ教室

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

小学生4～6年生 11～2月 岡谷田中小学校ほか

（受講者数：20人）

（５）おかやファミリースポーツプログラム

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

親子でバスケット体験(小学生)   6月19日 市民総合体育館

親子でナイター野球体験(小学生)   8月6日 市営岡谷球場

親子でサッカー体験(年長～小学生)  10月16日 湖畔広場 △ 22

親子で卓球体験(小学生)   2月12日 市民総合体育館

（６）スケート教室

教　　室　　名 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

初心者スケート(市民全般)  10～11月 やまびこアイスアリーナ

アイスホッケー(小中学生)  12月 やまびこアイスアリーナ

カーリング(市民全般)  11月～1月 やまびこアイスアリーナ

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

初心者～上級者コース（小学生） 7～2月 やまびこ国際スケートセンターほか △ 29

アスリートコース（小中学生） 6～2月 やまびこ国際スケートセンターほか

（受講者数：初心者～上級者22人、アスリート19人）

対　　象　　者 日　程 会　　場 回数
4年度

延人数(A)
3年度

延人数(B)
増　減
（A)-(B)

回 人 人 人

年少～小学３年生 11月3日 やまびこアイスアリーナ △ 27

合　　　　計

　○多種目スケート教室

合　　　　計

合　　　　計

　○親子で氷上運動会

　○おかやスピードスケートトータルサポートクラブ

（３）おかや小学生体育塾

合　　　　計
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選 挙 管 理 委 員 会

（342）





343

第１ 概説

選挙管理委員会では、参議院議員通常選挙及び長野県知事選挙の執行のほか、選挙

人名簿の調製、明るい選挙推進協議会と協力した選挙啓発事業を行った。また、６月

９日に市議会より「選挙公営に関する要望書」が本委員会へ提出されたことから、実

施の可否を判断するため継続して議論・検討を重ねた。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

選挙管理委員会

運営事務

１ 選挙管理委員会定例会 月１回開催

２ 永久選挙人名簿の調製

６、９、１２、３月各月の１日を基準日として選挙人名簿の

定時登録を行った。

３ 在外選挙人名簿の調製

海外在住の有権者の名簿管理を行った。

４ 検察審査員候補者予定者の選定

松本検察審査会から本市割当人員２７人の通知を受け、所定

の方法、手続きにより該当者を抽出し報告した。

５ 裁判員候補者予定者の選定

長野地方裁判所松本支部から本市割当人員６５人の通知を受

け、所定の方法、手続きにより該当者を抽出し報告した。

円

明るい選挙推進

事業

１ 明るい選挙推進協議会推進委員選出

各区、各種団体、知識経験者から合わせて３０名を選出、委

嘱した。（任期２年）

２ 明るい選挙推進協議会

５月に総会の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感

染症の拡大を防止する観点から中止とした。

３ 令和４年度明るい選挙啓発ポスター作品募集・選考

５月６日（金）から８月２５日（木）の募集期間中に、小・

中学校の児童、生徒から９３点の応募があり、市の審査におい

て１４点の入選作品を決定し、表彰と記念品授与を行った。ま

た、全応募作品をイルフプラザに展示した。

県の地方審査（第１次審査）では、小学校の部で４点、中学

校の部で４点が入選し、うち小学校の部の１点が県審査（第２

次審査）で入選した。

４ 選挙啓発カードの発送

令和５年４月の統一地方選挙までに有権者となる１８歳に対

し、投票手順を示した選挙啓発カードを発送した。

発送数 ４７６通

５ 出前講座の実施

小井川小学校において、政治や選挙に関心を持つことの大切

さを学ぶ選挙出前講座を実施した。

参加者数 ４６人

６ 投票箱・記載台の貸し出し

児童会・生徒会役員選挙に際し、投票箱・記載台を貸し出し

た。
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貸出学校数 小学校４校、中学校４校、高等学校２校  
７ 選挙時啓発  

・７月１０日執行の参議院議員通常選挙に向け、市内大型商業

施設において街頭啓発を行った。

場 所：西友岡谷南店、西友岡谷北店、オギノ岡谷店、レイ

クウォーク岡谷、フォレストモール岡谷、いちやま

マート岡谷店

・７月１０日執行の参議院議員通常選挙に向け、市内企業を訪

問し啓発を行った。

訪問先：諏訪信用金庫、ＴＰＲ（株）、京セラ（株）長野岡谷

工場、（株）ダイヤ精機製作所、（株）エグロ、マル

ヤス機械（株）

※８月７日執行の長野県知事選挙では、新型コロナウイルス感

染症の拡大を防止する観点から、選挙時の街頭啓発及び企業

訪問は中止とした。

円

参議院議員選挙

執行事務

７月１０日に第２６回参議院議員通常選挙を執行した。

告示日 ６月２２日 執行日 ７月１０日

［長野県選出議員選挙投票結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

候補者得票数（得票順）

杉尾ひでや 立憲民主党 票（県 票 当選）

（杉尾秀哉）

松山三四六 自由民主党 票（県 票）

（秦光秀）

手塚大輔 日本維新の会 票（県 票）

秋山よしはる 参政党 票（県 票）

（秋山良治）

日高ちほ ＮＨＫ党 票（県 票）

（日高千穂）

サルサ岩渕 無所属 票（県 票）

（岩渕政史）

［比例代表選出議員選挙投票結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

党派別得票数（全国得票順、（）内は全国の得票数及び当選人数）

自由民主党 票（ 票 人）

日本維新の会 票（ 票 人）

立憲民主党 票（ 票 人）

公明党 票（ 票 人）

日本共産党 票（ 票 人）

国民民主党 票（ 票 人）

れいわ新選組 票（ 票 人）

参政党 票（ 票 人）

社会民主党 票（ 票 人）

ＮＨＫ党 票（ 票 人）

ごぼうの党 票（ 票）

幸福実現党 票（ 票）

日本第一党 票（ 票）
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新党くにもり 票（ 票）

維新政党・新風 票（ 票）

円

長野県知事選挙

執行事務

８月７日に長野県知事選挙を執行した。

告示日 ７月２１日 執行日 ８月７日

［投票結果］

当日の有権者数 男 人 女 人 計 人

投票者数 男 人 女 人 計 人

投票率 男 ％ 女 ％ 計 ％

候補者得票数（得票順）

あべ守一 無所属 票（県 票 当選）

（阿部守一）

金井忠一 無所属 票（県 票）

草間しげお 無所属 票（県 票）

（草間重男）

円

長野県議会議員

選挙執行事務

令和５年４月９日に執行される長野県議会議員一般選挙の準備

を進めた。

告示日 ３月３１日 執行日 ４月９日

円

岡谷市議会議員

選挙執行事務

令和５年４月２３日に執行される岡谷市議会議員一般選挙の準

備を進めた。

告示日 ４月１６日 執行日 ４月２３日

円



346

第３ 主要な統計、行政資料等

１ 永久選挙人名簿登録人員

区分 月 日 月 日 月 日 月 日

男
人 人 人 人

女

計

２ 在外選挙人名簿登録人員 令和 年 月 日現在

区 分 人 員

男
人

女

計

３ 選挙管理委員会委員及び補充員

選 任 区 分 氏 名 選 任 年 月 日 任 期

委 員 長 中島 弘雄

令和 年 月 日 令和 年 月 日

同職務代理者 小口 啓子

委 員 山田 一彦

委 員 小口 喜視

補 充 員 松下 正樹

補 充 員 濵 道夫

補 充 員 髙林あつ子

補 充 員 小坂 勝樹
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監 査 委 員

（348） 
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第１ 概説

関係法令等に基づき、定例監査、行政監査、財政援助団体等に対する監査、例月出

納検査、決算審査及び財政健全化判断比率等審査を実施した。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

監査事務 １ 監査

（１）定例監査

財務に関する事務の執行と経営に係る事業の管理に

ついて実施した。

・一般会計（学校、保育園含む。）、特別会計、基金、

企業会計 ９日間

（２）行政監査

テーマを「各種団体への負担金の支出について」とし、

定例監査と同時に実施した。

（３）財政援助団体等に関する監査

社会福祉法人 岡谷市社会福祉協議会を対象に実施

した。 １日間

（４）工事監査

岡谷市サイクリングロード整備工事を対象に実施し

た。 １日間

２ 例月出納検査

会計管理者（企業出納員）の行う現金（歳入歳出外現金

及び基金に属する現金を含む。）の出納事務について、毎

月例日を定め検査を実施した。 月１回

３ 決算審査

市長から提出された決算書及び関係書類の審査を実施

した。

・一般会計、特別会計、基金 ７日間

・企業会計 １日間

４ 財政健全化判断比率等審査

市長から提出された実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率、将来負担比率及び資金不足比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類について、決算審

査と同時に実施した。

（ 円）

＊ 監査結果等については、公告するとともに岡谷市ホームページに掲載した。

第３ 主要な統計、行政資料等

監査委員

選 任 区 分 氏 名 選 任 年 月 日 任 期

識見監査委員

（代表監査委員）
山岸 徹 令和 年 月 日

令和 年 月 日

（ 期目）

識見監査委員 宮坂 正志 令和元年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）

議会選出監査委員 藤森 博文 令和 年 月 日 議員の任期

（350）
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公 平 委 員 会

（352）





353（354）

第１ 概説

公平委員会では、職員団体登録事項変更届に関する審査を行った。また、人事行政

の運営等の状況に係る公平委員会報告事項について、報告を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

公平委員会事務 １ 公平委員会開催 ２回

２ 職員団体登録事項変更

本委員会に登録のある団体は、岡谷市職員労働組合、岡谷市

公立学校教職員組合の２組合である。

・４月２７日に岡谷市公立学校教職員組合から登録事項変更届

が提出され、５月９日の委員会において受理した。

・６月３日に岡谷市職員労働組合から役員変更届が提出され、

６月８日の委員会において受理した。

円

第３ 主要な統計、行政資料等

公平委員会委員

選 任 区 分 氏 名 選 任 年 月 日 任 期

委 員 長 林 和子 令和 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）

同職務代理者 宮坂 大吾 令和 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）

委 員 牛越 弘彰 令和 年 月 日
令和 年 月 日

（ 期目）
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農 業 委 員 会

（356）
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第１ 概説

農業委員会では、農地法（以下「法」という。）に基づく権利の許可関係事務のほか、

農地利用の調整、農業振興に関する調査、研究等を行った。

農地等の利用の最適化の推進については、農地の利用状況調査及び意向調査により

農地の状況を把握し、貸したい農地と耕作希望者をマッチングする貸し借り相談会を

開催するとともに、農地の貸出し希望者には、農地バンクへの登録を勧め、農地の有

効利用及び遊休農地の発生抑制、解消を図った。

また、専門部会の農産物振興対策部会では、シルクスイートの試験栽培を行い、収

穫方法や今後の方向性について検討したほか、トロンボーンチーノの栽培にもチャレ

ンジし、収穫したトロンボーンチーノは、健康推進課で作成したレシピとセットにして、

１１月の収穫祭に来場された市民等に無料配布するなど、新たな農産物の普及に繋げ

るための研究を行った。

第２ 実績総括

主要な事務事業 内 容

農業委員会事務

１ 法各条処理

（１）農地権利移転関係（法第３条） １１件

（２）権利移転のない転用関係（法第４条） ５件

（３）権利移転の伴う転用関係（法第５条） ７４件

（４）貸付地の解約関係（法第１８条） １０件

（５）農地転用許可後の計画変更 ７件

（６）許可取り消し関係 ０件

（７）許可不要事案 ５件

２ 調停・あっせん・啓発・答申等

（１）農業に関する啓発 ４回

（２）農業委員会委員研修 ７回

（３）農業者年金関係説明会 ２回

（４）農業団体との懇談会 １回

（５）農地相談事業 ３２件

３ 諸証明

（１）法に基づく証明 ０件

（２）その他の証明 ２０件

４ 会議関係・その他

（１）農業委員会等開催状況

（ア）農地調整、農業振興関係総会 １２回

（イ）地区別現地調査 １２回

（２）農産物振興対策部会 １０回

円
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第３ 主要な統計、行政資料等

１ 農地権利移転関係（法第３条）状況

区 分

権利別
受理 処理

許 可 取り

消し田 畑 計

所有権

移 転

自作地

件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡ 件

有償

無償

貸付地

小 計

賃借権

設定

移転

小 計

使 用

貸借権

設定

移転

小 計

合 計

２ 農地転用関係（法第４条及び第５条）状況

区 分

目的別
受理 処理

許 可 取り

消し田 畑 計

地方公共団体
件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡ 件

宅地造成

その他

地方公共団体以外

宅地造成

住宅

工員・社員社宅

その他の住宅

工場・その他

その他の建物

道水路

その他の施設

植林

合 計

３ 貸付地の解約関係（法第１８条）状況

区 分

目的別
受理 処理

許 可 取り

消し田 畑 計

許可 耕作目的

件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡ 件

転用目的

通知
耕作目的

転用目的

合 計
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４ 農地転用許可後の計画変更

区 分

許可別  受理 処理
許 可

田 畑 計

法第４条

件 件 件 ㎡ ㎡ ㎡

法第５条

合 計

５ 許可不要事案（うち、法施行規則第２９条第１号の届出）処理状況

区 分

目的別
受 理

処 理

田 畑 計

農業用施設

件 件 ㎡ ㎡ ㎡

６ 農地転用状況（法第４条、第５条関係分のみ）

区 分

年度別
件 数

面 積

田 畑 計

平成２５年度

件 ㎡ ㎡ ㎡

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和 元年度

令和 ２年度

令和 ３年度

令和 ４年度

７ 農業委員会の構成 （令和５年３月３１日現在）

選 出 区 分 定数 現在数 備 考

農業委員
人 人

うち女性 名

農地利用最適化推進委員

計

（注） 第２５期農業委員会 会長 宮澤淑 会長代理 井上昌輝








